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１ 平成１９年度業務実績について.

（１）評価の視点

独立行政法人国立病院機構は、国立病院・療養所（国立高度専門医療センター及び

ハンセン病療養所を除く ）の業務を承継して平成１６年４月に新たに独立行政法人と。

して発足したものである。

今年度の国立病院機構の業務実績の評価は、平成１６年４月に厚生労働大臣が定め

た中期目標（平成１６年度～２０年度）の第４年度（平成１９年４月～２０年３月）

の達成度についての評価である。

当委員会では 「厚生労働省所管独立行政法人の業務実績に関する評価の基準」等に、

基づき、平成１８年度までの業務実績の評価において示した課題等、さらには、独立

行政法人整理合理化計画(平成１９年１２月２４日閣議決定)、総務省政策評価・独立

行政法人評価委員会から寄せられた意見や取組方針も踏まえ、評価を実施した。

なお、本評価に当たっては、本部からの実績報告とヒアリング等の部会審議に先立

って一部の病院（※）の視察も行い、その結果も踏まえつつ評価を行った。

（※）東埼玉病院、埼玉病院

（２）平成１９年度業務実績全般の評価

国立病院機構は、安全で質の高い医療を効率的に提供していくことが求められてい

る。具体的には、国の医療政策を踏まえつつ患者の目線に立った適切な医療を提供す

る診療事業、国立病院機構のネットワークを活用した臨床研究事業、質の高い医療従

事者を養成する教育研修事業等を安定的な経営基盤を確立しつつ効率的・効果的に運

営していくことを目指している。

独立行政法人に移行後４年度目にあたる平成１９年度においては、初年度から取り

組まれた病院長の裁量・権限の拡大等を通じた業務進行状況の迅速な把握と業務改善

への努力により、全体として着実に中期目標を達成していることが伺える実績となっ

ている。

特に積極的な業務運営の効率化と収支改善に向けた取組は、中期目標に掲げる経常

収支に係る目標を４期連続して達成したことに加え、これまでの実績を大きく上回る

純利益（２３９億円）を計上するなど特段の実績を上げている。こうした全体として

の大きな成果は、理事長のリーダーシップの下に、各病院長をはじめ職員が懸命な経

営努力をした結果であり、ＱＣ活動(病院職員が自施設内の課題に応じて小グループを

構成し、業務の質の向上を目指して取り組む自主的活動)などに代表される職員の意識

改革がもたらしたものと高く評価する。ただし、個々の病院に目を向けると、不採算

な医療分野を担う側面はあるものの、赤字体質となっている病院も見受けられること

から、平成１９年度末に経営改善計画(再生プラン)を策定した病院においては、同計

画を着実に達成するよう更なる収支改善に向けた努力を望むとともに、それ以外の病

院、本部においても継続した努力を望みたい。

また、平成１９年度においては、セカンドオピニオンの専門窓口の設置病院の増加

や全病院における医療相談窓口の設置及びＭＳＷの大幅な増員、患者の利便性を考慮
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した多様な診療時間の設定、更には地域連携クリティカルパスの活用など質の高い医

療の提供について着実に実績を上げている。

さらに、国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究活動やＥＢＭ(根拠に基づ

く医療)の推進に向けた取組が順調に進捗しているほか、質の高い治験の推進に向けた

取組も大いに実績を上げている。

今後とも、患者の目線に立った良質な医療と健全な経営とのバランスがとれた一層

の取組を期待したい。

なお、国立病院機構の契約に関して、平成１９年１２月に策定・公表した「随意契

約見直し計画」に沿った取組を着実に実施するとともに、国会等で指摘されている一

般競争入札における高い落札率についても改善すべきことは改善し、独立行政法人と

してより透明性と競争性の高い契約の実施を望みたい。

これらのことを踏まえると、中期目標の４年度目に当たる平成１９年度の業務実績

については、全体としては国立病院機構の設立目的に沿って適正に業務を実施したと

評価できるものである。また、各都道府県の新たな保健医療計画における４疾病、５

事業 に対応する医療機関の明記や、全国的な医師不足への対応として各医療機関(注)

が役割分担する体制づくりが求められている中で、国立病院機構においても、こうし

た医療政策における役割等も踏まえ、全国１４６病院のネットワークを活用して、今

後も積極的に我が国の医療の向上に貢献してゆく姿勢を期待したい。

中期目標に沿った具体的な評価結果の概要については、２のとおりである。個別項

目に関する評価資料については、別紙として添付した。

(注)４疾病：がん、脳卒中、心筋梗塞、糖尿病
５事業：救急医療、災害医療、へき地医療、周産期医療、小児医療

２ 具体的な評価内容.
（１）診療事業

① 患者の目線に立った医療の提供

インフォームド・コンセント推進について、医療相談窓口を全ての病院に設置

する他、医療従事者による説明・相談体制については、積極的なクリティカルパ

スの活用に伴うわかりやすい治療方針、治療経過の説明やＭＳＷの増員、医療相

談窓口の個室化等がこれまで以上に進み、患者の相談に応じ解決の支援を行うな

ど更なる充実が図られている。

患者満足度調査については、地域の医療ニーズに合わせた多様な診療時間の設

定や待ち時間対策等の各病院における様々な取組の結果、全体として満足度の向

、 、 。 、上は見られたものの 依然として 外来部門については課題も残っている なお

国立病院機構の共同臨床研究として各病院が行う患者サービスと患者満足度との

関連を検証したことについては、本検証の今後の活用を期待したい。

セカンドオピニオン制度については、窓口を開設している病院数が更に増加し

１２３病院(平成１５年度７病院)と充実が図られているが、情報提供数の更なる

増加についても努めてもらいたい。

これらの取組は、患者自身が医療の内容を理解し、治療の選択を自己決定でき
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ることに資する取組であり評価する。

② 患者が安心できる医療の提供

医療倫理の確立については、相談窓口の個室化等患者プライバシーの配慮、適

切なカルテ開示による情報公開、医療事故公表基準の運用による病院運営の透明

性の促進などが行われた。更に、すべての病院に倫理審査委員会、治験審査委員

会が設置され、倫理審査委員会においては、審議内容のホームページ公開を進め

るなどの取組も行っている。

医療安全対策については、国立病院機構全体の基本的方向性を検討する「中央

医療安全管理委員会」の設置や、報告された事故事例等から作成した「医療安全

白書 「警鐘的事例」などは、各病院の医療安全対策を推進する上で評価できる」、

取組である。また、過年度より取り組んできた人工呼吸器の機種や使用医薬品の

標準化も着実に進展している。

これらの取組は、国立病院機構内部はもとより我が国全体の医療倫理、医療安

全対策の向上への貢献も期待されるところであり、患者が安心できる医療の提供

に資するものとして評価する。

救急患者受入数は昨年度に比べると減少しているものの、独法化後の着実な取

組により、平成１５年度に比べ１３．１％増となっており中期目標に掲げる目標

値を達成していることは評価するが、小児救急患者の受入数については目標値を

未達成であることから継続した努力を望みたい。また、自治体等が運営する休日

・夜間の小児急患センターへの医師派遣やドクターヘリ、防災ヘリによる患者搬

送時の医師同乗や搬送患者の受け入れなど、地域の救急医療体制への協力も評価

する。医師の確保等が困難な環境にはあるが、今後とも地域における救急医療体

制の充実に合わせて、国立病院機構に期待される役割に沿った更なる充実を期待

したい。

③ 質の高い医療の提供

クリティカルパスについては、作成数、実施件数ともに初年度より着実に増加

し中期目標に掲げる目標数を大幅に達成していることに加え、平成１９年度にお

いては代表的疾患に関する各病院毎のクリティカルパスの内容のばらつきについ

て分析・検討を開始しており、このことはパスの標準化とともに良質かつ患者に

とってわかりやすい医療の標準化への取組として評価する。

また、ＥＢＭ推進に向けた取組は、臨床評価指標の開発、ＥＢＭ普及のための

研修会の実施、多施設共同臨床研究、電子ジャーナルの配信など、各般にわたり

努力しており、国立病院機構のネットワークを活用した取組や成果としても評価

する。

なお、これらは医療の標準化に資する取組でもあり、このような活動について

は、ホームページによる公開だけでなく積極的に学会やメディアを通じて情報発

信していくことも重要である。

重症心身障害児(者)等の長期療養者のＱＯＬの向上については、療養介助員の

増員による日常生活のケアに関する介助サービス提供体制の強化や、人工呼吸器
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による医療事故防止の観点から人工呼吸器の機種の標準化の推進とその手順書の

作成など、その取組を高く評価する。

地域医療機関との病診・病病連携の推進については、紹介率・逆紹介率及び高

額医療機器の共同利用数は、それぞれ中期計画に掲げる目標値を達成している。

その他、地域連携クリティカルパスへの取組、都道府県医療対策協議会等への

参加、助産所の嘱託医療機関としての協力、政府の緊急臨時的医師派遣システム

等への協力等、地域医療に貢献するための各般にわたる努力を評価する。

さらに、国立病院機構の本来目的の一つである政策医療の提供については、結

核や精神医療をはじめ適切に実施されているが、とりわけ、心神喪失者等医療観

察法に基づく指定入院医療機関については、都道府県の病床整備が遅々として進

まない中、全３８７床中２９９床(平成２０年４月１日現在)と８割弱を占めるな

ど、職員の確保等様々な課題を乗り越え国の政策に大きく貢献していることを高

く評価する。

（２）臨床研究事業

ＥＢＭ推進のためのエビデンスづくりについては、大規模臨床研究が順調に進

展している。平成１６年度より開始した５課題については、患者登録が終了し、

一部については学会等で論文発表が行われた。今後、他の課題についても具体的

成果の情報発信を大いに期待する。

高度先端医療技術については 「高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術」など、

５項目について実施するとともに 「浮遊耳石誘導補助具」など１３件の特許等の、

出願を行った。

質の高い治験の推進については、文部科学省及び厚生労働省が策定した「新た

な治験活性化５カ年計画」において、中核病院や拠点医療機関として本部及び５

病院が選定されるなど大学と並び治験実施活動度の高い施設として認定を受ける

などの成果を上げている。

また、治験等に係る標準業務手順書雛形の各病院への通知や、ＣＲＣ配置病院

の増加など治験実施体制の整備等に特段の努力を行い、中期目標に掲げる治験実

施症例数に係る目標値を大幅に上回る成果をあげている。治験に係る受託研究費

も着実に増加している。

これらの国立病院機構のネットワークを活かした臨床研究や治験の推進は、我

が国の医療の向上への貢献が期待される分野であり、国立病院機構のこれまでの

実績を高く評価するとともに、今後とも積極的、継続的な取組を望みたい。

（３）教育研修事業

国立病院機構においては、医師の臨床研修、看護師等養成などに積極的に取り

組んでいることが認められる。

医師のキャリアパス制度については、初期臨床研修終了後の専門領域の研修制

度としての後期臨床研修制度（専修医制度）の先進的な取組を評価するが、昨年

度も指摘したとおり、同制度が研修医側にどのように受け止められているかなど
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も具体的に把握しつつ、今後の成果につなげていくことも重要である。また、レ

ジデント(いわゆる後期臨床研修医)の受け入れ数の減少に対しても、国立病院機

構独自の「専修医」制度との関係や、昨今の大学医学部(医局)を取り巻く状況変

化が影響しているものと考えられるが、キャリアパスの構築を行い、より魅力的

な研修体制とする必要がある。

看護師のキャリアパス制度については、全病院統一の研修ガイドラインの運用

をはじめ、専任の教育担当看護師長の配置や研究休職制度など様々な施策を講じ

ており充実ぶりが伺える。今後の臨床現場における成果に期待したい。

また、附属看護学校においては、平成１９年度より政策医療全般の内容を盛り

込んだ新たなカリキュラムによる授業を開始するなど、国立病院機構が担う医療

に対する使命感を育む教育にも力を入れている。

その他、ＥＢＭ普及のための研修会等については、参加人数が着実に増加して

いることが確認できるものの、地域の医療従事者に対する研修会の参加人数につ

いては数値目標の達成に向けた努力を望みたい。

（４）災害等における活動

災害等における活動については、計画どおりに研修を実施しているほか、国際

緊急援助を含む災害援助に積極的に参加していることは評価するが、一層の進展

を期待する。

新潟県中越沖地震時には迅速に３病院から医療班を現地に派遣し、医療支援な

どを実施するだけでなく、健康相談チーム及び心のケアチームの派遣を実施して

いる。災害時における活動や災害に備えた人材育成は国立病院機構にとって極め

て重要な業務のひとつであり、今後も一層の貢献を期待したい。

（５）効率的な業務運営体制の確立

本部・ブロック組織の役割分担の明確化、管理体制の再編成については、中期

計画に沿って平成１６年度に組織体制が整備され役割分担が明確化された後、本

部、ブロック組織のそれぞれにおいて効率的な組織運営に努めている。内部監査

の充実や、経営改善計画(再生プラン)策定における支援など、本部職員の貢献も

評価する。

弾力的な組織の構築については、各病院の地域事情や特性を考慮した各部門の

見直しが行われ、特定の課題を担う副院長複数制についても、病院経営、地域医

療連携等の特命事項に加え、平成２０年４月より看護師確保を担当する看護職の

副院長を２病院に配置した。

人員配置の見直しについては、業務量の変化に応じ非常勤職員やアウトソーシ

ングを活用するほか、上位の施設基準取得による収支改善も視野に入れた職員の

配置も適切に行われており評価する。技能職の削減については、計画を上回る実

績を上げているが、不補充後に業務の質が低下しないよう配慮も求めたい。

全職員への人事評価制度については、平成１９年度の試行を踏まえ平成２０年

度から導入されることとなった。国に先行した取組を評価するとともに、各自の
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目標設定において、評価する側とされる側の間で認識の乖離が生じないよう配慮

することも重要であり、職員のモチベーションの向上や組織の活性化に繋がる制

度運用を期待し見守りたい。

再編成業務については、計画に沿って着実に進めている。

（６）業務運営の見直しや効率化による収支改善

① 業務運営コストの節減等

本部で実施している医薬品の共同入札、一部のブロック管内での医療用消耗品

等の共同入札並びに大型医療機器の共同入札は、スケールメリットを活かした取

組を進めている。また、医薬品や診療材料の在庫の適正化にも一層努力し、材料

費率の抑制に効果が現れている。

、 、業務委託については 検査部門や給食業務におけるアウトソーシングの推進や

外部委託契約金額の病院間比較による分析を行うなど費用の削減に努めている。

さらに、建築コストについても、契約実績に基づき平成１８年度に作成した工

事費標準単価及び標準工事価格の品目数の拡大を図り価格の標準化を進め、こう

した標準単価等の活用や審査手順等についても標準化することで、過剰な仕様を

抑制する仕組みを構築しコスト削減に努めている。

こうした各方面での努力が、(７)に記すような大きな収支改善に繋がっている

ものであり、コスト節減については全体として評価する。

一般管理費の節減についても、既に中期目標を大きく上回る節減を達成してお

り、平成１９年度においても目標を大きく上回る節減となっていることは評価す

る。

なお、国立病院機構の契約に関しては、随意契約から一般競争入札への移行な

ど、より適正な方向への取組が行われているものの、依然、その競争性や公正性

に対し厳しい目が向けられている。平成１９年１２月に策定・公表した「随意契

約見直し計画」の着実な実施を望むとともに、国会等で指摘されている一般競争

入札における高い落札率についても、改善すべきことは改善し、今後ともさらに

厳正かつ適切な取組を望みたい。

② 医療資源の有効活用

医療機器については、積極的な広報活動による他の医療機関との共同利用の促

進や、稼働実績の高い病院の取組を情報共有する等の努力により、その稼働総数

が増加している。

病床稼働については、結核患者の新退院基準の実施や医療内容の高度化等の退

院促進による平均在院日数の短縮化により非効率となった病床等を整理・集約す

ることで、効率化が図られている。また、これにより、人材の効率的な配置によ

る上位基準の取得等にも繋がり、人的物的資源の有効活用として高く評価する。

なお、医療機器整備については、必要な整備量を確保しつつ内部資金と財投機

関債(独立行政法人国立病院機構債)を活用することで、独法化後初めて、財政融

資資金からの借入を行わずに投資を行ったことは評価する。
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③ 診療事業以外の事業に係る費用の削減等

臨床研究事業においては、各病院における臨床研究部の設置など基盤整備を進

め、外部競争的資金や受託研究費の獲得に努めており評価する。

教育研修事業においては、授業料等の適正化と効率的な運営により収支率の改

善を図るとともに、国立病院機構が担う医療に対する使命感を育むことを目的に

政策医療全般の内容を盛り込んだカリキュラム改訂を行うなど、経営面だけでな

く教育効果等にも配慮した取組も行われており評価する。

④ 財務会計システムの導入等ＩＴ化の推進及び業務・システム最適化

財務会計システムの活用と改善等を通じて、各病院等において会計処理の迅速

化や精度の向上に取り組んでいるが、これらは、各病院で毎月開催される評価会

での経営状況の把握・分析等の精度を向上させ、結果として適切な経営改善に繋

がるものであり評価する。

「独立行政法人等の業務・システム最適化実現方策」(平成１７年６月２９日各

府省情報化統括責任者(ＣＩＯ)連絡会議決定)に基づき、平成１９年度に策定され

た国立病院機構総合情報ネットワークシステムにおける最適化計画は、業務の効

率化、利便性の向上、経費削減等が見込まれる内容となっており評価する。加え

て、現在、病院毎で異なる医事会計システムの標準化にも着手しており、調達コ

ストの削減はもとより、診療情報の収集・分析の強化に繋がるものであり、その

取組も評価する。

（７）経営の改善

平均在院日数の短縮や地域連携等による上位基準の取得等により、経常収支率

１０３．８％、経常利益２８９億円と４期連続の黒字であるとともに、過年度に

比べても大幅な利益増となり、４年間累積で経常収支率は１０１．５％となって

いる。

こうした結果は、本部の経営指導もさることながら各病院長をはじめ全職員が

懸命な努力をした結果であると高く評価する。

個別病院毎に視点を向けても、平成１６年度では７７病院の赤字病院数が４８

病院まで減少し、赤字額についても２５８億円から１２４億円と大幅に改善され

たことを評価する。

他方、今後の国立病院機構全体の資金繰り等、厳しい経営状況を踏まえ、早急

な経営改善を要する病院毎に経営改善計画(再生プラン)を策定した取組は評価す

るが、その計画目標達成に向けた更なる努力を今後とも注視していきたい。

（８）固定負債割合の改善

国立病院機構発足時に承継した国時代の膨大な負債(約７，６００億円)と老朽

化した病院を数多く抱えながらの経営の中で、建築単価の見直しをはじめとした

様々な経営努力により、病院の機能維持に必要な整備を行いつつ、毎年着実に固
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定負債を減少させ、４年間で１４．５％の減少は高く評価する。

なお、平成１９年度に行った繰上償還についても、将来の債務負担軽減の観点

に立った積極的な取組として評価する。

（９）その他の業務運営等に関する事項

人事に関する計画に関して、先に記した療養介助員の増員のほか、技能職の削

減については計画を上回って進展している。

医師確保対策については、救急呼出待機手当等の給与面での処遇改善や、子育

てをする女性医師の職場環境整備や復職支援を目的にした「女性医師支援モデル

事業」の実施、平成１８年度に創設したシニアフロンティア制度(定年退職予定者

が引き続き在職できる制度)など様々な取組を評価する。なお、国立病院機構にお

いても医師確保に困難を来す病院が多い中で、政府の緊急臨時的医師派遣システ

ムにより岩手県立大船渡病院へ、また北海道からの要請により市立根室病院へ医

師を派遣した実績についても留意しておきたい。

看護師確保対策については、先に記したような、より魅力的なキャリアパス制

度の構築や附属看護学校におけるカリキュラム改訂等により人材の確保、育成に

、 、 。取り組んでおり 今後とも質の高い人材の確保 育成に継続的な努力を望みたい

なお、総人件費改革等による人件費抑制の観点も重要であるが、人員配置の必

要性という点では、国立病院機構には、安全で質の高い医療の確実な提供と国の

医療政策への貢献という課せられた使命があり、その遂行のためには、医師、看

護師をはじめとした有能な人材の確保と育成は欠くことができないものである。

医療現場における過酷な労働実態の緩和や急性期医療における安全・質の向上が

一層求められる中、今後とも、安定した経営基盤のもとに適切な医療の提供が行

えるよう、業務運営体制の効率化に努めた上で、土台となる人材の確保、育成に

努めてもらいたい。

障害者雇用については、業務の委託範囲や業務分担の見直し等により法定雇用

率を達成している努力を評価する。

（１０ 「独立行政法人整理合理化計画」(平成１９年１２月２４日閣議決定)等への対応）

について

① 給与水準の適切性等について

病院医師について国家公務員の給与水準を上回っているが、民間医療機関とは

相当な開きがある。医師確保が切実な問題となっている昨今において、他の医療

機関と遜色ない給与水準に近づけることは必要な措置であると考える。勿論、医

療職種のモチベーションが金銭面だけではないことは自明であり、勤務体制や環

境整備はもとより魅力ある病院づくりも重要な課題である。

② 随意契約の適正化について

「随意契約見直し計画」の進捗は、契約件数の比率では大幅な改善が見られる

が、金額ベースにおいても同計画の確実な実現を望むとともに、国民から疑念を
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もたれることのないよう、適正な契約締結の徹底と内部監査等による問題の発見

・改善に努めることが重要である。

③ 目的積立金について

平成１９年度の利益を目的積立金として申請しないことについては、承認まで

にある程度時間がかかり今中期目標期間中(平成２０年度末まで)の取り崩しが困

難となることや、昨年度承認分の７７億円の目的積立金があること等を鑑み、妥

当であると判断する。また、今後の国立病院機構の資金繰りや老朽化による建替

需要等を考慮し、平成１９年度の積立金については、平成２０年度の損益と合わ

せ次期中期目標期間へ繰り越すことが妥当であることも進言しておきたい。

④ 保有資産について

利用計画のない土地の売却益を過去債務の返済へ充てることについては妥当な

ものと認める。

また、看護師等養成所の再編成による廃止施設等を、看護大学・大学院等の医

療関係者養成施設等関連事業へ貸付するなどの計画を進めているが、当該施策は

保有資産の有効活用として評価する。

⑤ 官民競争入札等の活用状況について

医業未収金の支払案内等の業務を平成２０年１０月から官民競争入札等を利用

し開始する予定であるが、民間事業者の創意工夫・ノウハウを最大限活用するこ

とにより医業未収金の縮減を期待したい。その一方で、国立病院機構自身による

当該事業の状況把握を含めた未収金問題に対する創意工夫は継続的に取り組まれ

たい。

⑥ コンプライアンス体制の整備状況について

国立病院機構においては、これまでも、業務の適正化等を目的とした内部監査

の実施など内部統制を図ってきたが、平成１９年度における「コンプライアンス

推進規程」の制定により、役職員等の役割、院内の各職場において実施する取組

等について明確化を図ったことを評価する。今後においても、職員研修の実施等

による周知徹底とともに、チェックリストの作成や内部監査でのモニタリングの

実施など、一層の内部統制強化に向けた取組を望みたい。
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ら

れ
の

視
点

で
サ

ー
ビ

ス
を

点
検

す
る

た
め

に
る

よ
う

に
説

明
を

行
う

と
と

も
に

、
相

き
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

た
２

４
，
９

０
５
名

、
外
来
は

調
査
日

（
平
成

１
９
年

７
月
３
０

日
か
ら

８
月
３

日
の
病

院
任
意
の

２
日
間

）
に

来
院
し
た

外
来
患
者

の
う
ち

協
患

者
満

足
度

を
測

定
し

、
そ

の
結

果
に

つ
談

し
や

す
い

体
制

を
つ

く
る

よ
う

取
り

行
う

。
力
の

得
ら
れ

た
４
０

，
９
９
６

名
に
つ

い
て
調

査
し
た

。
い

て
適

宜
、

分
析

・
検

討
を

行
う

こ
と

に
組
む

。

平
成
１
８

年
度
調

査
に
引
き

続
き
設

問
は
、

全
体
的

に
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な

設
問
と

し
、
患

者
の
調
査

に
対
す

る
心

理
的
障
害

を
取
り
払

い
、
本

音
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

が
提

供
す

る
サ

ー
ま

た
、

患
者

満
足

度
調

査
に

お
け

る

を
引

き
出
し

や
す
く

す
る
こ
と

に
よ
り

、
調
査

制
度
の

向
上
と
客

観
性
を

追
求
す

る
調
査

方
法
と
し

て
い
る

。
ビ

ス
内
容
の
見

直
し
や
向

上
を
図
る

こ
と

医
療

従
事

者
の

説
明

に
関

す
る

項
目

に
。

ま
た
、
患

者
の
匿

名
性
を
担

保
す
る

た
め
、

記
入
さ

れ
た
調
査

票
に
つ

い
て
は

、
病
院

職
員
が
内

容
を
確

認
す

る
こ
と
が

出
来
な
い

よ
う
患

者
ま

た
、

主
治

医
以

外
の

専
門

医
の

意
見

つ
い

て
、

特
に

、
平

均
値

以
下

の
評

価

が
厳

封
し
た

も
の
を

各
病
院
か

ら
本
部

に
直
送

し
て
お

り
、
集
計

に
あ
た

っ
て
も

個
人
が

特
定
さ
れ

る
こ
と

が
な

い
よ
う
に

す
る
な
ど

患
者
の

プ
を

聞
く

こ
と

の
で

き
る

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
の

病
院

に
つ

い
て

は
、

医
療

従
事

者
の

ラ
イ

バ
シ
ー

に
十
分

配
慮
し
実

施
し
て

い
る
。

オ
ン
制
度
を
導

入
す
る
こ

と
。

研
修

を
充

実
す

る
等

に
よ

り
、

平
均

値

平
成
１
９

年
度
調

査
の
結
果

は
、
総

合
評
価

を
は
じ

め
、
中
期

計
画
に

掲
げ
ら

れ
て
い

る
重
要
項

目
で
あ

る
「

分
か
り
や

す
い
説
明

「
相

談
以

上
の

評
価

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

改
善

」
、

し
や

す
い
環

境
作
り

」
に
関
し

て
平
成

１
６
年

度
平
均

値
を
上
回

る
満
足

度
を
得

ら
れ
た

病
院
数
が

増
加
し

、
着

実
に
改
善

が
図
ら
れ

て
い
る

。
を
図

る
。

ま
た
、
今

後
は
平

均
点
以
下

の
病
院

に
対
し

具
体
的

な
策
を
講

じ
て
い

く
こ
と

と
、
指

定
研
究
の

結
果
を

踏
ま

え
、
効
果

の
出
て
い

る
病
院

の
取
り

組
み
例

を
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ

ク
す
る

な
ど
取

り
組
ん

で
い
く
こ

と
と
す

る
。

２
．

患
者

満
足

度
調

査
に

関
す

る
指

定
研

究
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て
、

患
者
満

足
度
を

ア
ウ
ト

カ
ム
と
し

て
、
満

足
度
の

高
い
病

院
の
特
性

・
タ
イ

プ
の
傾

向
、
建

物
等
の
構

造
や
、

患
者
サ

ー
ビ
ス

に
対
す

る
取
組
の

違
い
に

お
け
る

患
者
満

足
度
と
の

関
連
に

つ
い
て

国
立
病

院
機
構
共

同
臨
床

研
究
と

し
て
検

証
を
実
施

し
、
今

後
活
用

す
る
こ

と
と
し

て
い
る
。

分
析
と
し

て
、
内

容
が
類
似

化
し
た

も
の
の

整
理
を

行
い
、
９

つ
の
カ

テ
ゴ
リ

ー
に
分

類
化
し
、

各
病
院

の
取
組

と
の
関

係
が
伺
え

る
調
査

項
目
を

抽
出
し

た
結
果

、
以
下
の

活
動
を

行
っ
て

い
る
病

院
に
お
い

て
、
患

者
満
足

度
の
高

い
傾
向
で

あ
っ
た

。

結
果
（

概
要
）

・
患

者
満
足

度
調
査
結

果
を
患

者
に
対

し
公
表

し
て
い
る

・
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・

コ
ン
セ

ン
ト
に

つ
い
て

、
新
任
医

師
へ
の

教
育
が

さ
れ
て

い
る

・
患

者
の
目

線
に
立
っ

た
医
療

へ
の
取

組
と
し

て
、
Ｎ
Ｓ

Ｔ
（
栄

養
サ
ポ

ー
ト
チ

ー
ム
）
委

員
会
を

設
置

し
、
医
師

、
看
護
師

、
管
理

栄
養

士
、
言

語
聴
覚
士

等
の
チ

ー
ム
に

よ
る
ラ

ウ
ン
ド
カ

ン
フ
ァ

レ
ン
ス

を
積
極

的
に
実
施

し
て
い

る
・
室

温
に
つ

い
て
、
患

者
か
ら

の
要
望

に
柔
軟

に
対
応
し

て
い
る

な
ど



-
2

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

３
．

患
者

満
足

度
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

各
病

院
の

取
組

(
1
)

わ
か
り

や
す
い

説
明
に
係

る
取
組

例

①
ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ
ス
を

積
極
的

に
活
用

し
治
療

方
針
、
治

療
経
過

等
に
つ

い
て
分

か
り
や
す

い
説
明

に
努
め

て
い
る

と
と
も
に

、
既
に

用
い
て
い

る
パ
ス

が
患
者
に

と
っ
て

よ
り
分

か
り
や

す
い
様
式

と
な
る

よ
う
に

見
直
し

を
行
っ
て

い
る
。

ま
た

、
カ
ン

フ
ァ
レ
ン

ス
や
看

護
計
画

の
策
定

に
患
者
・

家
族
が

参
加
出

来
る
よ

う
に
し
、

治
療
方

針
の
策

定
の
経

緯
を
明
ら

か
に
す

る
こ
と
に

よ
り
高

い
理
解
が

得
ら
れ

る
取
組

を
行
っ

て
い
る
他

、
・

治
療
方

針
等
の
説

明
は
、

医
学
用

語
等
専

門
的
な
言

葉
の
使

用
は
で

き
る
だ

け
避
け
、

必
要
に

応
じ

て
模
型
、

各
疾
患
毎

の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

、
ビ
デ
オ

等
を
活

用
し
て

患
者
の

理
解
度
に

合
わ
せ

平
易
で

丁
寧
な

説
明
に
心

が
け
る

・
説
明
時

に
看
護
師

長
が
同

席
し
、

分
か
り

に
く
い
部

分
を
簡

単
な
言

葉
を
用

い
て
看
護

師
長
が

表
現

す
る

・
患
者
・

家
族
を
対

象
と
し

た
疾
患

毎
の
勉

強
会
を
開

催
し
て

い
る

な
ど
に

よ
り
、

患
者
に
と

っ
て
分

か
り
や

す
い
説

明
に
努
め

て
い
る

。

【
ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
の
実

施
件
数

】
平
成

１
８
年

度
１
９
３

，
４
５

６
件

→
平

成
１
９
年

度
２
２

６
，
８

４
５
件

（
平
成

１
５
年

度
９
７

，
３
８
９

件
）

②
患
者

に
退
院

後
の
食
事

療
養
を

理
解
し

て
も
ら

う
た
め
、

患
者
及

び
そ
の

家
族
を

対
象
と
し

て
、
様

々
な
健

康
状
態

に
対
し
て

の
集
団

栄
養
食
事

指
導
（

集
団
勉
強

会
）
を

開
催
し

、
悩
み

や
不
安
の

解
消
に

努
め
て

い
る
。

ま
た
、
専

門
病
院

で
は
患

者
の
要

望
に
よ
り

、
病
院

独
自
の
内

容
で
相

談
会
を
実

施
し
て

い
る
。

・
糖
尿

病
教
室

７
７
病

院
実
施

・
高
血

圧
教
室

２
３
病

院
実
施

・
母
親

教
室

３
５
病

院
実
施

・
心
臓

病
教
室

１
９
病

院
実
施

・
腎
臓

病
教
室

７
病

院
実
施

・
離
乳

食
・
調

乳
教
室

１
０
病

院
実
施

（
特
徴
の

あ
る
病

院
で
の
独

自
集
団

勉
強
会

）
・
四
国

が
ん
セ

ン
タ
ー
の

「
か
に

さ
ん
会

（
乳
が
ん

患
者
の
相

談
会
）

」
・
小
諸

高
原
病

院
の
医
療

観
察
法

病
棟
に

お
け
る

健
康
教
室

「
健
康

倶
楽
部

」

③
患

者
が

医
療

知
識

を
入

手
し

や
す

い
よ

う
に

、
医

学
資

料
を

閲
覧

で
き

る
図

書
コ

ー
ナ

ー
や

情
報

室
（

が
ん

専
門

の
場

合
は

『
が

ん
相

、
談

支
援

室
）

を
設

置
し

て
お

り
、

図
書

コ
ー

ナ
ー

に
お

い
て

は
、

患
者

が
理

解
し

や
す

い
書

籍
を

中
心

に
蔵

書
数

を
増

や
し

、
利

用
向

上
』

に
努
め

て
い
る

。

【
患
者

閲
覧
用

蔵
書
数
】

平
成
１
８

年
度

２
０
，
９

９
２
冊

→
平
成
１
９

年
度

２
５
，

６
９
６

冊
（
平

成
１
７

年
度

９
，
２

５
５
冊
）



-
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平
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１
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務
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中
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成

１
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画

(
2
)

相
談
し

や
す
い

環
境
作
り

に
係
る

取
組
例

、
、

、
全
て
の

病
院
に

お
い
て
医

療
相
談

窓
口
を

設
置
し

患
者
が
相

談
し
や

す
い
環

境
を
整
備

し
て
お

り
プ
ラ
イ

バ
シ
ー

の
保
護

に
も
考

慮
し

窓
口
の
個

室
化
を

推
進
す
る

こ
と
に

よ
り
１

２
７
病

院
が
個
室

化
し
て

い
る
。

、
、

、
（

）
ま
た

診
療
中

の
心
理

的
経

済
的
諸

問
題
な

ど
に
つ
い

て
相
談
に
応

じ
解
決

へ
の
支

援
を
行

う
医
療
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

Ｍ
Ｓ
Ｗ

を
配
置
し

て
お
り

、
平
成
１

９
年
度

に
お
い

て
は
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
を

２
８
名

増
員
す

る
こ
と

に
よ
り
、

患
者
の

立
場
に

立
っ
た

よ
り
き
め

細
や
か

な
対

応
を
行

え
る
相

談
体
制
の

更
な
る

充
実
を

図
っ
た

。

【
Ｍ

Ｓ
Ｗ
の

配
置
状
況

】
（

）
平
成
１

８
年
度

９
８
病

院
１
６

４
名

→
平
成

１
９
年

度
１

０
９
病

院
１
９
２

名
平
成

１
６
年

度
５
５

病
院
７

１
名

ま
た
、

全
病
院

が
投
書
箱

を
設
置

し
て
お

り
苦
情

等
に
対
す

る
改
善

事
項
を

掲
示
板

に
貼
り
出

す
な
ど

患
者

へ
の
周
知

を
行
っ
て

い
る
と

と
も

に
、 ・
総

合
案
内

へ
の
看
護

師
長
等

担
当
者

の
設
置

・
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に
医

療
相
談

窓
口
の

案
内
の

紹
介
欄
、

問
い
合

わ
せ
欄

の
設
置

等
の
取
組

を
行
う

こ
と
に
よ

り
、
患

者
が
相

談
し
や

す
い
環
境

作
り
に

努
め
て

い
る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
1
：

患
者

満
足

度
調

査
の

概
要

〔
1
頁

〕
資

料
2
：

患
者

満
足

度
に

影
響

を
与

え
る

要
因

分
析

に
関

す
る

研
究

〔
9
頁

〕
資

料
3
：

集
団

栄
養

食
事

指
導

の
概

要
〔

1
3
頁

〕
資

料
4
：

分
か

り
や

す
い

説
明

と
相

談
し

や
す

い
環

境
づ

く
り

〔
2
1
頁
〕

②
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
制
度
の
実
施

②
セ

カ
ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
制

度
の
実
施

②
ｾ
ｶﾝ

ﾄ
ﾞｵ

ﾋ
ﾟﾆ

ｵ
ﾝ制

度
の

実
施

１
．

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
の

実
施

状
況

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

、
患

者
が

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
の

充
実

を
図

る
た

め
、

セ
カ

ン
患

者
の
目

線
に
立

っ
た
医
療

を
推
進

す
る
た

め
セ
カ

ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン

の
環
境

整
備
に

努
め
て
お

り
、
セ

カ
ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
希
望

者
を
受

け
主

治
医

以
外

の
専

門
医

の
ア

ド
バ

イ
ス

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

を
担

当
す

る
医

入
れ

る
た
め

の
セ
カ

ン
ド
オ
ピ

ニ
オ
ン

窓
口
の

設
置
や

、
セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ
ン

を
求
め

て
来
院
す

る
患
者

へ
の
情

報
提
供

及
び
自
院

以
外
で

セ
を

求
め

た
場

合
に

適
切

に
対

応
で

き
る

師
を

養
成

す
る

た
め

の
研

修
を

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

を
希

望
す

る
患

者
が

他
院

を
受

診
す

る
た

め
の

情
報

提
供

書
の

作
成

を
行

う
な

ど
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
推

進
を

行
っ

よ
う

な
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

制
度

を

行
い

、
引

き
続

き
相

談
し

や
す

た
。

導
入

し
、

中
期

目
標

の
期

間
中

に
、

全

い
環

境
（

専
門

医
の

情
報

提
供

国
で

受
け

入
れ

、
対

応
で

き
る

体
制

を

等
）
を

整
備
し

て
い
く

。
(
1
)

セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
窓

口
設
置

病
院
数

整
備

す
る
。

ま
た

、
セ

カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
平
成

１
８
年

度
１
１
４

病
院

→
平
成
１

９
年
度
１

２
３
病

院
（
平
成

１
５
年
度

７
病
院

）
、

ン
窓

口
の

設
置

病
院

を
増

や
し

質
・

量
と

も
に

向
上

を
図

る
。

(
2
)

セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
提

供
者

平
成

１
８
年

度
２
，
７

３
１
名

→
平
成
１

９
年
度
２

，
５
４

６
名

（
平
成

１
７
年
度

１
，
６

３
６

名
）

(
3
)

セ
カ
ン

ド
オ
ピ

ニ
オ
ン
の

た
め
の

情
報
提

供
書
作

成
数

平
成

１
８
年

度
１
，
２

３
４
件

→
平
成
１

９
年
度
１

，
０
７

１
件

【
説
明
資

料
】

資
料

5
：

セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
窓

口
設
置

病
院
の

推
移
及
び

料
金
体

系
〔

26
頁
〕



-
4

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
患
者
の
価
値
観
の
尊
重

③
患

者
の
価
値
観

の
尊
重

③
患

者
の

価
値

観
の

尊
重

１
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
へ

の
取

組
患

者
満

足
度

調
査

を
毎

年
実

施
し

、
平

成
１

８
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

患
者

満
足

度
調

査
の

分
析

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
患

者
の

利
便

性

結
果

を
参

考
に

、
引

き
続

き
必

○
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ
ン
セ

ン
ト
推

進
の
た

め
の
指

針
（
案
）

の
策
定

に
考

慮
し

た
多

様
な

診
療

時
間

の
設

定

要
な

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
を

進
め

平
成

１
９

年
度

か
ら

開
催

し
て

い
る

「
中

央
医

療
安

全
管

理
委

員
会

」
に

お
い

て
「

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
の

た
め

の
指

や
待

ち
時

間
対

策
な

ど
サ

ー
ビ

ス
の

改
、

る
。

治
療

の
選

択
に

患
者

の
価

針
（
案

」
を

策
定
し

た
。

善
を

図
る

。
特

に
、

患
者

満
足

度
調

査
）

値
観

が
反

映
さ

れ
る

よ
う

イ
ン

当
該

指
針

（
案

）
で

は
「

実
施

し
よ

う
と

し
て

い
る

処
置

や
治

療
に

つ
い

て
の

基
本

的
な

情
報

を
前

も
っ

て
患

者
に

提
供

し
、

か
つ

患
者

の
結

果
、

調
査

項
目

全
体

の
評

価
結

果
、

フ
ォ

ー
ム

ド
・

チ
ョ

イ
ス

を
推

が
こ
れ
に

同
意
し

て
か
ら
で

な
け
れ

ば
、
医

師
は
患

者
に
手
を

加
え
た

り
治
療

を
開
始

し
て
は
な

ら
な
い

」
と
い

う
基
本

的
考
え
方

を
徹
底

す
に

つ
い

て
平

均
値

以
下

の
評

価
の

病
院

進
す

る
た

め
に

、
患

者
に

身
体

る
と
と
も

に
、
イ

ン
フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ

ン
ト
を

、
に

つ
い

て
は

、
サ

ー
ビ

ス
内

容
を

具
体

や
疾

病
に

関
す

る
情

報
を

提
供

①
患

者
に
診

療
上
の
選

択
肢
を

示
す
こ

と
で
、

患
者
の
自

己
決
定

権
を
尊

重
・
拡

充
す
る
も

の
（
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド

・
チ
ョ
イ

ス
）

的
に

見
直

し
、

平
均

値
以

上
の

評
価

を

で
き

る
環

境
を

整
備

し
て

い
く

②
患

者
と
医

師
と
の
良

好
な
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン
を
形

成
し
て

い
く
プ

ロ
セ
ス

で
あ
り
、

患
者
の

目
線

に
立
っ
た

懇
切
丁
寧

な
医
療

の
受
け
ら

れ
る
よ
う

改
善
を
図

る
。

。
ま

た
、

各
病

院
に

お
け

る
サ

提
供
に
繋

が
る
も
の

ー
ビ

ス
改

善
を

経
年

的
に

と
ら

と
し
た
上

で
、
そ

の
考
え
方

を
実
現

す
る
た

め
の
具

体
的
方
法

（
説
明

内
容
、

説
明
の

対
象
者
、

説
明
の

進
め
方

、
診
療

録
へ
の
記

録
等
）

に
え

る
た

め
、

平
成

１
９

年
度

に
つ

い
て
整

理
を
行

っ
て
い
る

。
お

い
て

も
患

者
満

足
度

調
査

を
当
該
指

針
（
案

）
に
つ
い

て
は
、

平
成
２

０
年
度

か
ら
運
用

を
開
始

す
る
こ

と
で
、

国
立
病
院

機
構
に

お
け
る

イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド

・
コ
ン

セ
実

施
す

る
。

ン
ト
を
一

層
推
進

し
て
い
く

こ
と
と

し
て
い

る
。

２
．

全
病

院
で

の
医

療
相

談
窓

口
の

設
置

（
再

掲
）

患
者
の
価

値
観
や

診
療
へ
の

要
望
等

を
き
め

細
か
く

聴
取
し
病

院
運
営

に
反
映

し
て
い

く
こ
と
が

で
き
る

よ
う

、
平
成
１

９
年
度
ま

で
に
全

て
の
病

院
に
お

い
て
医

療
相
談
窓

口
を
設

置
し
た

。
特
に

平
成
１
９

年
度
に

は
、
患

者
や
家

族
の
抱
え

る
心
理

的
・

社
会
的
な

問
題
の
解

決
・
調

整
を
援

助
す
る

た
め
の

体
制
を
強

化
す
る

た
め
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ

の
大
幅
な

増
員
（

１
６
４

人
→
１

９
２
人
）

を
行
っ

た
。

ま
た
、
プ

ラ
イ
バ

シ
ー
の
保

護
に
も

考
慮
し

、
１
２

７
病
院
が

相
談
窓

口
を
個

室
化
し

て
い
る
。

３
．

院
内

助
産

所
・

助
産

師
外

来
の

開
設

家
族
の
ニ

ー
ズ
に

合
わ
せ
た

満
足
度

の
高
い

、
安
全

・
安
心
な

お
産
及

び
育
児

支
援
が

出
来
る
体

制
を
よ

り
一

層
充
実
さ

せ
て
い
く

た
め
、

各
病
院

が
自
院

の
状
況

に
応
じ
て

院
内
助

産
所
や

助
産
師

外
来
の
開

設
を
推

進
し
た

。
ま

た
、
よ

り
多
く

の
病
院
が

開
設
に

向
け
た

具
体
的

な
検
討
を

行
え
る

よ
う
に

す
る
た

め
、
院
内

助
産
所

等
を

既
に
設
置

し
て
い
る

病
院
の

緊
急
時

に
お
け

る
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ

体
制
や

開
設
後

の
状
況

に
つ
い
て

の
情
報

提
供
等

を
内
容

と
す
る
研

修
を
開

催
し

、
院
内
助

産
所
・
助

産
師
外

来
の
開

設
の
推

進
を
図

っ
た
。

【
院
内
助

産
所
・

助
産
師
外

来
の
開

設
病
院

数
（
分

娩
実
績
を

有
す
る

４
９
病

院
中

】）
平

成
１
８

年
度

平
成

１
９
年
度

［
括

弧
書
は

設
置
に

向
け
て
準

備
・
検

討
中

の
病
院
］

院
内
助
産

所
１

病
院

→
院
内

助
産
所

２
病

院
（
３

病
院
）

助
産
師
外

来
１
０

病
院

→
助
産

師
外
来

１
９
病

院
（
１

０
病
院

）

※
平

成
１
５

年
度

院
内
助
産

所
０

病
院
、

助
産
師
外

来
２

病
院

４
．

診
療

内
容

が
わ

か
る

明
細

書
の

発
行

平
成
１
８

年
度
の

診
療
報
酬

改
定
に

伴
い
、

明
細
書

の
発
行
に

つ
い
て

は
国
立

病
院
機

構
全
病
院

で
、
求

め
が

あ
っ
た
場

合
に
は
明

細
書
を

発
行
す

る
こ
と

が
で
き

る
体
制
と

な
っ
て

い
る
。

ま
た
、

明
細
書
交

付
の
普

及
に
貢

献
し
て

い
く
観
点

か
ら
、

発
行

手
数
料
に

つ
い
て
は

当
面
無

料
と
し

、
受
付

窓
口
な

ど
患
者
の

目
に
つ

き
や
す

い
と
こ

ろ
に
「
患

者
の
希

望
に
応

じ
て
明

細
書
の
発

行
が
可

能
で

あ
る
」
旨

の
表
示
を

行
っ
て

い
る
。

【
１
９

年
度
実

績
】

入
院
：
５

９
病
院

発
行

枚
数
：
約

５
．
６

枚
／
病

院
外

来
：
５

２
病
院

発
行

枚
数
：
約

８
．
８

枚
／
病

院



-
5

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

平
成

１
９

年
度

患
者

満
足

度
調

査
の

概
要

中
期

計
画

に
掲

げ
ら

れ
て

い
る

重
要

事
項

で
あ

る
「

多
様

な
診

療
時

間
の

設
定

「
待

ち
時

間
対

策
」

に
関

し
て

は
、

平
成

１
６

年
度

平
均

値
」

を
上

回
る
満

足
度
が

得
ら
れ
た

病
院
数

が
増
加

し
た
。

○
患

者
満
足

度
を
向

上
さ
せ
る

た
め
の

各
病
院

の
取
組

(
1
)

多
様
な

診
療
時

間
の
設
定

に
関
す

る
具
体

的
取
組

例
各
病
院

で
は
、

患
者
の
利

便
性
を

考
慮
し

た
多
様

な
診
察
時

間
を
設

定
す
る

な
ど
し

、
受
診
し

や
す
い

体
制
と

な
る
よ

う
地
域
の

医
療
ニ

ー
ズ

や
自
病

院
の
診

療
機
能
や

診
療
体

制
等
を

踏
ま
え

て
下
記
の

様
な
様

々
な
取

組
を
行

っ
て
い
る

。
○
予
約

制
や
専

門
外
来
（

ス
ポ
ー

ツ
整
形

や
小
児

外
来
）
の

場
合
、

午
後
も

診
療
を

実
施
し
て

い
る
。

○
地
域

医
療
連

携
の
一
環

と
し
て

、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査

を
１
９
時

ま
で
の

予
約
枠

を
設
定

し
検
査
を

受
け
入

れ
て
い

る
。

○
社
会

人
や
就

学
児
童
の

受
診
に

配
慮
し

夕
方
に

診
察
時
間

を
設
定

し
て
い

る
。

ま
た
、

大
型
連

休
期
間
中

に
お
い

て
も
、

よ
り
利

便
性
の
高

い
患
者

サ
ー
ビ

ス
を
提

供
し
て
い

く
観
点

か
ら
、

救
急
医

療
患
者
の

積
極
的

受
入

れ
や
、

平
常
時

に
準
じ
た

手
術
の

実
施
体

制
を
整

え
る
な
ど

必
要
な

医
療
サ

ー
ビ
ス

を
提
供
で

き
る
よ

う
に

し
た
。

【
土
日
外

来
の
実
施

】
平
成

１
８
年
度

１
９

病
院

→
平

成
１
９
年

度
３

４
病
院

（
平

成
１
６
年

度
１

０
病
院

）

(
2
)

待
ち
時

間
対
策

に
関
す
る

具
体
的

取
組
例

診
療
科

の
特
徴

に
よ
り
外

来
患
者

数
が
少

な
く
待

ち
時
間
が

短
い
病

院
を
除

く
全
て

の
病
院
で

、
外
来

診
療

の
予
約
制

を
導
入
し

て
い
る

。
ま
た
、

一
部
の

病
院
で
は

患
者
の

利
便
性

を
考
慮

し
て
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
で

も
予
約

を
受
け
付

け
て
い

る
。

ま
た
、
定

期
的
に
待

ち
時
間

調
査

を
行
う

こ
と
な

ど
に
よ
り

、
時
間

当
り
の

予
約
人

数
の
調
整

を
行
う

な
ど
、

予
約
患

者
を
待
た

せ
な
い

よ
う
に

す
る
た

め
の
工
夫

を
行
っ

て
い

る
。

更
に
、

待
ち
時

間
が
発
生

し
て
し

ま
う
場

合
で
も

、
で
き
る

だ
け
長

く
感
じ

さ
せ
な

い
よ
う
に

す
る
た

め
下

記
の
よ
う

な
取
組
を

行
っ
て

い
る

。 ○
看
護

師
等
に

よ
る
積
極

的
な
患

者
へ
の

声
か
け

や
状
況
説

明
○
テ
レ

ビ
、
雑

誌
な
ど
の

閲
覧
コ

ー
ナ
ー

の
設
置

○
待
ち

時
間
の

目
安
と
な

る
よ
う

診
察
中

の
患
者

の
受
付
番

号
の
掲

示
○
ポ
ケ

ベ
ル
や

Ｐ
Ｈ
Ｓ
の

貸
出
に

よ
り
待

ち
時
間

中
の
行
動

範
囲
の

制
限
を

緩
和

環
境
面

に
お
い

て
も
、
ア

メ
ニ
テ

ィ
ー
空

間
と
し

て
、
以
下

の
環
境

を
設
け

て
い
る

。
○
病
院

内
又
は

敷
地
内
に

コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ

ッ
プ

・
・
・
・

・
・

２
７
病

院
○
外
来

待
合
室

付
近
に
飲

食
で
き

る
コ
ー

ナ
ー

・
・
・
・

・
・

５
３
病

院

(
3
)

女
性
専

門
外
来

等
の
開
設

女
性
特

有
の
疾

患
に
対
応

す
べ
く

、
ま
た

、
女
性

患
者
の
プ

ラ
イ
バ

シ
ー
へ

の
配
慮

の
た
め
、

１
２
病

院
に

お
い
て
女

性
専
門
外

来
を
開

設
し

て
い
る

。
ま
た
、

霞
ヶ
浦

医
療
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て

は
、
女

性
専
門
病

棟
を
開

設
し
て

い
る
。

（
霞
ヶ

浦
医
療

セ
ン
タ
ー

の
女
性

専
門
病

棟
の
概

要
）

○
開

設
年
月

日
平
成

１
９
年

６
月
２

５
日

○
病

床
数
等

１
病

棟
５

１
床

○
そ

の
他

・
患
者
の

希
望
を
前

提
と
し

入
院
す

る
も
の

で
あ
る
が

、
大
き

な
手
術

の
術
前

・
術
後
管

理
、
急

性
心

筋
梗
塞
や

呼
吸
不
全

等
の
集

中
管
理
を

要
す
る
疾

患
な
ど

、
疾
病

の
種
類

や
重
症
度

に
よ
っ

て
は
専

門
病
棟

で
の
管
理

を
要
す

る
も
の

も
あ
る

。
・

病
棟
を

女
性
専
用

と
し
た

も
の
で

あ
る
が

、
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー

は
他
の

病
棟
と

同
様
で
あ

る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
：

患
者

の
価

値
観

の
尊

重
〔

28
頁
〕

資
料

7
：

舞
鶴

医
療

セ
ン

タ
ー

院
内

助
産

所
開

設
〔

33
頁
〕



-
6

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
平

成
１

６
年

度
か

ら
引

き
続

き
実

施
し

て
い

る
患

者
満

足
度

調
査

に
つ

い
て

は
、

総
合

評
、

価
を

は
じ

め
主

要
な

項
目

で
、

中
期

計
画

の
目

標
で

あ
る

平
成

１
６

年
度

平
均

値
を

上
回

る
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ
ン

セ
ン
ト
の

促
進
と

し
て
全

病
院
に

医
療
相
談

窓
口
を

設
置

満
足

度
が

得
ら

れ
た

病
院

が
増

加
し
て
お

り
、
着

実
に
患

者
満
足

度
が
向
上

し
て
い

る
。

１
２

３
病

院
に

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
窓

口
設

置
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
促

進
及

び
産

科
医

師
が

不
足

す
る

中
院

内
助
産

所
助
産

師
外
来

の
開
設

の
推
進
を

図
り

ま
た

活
用

、
患

者
満

足
度

調
査

の
実

施
及

び
実

施
結

果
を

踏
ま

え
た

サ
ー

ビ
ス

の
改

善
等

の
、

、
、

、
女

性
特

有
の

疾
患

に
対

応
す

る
よ
う
女
性

専
門
外

来
に
つ

い
て
も

開
設
を
推

進
し
た

。
様

々
な
取
組

を
評
価

す
る
。

ま
た

、
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
増

員
に

よ
る

き
め

細
や

か
な

相
談

体
制

の
充

・
患

者
の
目

線
に
立
っ

た
医
療

を
提
供

す
る
た
め

各
病

院
は

、
患

者
満

足
度

調
実

績
：

○
実

も
評
価
す

る
。

査
の

活
用

な
ど
を
通

じ
て
患

者
の
意

見
を
取
り

入
れ

、
分

か
り

や
す

い
説

明
・

患
者

の
価

値
観

や
診

療
へ

の
要

望
等

を
き

め
細

か
く

聴
取

で
き

る
よ

う
、

全
て

の
病

院
に

と
相

談
体

制
の
充
実

な
ど
サ

ー
ビ
ス

を
改
善
で

き
る

仕
組

み
と

な
っ

て
い

る
お

い
て

医
療

相
談

窓
口

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

治
療

の
選

択
に

係
る

満
足

度
等

患
者

満
（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
か

。
足

度
の

改
善

を
図

っ
た

（
業
務
実

績
１
頁

参
照
）

。
・

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

患
者

の
自

己
決

定
権

の
尊

重
、

・
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

･
コ

ン
セ
ン

ト
、
セ
カ

ン
ド
オ

ピ
ニ
オ

ン
と
も

に
中
期
計

画
通
り

推
患

者
と

医
師

と
の

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
形

成
し

て
い

く
プ

ロ
セ

ス
が

イ
ン

フ
進

さ
れ
て
い

る
。

、
、

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

で
あ

る
と

の
基

本
的

考
え

方
か

ら
成

る
統

一
的

な
イ

ン
フ

ォ
ー

・
患
者
満
足

度
調
査

で
は

医
療
の

質
を
表

す
多
く

の
項
目
に

つ
い
て

調
査
し

て
お
り

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

推
進

の
た
め
の
指

針
（
案

）
を
策

定
し
た

（
業

務
実
績

４
頁
参

照
）

調
査
の
結
果

を
各
病

院
に
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し

て
い
る

。
。

・
患

者
の

診
療

中
の

心
理

的
、

経
済

的
諸

問
題

等
に

つ
い

て
相

談
に

応
じ

解
決

へ
の

支
援

を
・

イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

･
コ

ン
セ
ン

ト
へ
の
対

応
が
、

他
の
先

進
的
病

院
よ
り
後

手
に
廻

っ
行

う
医

療
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
つ

い
て

は
、

昨
年

に
引

き
続

き
２

８
名

の
増

員
（

１
て

い
る
印
象

を
受
け

る
。

８
年

度
９

８
病

院
１

６
４

名
→

１
９

年
度

１
０

９
病

院
１

９
２

名
）

を
行

う
こ

と
で

、
患

・
昨

今
、

医
療

の
現

場
で

苦
慮

し
て

い
る

苦
情

処
理

等
の

実
態

が
十

分
に

把
握

さ
れ

て
者

の
立

場
に

立
っ

た
よ

り
き

め
細
や
か

な
対
応

を
行
え

る
相
談

体
制
を
整

え
た

（
業

務
実

い
な
い
よ
う

に
見
受

け
ら
れ

た
。

。
績

４
頁

参
照

）
・

患
者
満
足

度
調
査

結
果
は

年
々
結
果

が
良
好

と
な
っ

て
い
る

。
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
件

数
に

つ
い

て
も

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
様

式
に

な
る

よ
う

・
医

療
相

談
窓

口
を

全
病

院
に

設
置

し
た

割
に

は
、

Ｍ
Ｓ

Ｗ
を

配
置

し
て

い
る

病
院

が
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

実
施

件
数

に
つ

い
て

は
平

成
１

８
年

度
と

比
し

て
１

７
％

増
少

な
い
の
は

改
善
の

要
有
り

。
加

し
て

い
る

（
業

務
実

績
２
頁
参

照
）

・
Ｍ

Ｓ
Ｗ

の
２

８
名

の
増

員
は

評
価

で
き

る
が

、
配

置
病

院
数

の
更

な
る

増
加

や
濃

厚
。

・
患

者
、

そ
の

家
族

を
対

象
に

、
退

院
後

の
食

事
に

関
す

る
悩

み
や

不
安

を
解

消
さ

せ
る

た
な

配
置
に
努

力
し
て

ほ
し
い

。
め

、
さ

ま
ざ

ま
な

集
団

勉
強

会
や
相
談

会
を
開

催
し
て

い
る

（
業
務

実
績
２

頁
参
照

）
・

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
は
順

調
に
実
施

件
数
を

伸
ば
し

て
い
る

。
。

・
多
様
な
診

療
時
間

・
曜
日

の
設
定
は

評
価
で

き
る
。

・
セ

カ
ン
ド

オ
ピ
ニ
オ

ン
制
度

に
つ
い

て
、
導
入

の
た

め
に

必
要

な
検

討
を

進
実

績
：

○
・

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

提
供

者
数

・
作

成
数

の
減

少
は

気
に

な
る

と
こ

ろ
で

は
あ

め
、

こ
れ

を
導
入
し

、
利
用

し
や
す

い
体
制
と

な
っ

て
い

る
か

。
・

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

窓
口

設
置

病
院

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

８
年

度
の

１
１

４
病

る
。

、
、

院
か

ら
平

成
１

９
年

度
は

１
２

３
病

院
と

し
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
制

度
の

充
実

を
図

・
患
者
の
目

線
に
立

っ
た
医

療
の
提
供

に
関
し

て
こ

れ
ま
で

着
実
な

努
力
が

な
さ
れ

っ
た

（
業

務
実

績
３

頁
参
照
）

色
々
な
点
で

効
果
を

上
げ
て

き
て
い
る

。
。

、
。

・
患
者
へ
の

治
療
方

針
の
説

明
治

療
教
室

の
実
施

な
ど
着
実

に
効
果

を
上
げ

て
い
る

・
患

者
の
視

点
で
サ
ー

ビ
ス
を

点
検
す

る
た
め
各

病
院

は
患

者
満

足
度

調
査

を
実

績
：

○
・

近
年

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
窓

口
の

重
要

度
も

増
し

て
お

り
、

今
後

ほ
と

ん
ど

の
病

実
施

し
、

そ
の
結
果

を
踏
ま

え
、
サ

ー
ビ
ス
の

改
善

を
図

っ
て

い
る

か
。

・
各

病
院

は
患

者
勉

強
会

の
開

催
や

地
域
の

医
療
ニ
ー

ズ
に
合

わ
せ
た

土
日
外

来
の
実
施

院
に
設
置
す

る
こ
と

が
望
ま

れ
る
。

、
、

大
型

連
休

期
間

中
に

お
け

る
利

便
性

へ
の

配
慮

等
改

善
に

向
け

た
様

々
な

取
組

を
引

き
続

・
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

･
コ

ン
セ
ン

ト
推
進
の

た
め
の

取
組
、

セ
カ
ン

ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
窓

口
。

、
、

、
き

行
っ

た
（

業
務

実
績

５
頁
参
照

）
設

置
病
院
数

の
増
加

全
病
院
で
の

医
療
相

談
窓
口

の
設
置

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
大

幅
な
増

員
・

患
者

満
足

度
調

査
を

各
病

院
に

お
け

る
患

者
満

足
度

向
上

に
繋

げ
て

い
く

た
め

の
新

た
な

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

の
増

加
な

ど
、

患
者

の
目

線
に

立
っ

た
医

療
提

供
体

制
取

組
と

し
て

、
患

者
満

足
度

の
高

さ
と

患
者

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

の
取

組
内

容
と

の
関

連
の

整
備

に
向

け
て

着
実

な
進

展
が

み
ら

れ
る

。
ま

た
、

土
日

外
来

の
実

施
、

院
内

助
産

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
の

研
究

（
患

者
満

足
度

調
査

に
関

す
る

指
定

研
究

）
を

実
施

し
、

所
・

助
産

師
外

来
の

開
設

な
ど

、
地

域
医

療
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

提
満

足
度

調
査

の
結

果
の

公
表

、
新

任
医

師
へ

の
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

教
育

、
供

に
も
積
極

的
に
取

り
組
ん

で
い
る
点

が
評
価

で
き
る

。
栄

養
サ

ポ
ー

ト
チ

ー
ム

の
設

置
な

ど
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

病
院

の
患

者
満

足
度

が
高

い
上
記
取
組

の
ア
ウ

ト
カ
ム

で
あ
る

患
者

満
足
度
調

査
で
は

総
合
評
価

や
治

「
」

、「
」

「
と
い

う
結
果

（
根
拠

）
が
得

ら
れ

た
（

業
務

実
績

１
頁

参
照

）
療

」
に

関
す

る
項

目
を

は
じ

め
主

要
項

目
で

、
引

き
続

き
、

高
い

レ
ベ

ル
で

の
維

持
・

。
改

善
が
み
ら

れ
、
高

く
評
価

で
き
る
（

特
に
入

院
。）

今
後

、
特

に
外

来
部

門
に

お
け

る
患

者
満

足
度

向
上

に
向

け
、

各
取

組
の

一
層

の
充

実
を
期
待
し

た
い
。

・
患

者
満

足
度

調
査

に
お

い
て

入
院

、
外

来
と

も
に

0
.
1
ポ

イ
ン

ト
ア

ッ
プ

。
ま

た
、

指
定

研
究

の
実

施
で

良
い

結
果

の
「

根
拠

」
を

導
き

全
病

院
が

足
が

か
り

と
し

て
取

り
組

め
る
サ
ポ
ー

ト
は
大

変
意
義

深
く
中
期

目
標
を

上
回
っ

て
い
る

。
・

Ｍ
Ｓ

Ｗ
の

増
員

、
相

談
室

の
個

室
化

そ
し

て
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
と

し
て

「
国

立
病

院
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

協
議

会
」

が
発

足
。

情
報

共
有

と
業

務
の

質
向

上
に

取
り

組
む

努
力

は
大
い
に

評
価
し

た
い
。

・
患

者
の

目
線

に
立

っ
た

医
療

の
提

供
に

つ
い

て
、

現
状

把
握

と
改

善
す

べ
き

事
項

等
の

把
握

に
不

可
欠

で
あ

る
患

者
満

足
度

調
査

を
継

続
的

に
実

施
し

、
満

足
度

が
着

実
に

向
上

し
て

い
る

。
中

期
計

画
に

沿
い

着
実

に
取

り
組

ん
で

お
り

評
価

し
う

る
。

ま
た

、
満

足
度

に
影

響
を

与
え

る
要

因
分

析
に

つ
い

て
の

研
究

も
始

め
て

お
り

、
大

切
な

取
組

で
あ

り
評

価
し

う
る

。
分

析
結

果
を

踏
ま

え
た

更
な

る
改

善
へ

の
具

体
的

取
組

を
全

病
院

で
実
施
し

て
い
く

こ
と
が

強
く
望
ま

れ
る
。

・
Ｍ

Ｓ
Ｗ

の
増

員
(
対

前
年

１
１

７
％

)
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
件

数
増

(
対

前
年

１
１

７
％

)
と

着
実

に
前

進
し

て
お

り
評

価
し

う
る

。
・

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
の

窓
口

設
置

病
院

が
前

年
に

対
し

て
９

病
院

増
と

な
っ

て
い

る
が

、
１

２
３

病
院

に
と

ど
ま

っ
て

お
り

、
早

急
に

全
病

院
で

対
応

し
う

る
よ

う
体

制
を

整
え
る
べ

き
で
あ

る
。

・
待
ち
時
間

に
対
す

る
満
足

度
が
ほ
と

ん
ど
向

上
し
て

お
ら
ず

、
患
者
の

立
場
か

ら
す

(
次

ペ
ー
ジ

へ
続
く

)



-
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-

評
価

の
視

点
事

故
評

定
評

定

(
前

ペ
ー

ジ
よ

り
)

る
と

、
病

院
へ

の
不

満
の

要
因

の
最

た
る

も
の

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
だ

け
に

、
強

力
な

取
組
が
望

ま
れ
る

。
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
、

セ
カ

ン
ド

オ
ピ

ニ
オ

ン
窓

口
設

置
な

ど
患

者
本

位
の

医
療

体
制

は
目

標
を

大
き

く
上

回
っ

て
い

る
。

ま
た

、
全

病
院

で
相

談
窓

口
を

開
設

す
る

な
ど
、
他

の
病
院

の
模
範

と
な
る
よ

う
な
取

組
は
大

い
に
評

価
で
き
る

。

（
そ
の
他

の
意
見

）
・

セ
カ
ン
ド

オ
ピ
ニ

オ
ン
窓

口
設
置
は

全
病
院

に
す
べ

き
で
は

な
い
か
。

・
患

者
満

足
度

調
査

は
何

を
改

善
し

て
欲

し
い

か
に

つ
い

て
情

報
を

集
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ
る
。

・
患

者
満

足
度

調
査

で
外

来
の

ポ
イ

ン
ト

が
低

い
が

患
者

の
流

れ
が

早
期

に
外

来
に

シ
フ

ト
、

入
院

体
験

を
基

に
患

者
の

ニ
ー

ズ
が

厳
し

く
要

求
レ

ベ
ル

が
上

が
っ

て
い

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
。

外
来

の
ポ

イ
ン

ト
が

低
い

要
因

分
析

も
「

指
定

研
究

」
に

取
り

込
み

改
善
に
つ

な
げ
て

欲
し
い

・
「
情
報
室

「
患
者
図

書
館
」

な
ど
、
さ

ら
な
る

充
実
を

望
み
た

い
。

」



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
２
)
患
者
が
安
心
で
き
る
医
療
の
提
供

（
２
）

患
者
が
安

心
で
き
る

医
療
の
提

供
（
２
）
患

者
が
安
心
で

き
る
医
療

の
提
供

（
２

）
患

者
が

安
心

で
き

る
医

療
の

提
供

①
医
療
倫
理
の
確
立

患
者

が
安

心
し

て
医

療
を

受
け

る
こ

と
が

①
医

療
倫
理
の
確

立
①

医
療

倫
理

の
確

立
で

き
る

よ
う

、
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
医

１
．

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

へ
の

配
慮

に
関

す
る

各
病

院
の

取
組

療
倫

理
の

確
立

を
図

る
と

と
も

に
、
医

療
安

患
者

が
安

心
で

き
る

医
療

を
提

供
す

各
病

院
は

、
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

保
護

の
観

点
か

ら
個

人
各

病
院
で

個
人
情

報
保
護
法

に
関
す

る
研
修

や
外
部

講
師
を
招

い
た
講

習
会
の

実
施
、

個
人
情
報

の
利
用

目
的
等

に
つ
い

て
の
院
内

掲
示
、

個
全
対
策
の

充
実
に
努

め
る
こ
と
。

る
た

め
、

各
病

院
は

カ
ル

テ
の

開
示

を

情
報

保
護

の
徹

底
に

努
め

る
と

人
情

報
保
護

に
係
る

各
種
規
定

の
作
成

等
に
よ

り
院
内

に
お
け
る

個
人
情

報
保
護

の
た
め

の
体
制
を

整
備
し

て
い
る

。
ま

た
、

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
た
め

に
、

行
う

な
ど

情
報

公
開

に
積

極
的

に
取

り

と
も

に
、

情
報

公
開

に
つ

い
て

ま
た
、
引

き
続
き

、
患
者
の

プ
ラ
イ

バ
シ
ー

へ
配
慮

す
る
た
め

患
者
か

ら
の
相

談
窓
口

の
個
室
化

を
進
め

て
い
る

他
、

救
急

医
療

・
小

児
救

急
等

に
積

極
的
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
患

者
の

プ
ラ

イ
バ

シ

も
、

カ
ル

テ
の

開
示

を
行

う
な

○
外

来
採
血

室
に
衝
立

を
設
置

し
、
採

血
の
様

子
を
他
の

患
者
に

見
ら
れ

な
い
よ

う
に
す
る

組
み

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中
期

目
標

ー
の

保
護

に
努

め
る

こ
と

が
、

患
者

と

ど
積

極
的

に
取

り
組

む
。

○
カ

ル
テ
の

持
ち
出
し

の
際
、

患
者
氏

名
が
見

え
な
い
カ

バ
ー
に

入
れ
て

い
る

の
期

間
中

に
、

救
急

患
者

及
び

小
児
救

急
患

の
信

頼
関

係
の

醸
成

に
お

い
て

重
要

で

ま
た

、
患

者
と

の
よ

り
良

質
○

点
滴
ボ
ト

ル
等
に
記

載
し
て

い
る
氏

名
を
シ

ー
ル
形
式

と
し
、

他
の
患

者
等
の

目
に
ふ
れ

る
こ
と

に
な

る
使
用
す

る
段
階
で

そ
れ
を

剥
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

１
０

％
の

増
加

を
図

あ
る

。
ま

た
、

臨
床

研
究

を
実

施
す

る

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
信

が
す

こ
と
に

よ
り
点
滴

ボ
ト
ル

か
ら
患

者
の
氏

名
が
わ
か

ら
な
い

よ
う
に

す
る

る
こ
と
。

す
べ

て
の

病
院

に
倫

理
委

員
会

を
、

治

頼
関

係
の

確
立

を
目

指
し

た
取

○
病

室
入
口

名
札
の
表

示
に
は

患
者
の

意
向
を

反
映
さ
せ

て
い
る

験
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

病
院

に
治

験

組
を

進
め

て
い

く
と

と
も

に
、

な
ど

の
取
組

を
行
っ

た
結
果
、

平
成
１

９
年
度

の
「
プ

ラ
イ
バ
シ

ー
へ
の

配
慮
」

に
係
る

入
院
患
者

の
患
者

満
足
度

調
査
の

結
果
は
平

成
１
８

年
審

査
委

員
会

を
設

置
し

、
す

べ
て

の
臨

各
施

設
に

設
置

し
た

倫
理

審
査

度
を

上
回
る

満
足
度

を
得
て
い

る
。

床
研

究
、

治
験

に
つ

い
て

厚
生

労
働

省

委
員

会
に

お
け

る
活

動
及

び
適

が
定

め
る

倫
理

指
針

（
平

成
１

５
年

厚

切
性

を
高

め
る

た
め

の
指

導
及

【
相
談
窓

口
の
個

室
化
】

生
労

働
省

告
示

第
２

５
５

号
）

を
遵

守

び
支

援
を

行
う

。
平
成
１

８
年
度

１
２
３

病
院

→
平

成
１
９
年

度
１

２
７
病

院
（

平
成
１
６

年
度

１
０
５

病
院
）

し
て

実
施

す
る

。
な

お
、

小
規

模
病

院

に
つ

い
て

は
、

そ
の

負
担

の
軽

減
の

た

２
．

医
療

事
故

発
生

時
の

公
表

基
準

の
策

定
め

、
合

同
開

催
等

に
よ

り
倫

理
委

員
会

病
院
運
営

の
透
明

性
を
高
め

、
社
会

的
信
頼

を
よ
り

一
層
獲
得

し
て
い

く
と
と

も
に
、

我
が
国
全

体
の
医

療
安

全
対
策
に

も
貢
献
し

て
い
く

観
を
行

う
こ
と
と

す
る
。

点
か

ら
、
明

ら
か
な

過
誤
に
よ

り
患
者

が
死
亡

し
た
場

合
や
、
重

大
な
永

続
的
障

害
が
発

生
し
た
場

合
は
各

病
院

に
よ
る
個

別
の
公
表

を
行
い

、
各

病
院

の
倫

理
委

員
会

の
組

織
・

運

そ
れ

以
外
の

ケ
ー
ス

は
、
国
立

病
院
機

構
全
体

の
包
括

的
な
事
故

の
公
表

を
行
う

こ
と
を

内
容
と
す

る
医
療

事
故

公
表
基
準

を
平
成
１

８
年
度

中
営

状
況

を
把

握
し

、
そ

の
改

善
に

努
め

に
策

定
し
平

成
１
９

年
度
か
ら

運
用
し

て
い
る

。
る

と
と

も
に

、
倫

理
委

員
会

の
指

摘
事

項
を

そ
の

医
療

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る

３
．

適
切

な
カ

ル
テ

開
示

こ
と

に
努
め
る

。

各
病
院
は

、
厚
生

労
働
省
医

政
局
長

通
知
「

診
療
情

報
の
提
供

等
に
関

す
る
指

針
の
策

定
に
つ
い

て
」
に

基
づ

き
、
カ
ル

テ
の
開
示

請
求
が

あ
っ
た

場
合
に

は
適
切

に
開
示
を

行
っ
て

い
る
。

平
成
１

９
年
度
に

お
い
て

は
、
１

，
１
４

５
件
の
開

示
請
求

に
対

し
て
、
開

示
す
る
こ

と
が
治

療
の
妨

げ
に
な

る
と
医

師
が
判
断

し
た
ケ

ー
ス
を

除
き
、

１
０
０
％

の
開
示

を
行
っ

た
。

４
．

臨
床

研
究

、
治

験
に

か
か

る
倫

理
の

遵
守

(
1
)

臨
床
研

究

①
倫
理

審
査
委

員
会

「
臨

床
研
究

に
関
す
る

倫
理
指

針
「

疫
学
研

究
に
関
す

る
倫
理

指
針
」

等
の
ガ

イ
ド
ラ
イ

ン
を
遵

守
し
、

こ
れ
ら

の
倫
理
的

配
慮
の

趣
」、

旨
に
添

っ
て
臨

床
研
究
等

の
推
進

が
果
た

せ
る
よ

う
、
倫
理

審
査
委

員
会
が

未
設
置

で
あ
る
病

院
に
対

し
て

は
、
臨
床

研
究
倫
理

規
程
等

の
雛
形
を

提
示
の

上
、
倫
理

審
査
委

員
会
を

運
営
で

き
る
よ
う

支
援
を

行
な
っ

た
。
そ

の
結
果
、

１
４
６

す
べ

て
の
病
院

で
倫
理
審

査
委
員

会
が
設
置

さ
れ
た

。
ま
た
、

倫
理
審

査
委
員

会
の
審

議
内
容
等

に
つ
い

て
は
、

施
設
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で

掲
示

す
る
よ
う

平
成
１
９

年
度
も

引
続
き
指

導
を
行

な
っ
た

。

ア
各

病
院
に

お
け
る
倫

理
審
査

委
員
会

の
設
置

平
成

１
８

年
度

１
３

４
病

院
→

平
成

１
９

年
度

１
４

６
病

院
（

全
施

設
)

(
平

成
１

５
年

度
７

２
病

院
)

イ
倫

理
審
査

委
員
会
開

催
平
成
１

８
年
度

５
３
１

回
→

平
成
１
９

年
度

５
８
２

回
(
平
成

１
５

年
度

２
２
０
回
)

ウ
倫

理
審
査

件
数

平
成

１
８

年
度

２
，

１
８

５
件

→
平

成
１

９
年

度
２

，
４

３
３

件
(
平

成
１

５
年

度
８

５
４

件
)

エ
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
で
の

審
議
内

容
公
開

施
設

平
成
１

８
年
度

４
施
設

→
平
成
１
９

年
度

３
３
施

設

②
中
央

倫
理
審

査
委
員
会

平
成

１
８
年

度
に
引
き

続
き
、

本
部
が

主
導
し

て
行
う
臨

床
研
究

等
の
研

究
課
題

を
中
心
に

中
央
倫

理
審

査
委
員
会

に
お
い
て

審
議
を

行
い

「
抗

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
薬

服
用

後
の

症
状

変
化

に
関

す
る

観
察

研
究

」
等

の
国

立
病

院
機

構
で

実
施

す
る

共
同

研
究

で
あ

る
指

定
研

究
、

や
、
平

成
１
９

年
度
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

の
た
め

の
大
規

模
臨
床
研

究
、
新

規
６
課

題
を
含

む
４
７
件

の
審
査

を
行

っ
た
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2)

治
験

中
期
計

画
に
掲

げ
た
と
お

り
、
質

の
高
い

治
験
を

推
進
す
る

た
め
、

平
成
１

９
年
度

、
す
べ
て

の
病
院

に
お
い

て
、
治

験
審
査
委

員
会
を

設
置

し
た
。

ア
各
病

院
に
お

け
る
治
験

審
査
委

員
会
の

設
置
病

院
数

平
成
１
８

年
度

１
４
１
病

院
→

平
成
１
９
年

度
１

４
６
病

院
（
全

施
設
）

（
平
成

１
６
年

度
１

２
９
病
院

）

イ
治
験

審
査
委

員
会
開
催

平
成
１
８

年
度

９
５
６
回

→
平

成
１
９
年

度
１

，
１
０

４
回

（
平
成

１
７
年

度
７

５
０
回
）

ウ
治
験

等
審
査

件
数

平
成
１
８

年
度

９
，
９
８

８
件

→
平

成
１
９
年

度
１

２
，
４

９
４
件

（
平
成

１
７

年
度

９
，
２
４
１

件
）

【
説

明
資
料

】
資

料
8
：

患
者

の
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
保

護
〔

3
7
頁

〕
資

料
9
：

国
立

病
院

機
構

医
療

事
故

公
表

指
針

〔
4
0
頁
〕

資
料

1
0
：
倫

理
審
査

委
員
会
設

置
数
、

開
催
回

数
及
び

審
査
件
数

の
状
況

〔
4
3
頁

〕



-
1
0

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
医
療
安
全
対
策
の
充
実

②
医

療
安
全
対
策

の
充
実

②
医

療
安

全
対

策
の

充
実

１
．

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

開
催

医
療

安
全

対
策

を
重

視
し

、
リ

ス
ク

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
充

実
に

貢
献

す
る

観
点

か
ら

、
平

成
１
９

年
度
に

国
立
病
院

機
構
に

お
け
る

医
療
安

全
対
策
に

つ
い
て

の
基
本

的
方
向

性
等
に
つ

い
て
審

議
す
る

常
設
委

員
会
と
し

て
「
中

央
マ

ネ
ジ

ャ
ー

を
中

心
に

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

す
べ

て
の

病
院

が
、

医
療

事
故

医
療

安
全
管

理
委
員

会
」
を
設

置
し
た

。
ト

事
例

の
適

正
な

分
析

等
の

リ
ス

ク
管

、
、

、
理
を

推
進
す
る

。
情

報
収

集
等

事
業

に
よ

り
積

極
平

成
１
９

年
度
に

は
国
立
病

院
機
構

内
に
お

け
る
医
療

事
故
の

報
告
状

況
を
踏

ま
え

最
も

報
告
件

数
の
多

い
転
倒
・

転
落
事

故
に
つ

い
て

的
に

協
力

す
る

と
と

も
に

、
医

平
成

２
０
年

度
よ
り

２
年
間
で

半
減
を

目
指
す

た
め
、

事
故
防
止

の
た
め

の
業
務

標
準
化

等
を
内
容

と
す
る

「
転
倒

・
転
落

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」

を
院

内
感

染
対

策
の

た
め

、
院

内
サ

ー

療
事

故
の

全
体

状
況

を
的

確
に

策
定

す
る
す

る
と
と

も
に
、
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド

・
コ
ン

セ
ン
ト
を

よ
り
一

層
推
進

し
て
い

く
た
め
の

「
イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ
ン

ト
推
進

の
ベ

イ
ラ

ン
ス

の
充

実
等

に
積

極
的

に
取

把
握

す
る

こ
と

の
で

き
る

体
制

た
め

の
指
針

（
案

「
長
期
療
養

患
者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

取
扱
い

手
順
書

（
案

」
を
策

定
し
た

。
り
組

む
。

）
」、

）
を

整
え

る
。

ま
た

、
引

き
続

き
我

が
国

の
医

療
安

全
対

策
の

充
実

に

２
．

医
療

事
故

報
告

制
度

へ
の

一
層

の
協

力
貢

献
す

る
観

点
か

ら
、

新
た

な
医

療
事

医
薬

品
等

安
全

性
情

報
制

度
に

協
力
し

て
い
く

。
国

立
病

院
機

構
と

し
て

、
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
が

行
う

医
療

事
故

情
報

収
集

等
事

業
へ

よ
り

一
層

協
力

し
て

い
く

観
点

か
ら

「
国

立
病

故
報

告
制

度
の

実
施

に
協

力
す

る
と

と
、

長
期

療
養

患
者

が
使

用
す

る
院
機

構
に
お

け
る
医

療
安
全
管

理
の
た

め
の
指

針
」
に

つ
い
て
、

そ
れ
ま

で
異
な

っ
て
い

た
評
価
機

構
へ
の

報
告
範

囲
と
機

構
本
部
へ

の
報
告

範
も

に
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

、
医

人
工

呼
吸

器
に

つ
い

て
は

、
医

囲
を

統
一
す

る
と
と

も
に
、
報

告
を
行

う
に
当

た
っ
て

の
事
務
的

負
担
を

軽
減
す

る
観
点

か
ら
、
報

告
様
式

に
つ
い

て
も
評

価
機
構
へ

の
報
告

様
薬

品
等

安
全

性
情

報
の

報
告

を
徹

底
す

療
安

全
対

策
の

観
点

か
ら

機
種

式
と

で
き
る

だ
け
共

通
し
た
様

式
と
す

る
な
ど

の
見
直

し
を
行
っ

た
。
こ

の
こ
と

に
よ
り

、
日
本
医

療
機
能

評
価
機

構
へ
の

報
告
件
数

が
大
幅

に
る
。

の
絞

込
の

た
め

の
取

組
を

進
め

増
加

し
、
報

告
義
務

対
象
医
療

機
関
の

報
告
の

う
ち
の

半
数
近
く

が
国
立

病
院
機

構
に
よ

る
報
告
件

数
と
な

っ
て
い

る
。

る
。

【
日
本

医
療
機

能
評
価
機

構
へ
の

報
告
件

数
】

平
成
１
８

年
１
月
～

１
２
月

４
５

８
件

→
平

成
１
９

年
１
月

～
１
２

月
５
９

２
件

平
成
1
6
年

10
月
～
平

成
1
7
年

３
月

１
２
２

件

３
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

へ
の

取
組

に
つ

い
て

（
平

成
１

８
年

度
版

（
医

療
安

全
白

書
）

の
公

表
．

）」
平

成
１
８

年
度
中

に
国
立
病

院
機
構

本
部
に

報
告
の

あ
っ
た
医

療
事
故

報
告
に

つ
い
て

、
①

事
故
内

容
別
、

病
院
機
能

別
、
患

者
年
齢

別
、
事

故
発
生
時

間
別
に

整
理
す

る
と
と

も
に
、

②
「
国
立

病
院
機

構
に
お
け

る
医
療

安
全
管

理
の
た

め
の
指
針

」
の
見

直
し
や

「
長
期

療
養
患
者

が
使
用

す
る

人
工
呼
吸

器
の
標
準

化
」
な

ど
機
構
内

に
お
け

る
医
療
安

全
対
策

上
の
課

題
へ
の

取
組
に
つ

い
て
の

紹
介
、

③
医
療
事

故
報
告

の
中
か
ら

、
再
発

防
止
対

策
上
ケ

ー
ス
ス
タ

デ
ィ
と

し
て
有

効
で
あ

る
と
考
え

ら
れ
る

事
例

に
つ
い
て

、
事
故
概

要
、
事

故
の
背
景

、
講
じ

た
再
発
防

止
策
の

紹
介
、

等
を

内
容

と
す

る
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

へ
の

取
組

み
に

つ
い

て
平

成
１

８
年

度
版

」
医

療
安

全
白

書
を

作
成

し
、

国
(

)
(

)
立
病

院
機
構

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

上
に
公

表
し
た

。

．
医

療
事

故
報

告
に

係
る

「
警

鐘
的

事
例

」
の

作
成

と
国

立
病

院
機

構
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
の

共
有

４
「

国
立
病

院
機
構

に
お
け
る

医
療
安

全
管
理

の
た
め

の
指
針
」

の
見
直

し
に
よ

り
、
国

立
病
院
機

構
本
部

へ
の
医

療
事
故

報
告
件
数

に
つ
い

て
も
大

幅
な
増

加
が
図

ら
れ
た
と

こ
ろ
で

あ
る
が

、
報
告

さ
れ
た
事

故
事
例

等
を
素

材
と
し

て
、
毎
月

、
機
構

本
部
に

お
い
て

「
警
鐘
的

事
例
」

を
作
成

し
国
立

病
院
機

構
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
内
の

掲
示
板

に
掲
示
す

る
こ
と

で
、
各

病
院
に

お
け
る
医

療
安
全

対
策
の

推
進
に

資
す
る
た

め
の
取

組
を
、

平
成
１

９
年
度

か
ら
新
た

に
実
施

し
た
。

具
体
的
に

は
、
毎

月
、
医
療

安
全
対

策
上
特

に
留
意

す
る
べ
き

テ
ー
マ

を
決
定

し
た
上

で
、
テ
ー

マ
に
関

連
す
る

個
別
事

故
事
例
の

紹
介
と

そ
れ
ら

に
共
通

す
る
発

生
原
因
や

再
発
防

止
策
等

に
つ
い

て
分
析
・

整
理
を

行
っ
た

も
の
で

あ
り
、
各

病
院
の

医
療
安

全
管
理

者
等
が
ケ

ー
ス
ス

タ
。

、
。

デ
ィ

の
た
め

の
テ
キ

ス
ト
と
し

て
も
活

用
で
き

る
よ
う

作
成
し
た

も
の
で

あ
る

平
成
１
９
年

度
の
月

ご
と
の

テ
ー
マ
は

次
の
と

お
り
で

あ
る

【
医
療

事
故
報

告
書
の
概

要
の
警

鐘
的
事

例
】

○
平

成
１
９

年
７
月

人
工

呼
吸
管

理
に
つ

い
て

○
平

成
１
９

年
８
月

転
倒

・
転
落

の
発
生

パ
タ
ー
ン

の
類
型

化
と
そ

の
対
策

に
つ
い
て

○
平

成
１
９

年
９
月

薬
剤

に
関
す

る
医
療

事
故
・
事

故
発
生

の
類
型

化
と
そ

の
対
応
策

に
つ
い

て
○
平

成
１
９

年
１
０
月

イ
ン

フ
ォ
ー

ム
ド
・

コ
ン
セ
ン

ト
に
つ

い
て

○
平

成
１
９

年
１
１
月

合
併

症
に
つ

い
て

○
平

成
１
９

年
１
２
月

転
倒

・
転
落

リ
ス
ク

を
増
大
さ

せ
る
可

能
性
の

あ
る
薬

剤
に
つ
い

て
○
平

成
２
０

年
１
月

患
者

の
自
殺

、
自
殺

企
画
に
つ

い
て

○
平

成
２
０

年
２
月

人
工

呼
吸
器

に
関
わ

る
事
故
に

つ
い
て

○
平

成
２
０

年
３
月

危
険

薬
に
つ

い
て



-
1
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

転
倒

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

策
定

に
つ

い
て

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

事
故

報
告

の
約

３
０

％
を

占
め

る
転

倒
・

転
落

事
故

の
２

年
間

で
半

減
（

△
５
０

）
を

目
標

に
掲
げ

、
転

倒
%

・
転

落
事
故

防
止
対

策
を
強
力

に
推
進

し
て
い

く
た
め

、
転
倒
・

転
落
事

故
防
止

の
た
め

の
業
務
標

準
化
の

検
討

を
行
い
、

①
各
病
院

共
通
の

転
倒
・
転

落
ア
セ

ス
メ
ン

ト
シ
ー

ト
②

ア
セ
ス

メ
ン
ト

に
基
づ
く

転
倒
・

転
落
事

故
防
止

計
画
表

③
患
者
・

家
族
へ

の
標
準
的

な
説
明

内
容

④
リ
ス
ク

の
高
い

薬
剤
リ
ス

ト
⑤

転
倒
・

転
落
事

例
集
、

等
か

ら
構
成

さ
れ
る

「
転
倒
・

転
落
事

故
防
止

マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を

作
成
し

た
。
本

マ
ニ
ュ

ア
ル
に
よ

り
、
平

成
２

０
年
度
か

ら
「
転
倒

・
転
落

事
故
防

止
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
」
を
強

力
に
推

進
し
て

い
く
こ

と
と
し
て

い
る
。

６
．

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
推

進
の

た
め

の
指

針
（

案
）

の
策

定
（

再
掲

）
平

成
１

９
年

度
か

ら
開

催
し

て
い

る
「

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
」

に
お

い
て

「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

推
進

の
た

め
の

指
針

、
（
案

」
を
策
定

し
た
。

当
該
指
針

（
案
）

で
は

「
実

施
し
よ
う

と
し
て

い
る
処

置
や
治

療
に
つ
い

て
の
基

本
的

な
情
報
を

前
も
っ
て

患
者
に

提
）

、
供
し

、
か
つ

患
者
が

こ
れ
に
同

意
し
て

か
ら
で

な
け
れ

ば
、
医
師

は
患
者

に
手
を

加
え
た

り
治
療
を

開
始
し

て
は
な

ら
な
い

」
と
い
う

基
本
的

考
え
方

を
徹
底

す
る
と

と
も
に
、

イ
ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・
コ

ン
セ
ン
ト

を
、

①
患
者
に

診
療
上

の
選
択
肢

を
示
す

こ
と
で

、
患
者

の
自
己
決

定
権
を

尊
重
・

拡
充
す

る
も
の
（

イ
ン
フ

ォ
ー
ム

ド
・
チ

ョ
イ
ス
）

②
患
者
と

医
師
と

の
良
好
な

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

を
形
成
し

て
い
く

プ
ロ
セ

ス
で
あ

り
、
患
者

の
目
線

に
立
っ

た
懇
切

丁
寧
な
医

療
の
提

供
に
繋
が

る
も
の

と
し

た
上
で

、
そ
の

考
え
方
を

実
現
す

る
た
め

の
具
体

的
方
法
（

説
明
内

容
、
説

明
の
対

象
者
、
説

明
の
進

め
方
、

診
療
録

へ
の
記
録

等
）
に

つ
い
て

整
理
を

行
っ
て

い
る
。

当
該
指
針

（
案
）

に
つ
い
て

は
、
平

成
２
０

年
度
か

ら
運
用
を

開
始
す

る
こ
と

で
、
国

立
病
院
機

構
に
お

け
る
イ

ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・

コ
ン
セ

ン
ト
を

一
層
推

進
し
て

い
く
こ
と

と
し
て

い
る
。

７
．

長
期

療
養

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

に
つ

い
て

(
1
)

人
工
呼

吸
器
の

機
種
の
標

準
化
に

つ
い
て

平
成
１

８
年
度

に
取
り
ま

と
め
ら

れ
た
報

告
書
「

長
期
療
養

患
者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

標
準
化

に
つ

い
て
」
を

踏
ま
え
、

平
成
１

９
年

４
月
に

、
今
後

、
長
期
療

養
患
者

が
使
用

す
る
人

工
呼
吸
器

の
更
新

等
整
備

を
行
う

際
に
は
、

原
則
と

し
て
標

準
６
機

種
の
中
か

ら
整
備

を
行

う
こ
と

と
す
る

旨
の
医
療

部
長
通

知
を
発

出
し
た

。
ま
た
、

平
成
１

９
年
１
２

月
に
標

準
化
の

進
捗
状

況
に
つ
い

て
の
調

査
を
行

っ
た
と

こ
ろ
、
医

療
部
長

通
知

発
出
前
の

平
成
１
９

年
２
月

の
調

査
時
点

と
比
較

し
て
、
長

期
療
養

患
者
が

使
用
す

る
人
工
呼

吸
器
で

標
準
６

機
種
の

占
め
る
割

合
が
１

０
％
程

度
上
昇

し
て
お
り

、
標
準

化
に

向
け
た

各
病
院

の
積
極
的

な
取
組

が
見
ら

れ
た
。

【
人
工

呼
吸
器

６
機
種
の

使
用
状

況
】

平
成
１

９
年
２
月

３
５

．
４
％

→
平
成
１
９

年
１
２

月
４

６
．
０

％

(
2
)

長
期
療

養
患
者

が
使
用
す

る
人
工

呼
吸
器

の
取
扱

い
手
順
書

（
案
）

に
つ
い

て
進
行
性

筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ

ー
児
（

者
・
重
症

心
身
障

害
児
（
者

・
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
等

の
長
期
療

養
患
者

に
と
っ

て
人
工

呼
吸
器
は

生
命
維

持
）

）
装

置
で
あ

り
、
そ

の
装
着
に

当
た
っ

て
は
患

者
に
分

か
り
や
す

い
説
明

を
行
う

と
と
も

に
、
細
心

の
注
意

を
も
っ

て
取
り

扱
う
こ
と

が
必
要

で
あ

る
こ
と

か
ら
、

人
工
呼
吸

器
の
目

的
や
基

本
構
造

、
操
作
時

の
安
全

管
理
、

使
用
時

の
看
護
の

留
意
点

、
装
着

に
係
る

説
明
書
等

を
内
容

と
す

る
「
長

期
療
養

患
者
が
使

用
す
る

人
工
呼

吸
器
の

取
扱
い
手

順
書
（

案
」
を
作

成
し
、
平

成
２
０

年
度
か

ら
運
用

す
る
こ
と

と
し
た

。
）

【
手
順
書

（
案
）

内
容
】

Ⅰ
：

人
工
呼

吸
器
の
目

的
、
使

用
時
の

留
意
点

等
Ⅱ

：
非
侵

襲
的
陽

圧
換
気

療
法
（
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

）
①
人
工

呼
吸
器
の

目
的

①
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

の
適
応

基
準

②
人
工

呼
吸
器
の

分
類

②
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

の
長
所

・
短
所

③
人
工

呼
吸
器
の

基
本
構

造
③
代

表
的
な

換
気
様

式
④
人
工

呼
吸
器
の

操
作

④
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

の
安
全

管
理

⑤
人
工

呼
吸
器
の

安
全
管

理
⑤
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

使
用
時

の
看
護
の

留
意
点

⑥
人
工

呼
吸
器
使

用
時
の

看
護
の

留
意
点

⑥
Ｎ

Ｐ
Ｐ
Ｖ

か
ら
Ｔ

Ｐ
Ｐ
Ｖ
へ

の
移
行

⑦
停
電

時
の
対
応

⑦
装

着
に
係

る
説
明

書
及
び
同

意
書

⑧
装
着

に
係
る
説

明
書
及

び
同
意

書

８
．

国
立

病
院

機
構

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
平

成
１
８

年
度
よ

り
医
療
安

全
へ
の

寄
与
、

医
薬
品

管
理
の
効

率
化
、

ひ
い
て

は
医
療

安
全
に
資

す
る
た

め
、
本

部
に
「

標
準
的
医

薬
品
検

討
委
員

会
」
を

設
置
し

、
使
用
医

薬
品
の

標
準
化

に
取
り

組
ん
で
き

た
。
前

回
同
様

の
検
討

手
順
に
よ

り
、
平

成
１
８

年
度
の

医
薬
品
購

入
実
績

情
報
を

ベ
ー
ス

に
「
循

環
器
用
剤

「
外

皮
ア
レ

ル
ギ
ー

用
剤

「
解
熱
鎮

痛
消
炎

・
滋
養

強
壮
・
ビ

タ
ミ
ン

剤
」

の
薬
効
群

等
に
つ
い

て
検
討

を
」
、

」、
行
い

、
６
，

３
５
８

品
目
を
掲

載
品
目

と
し
て

整
理
し

標
準
的
医

薬
品
一

覧
を
作

成
し
、

本
一
覧
を

各
病
院

へ
周
知

し
、
病

院
に
お
け

る
標
準

化
を
進

め
た
。

ま
た
、
本

一
覧
は

平
成
２
０

年
度
の

医
薬
品

の
共
同

入
札
リ
ス

ト
に
活

用
さ
れ

た
。



-
1
2

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

９
．

拡
大

医
療

安
全

管
理

委
員

会
の

設
置

平
成

１
９

年
３

月
に

は
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

管
理

の
た

め
の

指
針

」
の

見
直

し
を

行
い

、
発

生
し

た
医

療
、

事
故

の
過
失

の
有
無

、
原
因
等

に
つ
い

て
十
分

な
結
論

付
け
が
で

き
な
い

場
合
に

は
、
第

三
者
的
立

場
か
ら

過
失
の

有
無
等

に
つ
い
て

厳
正
に

審
議
を

行
う
た

め
、
国

立
病
院
機

構
内
に

お
け
る

自
病
院

以
外
の
病

院
の
専

門
医
、

看
護
師

等
を
加
え

た
「
拡

大
医
療

安
全
管

理
委
員
会

」
を
各

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
が
事

務
局
と
な

り
設
置

し
、
必

要
に
応

じ
開
催
す

る
こ
と

と
し
て

い
る
。

、
、

。
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て
は

九
州
ブ

ロ
ッ
ク

事
務
所
に

て
１
２

件
の
重

要
案
件

に
つ
い
て

開
催
し

適
切
な

医
療
事
故

対
応
を

行
っ
て

い
る

ま
た
、
他

の
ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
に
お

い
て
も

、
平
成

１
９
年
度

中
に
３

ブ
ロ
ッ

ク
（
東

海
北
陸
、

近
畿
、

中
国
四

国
）
に

て
設
置
、

北
海
道

東
北
、

関
東
信

越
に
お

い
て
も
同

様
の
組

織
を
も

っ
て
活

動
を
始
め

て
い
る

。

1
0
．

院
内

感
染

防
止

体
制

の
強

化
院

内
感

染
対

策
と

し
て

、
す

べ
て

の
病

院
に

お
い

て
院

内
感

染
防

止
対

策
委

員
会

等
を

開
催

し
、

Ｍ
Ｒ

Ｓ
Ａ

、
ノ

ロ
ウ

イ
ル

ス
、

緑
膿

菌
等

、
（

）
の
院
内

サ
ー
ベ

イ
ラ
ン

ス
を
実
施

す
る
と

と
も
に

医
師

・
看
護

師
・
薬

剤
師
・

事
務
職
等

で
構
成

さ
れ
る

院
内
感

染
対
策
チ

ー
ム

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

１
３

７
病

院
に

設
置

し
て

い
る

。
ま

た
、

６
８

病
院

で
は

感
染

管
理

を
専

門
分

野
と

す
る

認
定

看
護

師
を

８
４

人
配

置
す

る
な

ど
院

内
感

染
防
止
体

制
の
強

化
を
図

っ
た
。

【
Ｉ
Ｃ
Ｔ

設
置
病

院
数
】

平
成
１
８

年
度

１
２
９

病
院

→
平

成
１
９

年
度

１
３
７

病
院

※
残

り
の
９

病
院
に
つ

い
て
は

、
院
内

感
染
防
止

対
策
委

員
会
を

設
置
し

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機

能
の
役
割

を
果
た

し
て
い

る
。

【
感
染
管

理
認
定

看
護
師
配

置
状
況

】
平

成
１
８

年
度

６
８
名

→
平
成

１
９
年
度

８
４
名

（
平

成
１
５
年

度
２
０

名
）

1
1
．

共
同

臨
床

指
定

研
究

の
活

用
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
診

断
で

、
新

規
に

抗
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

薬
を

処
方

さ
れ

た
若

年
患

者
に

お
け

る
異

常
行

動
及

び
そ

れ
に

伴
う

健
康

へ
の

有
害

事
象

の
出

現
頻

度
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
抗

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
薬

（
タ

ミ
フ

ル
、

リ
レ

ン
ザ

）
の

種
類

、
使

用
期

間
や

来
院

時
の

体
温

な
ど

の
各

要
因

に
よ

っ
て

異
な

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
、

副
作

用
出

現
の

危
険

因
子

を
推

定
す

る
と

い
う

「
抗

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
薬

服
用

後
の

症
状

変
化

に
関

す
る

観
察

研
究

」
を

行
っ

た
。

対
象

患
者

は
抗

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
を

処
方

さ
れ

た
６

歳
以

上
３

０
歳

以
下

の
若

年
患

者
に

研
究

参
加

を
依

頼
し

、
口

頭
で

同
意

を
得

た
患

者
に

対
し

て
調

査
票

を
配

布
し

た
。

今
後

は
タ

ミ
フ

ル
内

服
群

、
リ

レ
ン

ザ
吸

入
群

の
２

群
に
わ

け
て
、

異
常
行

動
出
現
頻

度
の
差

に
つ
い

て
の
有

意
差
検
定

等
を
行

い
、
解

析
を
行
っ

て
い
く

。

1
2
．

医
療

安
全

対
策

に
係

る
研

修
体

制
等

の
充

実

(
1
)

新
人
看

護
師
を

対
象
と
し

た
全
病

院
統
一

の
研
修

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の

運
用
開

始
新
人
看

護
師
（

採
用
か
ら

概
ね
５

年
目
ま

で
）
を

対
象
と
し

た
全
病

院
統
一

の
研
修

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の

活
用

を
平
成
１

８
年
度
か

ら
開
始

し
た

。
本
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
で
は

、
病
院

に
お
け

る
医
療

安
全
管
理

体
制
に

つ
い
て

の
基
本

的
理
解
や

医
療
現

場
に
お

け
る
倫

理
の
重
要

性
、
院

内
感

染
防
止

や
Ｍ
Ｅ

機
器
の
取

扱
い
な

ど
医
療

安
全
に

関
わ
る
知

識
・
技

術
に
つ

い
て
経

験
年
数
毎

の
達
成

目
標
と

の
比
較

を
行
い
な

が
ら
修

得
で

き
る
よ

う
示
し

て
い
る
。

本
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
に
基

づ
く
各
病

院
の
研

修
を
通

じ
て
、

就
職
後
早

い
段
階

で
の
医

療
安
全

に
係
る
研

修
体
制

の
充

実
を
図

る
こ
と

と
し
て
い

る
。

【
研
修

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
運

用
後
の

延
受
講

者
数
】

平
成

１
８
年

度
３

，
４
２

８
名

→
平
成

１
９
年

度
７

，
２
３
３

名

(
2
)

各
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
で
の

研
修
の

実
施
及

び
そ
の

効
果

各
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
に
お

い
て
、

具
体
的

な
事
例

分
析
等
の

演
習
を

通
し
て

、
実
践

的
な
知
識

、
技
術

を
習
得

し
適
正

な
医
療
事

故
対
策

能
力

を
養
成

す
る
と

と
も
に
、

医
師
・

看
護
師

・
事
務

職
等
職
種

毎
の
職

責
と
連

携
の
重

要
性
を
認

識
す
る

こ
と

を
目
的
と

し
た
医
療

安
全
管

理
対

策
に
係

る
研
修

を
実
施
し

た
。

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
主
催
研

修
の
受

講
者
は

、
研
修

の
成
果
を

自
院
で

活
用
し

医
療
事

故
防
止
に

繋
げ
て

い
く
た

め
、
研

修
内
容
を

踏
ま
え

、
例

え
ば

「
リ

ス
ク

感
性

と
思

考
力

を
磨

く
た

め
の

危
険

予
知

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

(
Ｋ

Ｙ
Ｔ

)
」

や
「

イ
ン

シ
デ

ン
ト

の
原

因
の

根
本

分
析

方
法

」
の

た
め
の
院

内
研
修

の
実
施
、

医
療
安

全
管
理

マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見

直
し
等

を
行
い

医
療
事

故
防
止
策

の
充
実

を
図

っ
た
。

【
医
療

安
全
対

策
研
修
会

の
開
催

件
数
】

平
成

１
８
年

度
６

開
催

→
平
成

１
９
年

度
１

７
開
催

【
説

明
資
料

】
資

料
1
1
：
医

療
安
全

管
理
体
制

〔
4
5
頁

〕
資

料
1
2
：
医

療
事
故

報
告
書
の

警
鐘
的

事
例

〔
4
7
頁
〕

資
料

1
3
：
転

倒
・
転

落
事
故
防

止
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
に
つ

い
て

〔
83

頁
〕

資
料

1
4
：

標
準

的
医

薬
品

（
'
０

８
）

の
概

要
に

つ
い

て
〔

9
3
頁

〕
資

料
1
5
：

拡
大

医
療

安
全

管
理

委
員

会
〔

1
0
2
頁

〕
資

料
1
6
：
医

療
安
全

管
理
対
策

に
係
る

研
修

〔
1
0
5

頁
〕



-
1
3

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
救
急
医
療
・
小
児
救
急
等
の
充
実

③
救

急
医
療
・
小

児
救
急
等

の
充
実

救
急

医
療
・
小
児

救
急
等
の

充
実

③

１
．

救
急

・
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
増

地
域

住
民

と
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

地
域

住
民

と
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

た
め

に
、

救
急

医
療

・
救

急
患
者

の
受
入

数
に
つ
い

て
は
、

６
２
７

，
０
６

０
件
（
う

ち
小
児

救
急
患

者
数
は

１
６
０
，

４
５
３

件
）
と

な
っ
て

お
り
、
平

成
１
５

年
た

め
に

、
救

急
医

療
・

小
児

救
急

等
に

小
児

救
急

等
に

積
極

的
に

取
り

度
に

比
し
て

１
３
．

１
％
増
と

中
期
計

画
の
数

値
目
標

を
達
成
し

て
い
る

。
積
極

的
に
取
り

組
む
こ
と

と
し
、
平
成

組
む

と
と

も
に

、
引

き
続

き
救

な
お
、
こ

れ
ま
で

二
次
救
急

医
療
機

関
で
受

け
入
れ

て
い
た
救

急
患
者

を
一
次

救
急
医

療
機
関
で

受
け
入

れ
る
な

ど
地
域

の
救
急
医

療
体
制

が
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

急
患

者
及

び
小

児
救

急
患

者
の

整
備

さ
れ
る

な
か
、

平
成
１
８

年
度
と

比
し
て

全
体
の

救
急
患
者

受
入
数

は
減
少

し
て
い

る
が
、
救

急
車
に

よ
る
搬

送
患
者

数
、
救
命

救
急
セ

ン
中

に
、

救
急

患
者

及
び

小
児

救
急

患
者

受
入

数
増

を
目

指
す

。
タ
ー

に
お
け

る
救
急

患
者
受
入

数
と
も

に
増
加

し
て
お

り
、
よ
り

重
篤
な

患
者
を

受
け
入

れ
る
と
い

う
国
立

病
院
機

構
に
期

待
さ
れ
て

い
る
役

割
の
受

入
数
に
つ

い
て
１
０

％
以
上

※
（

）

を
着

実
に
果

た
し
て

い
る
。

の
増

加
を
目
指

す
。

平
成

１
８
年

度
６
３

４
，
４

７
０
件

（
う
ち

小
児
救
急

患
者
数

１
７
４

，
６
３

５
件
）

※
平

成
１
５
年
度

実
績

→
平
成

１
９
年

度
６
２

７
，
０

６
０
件

（
う
ち

小
児
救
急

患
者
数

１
６
０

，
４
５

３
件
）

年
間

延
べ
救
急

患
者
数

（
平
成

１
５
年

度
５
５

４
，
５

０
４
件

（
う
ち

小
児
救
急

患
者
数

１
６
３

，
３
５

５
件

）
５
５
４
，

５
０
４
件

）
う

ち
年
間
延
べ

小
児
救
急

患
者
数

（
参
考

）
１
６
３
，

３
５
５
件

・
救

急
車
搬

送
患
者
数

平
成
１

８
年
度

１
２
７

，
３
７

４
件

→
平
成

１
９
年

度
１

３
３
，

７
５
６
件

・
救

命
救
急

セ
ン
タ
ー

に
お
け

る
救
急

患
者
数

平
成
１

８
年
度

２
０
９

，
１
５

９
件
（

う
ち
小
児

救
急
患

者
数
３

５
，
８

１
３
件
）

→
平
成
１

９
年
度

２
１
９

，
４
６

４
件
（

う
ち
小
児

救
急
患

者
数
３

６
，
４

８
８
件
）

２
．

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

救
急

医
療

体
制

の
強

化

(
1
)

地
域
医

療
体
制

の
強
化

地
域
の

ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え

て
、
三

次
救
急

へ
の
取

組
も
充
実

さ
せ
て

お
り
、

平
成
１

８
年
度
に

引
き
続

き
１

７
病
院
に

お
い
て
救

命
救
急

セ
ン

タ
ー
を

設
置
す

る
と
と
も

に
、
こ

れ
ま
で

二
次
救

急
医
療
機

関
で
受

け
入
れ

て
い
た

救
急
患
者

を
一
次

救
急
医

療
機
関

で
受
け
入

れ
る
な

ど
地

域
の
救

急
医
療

体
制
が
整

備
さ
れ

る
な
か

、
二
次

救
急
を
担

う
医
療

機
関
と

し
て
機

能
の
充
実

を
図
り

、
地
域

の
救
急

医
療
体
制

強
化
に

大
き

な
貢
献

を
し
て

い
る
。

ま
た
、

２
４
時

間
の
小
児

救
急
医

療
体
制

を
敷
い

て
い
る
病

院
は
１

６
病
院

、
地
域

の
小
児
救

急
輪
番

に
参

加
し
て
い

る
病
院
は

３
８
病

院
と

な
っ
て

お
り
、

引
き
続
き

体
制
強

化
を
行

っ
て
い

る
と
こ
ろ

で
あ
る

。

２
４
時

間
小
児

救
急
医
療

体
制

平
成
１

８
年
度

１
６
病
院

→
平
成
１

９
年
度

１
６
病
院

（
平

成
１

５
年
度

６
病
院
）

小
児
救

急
輪
番

平
成
１

８
年
度

３
８
病
院

→
平
成
１

９
年
度

３
８
病
院

（
平

成
１

５
年
度
１

９
病
院
）

(
2
)

地
域
の

救
急
医

療
体
制
へ

の
協
力

自
治
体

等
が
主

導
し
て
地

域
全
体

で
救
急

医
療
・

小
児
救
急

医
療
体

制
を
構

築
し
て

い
る
地
域

に
お
い

て
、

国
立
病
院

機
構
の
病

院
か
ら

、
市

町
村
や

地
域
医

師
会
が
運

営
す
る

休
日
・

夜
間
の

小
児
急
患

セ
ン
タ

ー
に
対

し
て
医

師
を
派
遣

す
る
な

ど
、
地

域
の
医

療
ニ
ー
ズ

に
応
え

た
重

要
な
役

割
を
果

た
し
て
い

る
。

(
3
)

ド
ク
タ

ー
ヘ
リ

、
防
災
ヘ

リ
に
よ

る
診
療

状
況

長
崎
医

療
セ
ン

タ
ー
で
は

、
従
来

よ
り
自

治
体
の

防
災
ヘ
リ

に
よ
る

患
者
搬

送
の
受

入
れ
を
行

っ
て
き

た
が

、
平
成
１

８
年
度
か

ら
は
病

院
に

駐
在
す

る
県
の

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
に

よ
る
医

療
を
行

い
、
離
島

や
救
急

車
に
よ

る
搬
送

が
困
難
な

地
域
へ

の
医
療

提
供
を

担
っ
て
い

る
。

○
稼
働
回

数
平
成

１
８
年

度
（
１

２
月
～

３
月

：
１
３

１
回

→
１

９
年
度
：

３
９
４

回
）

○
病
院
側

の
診
療
体

制
：

医
師
４

名
、
看

護
師
６
名

の
フ
ラ

イ
ト
チ

ー
ム
を

組
み
診
療

を
実
施

し
て

い
る
。

ま
た
、

水
戸
医

療
セ
ン
タ

ー
、
災

害
医
療

セ
ン
タ

ー
、
南
和

歌
山
医

療
セ
ン

タ
ー
、

岡
山
医
療

セ
ン
タ

ー
、

九
州
医
療

セ
ン
タ
ー

及
び
別

府
医

療
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て
も

自
治
体

の
所
有

す
る
防

災
ヘ
リ
等

の
ヘ
リ

コ
プ
タ

ー
に
よ

る
患
者
搬

送
時
の

医
師
等

の
同
乗

や
搬
送
さ

れ
た
患

者
の

受
入
れ

を
行
っ

て
い
る
。

(
4
)

香
川
小

児
病
院

に
お
け
る

取
組

香
川
小

児
病
院

は
、
昭
和

５
０
年

に
中
四

国
で
唯

一
の
小
児

専
門
医

療
施
設

と
し
て

再
発
足
し

、
全
国

に
先

駆
け
て
、

疾
患
を
持

つ
新
生

児
に

対
応

で
き

る
救

命
機

器
を

搭
載

し
た

自
前

の
ド

ク
タ

ー
ズ

カ
ー

を
導

入
、

運
営

す
る

と
と

も
に

「
３

６
５

日
２

４
時

間
、

断
ら

ず
す

べ
て

、
受

入
れ
る

」
を
方

針
に
時
間

外
診
療

を
実
施

し
て
い

る
。

こ
う
し

た
取
組

に
よ
り
、

病
院
再

発
足
当

時
に
お

い
て
全
国

で
最
も

高
か
っ

た
香
川

県
の
乳
児

死
亡
率

は
、
４

年
後
に

は
全
国
１

位
の
低

死
亡

率
と
な

り
、
そ

の
後
も
低

水
準
を

維
持
し

て
い
る

こ
と
な
ど

が
評
価

さ
れ
、

香
川
小

児
病
院
が

平
成
１

９
年

１
２
月
に

人
事
院
総

裁
賞
を

受
賞

し
た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
1
7
：

救
急

医
療

・
小

児
救

急
医

療
の

充
実

〔
1
1
3
頁

〕
資

料
1
8
：
香

川
小
児

病
院
に
お

け
る
取

組
（
小

児
救
急

医
療
）

〔
1
1
5

頁
〕



-
1
4

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
医

療
安

全
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
９

年
度

よ
り

設
置

し
た

中
央

医
療

安
全

管
理

委
員

会
に

お
い

て
、

取
り

組
む

べ
き

重
要

課
題

に
つ

い
て

精
力

的
な

検
討

を
行

い
、

転
倒

医
療

相
談

窓
口

の
個

室
化

等
患

者
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
に

配
慮

し
て

い
る

こ
と

、
全

病
院

・
転

落
事

故
防

止
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推
進
の

た
め
の

「
転
倒

・
転
落

事
故
防
止

マ
ニ
ュ

ア
ル

、
で

倫
理

委
員

会
を

設
置

し
た

こ
と

及
び

審
議

内
容

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

す
る

な
ど

」
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
よ

り
一

層
推

進
し

て
い

く
た

め
の

「
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

透
明

性
の

確
保

を
図

っ
て

い
る

こ
と

、
医

療
安

全
対

策
に

係
る

様
々

な
施

策
や

取
組

、
・

コ
ン

セ
ン

ト
の

推
進

の
た

め
の
指
針
（

案
「
長

期
療
養

患
者
が
使

用
す
る

人
工
呼

吸
器

転
倒
・
転
落

事
故
防

止
マ
ニ

ュ
ア
ル
の

作
成
等

の
取
組

を
評
価

す
る
。

）」
、

の
取

扱
い

手
順

書
（

案
」

を
策
定
す

る
な
ど

国
立
病

院
機
構

に
お
け
る

医
療
安

全
対
策

を
協

ま
た

、
医

師
不

足
が

叫
ば

れ
る

中
で

の
救

急
患

者
数

の
中

期
計

画
達

成
に

つ
い

て
も

）
力

に
推

進
し

た
。

評
価
す
る
。

ま
た

、
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
へ

の
報

告
件

数
を

大
幅

に
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

、
平

成
１

８
年

度
中

に
国

立
病

院
機

構
機

構
本

部
に

報
告

の
あ

っ
た

医
療

事
故

報
告

を
事

例
集

と
（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
し

て
整

理
し

“
医

療
安

全
白

書
”

と
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
示

す
る

な
ど

我
が

国
全

体
の

医
療

安
全

対
策

に
つ

い
て

も
積

極
的
な
貢

献
を
行

っ
た
。

・
特
に
著
し

く
中
期

計
画
を

上
回
っ
て

い
る
と

は
評
価

で
き
な

い
。

ま
た

、
救

急
医

療
へ

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
救

急
患

者
の

受
入

数
に

つ
い

て
の

中
期

計
画

・
熱
心
に
取

り
組
ん

で
い
る

が
、
中
途

採
用
医

師
へ
の

安
全
教

育
が
必
要

で
あ
る

。
の

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

ほ
か

、
国

立
病

院
機

構
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
救

・
警
察
届
出

を
し
た

医
療
事

故
件
数
の

把
握
も

必
要
。

命
救

急
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
患

者
受

入
数

が
増

加
す

る
な

ど
救

急
医

療
体

制
の

充
実

に
貢

献
・

救
急
体
制

の
強
化

は
評
価

さ
れ
る
。

し
て
い

る
。

・
安

全
管

理
の

た
め

の
中

央
の

新
た

な
組

織
的

対
応

は
評

価
で

き
る

。
た

だ
し

、
安

全
体

制
の
確
立

に
向
け

た
成
果

は
十
分
に

伝
わ
っ

て
こ
な

い
。

［
数

値
目
標

］
・

救
急
医
療

へ
の
対

応
は
一

定
の
成
果

を
認
め

る
。

、
、

・
救

急
患
者

及
び
小
児

救
急
患

者
の
受

入
数
に
つ

い
て

平
成

１
５

年
度

比
１

０
・

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

６
２

７
，

０
７

０
件

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
１

５
年

・
小
児
救
急

患
者
の

受
入
数

は
数
値
目

標
と
し

て
は
未

達
成
で

あ
る
が

勤
務

医
不
足

。
、

、
％

増
度

に
比

し
て

１
３

．
１

％
増

と
中
期
計

画
の
数

値
目
標

を
達
成

し
た

（
業
務

実
績
１

２
頁

勤
務
医
の
過

重
労
働

が
問
題

と
さ
れ
て

い
る
中

で
今
後
は
量

よ
り
も

質
を
重

視
し
て

年
間

延
べ

救
急
患
者

６
０

９
，
９

５
４
件

参
照

）
地

域
の

救
急

体
制

の
中

で
の

業
務

分
担

を
明

確
に

し
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

病
院

に
応

じ
て

（
平
成

１
５
年
度

５
５

４
，
５

０
４
件
）

・
小

児
救

急
患

者
の

受
入

数
に

つ
い

て
は

、
１

６
０

，
４

５
３

件
で

あ
り

中
期

計
画

の
数

値
機

能
を
決
め

て
い
く

必
要
が

あ
る
。

目
標

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
国

立
病

院
機

構
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
救

・
救

急
患

者
受

入
数

全
体

・
小

児
救

急
患

者
数

と
も

に
平

成
１

８
年

度
よ

り
減

少
し

て
う

ち
小

児
救

急
１
７

９
，
６

９
１
件

命
救

急
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
患

者
受

入
数

の
う

ち
小

児
救

急
患

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

お
り

、
そ

の
理

由
と

し
て

地
域

の
救

急
医

療
体

制
の

整
備

を
挙

げ
て

い
る

。
軽

症
患

者
（
平
成

１
５
年
度

１
６

３
，
３

５
５
件
）

１
８

年
度

の
３

５
，

８
１

３
件

に
対

し
平

成
１

９
年

度
は

３
６

，
４

８
８

件
と

な
っ

て
お

は
診

療
所

や
地

域
の

一
次

救
急

医
療

機
関

を
受

診
し

、
病

院
で

は
中

等
症

か
ら

重
症

の
り

救
急

医
療

体
制

の
中

で
の
国
立

病
院
機

構
の
役

割
を
着

実
に
果
た

し
て
き

て
い
る

業
入

院
患

者
を

診
る

と
い

う
機

能
分

担
が

必
要

で
、

救
急

車
搬

送
患

者
数

が
増

加
し

て
い

、
。（

務
実

績
１
２

頁
参
照

）
る

と
い

う
デ

ー
タ

だ
け

で
は

こ
の

分
担

が
十

分
に

機
能

し
て

い
る

か
は

判
定

が
困

難
で

あ
る

。
外

来
患

者
が

減
少

し
た

が
、

入
院

患
者

は
減

少
し

て
い

な
い

、
あ

る
い

は
増

加
［
評

価
の
視

点
］

し
た
、
な
ど

を
判
定

で
き
る

デ
ー
タ
が

必
要
で

あ
る
。

・
患

者
と
の

信
頼
関
係

を
醸
成

さ
せ
る

た
め
各
病

院
が

、
カ

ル
テ

の
開

示
及

び
実

績
：

○
・

医
療

安
全

対
策

の
面

で
、

ケ
ー

ス
ス

タ
デ

ィ
の

公
表

、
医

療
安

全
管

理
の

た
め

の
指

患
者

の
プ

ラ
イ
バ
シ

ー
の
保

護
に
つ

い
て
適
切

に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

・
カ

ル
テ

開
示

に
つ

い
て

は
、

開
示

請
求

が
あ

っ
た

場
合

に
は

、
開

示
す

る
こ

と
が

治
療

の
針

の
作

成
、

転
倒

転
落

事
故

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

作
成

、
人

工
呼

吸
器

の
標

準
６

機
種

、
。

妨
げ

に
な

る
と

医
師

が
判

断
し

た
場

合
を

除
き

１
０

０
％

の
開

示
を

行
っ

て
お

り
適

切
な

へ
の
絞
り
込

み
実
施

人
工

呼
吸
器

の
取
り

扱
い
手

順
書
の
策

定
は
高

く
評
価

さ
れ
る

取
り

組
み

を
行

っ
て

い
る

ほ
か

、
患

者
プ

ラ
イ

バ
シ

ー
へ

の
配

慮
の

観
点

か
ら

相
談

窓
口

・
警

鐘
的

事
例

の
選

択
も

重
要

度
・

頻
度

な
ど

か
ら

も
妥

当
で

、
情

報
を

共
有

す
る

こ
の

個
室

化
に

つ
い

て
も

平
成

１
８

年
度

の
１

２
３

病
院

か
ら

平
成

１
９

年
度

１
２

７
病

院
と

で
事
故
防

止
に
有

用
と
考

え
る
。

へ
と

増
加

し
て

い
る

（
業
務
実
績

７
頁
参

照
）

・
医

療
の

安
全

性
に

は
十

分
な

配
慮

が
な

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

対
策

が
し

っ
か

り
と

ら
。

れ
て

い
る

よ
う

に
思

え
る

。
医

療
安

全
対

策
に

係
る

研
修

会
へ

の
受

講
者

も
１

９
年

度
・
臨

床
研
究

を
実
施
す

る
す
べ

て
の
病

院
に
倫
理

委
員

会
を

、
治

験
を

実
施

す
実

績
：

○
は

大
幅
に
増

加
し
て

い
る
。

る
す

べ
て

の
病
院
に

治
験
審

査
委
員

会
を
設
置

す
る

な
ど

、
す

べ
て

の
臨

床
・

厚
生

労
働

省
が

定
め

る
疫

学
研

究
に

関
す

る
倫

理
指

針
等

を
遵

守
し

、
倫

理
審

査
委

員
会

・
救

急
医

療
に

対
す

る
対

応
も

し
っ

か
り

行
わ

れ
て

お
り

、
救

急
患

者
の

受
け

入
れ

も
研

究
、
治

験
に
つ
い

て
厚
生

労
働
省

が
定
め
る

倫
理

指
針

（
平

成
１

５
年

厚
に

お
け

る
活

動
及

び
適

切
性

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

、
指

導
及

び
支

援
を

行
っ

た
。

結
果

と
増

加
し
て
い

る
こ
と

は
評
価

で
き
る
。

生
労

働
省

告
示
２
５

５
号
）

を
遵
守

し
て
実
施

し
て

い
る

か
。

し
て

、
平

成
１

８
年

度
に

比
し

て
倫

理
審

査
委

員
会

を
１

１
施

設
に

新
た

に
設

置
す

る
な

・
救

急
患

者
受

入
数

は
平

成
1
5
年

度
対

比
1
3
.
1
％

増
と

中
期

計
画

の
数

値
目

標
を

上
回

ど
、

治
験

審
査

委
員

会
と

と
も

に
、

１
４

６
す

べ
て

の
施

設
に

設
置

整
備

す
る

こ
と

が
で

る
実
績
と
な

り
、
地

域
の
救

急
医
療
に

大
き
く

貢
献
し

た
こ
と

は
評
価
で

き
る
。

き
た

。
ま

た
、

委
員

会
開

催
数

及
び

審
査

件
数

も
軒

並
み

増
加

し
、

科
学

性
・

倫
理

性
が

小
児

救
急

患
者

受
入

数
が

中
期

計
画

の
数

値
目

標
を

達
成

で
き

な
か

っ
た

点
に

つ
い

担
保

さ
れ

た
質

の
高

い
臨

床
研
究
を
推

進
で
き

た
（
業
務

実
績
７
頁

参
照
）

て
は

、
救

急
搬

送
件

数
あ

る
い

は
時

間
外

患
者

数
の

減
少

に
よ

る
も

の
な

の
か

、
そ

の
。

原
因

に
つ

い
て

分
析

す
る

必
要

が
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
で

の
・
各

病
院
が

倫
理
委
員

会
等
の

指
摘
事

項
を
そ
の

医
療

に
適

切
に

反
映

さ
せ

る
実

績
：

○
小

児
救

急
患

者
数

が
平

成
1
8
年

度
実

績
よ

り
も

増
加

し
て

い
る

点
を

考
慮

す
れ

ば
、

比
こ

と
に
努

め
て
い
る

か
。

・
倫

理
委

員
会

に
お

け
る

指
摘

事
項

を
活

か
し

、
患

者
同

意
説

明
文

書
を

よ
り

分
か

り
や

す
較

的
症

状
の

重
い

小
児

救
急

患
者

に
対

す
る

、
本

来
の

救
急

医
療

の
取

組
が

増
え

た
と

い
も

の
に

改
善

す
る

。
或

い
は

、
被

験
者

の
な

る
べ

く
負

担
に

な
ら

ぬ
よ

う
、

検
査

項
目

評
価
で
き
る

。
を

簡
素

化
し

た
り

、
研

究
計

画
書

の
見

直
し

を
行

う
な

ど
し

て
、

臨
床

研
究

に
被

験
者

が
・

平
成

1
9
年

度
よ

り
中

央
医

療
安

全
管

理
委

員
会

を
設

置
し

、
取

り
組

む
べ

き
重

要
課

安
心

し
て

参
加

で
き

る
よ

う
努
め
て
い

る
（
業
務

実
績
７

頁
参
照
）

題
に

つ
い

て
積

極
的

に
検

討
を

行
い

「
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
「

長
期

。
、

」
療

養
患

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

取
扱

い
手

順
書

案
」

を
策

定
す

る
な

ど
、

医
療

・
各

病
院
が

リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
ャ

ー
を
中

心
に
ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

事
例

の
適

正
な

分
実

績
：

○
安

全
推

進
に

向
け

た
取

組
を

着
実

に
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
日

本
医

療
機

能
評

価
機

析
等

の
リ

ス
ク
管
理

を
推
進

し
て
い

る
か
。

・
各

病
院

の
お

け
る

ヒ
ヤ

リ
・

ハ
ッ

ト
事

例
や

事
故

報
告

に
つ

い
て

は
、

各
病

院
毎

に
設

置
構

へ
の
医
療

事
故
報

告
を
積

極
的
に
行

っ
た
り

「
医
療

安
全
白
書

」
の
作
成

・
公
表

に
、

す
る

医
療

安
全

管
理

委
員

会
で

事
例

検
証

と
再

発
防

止
策

を
講

じ
る

と
と

も
に

、
院

内
各

取
り

組
む

な
ど

、
国

立
病

院
機

構
に

と
ど

ま
ら

ず
、

我
が

国
の

医
療

安
全

推
進

に
向

け
部

門
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

情
報

の
共

有
を

図
り

再
発

防
止

に
努

め
て

い
る

。
大

き
な
貢
献

を
行
っ

て
い
る

点
は
高
く

評
価
で

き
る
。

（
業

務
実
績

９
頁
参

照
）

・
医

療
事

故
発

生
時

の
公

表
基

準
の

策
定

、
全

病
院

に
お

け
る

倫
理

審
査

委
員

会
の

設
・

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
本

部
に

報
告

さ
れ

た
医

療
事

故
報

告
に

つ
い

て
は

、
毎

月
設

定
し

置
等

の
医

療
倫

理
の

確
立

、
治

験
審

査
委

員
会

の
設

置
、

治
験

審
査

件
数

の
大

幅
な

増
た

テ
ー

マ
毎

に
個

別
事

例
の

紹
介

と
事

例
共

通
の

発
生

原
因

や
再

発
防

止
策

を
機

構
本

部
加

等
の
質
の

高
い
治

験
を
推

進
す
る
た

め
の
取

組
な
ど

評
価
で

き
る
。

で
整

理
し

、
各

病
院

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
、

各
病

院
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ー

ジ
ャ

・
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド

･
コ

ン
セ
ン

ト
の
更
な

る
推
進

、
医
療

安
全
対

策
の
弛
ま

ぬ
努
力

、
ー

に
活

用
し

て
も

ら
い

リ
ス

ク
管

理
を

推
進

す
る

取
組

を
平

成
１

９
年

度
か

ら
開

始
し

て
１

４
６

病
院

す
べ

て
に

倫
理

審
査

委
員

会
を

設
置

な
ど

患
者

の
目

線
に

立
っ

た
医

療
の

い
る

（
業

務
実

績
９

頁
参

照
）

実
現

は
中

期
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

･
コ

ン
セ

ン
ト

に
つ

。
い

て
も

「
指

針
」

を
作

る
だ

け
で

は
一

方
通

行
の

自
己

満
足

に
し

か
な

ら
ず

、
こ

の
課

(
次

ペ
ー

ジ
へ

続
く

)



-
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

(
前

ペ
ー

ジ
よ

り
)

・
各

病
院
が

院
内
感
染

対
策
に

積
極
的

に
取
り
組

ん
で

い
る

か
。

実
績

：
○

題
に
は
決
し

て
１
０

０
点
満

点
は
な
い

。
転
倒

･
転

落
事
故

防
止
プ

ロ
グ
ラ
ム

も
策
定

さ
・

全
病

院
で

院
内

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
を

実
施

し
て

い
る

ほ
か

、
医

師
・

看
護

師
・

薬
剤

師
・

れ
た

こ
と

は
評

価
に

値
す

る
も

、
２

年
間

で
５

０
％

減
の

目
標

は
今

後
の

課
題

で
あ

り
事

務
職

等
で

構
成

さ
れ

た
院

内
感

染
対

策
チ

ー
ム

等
に

よ
る

院
内

ラ
ウ

ン
ド

を
全

病
院

で
結

果
が
出
て

初
め
て

Ｓ
評
価

と
し
た
い

。
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

感
染

管
理

認
定

看
護

師
の

配
置

に
つ

い
て

も
、

平
成

１
８

年
度

の
・

日
本

医
療

機
能

評
価

機
構

と
の

協
働

は
日

本
の

医
療

全
体

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

６
８

人
か

ら
平

成
１

９
年

度
の

８
４

人
へ

増
員

す
る

な
ど

院
内

感
染

防
止

体
制

の
強

化
を

だ
け
に
大
い

に
評
価

し
た
い

。
図

っ
た

（
業

務
実

績
１

１
頁
参
照

）
・

こ
れ

ほ
ど

に
医

師
不

足
が

叫
ば

れ
て

い
る

中
で

救
急

医
療

体
制

が
整

備
さ

れ
た

努
力

。
は

大
い
に
評

価
し
た

い
。

・
各

病
院
が

新
た
な
医

療
事
故

報
告
制

度
や
医
薬

品
等

安
全

情
報

の
報

告
を

適
実

績
：

○
・

基
本

的
な

数
値

目
標

で
あ

る
救

急
、

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

、
救

急
患

切
に

実
施

し
我

が
国
全

体
の
医

療
安
全

対
策

の
推

進
に

貢
献

し
て

い
る

か
・

我
が

国
の

医
療

安
全

対
策

の
推

進
に

積
極

的
に

貢
献

し
て

い
く

た
め

の
情

報
発

信
の

一
貫

者
に

つ
い

て
は

中
期

目
標

値
(
１

０
％

増
)
を

上
回

っ
て

い
る

が
(
１

３
．

１
％

)
、

前
年

、
。

と
し

て
、

平
成

１
８

年
度

に
国

立
病

院
機

構
本

部
に

報
告

さ
れ

た
医

療
事

故
報

告
を

、
事

に
対

し
て

は
、

約
７

千
件

、
１

．
３

％
減

と
な

っ
て

お
り

、
順

調
に

増
加

し
て

き
た

前
故

内
容

別
、

病
院

機
能

別
、

患
者

年
齢

、
発

生
時

間
別

の
発

生
状

況
と

再
発

防
止

対
策

の
年

ま
で

と
は

大
き

く
変

化
し

て
お

り
、

中
期

目
標

達
成

に
向

け
て

更
な

る
努

力
が

望
ま

た
め

の
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

と
し

て
有

効
と

考
え

ら
れ

る
事

故
事

例
（

事
故

概
要

、
背

景
、

れ
る

。
再

発
防

止
策

）
の

紹
介

等
を

内
容

と
す

る
「

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

医
療

安
全

対
策

へ
・

小
児

救
急

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

値
(
１

０
％

増
)
に

対
し

て
、

１
９

年
度

は
逆

に
の

取
組

に
つ

い
て

（
平

成
１

８
年

版
（

医
療

安
全

白
書

）
を

国
立

病
院

機
構

の
ホ

ー
ム

９
８

．
２

％
と

大
き

く
下

回
っ

て
お

り
、

早
急

に
対

策
実

施
が

必
要

で
あ

り
評

価
を

下
）
」

ペ
ー

ジ
に

公
表

し
た

（
業

務
実
績

９
頁
参

照
）

げ
ざ
る
を
得

な
い
。

。
・

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る
医
療
安

全
管
理

の
た
め

の
指
針

”
に
つ
い

て
は
、

平
成
１

９
年

・
医

療
安

全
対

策
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

取
組

に
よ

り
推

進
し

て
お

り
、

定
性

的
に

評
“ 度

か
ら

、
そ

れ
ま

で
異

な
っ

て
い

た
日

本
医

療
機

能
評

価
機

構
と

機
構

本
部

へ
の

報
告

範
価

し
う

る
。

更
に

、
着

実
に

推
進

し
、

医
療

事
故

ゼ
ロ

に
向

け
て

実
績

を
あ

げ
て

も
ら

囲
を

統
一

化
す

る
と

と
も

に
、

報
告

様
式

に
つ

い
て

も
共

通
の

も
の

と
す

る
こ

と
で

、
評

い
た

い
。

価
機

構
へ

の
報

告
件

数
が

大
幅

に
増

加
し

、
報

告
義

務
対

象
医

療
機

関
の

中
で

国
立

病
院

・
拡

大
医

療
安

全
委

員
会

の
設

置
、

医
療

事
故

の
３

０
％

を
占

め
る

転
倒

防
止

へ
の

取
機

構
の

報
告

件
数

が
約

半
数

（
４
６
．

８
％
）

を
占
め

る
ま
で

に
な
っ
た

（
業
務
実

績
９

り
組

み
な

ど
、

目
標

を
大

き
く

上
回

る
だ

け
で

な
く

、
目

標
以

外
へ

の
取

り
組

み
に

も
。

頁
参

照
）

成
果
が
見
ら

れ
る
。

・
ま

た
こ

の
こ

と
に

よ
り

大
幅
に
増

加
し
た

機
構
本
部

へ
の
報

告
事
例

等
を
素

材
と
し
て

・
小

児
救

急
の

受
入

に
つ

い
て

目
標

を
達

成
で

き
て

い
な

い
部

分
も

あ
っ

た
が

、
こ

れ
、

、
毎

月
、

医
療

安
全

対
策

上
特

に
留

意
す

べ
き

テ
ー

マ
を

決
定

し
た

上
で

、
テ

キ
ス

ト
と

し
は

、
患

者
サ

イ
ド

が
全

国
的

に
救

急
を

控
え

始
め

た
と

い
う

流
れ

も
あ

り
マ

イ
ナ

ス
評

て
も

活
用

で
き

る
よ

う
、

テ
ー

マ
に

関
連

す
る

事
故

事
例

の
紹

介
と

共
通

す
る

発
生

原
因

価
ば
か
り
と

は
言
え

な
い
。

や
再

発
防

止
策

等
を

「
警

鐘
的

事
例

」
と

し
て

整
理

し
、

機
構

全
病

院
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
取

り
組

み
を

開
始

し
た

（
業
務
実

績
９
頁

参
照
）

。
（
そ

の
他
の
意

見
）

・
さ

ら
に

、
医

療
事

故
報

告
件

数
の

う
ち

の
約

３
０

％
を

占
め

る
転

倒
・

転
落

事
故

に
つ

い
て

は
、

そ
の

半
減

を
目

指
す

こ
と

と
し

、
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

の
た

め
の

業
務

標
準

化
・

小
児

救
急

は
も

ち
ろ

ん
、

小
児

専
門

の
医

療
部

門
へ

の
今

後
の

期
待

と
し

て
「

子
ど

の
検

討
を

行
い

「
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

マ
ニ

ュ
ア

ル
」

を
作

成
、

平
成

２
０

年
度

か
ら

も
の

納
得

、
心

の
準

備
」

を
支

援
す

る
小

児
科

の
「

遊
び

の
専

門
家

」
(
ﾎ
ｽ
ﾋ
ﾟ
ﾀ
ﾙ
･
ﾌ
ﾟ
ﾚ
ｲ
･

「
転

倒
・

転
落

事
故

防
止

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を

強
力
に

推
進
し

て
い
る

（
業

務
実
績

１
０

ｽ
ﾍ
ﾟ
ｼ
ｬ
ﾘ
ｽ
ﾄ
、

ﾁｬ
ｲ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
･ﾗ
ｲ
ﾌ
･
ｽ
ﾍ
ﾟ
ｼ
ｬ
ﾘ
ｽ
ﾄ
)
の
導
入

を
急
が

れ
た
い

。
。

頁
参

照
）

・
救

急
車

搬
送

の
受

け
入

れ
数

増
加

の
「

そ
の

後
」

に
つ

い
て

調
査

･
分

析
と

、
救

急
医

・
長

期
療

養
患

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
に

つ
い

て
は

、
標

準
６

機
種

へ
の

絞
り

込
み

が
療

の
質
の
担

保
と
向

上
に
伴

う
現
場
ス

タ
ッ
フ

の
ケ
ア

の
充
実

を
望
み
た

い
。

着
実

に
推

進
さ

れ
て

い
る

ほ
か

人
工
呼
吸

器
６
機
種

の
使
用

状
況
：

１
９
年

２
月
３
５

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
(
院
内

感
染
対

策
チ
ー

ム
)
の

取
組
の

「
見
え

る
化
」

を
。

（
．

４
％

→
１

９
年

１
２

月
４

６
％

、
人
工
呼

吸
器
の

装
着
に

当
た
っ
て

患
者
に

分
か
り

や
す

・
都

道
府

県
別

救
急

搬
送

総
数

全
国

平
均

と
し

て
、

国
立

は
６

％
。

急
性

期
だ

け
で

な
）

い
説

明
を

行
う

等
の

観
点

か
ら
「
人
工

呼
吸
器

の
取
扱

い
手
順

書
（
案

」
を

策
定
し

た
。

い
政

策
医

療
の

担
い

手
と

し
て

難
し

い
面

も
あ

る
が

、
今

後
の

取
組

と
し

て
国

民
の

期
）

（
業

務
実

績
１

０
頁

参
照

）
待

に
応
え
る

努
力
を

望
み
た

い
。

・
医

薬
品

の
標

準
化

に
つ

い
て

は
、

医
療

安
全

へ
の

寄
与

、
医

薬
品

管
理

の
効

率
化

の
観

点
か

ら
、

さ
ら

に
３

薬
効

群
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

使
用

医
薬

品
の

標
準

化
に

取
り

組
ん

で
き

た
。

当
該

リ
ス

ト
は

全
病

院
で

共
同

購
入

を
行

う
た

め
の

共
同

入
札

リ
ス

ト
に

活
用

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
（
業
務

実
績
１

０
頁
参

照
）

。

・
地

域
に

お
い

て
必

要
と

さ
れ

る
救

急
医

療
・

小
児

救
急

に
貢

献
し

て
い

る
実

績
：

○
か

。
・

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て
は
、

平
成

１
５
年

度
に
比

し
て
１
３

．
１
％

増
と
な

っ
て

お
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目
標
値
を

達
成
し

て
い
る

（
業
務
実
績

１
２
頁

参
照
）

。
・

三
次

救
急

、
２

４
時

間
小

児
救

急
体

制
、

小
児

救
急

輪
番

制
、

市
町

村
や

地
域

医
師

会
が

運
営

す
る

休
日

・
夜

間
の

小
児

救
急

セ
ン

タ
ー

へ
の

医
師

派
遣

、
ド

ク
タ

ー
ヘ

リ
等

に
よ

る
患

者
搬

送
時

の
医

師
等

の
同

乗
や

搬
送

患
者

の
受

入
れ

な
ど

、
地

域
の

救
急

医
療

体
制

の
強

化
に

大
き

く
貢

献
し

て
い
る

（
業
務

実
績
１

２
頁
参

照
）

。

・
救

急
患
者

・
小
児
救

急
患
者

の
受
け

入
れ
数
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

に
掲

げ
実

績
：

△
る

目
標
値

の
達
成
に

向
け
て

取
組
、

着
実
に
進

展
し

て
い

る
か

。
・

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て

１
３

．
１

％
増

と
な

っ
て

お
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目
標
値
を

達
成
し

て
い
る

（
業
務
実
績

１
２
頁

参
照
）

。
・

小
児

救
急

患
者

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

１
６

０
，

４
５

３
件

で
あ

り
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
国

立
病

院
機

構
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
救

命
救

急
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
患

者
受

入
数

の
う

ち
小

児
救

急
患

者
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
８

年
度

の
３

５
，

８
１

３
件

に
対

し
平

成
１

９
年

度
は

３
６

，
４

８
８

件
と

な
っ

て
お

り
救

急
医

療
体

制
の

中
で

の
国
立

病
院
機

構
の
役

割
を
着

実
に
果
た

し
て
き

て
い
る

業
、

。（
務

実
績

１
２

頁
参

照
）



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
3
)

質
の
高
い
医
療
の
提
供

（
３
）

質
の
高
い

医
療
の
提

供
（
３
）
質

の
高
い
医
療

の
提
供

（
３

）
質

の
高

い
医

療
の

提
供

①
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
の
活
用

①
ク

リ
テ
ィ
カ
ル

パ
ス
の
活

用
①

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
活
用

国
立

病
院

機
構

の
医

療
の

標
準

化
を

図

１
．

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
推

進
る

た
め

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

活
用

や
チ

ー
ム

医
療

の
推

進
、

患
者

に
分

か
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

普
及

、
、

、
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く

医
療

(
E
v
i
d
e
n
c
e

り
や

す
い

医
療

の
提

供
や

医
療

の
標

準
推

進
の

た
め

、
研

究
会

・
研

修
短

期
間
で

よ
り
効

果
的
な
医

療
チ
ー

ム
医
療

の
実
践
を

行
う
た

め
各
病
院

で
は
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
委
員

会
に
お
い

て
妥
当

性
を
検

討
し

会
を

開
催

し
、

引
き

続
き

ク
リ

ク
リ

テ
ィ
カ

ル
パ
ス

の
作
成
を

行
い
、

こ
れ
を

用
い
た

医
療
の
実

践
を
行

っ
て
い

る
。
ま

た
各
地
で

ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
研

究
会
を
開

催
し
て

、
B
a
s
e
d
M
e
d
i
c
i
n
e
)
に
関

す
る
情
報
の

共
化
の

た
め
､
ク
リ

テ
ィ
カ
ル

パ
ス
の
活

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
総

作
成

数
の

普
及

・
改
善

に
取
り

組
ん
で
い

る
。

有
化
を
図
る
こ

と
。

用
を

推
進
す
る

こ
と
と
し

、
平
成
１
５

増
を

図
る

と
と

も
に

、
平

成
１

こ
れ

ま
で

担
っ

て
き

た
重

症
心

身
障

害
年
度

に
比
し

中
期
目
標
の

期
間
中
に

、
、

５
年

度
に

比
し

て
、

ク
リ

テ
ィ

児
(
者

)
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

ク
リ

テ
ィ
カ
ル

パ
ス
実
施

件
数
に
つ
い

カ
ル

パ
ス

実
施

件
数

の
５

０
％

(
1)

ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
総
作

成
数

（
者
）
等
の
長

期
療
養
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

（
生

て
５

０
％
以
上

の
増
加
（

※
）
を
目
指

以
上

増
の

確
保

を
目

指
す

。
平
成

１
８
年

度
７
，
０

７
３
種

類
→

平
成

１
９
年
度

７
，
５

３
０
種

類
（
平
成

１
５
年

度
３
，

９
３
５

種
類
）

活
の
質
）
の
向

上
を
図
り

、
併
せ
て

、
在

す
。

ま
た

、
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
宅

支
援
を
行
う

こ
と
。

カ
ル

パ
ス

の
作

成
及

び
活

用
を

(
2)

ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
実
施

件
数

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

・
物

的
※

平
成

１
５
年
度

実
績

更
に

進
め

、
病

院
か

ら
地

域
ま

平
成

１
８
年

度
１
９
３

，
４
５

６
件

→
平

成
１
９
年

度
２
２

６
，
８

４
５
件

（
平
成

１
５
年

度
９

７
，
３
８

９
件
）

資
源

を
有

効
に

活
用

し
、

地
域

医
療

に
貢

延
べ
実
施
件
数

９
７
，
３

８
９
件

で
一

貫
し

た
医

療
の

提
供

を
目

献
す

る
た

め
、

病
診

・
病

病
連

携
を

推
進

２
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

す
る

こ
と

。
こ

れ
ら

の
医

療
の

質
の

向
上

指
す

。
病

院
か
ら

在
宅
医

療
ま
で
一

貫
し
た

地
域
連

携
に
よ

る
医
療
を

実
践
す

る
た
め

に
、
地

域
の
医
療

機
関
と

一
体

と
な
り
地

域
連
携
ク

リ
テ
ィ

カ
を

基
盤

に
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活

ル
パ

ス
実
施

の
た
め

の
取
組
を

行
っ
た

。
用

し
政

策
医

療
を

適
切

に
実

施
す

る
と

と

地
域
連
携

パ
ス
に

よ
る
医
療

を
実
践

し
て
い

る
病
院

は
３
８
病

院
あ
り

、
大
腿

骨
頸
部

骨
折
、
脳

血
管
障

害
等

を
対
象
と

し
た
パ
ス

を
実
践

し
も

に
、

そ
の

際
、

政
策

医
療

の
評

価
を

行

た
。

う
た
め
の
指
標

を
開
発
す

る
こ
と
。

平
成
１

８
年
度

２
５
病
院

→
平
成
１

９
年
度

３
８
病
院

（
平

成
１
７

年
度
１

２
病
院
）

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期

目
標

の
期

間
中

に
、

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

３
．

医
療

の
標

準
化

に
向

け
た

取
組

の
実

施
件

数
に

つ
い

て
は

５
０

％
、

高
額

平
成
１
９

年
度
指

定
研
究
課

題
「
医

療
者
用

／
患
者

用
ク
リ
テ

ィ
カ
ル

・
パ
ス

の
内
容

の
ば
ら
つ

き
と
、

バ
リ

ア
ン
ス
発

生
頻
度
及

び
在
院

日
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
は

４

数
と

の
関
連

に
関
す

る
調
査
研

究
」
に

お
い
て

、
国
立

病
院
機
構

内
で
運

用
さ
れ

て
い
る

代
表
的
疾

患
に
関

す
る

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
パ

ス
（
胃

切
０

％
の
増
加
を

図
る
こ
と

。

除
術

・
逆
行

性
前
立

腺
切
除
術

・
股
関

節
手
術

・
糖
尿

病
教
育
入

院
）
を

横
断
的

に
収
集

し
、
パ
ス

自
体
に

組
み

込
ま
れ
て

い
る
医
療

プ
ロ
セ

ス
の
ば

ら
つ
き

に
つ
い

て
分
析
・

検
討
を

行
っ
て

い
る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

今
後
、
そ

れ
ら
の

ば
ら
つ
き

の
適
切

性
や
、

現
時
点

に
お
け
る

エ
ビ
デ

ン
ス
と

の
準
拠

度
な
ど
を

検
討
す

る
と

と
も
に
、

パ
ス
の
標

準
化
と

と
も
に

良
質
か

つ
患
者

に
と
っ
て

も
わ
か

り
や
す

い
医
療

の
標
準
化

を
目
指

す
。

【
説

明
資
料

】
資

料
1
9
：

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

実
施

状
況

〔
11
9
頁

〕
資

料
2
0
：
Ｄ

Ｐ
Ｃ
デ

ー
タ
の
他

施
設
間

比
較

〔
1
2
1

頁
〕
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
推
進

②
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
②

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推
進

．
臨

床
評

価
指

標
の

開
発

及
び

公
表

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

臨
床

評
価

指
標

の
測

定
を

実
１

施
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

１
４
６
病

院
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能

を
活
用

し
て
病

院
の
提
供

す
る
医

療
の
質

を
計
り

改
善
す
る

た
め
の

臨
床
評

価
指
標

を
開
発
す

べ
く
、

平
十

分
に

活
用

し
､
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

成
１

６
年
度

よ
り
各

病
院
で
臨

床
評
価

指
標
に

つ
い
て

測
定
を
行

っ
て
き

た
。
平

成
１
８

年
度
に
こ

れ
ま
で

の
結
果

を
踏
ま

え
、
内
容

の
妥
当

性
く

医
療

(
E
v
i
d
e
n
c
e

B
a
s
e
d

M
e
d
i
c
i
n

し
て

、
測

定
結

果
の

分
析

と
検

や
改

善
可
能

性
な
ど

に
つ
い
て

の
検
討

会
を
設

置
し
、

指
標
の
検

討
や
研

究
班
に

よ
る
新

指
標
の
実

施
可
能

性
の
調

査
を
行

い
、

e
｡
以

下
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
」

と
い

う
）

を
実

。

討
を

行
い

、
臨

床
評

価
指

標
の

①
現
行
の

政
策
医

療
分
野
に

お
い
て

普
遍
的

に
見
ら

れ
る
疾
患

に
つ
い

て
、
②

入
院
患

者
を
対
象

と
し
、

③
計
測

可
能
性

、
改
善
可

能
性
を

重
践
す

る
た
め

中
期
目
標
の

期
間
中
に

、
、

改
善

に
努

め
る

。
視
し

た
新
た

な
２
６

項
目
の
臨

床
評
価

指
標
を

設
定
し

た
。

臨
床

評
価

指
標

の
開

発
や

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

関

ま
た

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
平

成
１
９

年
度
に

は
こ
の
新

た
な
指

標
に
よ

り
全
病

院
（
１
４

６
病
院

）
に
お

い
て
平

成
１
８
年

度
実
績

を
計
測

し
、
そ

の
結
果
を

１
０
月

に
す

る
情

報
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

作
成

を
目

開
始

し
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

公
表

し
た
。

指
す

。

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
よ

り
得

複
数

の
病

院
に

お
い

て
、

医
療

プ
ロ

セ
ス

を
含

め
た

臨
床

評
価

指
標

を
計

測
し

、
実

施
し

て
い

る
医

療
を

可
視

化
す

る
こ

と
で

病
院

横
断

的
･

ら
れ

た
結

果
を

、
各

施
設

に
情

時
間

縦
断
的

な
比
較

を
行
い
、

公
表
す

る
と
い

う
試
み

は
我
が
国

で
は
初

の
取
組

で
あ
る

。
こ
の
よ

う
な
形

成
的
な

自
己
評

価
の
手
法

を
我
が

国
報

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行
い

最
大

の
病
院

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で

あ
る
国

立
病
院

機
構
が

実
施
す
る

こ
と
に

よ
り
、

病
院
に

お
け
る
一

般
的
な

医
療

の
質
向
上

に
繋
が
る

一
方
法

を
、

医
療

の
質

の
向

上
を

図
る

。
提
示

で
き
る

も
の
と

考
え
て
い

る
。

２
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

の
開

催
エ

ビ
デ
ン

ス
に
基

づ
い
た
医

療
を
提

供
す
る

た
め
、

各
政
策
医

療
分
野

や
治
験

・
臨
床

研
究
推
進

の
た
め

の
研

修
会
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
実
践

法
に
関

す
る

研
修

会
を

行
っ

た
。

平
成

１
７

年
度

か
ら

平
成

１
９

年
度

ま
で

で
延

べ
７

,
９

３
８

名
が

参
加

し
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

更
な

る
普

及
に

尽
力

し
た

。

３
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
多

施
設

共
同

臨
床

研
究

事
業

（
第

１
の

２
(1

)①
「

一
般

臨
床

に
役

立
つ

独
自

の
臨

床
研

究
の

推
進

」
参

照
）

一
般
医
療

を
多
く

担
っ
て
い

る
日
本

最
大
の

グ
ル
ー

プ
で
あ
る

国
立
病

院
機
構

に
お
い

て
、
豊
富

な
症
例

と
一
定

の
質
を

確
保
す
る

こ
と
が

可
能
と

い
う
特

徴
を
活

か
し
て
、

質
の
高

い
標
準

的
な
医

療
を
広
く

提
供
す

る
た
め

の
医
学

的
根
拠
を

確
立
す

る
た
め

、
平
成

１
６
年
度

か
ら
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
の
た

め
の
大

規
模
臨
床

研
究
を

開
始
し

た
。
平

成
１
６
年

度
に
採

択
し
た

５
課
題

の
研
究
に

つ
い
て

は
、
平

成
１
９

年
度
に
お

い
て
患

者
登
録

が
終
了

し
、
一

部
課
題
に

つ
い
て

学
会
で

成
果
の

発
表
を
行

っ
た
。

今
後
は

研
究
の

終
了
し
た

も
の
か

ら
随
時

論
文
発

表
等
に
よ

り
情
報

の
発
信

を
進
め

て
い
く

こ
と
と
し

て
い
る

。
平
成

１
７
年

度
に
は
、

４
課
題

の
研
究

を
開
始

し
て
、
平

成
１
９

年
度
に

症
例
の

登
録
を
完

了
し
、

一
部
課

題
に
つ

い
て
は

中
間
解
析

を
行
っ

た
。
平

成
１
８

年
度
に
は

本
部
に

お
い
て

研
究
計

画
書
の
作

成
に
積

極
的
に

関
わ
る

こ
と
に
よ

り
、
厳

選
さ
れ

た
質
の

高
い
６

課
題
を
採

択
し
、

順
調
に

症
例
の

登
録
を
行

っ
て
い

る
。
平

成
１
９

年
度
も
平

成
１
８

年
度
と

同
様
に

本
部
に
お

い
て
研

究
計
画

書
の
作

成
に
積

極
的
に
か

か
わ
る

こ
と
に

よ
り
質

の
高
い
３

課
題
を

採
択
し

、
症
例

の
登
録
準

備
を
進

め
た
と

こ
ろ
で

あ
る
。
研

究
結
果

を
分
担

研
究
施

設
に
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す

る
こ
と

に
よ
り

、
Ｅ
Ｂ
Ｍ

を
推
進

し
診
療

の
質
の

標
準
化
を

図
っ
て

い
る
。

４
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

最
新
の
医

学
知
見

を
も
と
に

、
根
拠

に
基
づ

い
た
医

療
サ
ー
ビ

ス
の
提

供
に
資

す
る
こ

と
を
目
的

と
し
て

、
１

４
６
す
べ

て
の
病
院

で
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
経

由
で
配

信
さ
れ
る

医
学
文

献
を
閲

覧
、
全

文
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

す
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う

、
平
成

１
８

年
７
月
か

ら
機
構
本

部
に
お

い
て
電

子
ジ
ャ

ー
ナ
ル

配
信
サ
ー

ビ
ス
の

一
括
契

約
を
行

っ
た
。
平

成
１
８

年
に
お

い
て
は

、
Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ
ｅ

ｔ
端

末
の
利
用

に
閲
覧
が

限
ら
れ

て
い
た

が
、
よ

り
多
く

の
文
献
の

ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

が
可
能

と
な
る
よ

う
、
平

成
１
９

年
６
月

よ
り
本
部

に
設
置

し
た

「
臨
床
研

究
支
援
・

教
育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
」

に
お

い
て

整
備

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
バ

ー
を

経
由

し
て

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

外
か

ら
の

利
用

も
可

能
と

し
た

。
）

そ
の

結
果
、

平
成
１

９
年
度
に

お
い
て

は
１
３

,
４

８
６
文

献
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
が
あ

り
利
便
性

の
向
上

を
図
っ

た
。

【
月
間
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
数
（

平
均

】）
平

成
１

８
年

度
１
，

０
０

０
文

献
→

平
成

１
９

年
度

１
，

１
２

４
文

献
（

対
前

年
度

比
+
１

１
２

．
４

％
）

【
説

明
資
料

】
資

料
2
1
：

新
臨

床
評

価
指

標
項

目
一

覧
〔

1
2
4
頁

〕
資

料
2
2
：
電

子
ジ
ャ

ー
ナ
ル

〔
1
2
6

頁
〕
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
長
期
療
養
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
等

③
長

期
療
養
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
等

長
期

療
養
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
向

上
等

③

１
．

面
談

室
の

設
置

及
び

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
受

入
れ

状
況

長
期
療
養
者

に
関
し
て

は
、
そ
の

Ｑ
各

病
院

は
、

引
き

続
き

長
期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
に

つ
い
て

Ｏ
Ｌ

（
生

活
の

質
）

の
向

上
を

目
指

自
院

の
サ

ー
ビ

ス
を

点
検

し
、
必

(
1
)

面
談
室

の
設
置

し
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

面
談

要
な

見
直

し
を

行
う

。
全
１
４

６
病
院

に
お
い
て

面
談
室

が
設
置

済
と
な

っ
て
お
り

、
中
期

計
画
の

目
標
値

を
達
成
し

て
い
る

。
室

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

ボ
ラ

ン

ま
た

、
障

害
者

自
立

支
援

法
に

平
成
１
８

年
度

１
４
４
病

院
→

平
成

１
９
年
度

１
４

６
病
院

（
平

成
１
５
年

度
１

２
３
病

院
）

テ
ィ

ア
の

積
極

的
な

受
入

や
協

働
等

基
づ

く
対

象
患

者
の

個
別

支
援
計

に
努
め

る
。

画
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
療
養

(
2
)

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

の
積
極
的

な
受
入

れ
ま

た
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
、

）

介
助

職
の

配
置

を
推

進
し

て
、
よ

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

を
受
け
入

れ
て
い

る
病
院

は
１
３

３
病
院
に

上
り
、

重
心
患

者
等
の

日
常
生
活

援
助
、

遊
び

相
手
、
お

む
つ
た
た

み
や
行

事
進
行
性

筋
ジ
ス
ト
ロ

フ
ィ
ー
児

者
（

）

り
よ

い
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る
こ

の
支
援
等

を
行
っ

て
い
た
だ

い
て
お

り
、
長

期
療
養

者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
向
上

の
一
助

を
担
っ

て
い
た
だ

い
て
い

る
。

を
受

け
入

れ
て

い
る

８
１

病
院

に
つ

と
に

よ
り

、
患

者
の

処
遇

充
実
を

平
成
１
８

年
度

１
３
３
病

院
→

平
成

１
９
年
度

１
３

３
病
院

（
平

成
１
５
年

度
１

２
３

病
院
）

い
て

は
、

患
者

家
族

の
宿

泊
室

を
設

図
る

。
置

し
て

い
る

病
院

数
を

、
地

方
公

共

２
．

患
者

家
族

の
宿

泊
施

設
の

設
置

団
体

関
係
団
体

等
の
協
力

も
得
て

、
、

重
症

心
身

障
害

児
（

者
、

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
児

（
者

）
を

受
け

入
れ

て
い

る
８

１
病

院
の

う
ち

、
患

者
家

族
の

宿
泊

室
を

設
置

し
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
）

て
い

る
病
院

は
６
７

病
院
と
な

っ
て
お

り
、
平

成
１
５

年
度
に
比

し
て
２

４
％
増

と
大
幅

に
増
加
し

て
い
る

。
の
期
間

中
に
、
１
０

％
以
上
の

増
加

平
成
１
８

年
度

６
６
病
院

→
平
成
１

９
年
度

６
７
病

院
（

平
成
１

５
年
度

５
４
病

院
）

（
※
）

を
目
指
す
。

併
せ
て
、
重

症
心
身
障

害
児
（
者

）

３
．

重
症

心
身

障
害

児
（

者
）

の
在

宅
療

養
支

援
等

の
在

宅
療

養
を

支
援

す
る

た
め

、

通
園
事

業
等
の
推
進

や
在
宅
支

援
ネ

(
1
)

通
園
事

業
の
推

進
ッ
ト
ワ

ー
ク
へ
の
協

力
を
行
う

。

重
症
心

身
障
害

児
（
者
）

等
の
在

宅
療
養

を
支
援

す
る
た
め

、
通
園

事
業
等

を
推
進

し
て
お
り

、
Ｂ
型

通
園
事

業
に
つ

い
て
は
２

４
病
院

で
実

施
し
て

い
る
ほ

か
、
Ａ
型

通
園
事

業
に
つ

い
て
も

３
病
院
で

実
施
し

て
い
る

。
※

平
成
１
５

年
度
実
績

Ａ
型

平
成
１
８
年

度
２
病
院

→
平
成
１
９

年
度

３
病

院
（

平
成
１
５

年
度

０
病

院
）

５
４
病
院
に

設
置

Ｂ
型

平
成
１
８
年

度
２

５
病
院

→
平
成
１
９

年
度

２
４
病

院
（

平
成
１
５

年
度

１
９
病

院
）

(
2
)

在
宅
支

援
の
取

組
重
症
難

病
患
者

が
適
時
に

入
院
で

き
る
体

制
及
び

在
宅
療
養

提
供
体

制
を
整

備
す
る

た
め
に
都

道
府
県

が
実

施
し
て
い

る
重
症
難

病
患
者

入
院

施
設
確

保
事
業

に
つ
い
て

、
２
４

病
院
が

拠
点
病

院
、
４
６

病
院
が

協
力
病

院
の
役

割
を
担
う

な
ど
、

地
域
の

在
宅
支

援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

へ
の

協
力
を

行
っ
て

い
る
。

拠
点
病
院

平
成
１

８
年
度

２
１

病
院

→
平
成

１
９
年

度
２

４
病
院

（
平
成

１
６
年

度
１

７
病
院

）
協

力
病
院

平
成
１

８
年
度

４
６

病
院

→
平
成

１
９
年

度
４

６
病
院

（
平
成

１
６
年

度
３

９
病
院

）

４
．

障
害

者
自

立
支

援
法

施
行

に
伴

う
療

養
介

助
員

の
増

員
に

よ
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
強

化
平

成
１
８

年
１
０

月
の
自
立

支
援
法

施
行
に

よ
り
、

２
７
病
院

が
療
養

介
助
事

業
者
と

な
っ
て
お

り
、
対

象
病
棟

の
対
象

患
者
に
対

す
る
個

別
の
療

養
介
護

計
画
書

を
作
成
し

た
り
、

療
養
介

助
員
を

増
員
す
る

な
ど
し

て
、
サ

ー
ビ
ス

を
充
実
さ

せ
て
い

る
。

ま
た
、
患

者
の
多

様
な
要
望

に
応
じ

て
ケ
ア

の
充
実

を
図
る
た

め
、
看

護
師
の

指
示
の

下
、
入
浴

、
食
事

、
排
泄

等
の
ボ

デ
ィ
ー
タ

ッ
チ
を

主
と
し

た
療
養

介
助
員

を
重
心
・

筋
ジ
ス

病
棟
の

み
な
ら

ず
、
神
経

難
病
病

棟
を
含

め
９
５

人
増
員
し

、
長
期

療
養
患

者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
基

本
で
あ

る
日
常

生
活
の

ケ
ア
に

関
す
る
介

助
サ
ー

ビ
ス
の

提
供
体

制
を
強
化

し
た
。

【
療
養
介

助
員
配

置
数
】

平
成

１
８
年

度
３
９
病
院

３
１
４
名

→
平
成
１
９

年
度

４
３

病
院

４
０

９
名

（
平
成
１

７
年

度
２

４
病
院

１
４

３
名
）

５
．

長
期

療
養

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

の
た

め
の

具
体

的
取

組

(
1
)

各
病
院

の
具
体

的
な
取
組

長
期
療

養
患
者

に
対
し
、

Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
の

た
め
、

生
活
に
変

化
を
も

た
ら
し

た
り
、

地
域
と
ふ

れ
あ
い

を
も
て

る
機
会

を
設
け
て

い
る
。

ま
た
、

単
調
に

な
り
が
ち

な
長
期

療
養
生

活
の
良

い
ア
ク
セ

ン
ト
と

な
る
よ

う
、
各

病
院
に
お

い
て
、

七
夕
祭

り
、
ク

リ
ス
マ
ス

会
な
ど

の
季

節
的
行

事
の
開

催
に
取
り

組
ん
で

い
る
。

○
八

雲
病
院

に
お
け

る
取
組

八
雲

病
院

に
お

い
て

、
筋

ジ
ス

入
院

患
者

の
多

く
が

得
意

と
す

る
パ

ソ
コ

ン
を

活
用

し
、

町
史

の
デ

ジ
タ

ル
化

作
業

の
依

頼
を

受
け

、
患

者
自

ら
が

管
理

工
程

を
決

め
、

２
年

の
歳

月
を

か
け

完
成

さ
せ

た
。

こ
の

功
績

に
よ

り
町

長
よ

り
感

謝
状

を
い

た
だ

き
、

達
成

感
と

満
足

感
を
得

る
と
と

も
に
、
地

域
社
会

に
お
け

る
つ
な

が
り
や
信

頼
関
係

が
構
築

さ
れ
た
。

こ
の
こ

と
に
よ

り
、
新
た

に
、
町

村
合
併

に
よ
り

旧
熊
石
町

の
町
史

デ
ジ
タ

ル
化
の
依

頼
も
受

け
患
者

の
活
動

の
場
が
広

が
っ
た

。



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

医
療
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ

ー
（
Ｍ

Ｓ
Ｗ
）

の
配
置

（
再
掲
）

長
期
療

養
に
伴

い
患
者
・

家
族
に

生
じ
る

心
理
的

、
経
済
的

、
社
会

的
問
題

等
の
解

決
に
早
期

に
対
応

し
安
心

し
て
医

療
が
受
け

ら
れ
る

よ
う

に
す
る

と
と
も

に
、
退
院

後
の
在

宅
ケ
ア

、
社
会

復
帰
が
円

滑
に
行

え
る
よ

う
関
係

機
関
と
連

携
し
必

要
な

援
助
を
行

っ
て
い
く

た
め
Ｍ

Ｓ
Ｗ

の
配
置

を
進
め

た
。

【
Ｍ
Ｓ

Ｗ
の
配

置
】

・
国

立
病
院

機
構
１
４

６
病
院

中
（

）
平
成
１

８
年
度

９
８
病

院
１
６

４
名

→
平
成

１
９
年

度
１

０
９
病

院
１
９
２

名
平
成

１
６
年

度
５
５

病
院
７

１
名

・
重

心
・
筋

ジ
ス
病
床

を
有
し

て
い
る

８
１
病

院
中

（
）

平
成
１

８
年
度

４
９
病

院
７

９
名

→
平
成

１
９
年

度
５
２
病

院
８
９

名
平
成

１
６
年

度
２
６

病
院
３

４
名

(
3
)

入
院
生

活
に
お

け
る
「
食

事
」
は

、
治
療

の
一
環

で
あ
る
と

と
も
に

、
患
者

に
と
っ

て
の
楽
し

み
の
一

つ
で
も

あ
る
。

最
近
は
、

選
択
メ

ニ
ュ

ー
な

ど
に

よ
り

、
可

能
な

限
り

患
者

の
意

向
を

重
視

し
た

形
を

取
り

入
れ

て
い

る
病

院
が

多
い

が
、

長
期

療
養

者
（

特
に

重
心

患
者

）
に

つ
い

て
は

、
食

事
の

介
助

が
大

変
な

こ
と

か
ら

、
ベ

ッ
ト

サ
イ

ド
又

は
食

堂
に

お
い

て
配

膳
ト

レ
ー

で
の

食
事

を
提

供
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

こ
う

し
た

中
、

年
に

数
回

、
定

期
的

に
「

食
事

バ
イ

キ
ン

グ
」

を
企

画
す

る
こ

と
で

、
重

心
患

者
に

も
満

足
し

て
も

ら
う

よ
う

、
病

院
が

一
体
と

な
っ
て

取
り
組
ん

で
い
る

。

【
定
期

的
な
バ

イ
キ
ン
グ

企
画
実

施
し
て

い
る
病

院
】

重
症
心
身

障
害
児
（

者
）
病

床
を
有

し
て
い

る
７
２
病
院

中
１

４
病
院

６
．

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

維
持

・
向

上
さ

せ
る

た
め

の
人

工
呼

吸
器

の
標

準
化

（
再

掲
）

(
1
)

人
工
呼

吸
器
の

機
種
の
標

準
化
に

つ
い
て

平
成
１

８
年
度

に
取
り
ま

と
め
ら

れ
た
報

告
書
「

長
期
療
養

患
者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

標
準
化

に
つ
い

て
」
を

踏
ま
え
、

平
成
１

９
年

４
月
、

今
後
、

長
期
療
養

患
者
が

使
用
す

る
人
工

呼
吸
器
の

更
新
等

整
備
を

行
う
際

に
は
、
原

則
と
し

て
標

準
６
機
種

の
中
か
ら

整
備
を

行
う

こ
と
と

す
る
旨

の
医
療
部

長
通
知

を
発
出

し
た
。

ま
た
、

平
成
１

９
年
１
２

月
に
標

準
化
の

進
捗
状

況
に
つ
い

て
の
調

査
を
行

っ
た
と

こ
ろ
、
医

療
部
長

通
知
発

出
前
の

１
９
年
２

月
の
調

査
時

点
と
比

較
し
て

、
長
期
療

養
患
者

が
使
用

す
る
人

工
呼
吸
器

で
標
準

６
機
種

の
占
め

る
割
合
が

１
０
％

程
上

昇
し
て
お

り
、
標
準

化
に
向

け
た

各
病
院

の
積
極

的
な
取
り

組
み
が

見
ら
れ

た
。

【
人
工
呼

吸
器
６

機
種
の
使

用
状
況

】
平

成
１
９

年
２
月

３
５
．

４
％

→
平

成
１
９
年

１
２
月

４
６

．
０
％

(
2
)

長
期
療

養
患
者

が
使
用
す

る
人
工

呼
吸
器

の
取
扱

い
手
順
書

（
案
）

に
つ
い

て
進
行
性

筋
ジ
ス

ト
ロ
フ
ィ

ー
児
（

者
・
重
症

心
身
障

害
児
（
者

・
Ａ
Ｌ
Ｓ

患
者
等

長
期
療
養

患
者
に

と
っ

て
人
工
呼

吸
器
は
生

命
維
持

装
）

）
置

で
あ
り

、
そ
の

装
着
に
当

た
っ
て

は
患
者

に
分
か

り
や
す
い

説
明
を

行
う
と

と
も
に

、
細
心
の

注
意
を

も
っ
て

取
り
扱

う
こ
と
が

必
要
で

あ
る

こ
と
か

ら
、
人

工
呼
吸
器

の
目
的

や
基
本

構
造
、

操
作
時
の

安
全
管

理
、
使

用
時
の

看
護
の
留

意
点
、

装
着
に

係
る
説

明
書
等
を

内
容
と

す
る

「
長
期

療
養
患

者
が
使
用

す
る
人

工
呼
吸

器
の
取

扱
い
手
順

書
（
案

」
を
作
成

し
、
平
成

２
０
年

度
か
ら

運
用
す

る
こ
と
と

し
た
。

）

【
手
順
書

（
案
）

内
容
】

Ⅰ
：
人

工
呼
吸

器
の
目
的

、
使
用

時
の
留

意
点
等

Ⅱ
：

非
侵
襲

的
陽
圧

換
気
療

法
（
Ｎ
Ｐ

Ｐ
Ｖ
）

①
人

工
呼
吸

器
の
目
的

①
Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
の
適

応
基
準

②
人

工
呼
吸

器
の
分
類

②
Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
の
長

所
・
短

所
③
人

工
呼
吸

器
の
基
本

構
造

③
代
表
的

な
換
気

様
式

④
人

工
呼
吸

器
の
操
作

④
Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
の
安

全
管
理

⑤
人

工
呼
吸

器
の
安
全

管
理

⑤
Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
使
用

時
の
看

護
の
留
意

点
⑥
人

工
呼
吸

器
使
用
時

の
看
護

の
留
意

点
⑥

Ｎ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
へ
の
移

行
⑦
停

電
時
の

対
応

⑦
装
着
に

係
る
説

明
書
及

び
同
意
書

⑧
装

着
に
係

る
説
明
書

及
び
同

意
書

【
説

明
資
料

】
資

料
2
3
：
長

期
療
養

者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向

上
等

〔
1
2
9

頁
〕

資
料

2
4
：
重

症
心
身

障
害
児
（

者
）
通

園
事
業

の
推
進

〔
1
3
1

頁
〕

資
料

2
5
：
療

養
介
助

職
の
配
置

に
よ
る

効
果

〔
1
3
3

頁
〕

資
料

2
6
：

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
上

に
向

け
た

具
体

的
取

組
〔

1
4
0
頁

〕



-
2
0

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

④
病
診
連
携
等
の
推
進

④
病

診
連
携
等
の

推
進

④
病

診
連

携
等

の
推

進

１
．

地
域

医
療

連
携

室
の

取
組

地
域

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

図
り

､
地

域
の

医
療

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

地
域

に
お

け
る

的
確

地
域
医
療

連
携
室

に
つ
い
て

は
、
す

べ
て
の

病
院
に

お
い
て
設

置
さ
れ

て
い
る

。
具
体

的
な
取
組

と
し
て

、
広
報

誌
の
発

行
、
紹
介

患
者
の

受
地

域
に

お
い

て
的

確
な

役
割

を
担

う
た

な
役

割
を

担
う

た
め

、
引

き
続

付
、

公
開
講

座
の
実

施
、
連
携

病
院
へ

の
訪
問

、
近
隣

医
療
機
関

の
リ
ー

フ
レ
ッ

ト
作
成

、
地
域
医

療
カ
ン

フ
ァ
レ

ン
ス
の

実
施
、
地

域
連
携

パ
め

、
す

べ
て

の
病

院
に

お
い

て
地

域
医

き
各

病
院

の
地

域
医

療
連

携
室

ス
作

り
へ
の

参
画
、

高
額
医
療

機
器
の

検
査
予

約
受
付

な
ど
を
行

う
こ
と

に
よ
っ

て
、
病

診
連
携
等

を
推
進

し
て
い

る
と
こ

ろ
で
あ
る

。
療

連
携

室
を

設
置

す
る

と
と

も
に

、
平

が
中

心
と

な
っ

て
、

紹
介

率
と

ま
た
、
地

域
の
医

療
機
関
と

の
連
携

を
強
化

し
、
紹

介
率
の
向

上
を
図

る
こ
と

に
よ
り

、
平
均
在

院
日
数

の
短
縮

化
に
も

貢
献
し
て

い
る
。

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期

逆
紹

介
率

の
引

き
上

げ
や

高
額

間
中

に
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高

額
医

療
機

器

２
．

紹
介

率
と

逆
紹

介
率

の
上

昇
（

※
１

）
の

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
４

医
療

機
器

の
共

同
利

用
数

の
増

を
図

る
。

各
病
院
平

均
の
紹

介
率
は
５

１
．
１

％
、
平

成
１
５

年
度
に
比

し
て
１

４
．
３

ポ
イ
ン

ト
増
と
な

っ
て
い

る
。
ま

た
、
各

病
院
平
均

の
逆
紹

介
０
％
以

上
の

増
加

※
２

を
目
指

す
（

）
。

率
は

３
６
．

９
％
、

平
成
１
５

年
度
に

比
し
て

１
２
．

５
ポ
イ
ン

ト
増
と

な
っ
て

お
り
、

そ
れ
ぞ
れ

中
期
計

画
の

数
値
目
標

を
達
成
し

て
い
る

。
ま

た
、

同
様

に
、

紹
介

率
と

逆
紹

介

率
に

つ
い

て
各

々
５

％
以

上
引

き
上

げ

紹
介

率
逆

紹
介

率
る
（
※

３
）

こ
と
に
努

め
る
。

平
成

１
５
年

度
３
６

．
８
％

２
４

．
４
％

平
成

１
６
年

度
４
０

．
５
％

２
８

．
７
％

平
成

１
７
年

度
４
２

．
７
％

３
３

．
２
％

※
１

Ｃ
Ｔ
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ

断
層
撮

平
成

１
８
年

度
４
７

．
４
％

３
２

．
２
％

影
装

置
）
､
Ｍ

Ｒ
Ｉ
(
磁
気

共
鳴
診

平
成

１
９
年

度
５
１

．
１
％

３
６

．
９
％

断
装

置
）
､
シ

ン
チ
グ
ラ

フ
ィ
ー
､

Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｔ
(
シ
ン
グ
ル

フ
ォ
ト
ン

３
．

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
状

況
(第

2
2
(3

)①
｢
医

療
機

器
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
｣
参

照
)

エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｔ
装
置

）

高
額
医
療

機
器
（

Ｍ
Ｒ
Ｉ
、

Ｃ
Ｔ
、

Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
、

シ
ン
チ
グ

ラ
フ
ィ

ー
）
の

稼
働
状

況
及
び
共

同
利
用

数
は

５
６
，
９

８
６
件
で

、
平
成

１
※
２

平
成
１
５
年

度
実
績

５
年

度
に
比

し
て
約

１
０
１
．

５
％
増

と
大
幅

に
増
加

し
て
お
り

、
中
期

計
画
の

数
値
目

標
を
大
幅

に
上
回

っ
た

。
総

件
数

２
８
，
２

８
２
件

※
３

平
成
１
５
年

度
実
績

４
．

地
域

医
療

へ
の

取
組

紹
介
率

３
６
．
８

％

平
成
１
８

年
の
医

療
法
改
正

に
よ
り

、
都
道

府
県
が

作
成
す
る

新
医
療

計
画
に

お
い
て

４
疾
病
５

事
業
等

が
位

置
付
け
ら

れ
る
こ
と

と
な
っ

た
逆

紹
介
率

２
４

．
４
％

と
こ

ろ
で
あ

る
が
、

国
立
病
院

機
構
関

係
者
が

都
道
府

県
の
医
療

協
議
会

等
へ
参

加
し
、

医
療
計
画

の
策
定

に
貢

献
す
る
こ

と
な
ど
に

よ
り
、

地
域
医

療
へ
の

取
組
を

推
進
し
て

い
る
。

○
各

都
道
府

県
に
お

け
る
医
療

連
携
体

制
に
つ

い
て
検

討
・
討
議

す
る
た

め
に
設

置
さ
れ
る

委
員
会

等
へ
の

参
加
状

況
（

平
成
２

０
年
４

月
現
在
）

・
都
道
府

県
医
療

対
策
協
議

会
等

２
５

病
院

・
地
域
別

・
疾
患

別
の
委
員

会
等

４
２

病
院

５
．

助
産

所
の

嘱
託

医
療

機
関

と
し

て
の

協
力

平
成
１
８

年
の
医

療
法
改
正

に
よ
り

、
分
娩

を
取
り

扱
う
助
産

所
の
開

設
者
は

分
娩
時

等
の
異
常

に
対
応

す
る

た
め
、
嘱

託
医
師
に

つ
い
て

は
産
科

又
は
産

婦
人
科

を
担
当
す

る
医
師

を
嘱
託

医
と
す

る
こ
と
、

及
び
嘱

託
医
師

に
よ
る

対
応
が
困

難
な
場

合
の

た
め
、
診

療
科
名
の

中
に
産

科
又
は

産
婦
人

科
及
び

小
児
科
を

有
し
、

か
つ
、

新
生
児

へ
の
診
療

を
行
う

こ
と
が

で
き
る

病
院
又
は

診
療
所

を
確

保
す
る
こ

と
と
さ
れ

た
。
平

成
２
０

年
度
の

施
行
に

備
え
て
平

成
１
９

年
度
中

よ
り
準

備
を
進
め

、
平
成

２
０
年

４
月
１

日
現
在
、

嘱
託
医

療
機

関
（
嘱
託

医
師
を
含

む
）
と

し
て
１

２
病
院

が
協
力

し
て
い
る

。

６
．

地
域

医
療

支
援

病
院

の
増

加
平

成
１
９

年
度
中

に
、
新
た

に
９
病

院
（
茨

城
東
病

院
、
埼
玉

病
院
、

横
浜
医

療
セ
ン

タ
ー
、
名

古
屋
医

療
セ
ン

タ
ー
、

南
和
歌
山

医
療
セ

ン
タ
ー

、
岡
山

医
療
セ

ン
タ
ー
、

呉
医
療

セ
ン
タ

ー
、
福

岡
東
医
療

セ
ン
タ

ー
、
指

宿
病
院

）
が
地
域

医
療
支

援
病
院

の
指
定

を
受
け
、

合
計
２

３
病
院

が
地
域

医
療
支

援
病
院
と

し
て
の

役
割
を

担
う
な

ど
、
地
域

医
療
へ

の
取
組

を
一
層

強
化
し
て

い
る
。

平
成

１
８
年

度
１
４

病
院

→
平

成
１
９

年
度

２
３
病
院

（
平

成
１
５

年
度

３
病
院
）

７
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

平
成
１
８

年
に
成

立
し
た
「

が
ん
対

策
基
本

法
」
及

び
同
年
に

出
さ
れ

た
「
が

ん
診
療

連
携
拠
点

病
院
の

整
備
に

関
す
る

指
針
」
等

に
よ
る

国
の
が

ん
医
療

の
均
て

ん
化
推
進

方
策
に

協
力
す

る
た
め

、
が
ん
医

療
を
担

う
診
療

従
事
者

の
配
置
や

患
者
へ

の
情
報

提
供
体

制
等
を
整

備
し
た

結
果
、

平
成
１

９
年
度

中
に
は
新

た
に
１

病
院
が

都
道
府

県
が
ん
診

療
連
携

拠
点
病

院
と
し

て
、
６
病

院
が
地

域
が
ん

診
療
連

携
拠
点
病

院
と
し

て
指
定

さ
れ
、

地
域
に

お
け
る
質

の
高
い

が
ん
医

療
の
拠

点
整
備
に

貢
献
し

た
。

都
道
府

県
が
ん

診
療
連
携

拠
点
病

院
平
成
１

８
年
度

１
病
院

→
平
成
１

９
年
度

２
病
院

（
平

成
１
５

年
度

０
病
院
）

地
域
が

ん
診
療

連
携
拠
点

病
院

平
成
１

８
年
度
２

５
病
院

→
平
成
１

９
年
度
３

１
病
院

（
平

成
１
５

年
度

７
病
院
）

８
．

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

（
地

域
連

携
パ

ス
）

へ
の

取
組

（
再

掲
）

病
院
か
ら

在
宅
医

療
ま
で
一

貫
し
た

地
域
連

携
に
よ

る
医
療
を

実
践
す

る
た
め

、
ま
た

病
診
連
携

等
を
推

進
す

る
た
め
に

地
域
の
医

療
機
関

と
共
同

し
て
地

域
連
携

ク
リ
テ
ィ

カ
ル
パ

ス
を
作

成
し
、

そ
の
パ
ス

に
基
づ

い
た
連

携
医
療

の
実
践
を

進
め
た

。
地

域
連
携

パ
ス
に

よ
る
医
療

を
実
践

し
た
病

院
は
３

８
病
院
あ

り
、
大

腿
骨
頚

部
骨
折

、
脳
血
管

障
害
等

を
対

象
と
し
た

パ
ス
を
実

践
し
た

。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

９
．

政
府

の
緊

急
臨

時
的

医
師

派
遣

シ
ス

テ
ム

等
へ

の
協

力

(
1
)

北
海
道

か
ら
の

要
請
に
よ

り
、
市

立
根
室

病
院
へ

医
師
を
派

遣
し
た

。
派
遣

期
間

平
成
１
９

年
５
月

２
１
日

～
平
成

１
９
年
８

月
３
１

日
派
遣

医
師

北
海
道
が

ん
セ
ン

タ
ー
（

４
名

、
札

幌
南
病
院

（
３
名

、
西
札
幌

病
院
（
３

名
、
仙
台

医
療
セ

ン
タ
ー
（

１
１
名

）
）

）
）

計
２

１
名

(
2
)

政
府
の

緊
急
臨

時
的
医
師

派
遣
シ

ス
テ
ム

に
よ
り

、
岩
手
県

立
大
船

渡
病
院

へ
医
師

を
派
遣
し

た
。

派
遣

期
間

平
成
１
９

年
８
月

６
日
～

平
成
１

９
年
１
０

月
２
６

日
派
遣

医
師

函
館
病
院

（
１
名

、
高
崎
病

院
（
１

名
、

東
京
医

療
セ
ン

タ
ー
（

１
名

、
名
古

屋
医
療

セ
ン
タ

ー
（
２
名

、
）

）
）

）
京
都
医
療

セ
ン
タ

ー
（
１

名
、
大
阪

医
療
セ
ン

タ
ー
（

１
名

、
岡

山
医
療
セ

ン
タ
ー

（
１
名

、
）

）
）

岩
国
医
療

セ
ン
タ

ー
（
１

名
、
九
州

医
療
セ
ン

タ
ー
（

１
名

、
長

崎
医
療
セ

ン
タ
ー

（
１
名

）
）

）
計

１
１

名

【
説

明
資
料

】
資

料
2
7
：
が

ん
拠
点

連
携
病
院

一
覧

〔
1
4
3

頁
〕

資
料

2
8
：

病
診

連
携

等
の

推
進

〔
1
4
5
頁

〕
資

料
2
9
：
地

域
医
療

支
援
病
院

一
覧

〔
1
4
7

頁
〕

⑤
政
策
医
療
の
適
切
な
実
施

⑤
政

策
医
療
の
適

切
な
実
施

⑤
政

策
医

療
の

適
切

な
実

施

１
．

質
の

高
い

結
核

医
療

の
実

施
こ

れ
ま

で
担

っ
て

き
た

結
核

や
エ

イ
こ

れ
ま

で
担

っ
て

き
た

政
策

医
療

を
、

引
き

続
き

各
政

策
医

ズ
を

は
じ

め
と

す
る

感
染

症
、

進
行

性

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
及

び
臨

床
評

(
1)

我
が
国

の
結
核

医
療
に
お

け
る
国

立
病
院

機
構
の

役
割

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

や
重

症
心

身
障

害

価
指

標
等

を
活

用
し

て
、

そ
の

結
核
医

療
は
、

国
立
病
院

機
構
で

担
う
政

策
医
療

の
重
要
な

一
分
野

で
あ
り

、
結
核

病
床
を
有

す
る
５

４
病
院

４
，
０

８
８
床
に

お
い
て

全
等

の
政

策
医

療
に

つ
い

て
、

政
策

医
療

質
の

向
上

を
図

る
。

特
に

、
結

国
の
結
核

入
院
患

者
の
約
４

５
％
以

上
を
受

け
入
れ

治
療
を
提

供
し
た

。
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

適
切

に
実

核
退

院
基

準
実

施
の

効
果

に
つ

施
す

る
。

い
て

検
証

す
る

と
と

も
に

、
今

(
2)

結
核
新

退
院
基

準
の
実
施

ま
た

、
今

後
開

発
す

る
臨

床
評

価
指

後
の

精
神

科
病

院
の

運
営

の
あ

結
核
医

療
の
適

切
な
実
施

の
た
め

に
、
平

成
１
７

年
３
月
よ

り
、
結

核
病
床

を
運
営

す
る
全
病

院
に
お

い
て
、

国
立
病

院
機
構
に

お
け
る

結
標

を
活

用
し

て
そ

の
実

施
状

況
を

把
握

り
方

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

核
患
者
の

退
院
基

準
の
適
用

を
開
始

す
る
と

と
も
に

、
３
か
月

、
６
か

月
の
運

用
状
況

調
査
を
行

っ
た
。

し
、

評
価

を
行

い
、

個
々

の
病

院
が

取
。

ま
た

、
心

神
喪

失
者

等
医

療
そ
の
効

果
と
し

て
、
根
拠

に
基
づ

い
た
医

療
を
推

進
す
る
こ

と
と
な

り
、
医

療
の
質

の
向
上
に

資
す
る

と
と

も
に
、
従

来
漫
然
と

長
期
化

し
り

組
む

政
策

医
療

の
質

の
向

上
を

図

観
察

法
に

基
づ

く
指

定
医

療
機

て
い
た
入

院
期
間

が
短
縮
さ

れ
、
患

者
の
満

足
度
は

高
く
な
っ

て
い
る

。
る
。

、
、

．
（

．
．

関
や

障
害

者
自

立
支

援
法

に
基

ま
た

国
立

病
院
機
構

全
体
の

結
核
病

床
に
係

る
平
均
在

院
日
数

は
平
成
１

６
年
度
に

比
し
て

約
７

８
日
減

少
７
７

６
日

→
６
９

づ
く

療
養

介
護

事
業

の
運

営
に

８
日
）
し

て
お
り

、
新
退
院

基
準
の

実
施
以

降
は
入

院
期
間
短

縮
が
図

ら
れ
て

い
る
。

つ
い

て
は

、
適

切
な

対
応

を
図

る
。

(
3
)

結
核
医

療
に
関

す
る
国
立

病
院
機

構
の
取

組
み

・
入
院
Ｄ

Ｏ
Ｔ
Ｓ

（
直
視
監

視
下
短

期
化
学

療
法
）

の
実
施

医
療
従

事
者
の

対
面
に
よ

る
服
薬

に
よ
り

確
実
な

治
療
に
導

く
た
め

、
国
立

病
院
機

構
で
は
全

病
院
に

お
い
て

入
院
中

の
Ｄ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
を
進

め
て
い
る

。
ま
た

、
退
院
後

も
適
切

な
服
薬

が
行
わ

れ
る
よ
う

保
健
所

と
十
分

に
連
携

を
行
い
、

通
院
可

能
な
患

者
に
つ

い
て
は
定

期
的
に

外
来
で
の

Ｄ
Ｏ
Ｔ

Ｓ
を
実
施

し
て
い

る
。

・
ク
オ
ン

テ
ィ
フ

ェ
ロ
ン
検

査
の
実

施
Ｂ
Ｃ
Ｇ

接
種
及

び
非
結
核

抗
酸
菌

感
染
の

影
響
を

受
け
な
い

新
し
い

検
査
法

で
あ
る

ク
オ
ン
テ

ィ
フ
ェ

ロ
ン
検

査
の
確

立
に
呼
吸

器
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

連
携
機

能
を
も
っ

て
貢
献

し
た
結

果
、
平

成
１
８
年

１
月
の

保
険
収

載
に
至

り
、
適
切

な
診
断

法
の
普

及
促
進

に
一
翼
を

担
っ
た

。

(
4
)

結
核
医

療
の
Ｄ

Ｒ
Ｇ
／
Ｐ

Ｐ
Ｓ
化

に
関
す

る
調
査

研
究

平
成
１

９
年
度

指
定
研
究

事
業
の

中
で
、

結
核
病

棟
を
有
す

る
２
０

施
設
を

対
象
に

、
結
核
入

院
患
者

の
入
院

期
間
、

累
計
診
療

収
入
、

患
、

。
者

一
日
あ

た
り
の

費
用
等
を

調
査
解

析
し

結
核

診
療
が

Ｄ
Ｒ
Ｇ
／

Ｐ
Ｐ
Ｓ

化
と
な

っ
た
場
合

に
お
け

る
入
院

費
用
の

比
較
検
討

を
行
な

っ
た

結
果

(
概

要
)

・
結
核

患
者
入

院
一
人
１

日
あ
た

り
の
診

療
報
酬

は
入
院
３

０
日
目

ま
で
は

、
２
,
１
０
０

点
台
で

あ
っ
た

が
、
そ

の
後
は
１

,
８

０
０
点

台
で
経

緯
し
た

。
・
入
院

一
人
１

日
あ
た
り

の
費
用

の
方
は

、
３
０

，
０
０
０

円
台
で

あ
り
、

診
療
報

酬
収
入
と

の
差
が

非
常

に
大
き
い

こ
と
が
明

ら
か
に

な
っ
た

。



-
2
2

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
5
)

結
核
病

床
（
新

退
院
基
準

の
実
施

（
再
掲
）

）
結
核
病

床
に
つ

い
て
は
、

新
退
院

基
準
の

実
施
に

よ
り
、
結

核
の
入

院
患
者

数
及
び

病
床
利
用

率
は
低

下
傾
向

に
あ
る

こ
と
か
ら

、
効
率

的
な

病
棟
運

営
の
た

め
、
複
数

の
結
核

病
棟
を

保
有
し

て
い
る
病

院
に
お

い
て
は

、
病
棟

の
休
棟
ま

た
は
廃

止
、

ま
た
、
単

一
の
結
核

病
棟
を

保
有

し
て
い

る
病
院

に
お
い
て

は
、
結

核
病
床

を
一
部

削
減
の
上

、
一
般

病
床
と

の
ユ
ニ

ッ
ト
化
を

行
う
な

ど
の

取
組
を
進

め
て
い
る

。
平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

は
、
５

個
病
棟

（
２
２

２
床
）
を

休
棟
な

ど
に
よ

り
集
約

し
た
ほ
か

、
一
般

病
床
と

の
ユ
ニ

ッ
ト
化
も

１
例
実

施
し

た
。

２
．

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
施

行
に

係
る

主
導

的
な

取
組

と
精

神
医

療
の

質
の

向
上

(
1
)

医
療
観

察
法
病

床
の
主
導

的
整
備

平
成
１

７
年
７

月
の
心
神

喪
失
者

等
医
療

観
察
法

の
施
行
に

よ
り
、

国
、
都

道
府
県

及
び
特
定

独
立
行

政
法

人
は
指
定

入
院
医
療

機
関
を

整
備

す
る
こ

と
と
な

っ
た
。
対

象
患
者

の
増
加

に
よ
り

病
床
が
不

足
し
、

都
道
府

県
の
病

床
整
備
が

遅
々
と

し
て
進

ま
な
い

中
で
、
国

立
病
院

機
構

は
医
療

観
察
法

病
棟
の
整

備
を
進

め
る
な

ど
、
国

の
政
策
と

し
て
の

同
法
施

行
に
大

き
く
貢
献

し
て
い

る
。

平
成
１
９

年
度
末

時
点
の
医

療
法
観

察
法
病

棟
開
棟

病
院
・
・

・
１
１

病
院
】

【 （
花
巻
病

院
、
東

尾
張
病
院

*
、

肥
前
精

神
医
療

セ
ン
タ
ー

*
、

北
陸
病

院
、
久

里
浜
ア
ル

コ
ー
ル

症
セ
ン

タ
ー
*
、
さ

い
が
た
病

院
*
、

小
諸
高

原
病
院

*
、
下

総
精
神

医
療
セ

ン
タ
ー

*
、

琉
球
病
院

、
菊
地

病
院
、

榊
原
病
院

）

こ
れ
に

よ
り
、

平
成
２
０

年
４
月

１
日
現

在
の
全

国
の
指
定

入
院
医

療
機
関

は
１
５

か
所
（
３

８
７
床

）
の

み
で
あ
る

が
、
う
ち

国
立
病

院
機

構
の
病

院
が
実

に
１
１
か

所
２

９
９
床

と
全
病

床
の
７
７

３
％
を
占

め
る
と

い
う
状
況

と
な
っ

て
い
る

更
に
こ
の
う

ち
６
病

院
(
*
)

（
）

．
。

で
は
、
病

床
不
足

に
よ
る
国

の
強
い

要
請
に

応
え
、

専
用
病
棟

の
竣
工

以
前
に

暫
定
病

棟
を
設
置

・
開
棟

し
病
床

確
保
に

協
力
し
た

。
な
お
、

当
該
指

定
入
院
医

療
機
関

に
係
る

看
護
職

員
配
置
基

準
は
、

１
病
棟

３
０
床

に
対
し
て

４
３
人

と
い

う
多
数
の

職
員
を
配

置
す
る

こ
と

と
な
っ

て
い
る

た
め
、
や

む
な
く

当
該
病

院
の
既

存
病
棟
を

集
約
す

る
こ
と

に
よ
っ

て
職
員
を

確
保
す

る
な
ど

、
国
の

政
策
に
最

大
限
の

協
力

を
行
っ

て
い
る

と
こ
ろ
で

あ
る
。

(
2
)

医
療
観

察
法
に

お
け
る
精

神
医
療

の
質
向

上
医
療
観

察
法
医

療
の
実
施

に
当
た

り
、
リ

ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン

ト
と
社

会
復
帰

方
略
を

構
造
化
し

た
共
通

評
価

項
目
を
開

発
し
入
院

処
遇
等

で
臨

床
応
用

し
て
い

る
。
ま
た

、
暴
力

へ
の
医

学
的
介

入
と
し
て

包
括
的

暴
力
防

止
プ
ロ

グ
ラ
ム
を

開
発
し

、
医
療

観
察
法

に
従
事
す

る
全
職

員
が

習
得
す

る
と
と

も
に
、
一

般
精
神

医
療
に

展
開
す

る
た
め
の

研
修
を

行
う
な

ど
、
医

療
観
察
法

医
療
の

質
向
上

と
一
般

精
神
医
療

へ
の
還

元
に

取
り
組

ん
で
い

る
。

３
．

が
ん

対
策

医
療

へ
の

取
組

（
再

掲
）

平
成
１
８

年
に
成

立
し
た
「

が
ん
対

策
基
本

法
」
及

び
同
年
に

出
さ
れ

た
「
が

ん
診
療

連
携
拠
点

病
院
の

整
備
に

関
す
る

指
針
」
等

に
よ
る

国
の
が

ん
医
療

の
均
て

ん
化
推
進

方
策
に

協
力
す

る
た
め

、
が
ん
医

療
を
担

う
診
療

従
事
者

の
配
置
や

患
者
へ

の
情
報

提
供
体

制
等
を
整

備
し
た

結
果
、

平
成
１

９
年
度

中
に
は
新

た
に
１

病
院
が

都
道
府

県
が
ん
診

療
連
携

拠
点
病

院
と
し

て
、
６
病

院
が
地

域
が
ん

診
療
連

携
拠
点
病

院
と
し

て
指
定

さ
れ
、

地
域
に

お
け
る
質

の
高
い

が
ん
医

療
の
拠

点
整
備
に

貢
献
し

た
。

都
道
府

県
が
ん

診
療
連
携

拠
点
病

院
平
成
１

８
年
度

１
病
院

→
平
成
１

９
年
度

２
病
院

（
平

成
１
５

年
度

０
病
院
）

地
域
が

ん
診
療

連
携
拠
点

病
院

平
成
１

８
年
度
２

５
病
院

→
平
成
１

９
年
度
３

１
病
院

（
平

成
１
５

年
度

７
病
院
）

４
．

周
産

期
医

療
に

お
け

る
新

た
な

取
組

（
院

内
助

産
所

、
助

産
師

外
来

の
開

設
（

再
掲

）
）

成
育
医
療

分
野
の

妊
娠
・
出

産
領
域

に
お
け

る
産
科

医
師
が
不

足
す
る

中
、
助

産
師
が

有
す
る
専

門
能
力

を
積

極
的
に
活

用
す
る
こ

と
に
よ

り
院
内

助
産
所

・
助
産

師
外
来
の

設
置
を

推
進
し

た
。
産

科
医
師
、

助
産
師

、
地
域

医
療
機

関
と
が
連

携
で
き

る
体

制
を
整
備

す
る
こ
と

に
よ
り

院
内
助

産
所
は

２
病
院

、
助
産
師

外
来
は

１
９
病

院
で
開

設
し
て
い

る
。
ま

た
、
今

後
も
各

病
院
の
状

況
に
応

じ
て

開
設
に
向

け
た
準
備

を
取
り

組
ん
で

い
る
と

こ
ろ
で

あ
り
、
引

き
続
き

安
全
で

安
心
な

お
産
と
育

児
支
援

の
た
め

の
体
制

の
充
実
に

努
め
て

い
く

こ
と
と
し

て
い
る
。

５
．

血
液

・
造

血
器

疾
患

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
血

液
・
造

血
器
疾

患
政
策
医

療
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
に
お

い
て
は
、

患
者
登

録
デ
ー

タ
ベ
ー

ス
を
構
築

し
て
質

の
高
い

臨
床
研

究
並
び
に

診
療
の

標
準
化

、
高
度

化
を
図

っ
て
い
る

。
そ
の

中
で
過

去
５
年

間
の
非
ホ

ジ
キ
ン

リ
ン
パ

腫
及
び

過
去
１
０

年
間
の

慢
性
骨

髄
性
白

血
病
の
治

療
成
績

の
変
遷

を
解
析

し
、
分

子
標
的
薬

の
実
地

診
療
に

お
け
る

意
義
を
明

ら
か
に

し
た
。

移
植
予

後
因
子
調

査
デ
ー

タ
ー
ベ

ー
ス
の

解
析
か
ら

は
移
植

前
化
学

療
法
回

数
が
重

要
な
予
後

因
子
で

あ
る
こ

と
を
見

い
出
し
た

。
ま
た

、
先
天

性
血
小

板
減
少
症

に
対
し

て
系
統

的
な
診

断
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

を
作
成

し
た
。

さ
ら
に

、
濾
胞
性

リ
ン
パ

腫
、
中

枢
神
経

系
原
発
悪

性
リ
ン

パ
腫
、

再
発
高

齢
者
悪
性

リ
ン
パ

腫
の
治

療
法
開

発
の
た
め

の
臨
床

試
験
を

計
画
し

実
施
中

で
あ
る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
3
0
：

結
核

退
院

基
準

の
意

義
〔

14
9
頁

〕
資

料
3
1
：

医
療

観
察

法
と

精
神

医
療

の
質

向
上

〔
1
5
1
頁

〕



-
2
3

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
は

実
施

件
数
が
さ

ら
に
増

加
し
、

普
及
が

進
ん
で
い

る
。

療
養

介
助

員
の

大
幅

な
増

員
（

３
１

４
人

→
４

０
９

人
）

を
行

い
介

護
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

件
数

の
大

幅
な

増
加

だ
け

で
な

く
、

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

制
の
強

化
を
図

っ
た
。

パ
ス

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
推

進
と

し
て

の
臨

床
評

価
指

標
の

開
人

工
呼

吸
器

を
６

機
種

へ
の

標
準
化
を

実
施
し

そ
の
操
作
に

係
る
取

扱
い
手

順
書

案
発

及
び

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

の
実

施
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

長
期

療
養

患
者

、
（

）
を
作
成

し
平
成

２
０
年

度
実
施

予
定

。
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
の

た
め

療
養

介
助

員
を

大
幅

に
増

員
し

て
い

る
。

病
診

連
携

で
は

紹
介

率
・

逆
紹

介
率

も
着

実
に

増
加

し
て

い
る

だ
け

で
な

く
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

に
［
数

値
目
標

］
つ

い
て

も
着

実
に

実
績

が
上

が
っ

て
い

る
。

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
に

基
づ

く
整

・
平

成
１
５

年
度
比
５

０
％
以

上
増

・
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
に

つ
い

て
は

２
２

６
，

８
４

５
件

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
備

等
の
政
策

医
療
も

適
切
に

実
施
し
て

い
る
。

ク
リ

テ
ィ

カ
ル
パ
ス

実
施
件

数
１

４
６
，
０

８
４

件
１

５
年

度
に

比
し

て
１

３
２

．
９
％
増

と
中
期

計
画
の

目
標
値

を
達
成
し

て
い
る

（
業
務

以
上
の
実

績
及
び

取
組
に

つ
い
て
高

く
評
価

す
る
。

。
（
平

成
１
５

年
度

９
７
，
３

８
９

件
）

実
績

１
５

頁
参

照
）

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
・
平

成
１
５

年
度
比
１

０
％
以

上
増

・
患

者
家

族
の

宿
泊

施
設

を
設

置
し

て
い

る
病

院
は

６
７

病
院

と
な

っ
て

お
り

、
平

成
１

５
患

者
家
族

の
宿
泊
施

設
を
設

置
し
て

い
る
病
院

５
９

病
院

年
度

に
比

し
て

２
４

％
の

増
と
中
期
計

画
の
目

標
値
を

達
成
し

て
い
る

（
業

務
実
績

１
７

・
病
診
連
携

等
の
著

し
い
推

進
を
特
に

評
価
。

。
（
平
成

１
５
年
度

５
４

病
院

）
頁

参
照

）
・

地
域
医
療

へ
の
医

師
派
遣

等
、
積
極

的
な
取

組
を
行

っ
て
い

る
。

・
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の

推
進
に

つ
い
て

の
評
価
は

高
い
。

・
平

成
１
５

年
度
比
４

０
％
以

上
増

・
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
は

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

て
１

０
１

．
５

％
増

え
て

お
・

政
策
医
療

の
実
績

も
評
価

で
き
る
。

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高
額
医

療
機
器

の
共
同

利
用
数

３
９

，
５

９
５

件
り

（
５

６
，

９
８

６
件

）
中

期
計
画
の

目
標
値

を
達
成

し
て
い

る
（

業
務
実

績
１
９

頁
参

・
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

実
施

件
数

で
の

中
期

目
標

達
成

は
評

価
す

る
が

、
問

題
は

パ
。

（
平
成

１
５
年
度

２
８

，
２

８
２

件
）

照
）

ス
の
中
身
で

あ
る
。

共
同
研

究
に
期
待

し
た
い

。
・
平

成
１
５

年
度
比
５

％
以
上

増
・

紹
介

率
は

平
成

１
５

年
度

１
４
．
３
％

増
（
５

１
．
１

％
、
逆
紹
介

率
は
平

成
１
５

年
度

・
長
期
療
養

者
に
対

す
る
療

養
介
助
員

の
大
幅

な
増
加

は
評
価

に
値
す
る

。
）

）
、

、
、

紹
介

率
４
１
．

８
％
（

平
成
１

５
年
度

３
６
．

８
％

、
比

１
２

．
５

％
増

（
３

６
．

９
％

）
と

な
っ

て
お

り
、

中
期

計
画

の
目

標
値

を
達

成
し

て
・

重
心

筋
ジ

ス
患

者
等

の
受
け
入

れ
医
療
観

察
法
病

棟
の
整
備

な
ど
に

つ
い
て

は
逆

紹
介
率

２
９
．

４
％
（

平
成
１

５
年
度

２
４

．
４

％
）

い
る

（
業

務
実

績
１

９
頁

参
照
）

政
策
医
療
を

担
う
べ

き
国
立

病
院
機
構

と
し
て

大
き
な

実
績
を

挙
げ
て
い

る
。

。
・

紹
介

率
、

逆
紹

介
率

の
上

昇
は

、
地

域
医

療
連

携
の

向
上

を
示

し
て

お
り

、
そ

の
努

［
評

価
の
視

点
］

力
を
評
価
で

き
る
。

・
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス

の
実
施

件
数
に

つ
い
て
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

の
実

績
：

○
・

質
の
高
い

医
療
の

提
供
に

心
掛
け
て

い
る
努

力
が
は

っ
き
り

表
れ
て
い

る
。

達
成

に
向

け
て
取
り

組
み
、

チ
ー
ム

医
療
の
推

進
、

患
者

に
分

か
り

や
す

い
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

研
修

会
を

開
催

す
る

な
ど

、
そ

の
活

用
の

推
進

に
努

め
た

結
果

、
平

・
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
、

ま
た

重
症

心
身

障
害

児
の

支
援

も
し

っ
か

り
行

わ
医

療
の
提

供
や
医
療

の
標
準

化
の
た

め
、
ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
活

用
を

推
成

１
９

年
度

の
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
の

実
施

件
数

は
２

２
６

，
４

３
５

件
と

、
平

成
１

５
れ

て
い
る
。

進
し

て
い

る
か

。
年

度
比

１
３

２
．

９
％

増
加

し
た

。
さ

ら
に

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
に

つ
い

て
機

構
内

で
・

病
診

連
携

が
よ

く
や

ら
れ

て
お

り
、

１
９

年
度

の
紹

介
率

、
逆

紹
介

率
は

着
実

に
増

共
同

研
究

を
立

ち
上

げ
、

よ
り
質
の
高

い
も
の

を
共
通

の
パ
ス

と
し
て
活

用
し
て

い
く
こ

加
し
て
い
る

。
と

で
医

療
の

標
準

化
を

目
指

し
て

い
る

。
・

平
成

1
9
年

度
の

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

の
実

施
件

数
が

平
成

1
5
年

度
比

1
3
2
.
9
％

増
と

な
ま

た
地

域
に

お
け

る
一

貫
し

た
医

療
、

病
診

連
携

を
推

進
す

る
た

め
地

域
連

携
ク

リ
テ

ィ
り

、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

(
平

成
1
5
年

度
比

5
0
％

以
上

増
)
を

大
き

く
上

回
る

実
績

と
カ
ル

パ
ス
を

３
８
病

院
で
実

施
し

た
（

業
務

実
績

１
５

頁
参

照
）

な
っ

た
こ

と
、

国
が

進
め

る
「

地
域

連
携

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

」
に

取
り

組
ん

だ
病

院
。

が
25
病
院
か

ら
3
8
病

院
へ
と

増
加
し
た

こ
と
は

高
く
評

価
で
き

る
。

・
臨

床
評
価

指
標
の
開

発
や
情

報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

等
の

作
成

を
推

進
す

る
と

と
実

績
：

○
・

病
院

が
提

供
す

る
「

医
療

の
質

」
を

は
か

り
改

善
す

る
た

め
の

臨
床

評
価

指
標

は
、

も
に

、
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能

を
生
か

し
て
エ
ビ

デ
ン

ス
に

基
づ

く
医

療
を

実
・

平
成

１
９

年
度

に
つ

い
て

は
、

前
年

度
同

様
に

２
６

の
指

標
に

つ
い

て
全

病
院

に
つ

い
て

我
が
国
の
医

療
の
質

向
上
に

と
っ
て
必

要
不
可

欠
な
も

の
で
あ

る
。
国
立

病
院
機

構
1
4
6

践
し

て
い

る
か

。
の

デ
ー

タ
を

集
計

、
公

表
し

た
。

前
年

度
と

の
比

較
に

よ
り

医
療

の
質

の
向

上
を

評
価

す
病

院
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

を
活

用
し

て
取

り
組

ん
だ

臨
床

評
価

指
標

の
開

発
及

び
公

、
、

。
、

る
ツ

ー
ル

と
し

て
だ

け
で

な
く

、
全

病
院

に
実

施
す

る
こ

と
で

医
療

の
標

準
化

の
推

進
に

表
は

政
策

医
療

の
質
の
向
上

と
い
う

観
点
か

ら
も

高
く
評
価

で
き
る

今
後

と
も

も
寄

与
し
て

い
る
。

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推
進

に
向

け
、

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

更
な

る
取

組
ま

た
、

複
数

の
病

院
に

お
い

て
、

医
療

プ
ロ

セ
ス

を
含

め
た

臨
床

評
価

指
標

を
計

測
し

、
を

期
待
し
た

い
。

実
施

し
て

い
る

医
療

を
可

視
化
す
る
こ

と
で
病

院
横
断

的
･
時
間
縦
断

的
な
比

較
を
行

い
、

・
平
成
1
9
年

度
に
お

け
る
高

額
医
療
機

器
の
共

同
利
用

数
は
平

成
1
5
年

度
比

1
0
1
.
5
％

増
公

表
す

る
と

い
う

試
み

は
我

が
国

で
は

初
の

取
組

で
あ

り
、

こ
の

よ
う

な
形

成
的

な
自

己
と

な
り

、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

(
平

成
1
5
年

度
比

4
0
％

以
上

増
)
を

大
き

く
上

回
る

実
。

、
評

価
の

手
法

を
我

が
国

最
大

の
病

院
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

あ
る

国
立

病
院

機
構

が
実

施
す

る
績

と
な
っ
た

医
療
資
源
の

効
率
的

な
利
用

に
対
す

る
社
会
的

な
要
請

が
高
ま

る
中
で

こ
と

に
よ

り
、

病
院

に
お

け
る

一
般

的
な

医
療

の
質

向
上

に
繋

が
る

一
方

法
を

提
示

で
き

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

「
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

」
の

取
組

実
績

は
先

進
的

事
る

も
の

と
考

え
て

い
る

（
業
務
実

績
１
６

頁
参
照

）
例

と
し
て
高

く
評
価

で
き
る

。
。

・
平

成
1
9
年

度
に

お
け

る
紹

介
率

(
平

成
1
5
年

度
比

1
4
.
3
％

増
)
及

び
逆

紹
介

率
(
同

1
2
.
5

・
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
の
積

極
的
な

受
入
等

に
よ
り
、

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
の

向
実

績
：

○
％

増
)
は

中
期

計
画

の
数

値
目

標
(
同

5
％

以
上

増
)
の

達
成

に
向

け
着

実
に

進
展

し
て

お
上

に
取
り

組
ん
で
い

る
か
。

・
長

期
療

養
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

改
善

の
た

め
、

療
養

介
助

員
の

大
幅

な
増

員
（

３
１

４
人

→
４

０
り

、
地

域
連

携
に

向
け

た
活

動
実

績
と

し
て

評
価

で
き

る
。

紹
介

率
及

び
逆

紹
介

率
は

９
人

）
を

行
い

介
護

サ
ー

ビ
ス
提
供
体

制
の
強

化
を
図

っ
た
。

地
域

に
お

け
る

各
病

院
の

機
能

の
明

確
化

度
合

い
を

表
す

指
標

の
一

つ
と

も
考

え
ら

れ
ま

た
、

呼
吸

器
補

助
を

必
要

と
す

る
長

期
療

養
者

に
不

可
欠

な
人

工
呼

吸
器

に
つ

い
て

、
る

も
の

で
あ

り
、

今
後

も
引

き
続

き
、

地
域

連
携

推
進

に
向

け
更

な
る

取
組

を
期

待
し

医
療

安
全

対
策

上
に

関
わ

る
リ

ス
ク

を
軽

減
し

、
外

出
・

外
泊

が
可

能
で

よ
り

快
適

な
療

た
い

。
養

生
活

に
繋

が
る

機
種

へ
の

標
準

化
を

行
う

た
め

、
７

４
機

種
か

ら
６

機
種

へ
の

絞
込

み
・

患
者

家
族

の
宿

泊
施

設
の

設
置

や
療

養
介

助
員

の
増

員
な

ど
の

長
期

療
養

者
の

Ｑ
Ｏ

を
行

っ
て

い
く

こ
と

と
し

、
そ

の
主

旨
を

全
病

院
に

周
知

徹
底

を
図

っ
た

。
今

後
各

病
院

Ｌ
向

上
等

に
向

け
た

取
組

、
結

核
新

退
院

基
準

の
実

施
、

結
核

医
療

の
D
R
G
/
P
P
S
化

に
関

に
お

い
て

は
機

器
更

新
の

際
に
当
該
６

機
種
か

ら
選
定

し
Ｑ

Ｏ
Ｌ
向

上
を
図

っ
て
い
く

す
る
調
査
研

究
等
、

政
策
医

療
を
適
切

に
実
施

し
て
い

る
。

、
。

さ
ら

に
、

筋
ジ

ス
・

重
心

・
Ａ

Ｌ
Ｓ

患
者

等
の

長
期

療
養

者
の

使
用

す
る

人
工

呼
吸

器
の

・
以
下
の
全

て
に
お

い
て
中

期
目
標
を

大
幅
に

上
回
っ

て
い
る

。
装
着

及
び
操

作
に
つ

い
て
、

適
正
化
を

図
る
こ

と
を
目

的
に
専

門
委
員
会

を
開
き

「
長
期

療
養
介
助

員
の
大

幅
増
員

、
ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
実

施
数
増

加
、
重
心

･
筋

ジ
ス
患

者
、

療
養

者
が

使
用

す
る

人
工

呼
吸
器
の
取

扱
い
手

順
書
（

案
」
を
作
成

し
、
平

成
２
０

年
度

家
族

の
宿

泊
施

設
の

大
幅

増
加

に
よ

る
Ｑ

Ｏ
Ｌ

向
上

、
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

に
）

よ
り

運
用

を
開

始
す

る
こ

と
と
し
た

（
業

務
実
績

１
７
頁

参
照
）

よ
る
医
療
費

適
正
化

へ
の
貢

献
（
こ
れ

は
地
域

連
携
へ

の
拡
充

も
期
待
さ

れ
る

、
Ｅ

Ｂ
。

）
Ｍ

の
成
果
大

、
政
策

医
療
の

充
実
。

・
主

要
な

数
値

目
標

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

既
に

中
期

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

。
特

に
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
パ

ス
実

施
件

数
に

つ
い

て
は

、
５

０
％

以
上

の
目

標
に

対
し

て
１

３
３
％
増
と

、
ま
た

高
額
医

療
機
器
の

共
同
利

用
数
も

４
０
％

上
の
目
標

に
対
し

て
、

(
次

ペ
ー
ジ

へ
続
く

)



-
2
4

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

（
前

ペ
ー
ジ
よ

り
）

・
重

症
心

身
障

害
児

（
者

、
進

行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

児
（

者
）

を
受

け
実
績
：

○
１

０
２

％
増

。
患

者
家

族
の

宿
泊

施
設

を
設

置
し

て
い

る
病

院
数

も
１

０
％

以
上

増
の

）
入

れ
て
い

る
病
院
に

つ
い
て

、
患
者

家
族
の
宿

泊
施

設
の

設
置

病
院

数
を

、
・

重
症

心
身

障
害

児
（

者
、

進
行
性

筋
ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー
児

（
者
）
を

受
け
入

れ
て
い

る
病

目
標

に
対

し
て

、
２

４
％

増
と

目
標

に
対

し
て

２
．

５
倍

以
上

と
大

幅
に

上
回

っ
て

い
）

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

着
実

に
増

加
さ

せ
て

い
る

院
に

つ
い

て
、

患
者

家
族

の
宿

泊
施

設
を

設
置

し
て

い
る

病
院

は
６

７
病

院
と

な
っ

て
お

る
。
大
い
に

評
価
す

る
。

か
。

り
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
て
２
４
％

増
と
中

期
計
画

の
目
標

値
を
達
成

し
て
い

る
（
業

・
病

診
連

携
の

指
標

値
で

あ
る

紹
介

率
、

逆
紹

介
率

に
つ

い
て

、
５

％
以

上
増

の
目

標
。

務
実

績
１
７

頁
参
照

）
に

対
し

て
、

１
４

．
３

％
増

、
１

２
．

５
％

増
と

そ
れ

ぞ
れ

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る
。
数
値

目
標
の

達
成
度

に
つ
い
て

は
申
し

分
な
い

。
、

、
。

・
重

症
心
身

障
害
児
（

者
）
等

の
在
宅

支
援
が
進

展
し

て
い

る
か

。
実

績
：

○
・

そ
の
他

定
性

的
な
面

に
お
い
て

も
着
実

に
努
力

し
て
お

り
大

い
に
評

価
で
き

る
・

都
道

府
県

が
実

施
し

て
い

る
重

症
難

病
患

者
入

院
施

設
確

保
事

業
に

つ
い

て
、

２
４

病
院

特
に

機
構

の
レ

ー
ゾ

ン
デ

ー
ト

ル
と

も
い

う
べ

き
政

策
医

療
の

実
施

に
つ

い
て

、
結

核
が

拠
点

病
院

、
４

６
病

院
が

協
力

病
院

の
役

割
を

担
う

な
ど

、
地

域
の

在
宅

支
援

ネ
ッ

ト
医

療
に

お
け

る
新

退
院

基
準

の
作

成
等

に
よ

る
平

均
在

院
日

数
の

減
少

な
ど

成
果

を
あ

ワ
ー

ク
へ
の

協
力
を

行
っ
て

い
る

（
業

務
実

績
１

７
頁

参
照

）
げ

て
い

る
。

ま
た

、
受

入
患

者
数

に
つ

い
て

は
全

国
の

４
５

％
以

上
と

使
命

を
果

た
し

。
て

い
る

。
ま

た
、

医
療

観
察

法
の

施
行

に
ま

さ
に

主
導

的
役

割
を

果
た

し
て

お
り

、
国

・
す

べ
て
の

病
院
に
地

域
医
療

連
携
室

を
設
置
し

、
地

域
の

医
療

機
関

と
連

携
実

績
：

○
の

政
策
遂
行

に
大
き

く
協
力

し
て
い
る

。
を

図
っ
て

い
る
か
。

・
地

域
連

携
室

に
つ

い
て

は
、

す
べ

て
の

病
院

に
お

い
て

設
置

さ
れ

て
お

り
、

病
診

連
携

等
・

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

パ
ス

、
紹

介
率

、
逆

紹
介

率
な

ど
目

標
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
。

を
推

進
し

て
い

る
（

業
務
実
績
１

９
頁
参

照
）

こ
れ

に
加

え
て

、
独

自
の

取
組

も
み

ら
れ

る
。

特
に

こ
れ

か
ら

の
医

療
の

最
重

要
課

題
。

「
」

、
、

の
一
つ
は

地
域
連

携
で
あ

り
す
べ
て
の

病
院
で

地
域
連

携
室
を

設
置
し
て

お
り

・
高

額
医
療

機
器
の
共

同
利
用

数
に
つ

い
て
、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
の

達
実

績
：

○
今

後
と
も
地

域
の
中

核
的
な

連
携
拠
点

と
な
る

こ
と
を

期
待
す

る
。

成
に

向
け

て
取
り
組

み
、
着

実
に
進

展
し
て
い

る
か

。
・

高
額

医
療

機
器

の
稼

働
総

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度
実

績
に

対
し

て
２

２
５

，
８

３
９

件
（

１
９

．
８

％
）

増
加

し
た

。
ま

た
、

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

（
そ

の
他
の
意

見
）

度
実

績
に

対
し

２
８

，
７

０
４

件
（

１
０

１
．

５
％

）
と

平
成

１
８

年
度

実
績

（
対

平
成

１
５

年
度

実
績

比
）

の
１

７
，

９
７

４
件

（
６

３
．

６
％

）
増

と
比

較
し

て
も

約
１

万
件

・
医
師
派
遣

に
つ
い

て
は
、

そ
の
評
価

を
内
部

で
行
う

こ
と
が

必
要
。

以
上

増
加

し
、

中
期

計
画

上
の
目
標
で

あ
る
４

０
％
を

大
幅
に

上
回
っ
た

（
業
務
実

績
１

・
長

期
療

養
患

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
に

向
け

て
様

々
な

取
組

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
設

備
。

９
頁

参
照

）
な

ど
ハ
ー
ド

面
の
療

養
環
境

整
備
も
不

可
欠
で

あ
り
、

今
後
の

課
題
と
い

え
る
。

・
ク

リ
ニ

カ
ル

パ
ス

の
バ

リ
ア

ン
ス

時
の

対
応

の
不

備
が

予
期

せ
ぬ

患
者

の
「

死
」

を
・
紹

介
率
と

逆
紹
介
率

に
つ
い

て
、
中

期
計
画
に

掲
げ

る
目

標
の

達
成

に
向

け
実

績
：

○
招

く
結

果
に

も
つ

な
が

る
。

患
者

、
家

族
の

不
安

や
不

信
が

電
話

相
談

に
届

い
て

い
る

て
取

り
組

み
、
着
実

に
進
展

し
て
い

る
か
。

・
紹

介
率

は
平

成
１

５
年

度
１

４
．
３
％

増
（
５

１
．
１

％
、
逆
紹
介

率
は
平

成
１
５

年
度

だ
け

に
調

査
研

究
の

成
果

を
一

日
も

早
く

日
本

全
体

の
医

療
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
）

比
１

２
．

５
％

増
（

３
６

．
９

％
）

と
な

っ
て

お
り

、
中

期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
の

達
成

い
た
だ
き
た

い
。

に
向

け
て

着
実

に
進

展
し

て
い
る

（
業
務

実
績
１

９
頁
参

照
）

。

・
結

核
や
エ

イ
ズ
を
は

じ
め
と

す
る
感

染
症
、
進

行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

や
実

績
：

○
重

症
心
身

障
害
等
の

政
策
医

療
に
つ

い
て
、
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
・

結
核

医
療

に
つ

い
て

、
平

成
１

７
年

３
月

よ
り

、
結

核
病

床
を

運
営

す
る

全
病

院
に

お
い

用
し

て
、

適
切
に
実

施
し
て

い
る
か

。
て

、
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
結

核
患

者
の

退
院

基
準

の
適

用
を

開
始

し
、

国
立

病
院

機
構

全
体

の
結

核
病

床
に

係
る

平
均

在
院

日
数

は
、

平
成

１
６

年
度

に
比

し
て

約
７

．
８

日
減

少
（

７
７

．
６

日
→

６
９

．
８

日
）

し
た

こ
と

、
ま

た
、

心
神

喪
失

者
等

医
療

観
察

法
施

行
に

係
る

取
組

に
つ

い
て

、
都

道
府

県
の

病
床

整
備

が
遅

々
と

し
て

進
ま

な
い

中
で

、
国

立
病

院
機

構
は

医
療

観
察

法
病

棟
の

整
備

を
進

め
、

国
の

政
策

と
し

て
の

同
法

施
行

に
大

き
く

貢
献

す
る

な
ど

、
適

切
に
実
施

し
て
い

る
（
業
務

実
績
２
０

頁
参
照

）
。

・
開

発
さ
れ

た
臨
床
評

価
指
標

を
活
用

し
て
、
政

策
医

療
の

質
の

向
上

を
図

っ
実

績
：

○
て

い
る

か
。

・
複

数
の

病
院

に
お

い
て

医
療

プ
ロ

セ
ス

を
含

め
た

臨
床

評
価

指
標

を
計

測
し

公
表

す
る

取
組

を
通

じ
て

、
病

院
に

お
け

る
医

療
の

質
の

向
上

に
繋

げ
て

い
く

た
め

、
平

成
１

８
年

度
に

策
定

し
た

２
６

項
目

の
臨

床
評

価
指

標
に

よ
り

平
成

１
８

年
度

実
績

を
計

測
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

結
果

を
平

成
１

９
年
度
１

０
月
に

公
表
し

た
（
業
務
実

績
１
６

頁
参
照

）
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
臨

床
研

究
事

業
２

臨
床
研
究
事

業
２

臨
床

研
究
事
業

２
臨

床
研

究
事

業
国

立
病

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
臨

床
研

究
事

業
に

つ
い

て
は

、
豊

富
か

臨
床

研
究

事
業

に
お

い
て

は
、

国
立

病

ク
を

活
用

し
て

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
つ

多
様

な
症

例
を

有
す

る
国

立
病

院
機

構
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

臨

め
の

臨
床

研
究

を
進

め
、

診
療

の
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

て
、

診
療

の
床

研
究

を
進

め
、

診
療

の
科

学
的

根
拠

と

科
学

的
根

拠
と

な
る

デ
ー

タ
を

集
科

学
的

根
拠

と
な

る
デ

ー
タ

を
集

積
し

、
な

る
デ

ー
タ

を
集

積
す

る
と

と
も

に
、

情

積
す

る
と

と
も

に
、

国
立

病
院

総
エ

ビ
デ

ン
ス

（
E
v
i
d
e
n
c
e
）

の
形

成
に

努
報

を
発

信
し

、
こ

れ
ら

に
よ

り
、

我
が

国

合
医

学
会

等
を

開
催

し
、

情
報

の
め

る
こ

と
。

ま
た

、
我

が
国

の
医

療
の

向
の
医
療

の
質
の
向

上
に
貢
献
す

る
。

発
信

に
努

め
る

。
上

の
た

め
個

々
の

病
院

の
特

性
を

活
か

し

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
や

そ
の

臨
床

導
入
を
推
進
す

る
こ
と
。

ま
た

、
治

験
に

つ
い

て
も

、
上

記
の

国

立
病

院
機

構
の

特
徴

を
活

か
し

、
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
治

験
実

施
症

例
数

の
２

０
％

の
増

加
を

図
る

こ
と
。

(
1
)

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（

１
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
Ｅ

Ｂ
Ｍ

（
１

）
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

の
作

成
の

た
め

の
エ

ビ
デ

ン
ス

づ
く

り
の

推
進

と
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

の
推

進
と

そ
れ

に
基

づ
い

た
そ

れ
に

基
づ

い
た

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
作
成

①
一
般
臨
床
に
役
立
つ
独
自
の
臨
床
研
究
の
推
進

①
一

般
臨

床
に

役
立

つ
独

自
の

臨
床

研
①

一
般

臨
床

に
役

立
つ

独
自

の
臨

床
研

究
の

推
進

究
の

推
進

１
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

(Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
研

究
)」

事
業

一
般

臨
床

に
役

立
つ

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

．
国

立
病

院
機

構
の

全
国

ネ
ッ

日
本
最
大

の
病
院

グ
ル
ー
プ

で
あ
る

国
立
病

院
機
構

の
ス
ケ
ー

ル
メ
リ

ッ
ト
を

生
か
し

、
豊
富
な

症
例
と

一
定
の

質
を
確

保
す
る
こ

と
が
可

能
く

り
を

実
施

す
る

た
め

、
平

成
１

６
年

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
独

自
の

と
い

う
特
徴

を
活
か

し
て
、
質

の
高
い

標
準
的

な
医
療

を
広
く
提

供
す
る

た
め
の

医
学
的

根
拠
を
確

立
す
べ

く
、
国

立
病
院

機
構
本
部

が
主
導

と
度

中
に

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

研
究

で
あ

る
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

な
っ

て
「
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
の
た
め

の
大
規

模
臨
床

研
究
」

事
業
を
引

き
続
き

推
進
し

た
。
平

成
１
９
年

度
に
お

い
て
は

、
平
成

１
６
年
度

よ
り
開

始
ク

を
活

用
し

た
観

察
研

究
等

を
主

体
と

め
の

大
規

模
臨

床
研

究
に

つ
い

し
た

５
課
題

の
患
者

登
録
が
終

了
し
一

部
課
題

に
つ
い

て
は
成
果

の
発
表

を
行
っ

た
。
平

成
１
７
年

度
開
始

の
４
課

題
に
お

い
て
は
、

患
者
登

録
す

る
臨

床
研

究
計

画
を

作
成

し
、

こ
れ

て
は

、
引

き
続

き
本

部
が

主
導

が
終

了
し
、

平
成
１

８
年
度
課

題
の
６

課
題
に

お
い
て

は
順
調
に

患
者
登

録
が
進

捗
し
て

い
る
。
ま

た
、
平

成
１
９

年
度
課

題
と
し
て

３
課
題

の
に

基
づ

い
て

独
自

の
臨

床
研

究
を

推
進

と
な

り
、

推
進

・
運

営
す

る
。

研
究

を
選
定

し
た
。

す
る
。

ま
た

、
平

成
１

６
年

度
及

び
ま

た
、

こ
れ

に
よ

り
、

主
要

な
疾

患

平
成

１
７

年
度

に
採

択
し

た
課

(
1)

平
成
１

６
年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ
推

進
研
究

５
課
題

の
進
捗

状
況

の
標

準
的

な
診

療
指

針
の

作
成

・
改

善

題
の

一
部

の
研

究
に

つ
い

て
は

各
課
題

に
つ
い

て
平
成
１

８
年
度

中
に
登

録
を
完

了
し
、
平

成
１
９

年
度
に

は
４
課

題
に
お
い

て
追
跡

調
査

も
終
了
し

た
。
ま
た

、
一
部

の
に
寄
与

す
る

。
、

得
ら

れ
た

結
果

を
広

く
情

報
発

課
題
に
お

い
て
、

成
果
発
表

を
行
っ

た
。
今

後
は
研

究
の
終
了

し
た
も

の
か
ら

随
時
論

文
発
表
等

に
よ
り

情
報
の

発
信
を

進
め
て
い

く
こ
と

と
信

し
、

臨
床

へ
の

還
元

を
目

指
し

て
い
る

。
す

。
○
人

工
栄
養

（
中
心
静

脈
栄
養

も
し
く

は
経
腸

栄
養
）
を

行
う
際

の
医
療

行
為
の

安
全
性
、

患
者
予

後
に
関

す
る
観

察
研
究

（
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ｏ

Ａ
Ｎ
研
究

：
８
６
施

設
５

４
６
例

追
跡
調
査

終
了

）
○
我

が
国
の

高
血
圧
症

に
お
け

る
原
発

性
ア
ル

ド
ス
テ
ロ

ン
症
の

実
態
調

査
研
究

（
Ｐ
Ｈ
Ａ

Ｓ
－
Ｊ

研
究
）

：
４

７
施

設
１

,
２

８
９

例
追

跡
調

査
終

了
○
急

性
心
筋

梗
塞
全
国

共
同
悉

皆
調
査

に
よ
る

臨
床
評
価

指
標
と

そ
の
評

価
（
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｎ
Ｈ
Ｏ

研
究
）

：
４

４
施

設
３

,
３

７
６

例
追

跡
調

査
終

了
○
心

房
細
動

に
よ
る
心

原
性
脳

塞
栓
予

防
に
お

け
る
抗
血

栓
療
法

の
実
態

調
査
（

Ｊ
Ｎ
Ｈ
Ｏ

Ａ
Ｆ
研

究
）

：
５

８
施

設
１

,
５

７
５

例
追

跡
調

査
終

了
○
消

化
器
外

科
手
術
の

施
設
間

技
術
評

価
法
の

確
立
（
Ｅ

－
Ｐ
Ａ

Ｓ
Ｓ
研

究
）

：
６

３
施
設

５
，

３
５
２

例
登
録

中

(
2
)

平
成
１

７
年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ
推

進
研
究

４
課
題

の
進
捗

状
況

各
課
題

に
つ
い

て
、
平
成

１
９
年

度
に
患

者
登
録

を
完
了
し

、
現
在

追
跡
調

査
を
続

け
て
い
る

。
ま
た

、
一
部

課
題
に

つ
い
て
は

中
間
解

析
を

行
っ
た

。
○
慢

性
呼
吸

器
疾
患
に

お
け
る

、
機
械

的
人
工

換
気
療
法

の
適
用

基
準
、

安
全
性

、
患
者
予

後
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
、

医
療
経

済
効
果
に

関
す
る

観
察
研

究
（
Ｊ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｐ

Ｖ
研
究

：
６
４

施
設

１
８
７

例
登
録

中
）

○
「

Ｅ
Ｂ
Ｍ

に
基
づ
く

胃
潰
瘍

診
療
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン
」
の

妥
当
性

に
関
す

る
臨
床

的
検
討

―
ア
ウ

ト
カ

ム
研
究
を

中
心
と
し

て
―

（
Ｅ

Ｇ
Ｇ
Ｕ

研
究
）

：
６
９

施
設

９
４

２
例
調
査

終
了

○
ス

テ
ロ
イ

ド
療
法
の

安
全
性

の
確
立

に
関
す

る
研
究
（

Ｎ
Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｃ

研
究
）

：
５
７
施

設
５

５
３
例

登
録
中

○
急
性

腸
間
膜

虚
血
症
の

疫
学
調

査
（
Ｅ

Ｒ
Ａ
Ｍ

Ｉ
－
Ｊ
研

究
）

：
５
０
施

設
１

１
５
例

調
査
終

了



-
2
6

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
3
)

平
成
１

８
年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ
推

進
研
究

６
課
題

の
進
捗

状
況

倫
理
審

査
委
員

会
を
経
て

、
患
者

登
録
を

開
始
し

、
順
調
に

患
者
登

録
が
進

捗
し
て

い
る
。

○
糖

尿
病

性
腎

症
発

症
阻

止
の

た
め

の
家

庭
血

圧
管

理
指

針
の

確
立

（
H
B
P
-
D
N
研

究
）

：
４
８

施
設

９
９
症

例
登
録

中
○
重

症
褥
瘡

Ⅲ
度

以
上

に
対

す
る
局

所
治
療
・

ケ
ア
の

適
切
性

に
関
す

る
研
究
－

ポ
ケ
ッ

ト
切
開

・
洗
浄
消

毒
処
置

を
中
心

に
－

A
（

）
（

S
U
P
研

究
：

６
６

施
設

２
１

２
症

例
登

録
中

）
○

気
管

支
鏡

検
査

時
の

感
染

症
合

併
と

抗
菌

薬
投

与
に

関
す

る
多

施
設

調
査

研
究

（
J
-
B
R
O
N
C
O
研

究
）

：
６
２
施

設
１

，
８
８

３
症
例

登
録
中

○
胃

静
脈

瘤
に

対
す

る
治

療
方

針
の

確
立

に
関

す
る

研
究

（
R
I
F
T
G
V
研

究
）

：
４
０
施

設
２
２

８
症
例

登
録
中

○
冠

動
脈

疾
患

治
療

に
お

け
る

イ
ン

タ
ー

ベ
ン

シ
ョ

ン
療

法
の

妥
当

性
に

つ
い

て
の

検
討

（
A
V
I
T
-
J
研

究
）

：
４
２
施

設
６
３

０
症
例

登
録
中

○
人

工
呼

吸
器

装
着

患
者

の
体

位
変

換
手

技
と

気
管

チ
ュ

ー
ブ

逸
脱

事
故

に
関

す
る

研
究

（
V
E
N
T
I
L
研

究
）

：
９
７
施

設
６
２

３
症
例

登
録
中

(
4
)

平
成
１

９
年
度

Ｅ
Ｂ
Ｍ
推

進
研
究

３
課
題

の
公
募

採
択
と
研

究
計
画

・
研
究

組
織
の

確
定

国
立
病

院
機
構

本
部
に
設

置
し
た

外
部
の

臨
床
研

究
学
識
者

か
ら
な

る
臨
床

研
究
推

進
委
員
会

に
よ
っ

て
、
５

課
題
を

一
次
候
補

と
し
て

選
定

し
、
各

課
題
の

研
究
責
任

者
に
対

し
て
、

研
究
組

織
及
び
研

究
計
画

書
の
作

成
支
援

を
本
部
が

直
接
行

っ
て

、
詳
細
な

研
究
計
画

書
を
完

成
さ

せ
た
う

え
、
二

次
審
査
と

し
て
臨

床
研
究

推
進
委

員
会
に
プ

レ
ゼ
ン

テ
ー
シ

ョ
ン
を

行
い
、
最

終
的
に

３
課

題
が
採
択

さ
れ
、
研

究
開
始

に
向

け
て
準

備
を
進

め
て
い
る

と
こ
ろ

で
あ
る

。
○
心

房
細
動

に
よ
る
心

原
性
脳

塞
栓
予

防
に
お

け
る
抗
血

栓
療
法

－
標
準

的
医
療

の
確
立
に

向
け
て

－
○
人

工
関
節

置
換
術
後

の
静
脈

血
栓
塞

栓
症
の

実
態
と
予

防
に
関

す
る
臨

床
研
究

○
無

症
候

性
微

脳
出

血
m
i
c
r
o
b
l
e
e
d
s
に

関
す

る
大

規
模

前
向

き
調

査
－

発
生

率
や

発
生

因
子

の
把

握
お

よ
び

症
候

性
脳

出
血

に
対

す
る

リ
ス
ク
評

価
－

２
．

実
施

主
体

の
異

な
る

臨
床

研
究

へ
の

参
画

国
際
的
臨

床
研
究

と
し
て
平

成
１
９

年
度
も

引
き
続

き
、
ア
テ

ロ
ー
ム

血
栓
性

イ
ベ
ン

ト
リ
ス
ク

を
持
つ

患
者

を
対
象
と

す
る
国
際

共
同
前

向
き

観
察

研
究

(
R
E
A
C
H

R
e
g
i
s
t
r
y
)
を

行
い

、
１

，
１

７
３

症
例

の
登

録
を

果
し

た
。

ま
た

、
国

内
的

臨
床

研
究

と
し

て
、

J
F
M
C
3
5
-
C
1
術

後
補

助
化

学
療

法
に

お
け

る
フ

ッ
化

ピ
リ

ミ
ジ

ン
系

薬
剤

の
有

用
性

に
関

す
る

比
較

臨
床

試
験

（
A
C
T
S
-
R
C
）

に
参

加
し

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
に

、
４

８
症

例
を
登

録
す
る

な
ど
国
内

外
の
臨

床
研
究

に
積
極

的
に
参
画

し
て
い

る
。

３
．

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

国
立
病
院

機
構
主

催
の
国
立

病
院
総

合
医
学

会
を
、

名
古
屋
医

療
セ
ン

タ
ー
を

学
会
長

施
設
、
三

重
中
央

医
療
セ

ン
タ
ー

を
副
学
会

長
施
設

と
し

て
、

名
古

屋
国

際
会

議
場

に
お

い
て

「
自

立
と

連
携

の
新

た
な

ス
テ

ー
ジ

へ
－

国
立

医
療

の
飛

翔
－

」
を

テ
ー

マ
に

掲
げ

開
催

し
た

。
国

立
、

病
院

総
合
医

学
会
を

通
じ
て
国

立
病
院

機
構
の

職
員
等

に
対
し
、

学
術
研

究
の
成

果
を
発

表
す
る
機

会
を
与

え
、
職

員
の
自

発
的
な
研

究
の
取

組
、

、
、

、
を
奨

励
し

職
員
が
行

う
研
究
レ

ベ
ル
の

向
上
を

図
り

ま
た

研
究
者

の
み
な

ら
ず
参

加
す
る

国
立
病
院

機
構
職

員
の
活

性
化
を
目

的
と
し

て
平
成

１
９
年

１
１
月

１
６
日
・

１
７
日

に
開
催

し
た
。

平
成
１
９

年
度
は

、
本
部
職

員
も
様

々
な
場

面
で
積

極
的
に
参

加
し
、

Ｑ
Ｃ
活

動
奨
励

表
彰
と
し

て
、
病

院
運
営

の
あ
ら

ゆ
る
課
題

に
つ
い

て
様
々

な
創
意

工
夫
を

凝
ら
し
、

業
務
改

善
等
に

積
極
的

に
取
り
組

ん
だ
職

員
の
表

彰
を
行

う
等
、
国

立
病
院

総
合
医

学
会
の

質
の
向
上

を
図
っ

た
結
果

、
参
加

者
６
，

１
０
６
名

を
集
め

る
盛
大

な
学
会

と
な
っ
た

。
○

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

２
７
題

○
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
・

・
・
・

１
，
６

０
２
題

○
特
別
講

演
・
・

・
・
・
・

・
・
・

・
・
・

２
講
演

・
垣
添

忠
生

（
国
立
が

ん
セ
ン

タ
ー
名

誉
総
長

、
財
団
法

人
日
本

対
が
ん

協
会
会

長
）

『
が

ん
対
策

基
本
法
を

踏
ま
え

た
我
が

国
の
対

が
ん
戦
略

』
・
東

ち
づ
る

（
女
優
）

『
泣

い
て
笑

っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
珍
道

中
～
心

豊
か
に
自

分
ら
し

く
生
き

る
』

４
．

臨
床

研
究

支
援

・
教

育
セ

ン
タ

ー
の

活
動

国
立
病
院

機
構
に

お
け
る
多

施
設
共

同
研
究

事
業
を

支
援
・
推

進
す
る

た
め
、

本
部
内

に
設
置
し

た
「
臨

床
研
究

支
援
・

教
育
セ
ン

タ
ー
（

Ｃ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｒ

」
に

お
い
て

、
非
常
勤

医
師
１

名
・
看

護
師
６

名
を
雇
用

し
、
臨

床
研
究

の
支
援
・

教
育
活

動
を
行

っ
た
。

）
臨

床
研

究
の

支
援

活
動

と
し

て
「

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

」
事

業
に

お
け

る
平

成
１

８
年

度
に

採
択

さ
れ

た
６

課
題

に
つ

、
い
て

は
、
症

例
登
録

の
支
援
を

行
う
こ

と
に
よ

り
順
調

に
登
録
が

進
捗
し

て
い
る

。
ま
た

、
平
成
１

９
年
度

「
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

の
た
め
の

大
規
模

臨
床
研

究
」
事

業
の
候

補
課
題
５

課
題
に

対
し
、

研
究
計

画
書
の
作

成
支
援

を
行
い

、
研
究

計
画
書
作

成
の
初

期
段
階

に
お
い

て
、
候
補

課
題
研

究
責
任

者
及
び

研
究
計

画
作
成
グ

ル
ー
プ

と
十
分

な
情
報

交
換
を
行

う
こ
と

で
、
質

が
高
く

、
実
行
可

能
性
が

高
い
研

究
計
画

書
を
作
成

す
る
こ

と
が
で

き
た
。

教
育
活
動

と
し
て

は
、
全
国

の
機
構

病
院
で

臨
床
研

究
に
携
わ

る
医
師

、
看
護

師
等
医

療
職
種
を

対
象
に

臨
床
研

究
デ
ザ

イ
ン
に
関

す
る
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

(
５

９
名
参

加
)
や

、
デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
に
関
す

る
研
修

会
(
５
３
名

参
加
)
を
行
う

な
ど
、

活
発
な

臨
床
研

究
の
推
進

の
た
め

の
啓
発

活
動
を

行
っ
た

。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

配
信

(再
掲

)
最

新
の
医

学
知
見

を
も
と
に

、
根
拠

に
基
づ

い
た
医

療
サ
ー
ビ

ス
の
提

供
に
資

す
る
こ

と
を
目
的

と
し
て

、
１
４

６
す
べ

て
の
病
院

で
イ
ン

タ
ー
ネ

ッ
ト
経

由
で
配

信
さ
れ
る

医
学
文

献
を
閲

覧
、
全

文
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

す
る
こ

と
が
で

き
る
よ
う

、
平
成

１
８
年

７
月
か

ら
機
構
本

部
に
お

い
て
電

子
ジ
ャ

ー
ナ
ル

配
信
サ
ー

ビ
ス
の

一
括
契

約
を
行

っ
た
。
平

成
１
８

年
に
お

い
て
は

、
Ｈ
Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ
ｅ

ｔ
端
末

の
利
用

に
閲
覧
が

限
ら
れ

て
い
た

が
、
よ

り
多
く

の
文
献
の

ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド

が
可
能

と
な
る
よ

う
、
平

成
１
９

年
６
月

よ
り
本
部

に
設
置

し
た
「

臨
床
研

究
支
援
・

教
育
セ

ン
タ

ー
（

Ｃ
Ｓ

Ｅ
Ｃ

Ｒ
」

に
お

い
て

整
備

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
バ

ー
を

経
由

し
て

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

外
か

ら
の

利
用

も
可

能
と

し
た

。
）

そ
の

結
果
、

平
成
１

９
年
度
に

お
い
て

は
１
３

,
４

８
６
文

献
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド
が
あ

り
利
便
性

の
向
上

を
図
っ

た
。

【
月
間
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
数
（

平
均

】）
平

成
１
８

年
度

１
，
０
０

０
文
献

→
平
成
１

９
年
度

１
，
１

２
４
文

献
（
対

前
年
度

比
+
１

１
２
．
４

％
）

【
説

明
資
料

】
資

料
3
2
：

平
成

１
６

年
度

及
び

平
成

１
７

年
度

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
研

究
課

題
研

究
結

果
及

び
一

部
発

表
内

容
〔

1
5
3
頁

〕
資

料
3
3
：
平

成
１
６

～
１
９
年

度
Ｅ
Ｂ

Ｍ
推
進

研
究
１

８
課
題
一

覧
〔

1
6
1

頁
〕

資
料

3
4
：
平

成
１
９

年
度
採
択

課
題
Ｅ

Ｂ
Ｍ
推

進
の
た

め
の
大
規

模
臨
床

研
究

〔
1
6
3
頁

〕
資

料
3
5
：

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

状
況

〔
1
6
5
頁

〕
資

料
3
6
：
臨

床
研
究

支
援
・
教

育
セ
ン

タ
ー
（

Ｃ
Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｒ
）
の

概
要

〔
1
7
5

頁
〕

資
料

2
2
：
電

子
ジ
ャ

ー
ナ
ル

〔
1
2
6

頁
〕
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
政
策
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
臨
床
研
究
の
推
進

②
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
②

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

た
臨

床
研

究
の

推
進

た
臨

床
研
究
の

推
進

１
．

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

し
た

臨
床

研
究

事
業

の
進

捗
各

政
策

医
療

分
野

毎
の

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

推

各
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
平

成
１
９

年
度
も

引
き
続
き

、
臨
床

研
究
５

ヶ
年
計

画
に
基
づ

い
て
、

順
調
に

臨
床
研

究
を
実
施

し
て
い

る
。
ま

た
、
３

月
に
開
催

し
た
臨

床
進

の
た

め
に

臨
床

研
究

計
画

を
国

立
高

に
お

い
て

は
、

各
臨

床
研

究
セ

研
究

セ
ン
タ

ー
長
会

議
に
お
い

て
、
次

期
中
期

計
画
に

向
け
た
検

討
が
な

さ
れ
、

5
カ

年
計
画
の

暫
定
評

価
を
行

う
べ
く

準
備
を
開

始
し
た

。
度

専
門

医
療

セ
ン

タ
ー

の
協

力
の

下
、

ン
タ

ー
が

作
成

し
た

臨
床

研
究

平
成

１
６

年
度

中
に

作
成

し
、

こ
れ

に

２
．

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

そ
の

他
の

１
１

分
野

に
関

す
る

共
同

研
究

の
活

性
化

基
づ
い

て
臨

床
研
究
を

推
進
す
る

。
５

ヵ
年

計
画

（
平

成
１

６
年

度
～

平
成

２
０

年
度

に
基

づ
き

国
立
病
院

機
構
に

お
け
る
臨

床
研
究

を
、
全

国
に
通

用
す
る
質

の
高
い

臨
床
研

究
と
す

る
た
め
、

研
究
課

題
の
審

査
方
法

及
び
研
究

費
の
配

分
ま

た
、

こ
の

成
果

を
基

に
、

政
策

医
療

）
、

引
き

続
き

多
施

設
臨

床
研

究
事

方
法

の
見
直

し
を
行

い
、
ま
た

、
平
成

１
８
年

度
に
行

っ
た
指
定

研
究
を

国
立
病

院
機
構

の
政
策
決

定
に
寄

与
す

る
も
の
と

し
て
位
置

付
け
る

な
分

野
の

疾
患

に
つ

い
て

、
標

準
的

な
診

業
を

継
続

す
る

。
ど
、

共
同
研

究
の
活

性
化
を
行

っ
た
。

断
・

治
療

に
関

す
る

エ
ビ

デ
ン

ス
の

集

ま
た

、
本

部
に

お
い

て
は

、
積
を
行

い
、

指
針
の
作

成
を
目
指

す

多
施

設
臨

床
研

究
推

進
の

た
め

(
1)

課
題
の

選
定
審

査
方
法

に
、

臨
床

研
究

支
援

を
積

極
的

研
究
課

題
の
選

定
審
査
は

本
部
に

よ
る
審

査
で
は

な
く
、
平

成
１
８

年
度
か

ら
外
部

に
通
用
す

る
審
査

方
法
と

す
る
た

め
、
外
部

委
員
に

よ
に

行
う

。
り

構
成
さ

れ
る
臨

床
研
究
推

進
委
員

会
に
よ

る
客
観

的
な
評
価

を
行
い

審
査
の

厳
格
性

・
公
正
性

を
高
め

た
。

こ
れ
を
募

集
の
際
、

告
知
す

る
こ

と
に
よ

り
、
質

の
高
い
研

究
課
題

が
選
定

さ
れ
た

。

(
2
)

研
究
費

の
配
分

方
法

予
算
の

範
囲
内

で
一
律
に

配
分
す

る
方
法

か
ら
、

研
究
費
の

実
経
費

に
即
し

た
額
を

算
出
す
る

た
め
の

積
算
基

準
を
策

定
す
る
こ

と
で
公

正
性

を
確
保

し
、
さ

ら
に
選
定

審
査
の

際
の
評

価
を
研

究
費
に
反

映
さ
せ

る
こ
と

で
、
研

究
者
の
意

欲
を
高

め
、

高
い
水
準

の
研
究
成

果
を
期

待
で

き
る
よ

う
に
な

っ
た
。

３
．

国
立

病
院

機
構

の
政

策
決

定
に

寄
与

す
る

指
定

研
究

事
業

の
推

進
国

立
病

院
機

構
が

緊
急

に
取

り
組

む
べ

き
重

要
な

テ
ー

マ
に

焦
点

を
当

て
た

多
施

設
(
１

課
題

あ
た

り
数

十
施

設
)
で

調
査

研
究

を
行

う
［

指
定

研
究

］
事
業

を
実
施

し
て
い
る

。
平
成

１
９
年

度
に
お

い
て
も
政

策
決
定

へ
の
根

拠
と
な

る
情
報
を

収
集
す

る
こ

と
を
目
的

と
し
た
指

定
研
究

事
業
４

課
題
を

遂
行
し

た
。

(
1
)

研
究
結

果
を
政

策
に
活
か

し
た
例

○
臨
床
評

価
指
標

の
全
病
院

を
対
象

と
し
た

測
定
と

公
開

○
転
倒
・

転
落
防

止
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

(
2
)

平
成
１

９
年
度

指
定
研
究

課
題

○
結
核
医

療
の
Ｄ

Ｒ
Ｇ
／
Ｐ

Ｐ
Ｓ
化

に
関
す

る
調
査

研
究
（
研

究
責
任

者
：
坂

谷
光
則

分
担
施

設
７
６

施
設
）

○
患
者
満

足
度
に

影
響
を
与

え
る
要

因
分
析

に
関
す

る
研
究
（

研
究
責

任
者
：

石
橋
薫

分
担
施

設
１
４

６
施
設

）

○
医
療
者

用
／
患

者
用
ク
リ

テ
ィ
カ

ル
・
パ

ス
の
内

容
の
ば
ら

つ
き
と

、
バ
リ

ア
ン
ス

発
生
頻
度

及
び
在

院
日

数
と
の
関

連
に
関
す

る
調
査

研
究
（
研

究
責
任

者
：
菊
池

秀
分

担
施
設

４
１
施

設
）

○
抗
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
薬
服

用
後
の

症
状
変

化
に
関

す
る
観
察

研
究
（

研
究
責

任
者
：

榛
葉
哲
夫

分
担

施
設
７

４
施
設

）

【
説

明
資
料

】
資

料
3
7
：
臨

床
研
究

セ
ン
タ
ー

を
中
心

と
し
た

臨
床
研

究
概
要

〔
1
7
8

頁
〕

資
料

3
8
：
臨

床
研
究

セ
ン
タ
ー

の
活
動

状
況

〔
1
8
2

頁
〕

資
料

3
9
：
政

策
医
療

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に

お
け
る

そ
の
他

の
１
１
分

野
等
に

関
す
る

共
同
研
究

概
要

〔
1
8
9

頁
〕

資
料

4
0
：

指
定

研
究

課
題

の
概

要
〔

19
4
頁

〕



-
2
9

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
及
び
臨
床
研
究
部
の
評
価
制
度

③
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
③

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
の

評
価

制
度

部
の
評

価
制

度

１
．

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
に

お
け

る
臨

床
研

究
活

動
評

価
の

実
施

、
。

平
成

１
６

年
度

中
に

、
エ

ビ
デ

ン
ス

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
実

施
症
例

数
や
プ

ロ
ト
コ
ー

ル
作
成

業
務

競
争

的
外
部

資
金
の
獲

得
額
な

ど
の
評

価
項
目
か

ら
な
る

臨
床
研

究
部
の

活
動
評
価

を
実
施

し
た

て
は

、
平

成
１

８
年

度
の

評
価

こ
の

評
価
に

よ
り
各

臨
床
研
究

部
の
平

成
１
８

年
度
活

動
実
績
を

点
数
化

し
て
、

活
動
の

実
績
に
応

じ
た
研

究
費
の

配
分
を

行
い
、
各

臨
床
研

究
づ

く
り

へ
の

貢
献

（
登

録
症

例
数

等
）

を
踏

ま
え

評
価

項
目

等
を

検
討

部
の

活
動
の

推
進
を

図
っ
た
。

ま
た
、

平
成
１

８
年
度

に
行
っ
た

臨
床
研

究
活
動

評
価
監

査
の
結
果

を
フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク
し

て
、
活
動

実
績
報

告
を

主
と

し
た

評
価

基
準

を
作

成
し

、
政

し
た

上
で

、
引

き
続

き
活

動
評

マ
ニ

ュ
ア
ル

を
改
訂

し
、
加
え

て
新
た

に
チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト
を
作

成
す
る

こ
と
に

よ
り
、

実
績
評
価

の
精
度

を
担
保

し
た
。

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
た

臨

価
を

行
い

研
究

費
に

反
映

さ
せ

床
研

究
成

果
と

と
も

に
、

臨
床

研
究

セ

２
．

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

評
価

の
実

施
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
の

評
価

を
実

る
と

と
も

に
、

次
期

中
期

計
画

に
向

け
た

今
後

の
方

向
性

に
つ

特
定
政
策

医
療
分

野
に
お
け

る
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
全
体

の
臨
床
研

究
活
動

を
評
価

項
目
と

す
る
、
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
機

能
評
価

を
実
施
し

た
。
こ

の
施
す
る

。

い
て

検
討

を
始

め
る

。
評
価

に
よ
っ

て
各
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
の
平

成
１
８

年
度
活

動
実
績
を

点
数
化

し
て
、

そ
の
活

動
の
実
績

に
応
じ

た
研
究

費
の
配

分
を
行
い

、
各
特

定
臨

床
研

究
部

に
つ

い
て

も
同

政
策

医
療
分

野
毎
の

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の

研
究
活

動
の
推

進
を
図
っ

た
。

様
に

、
評

価
項

目
等

を
検

討
し

３
．

臨
床

研
究

組
織

の
再

構
築

た
上

で
、

引
き

続
き

活
動

評
価

を
行

い
研

究
費

に
反

映
さ
せ
る

臨
床
研
究

セ
ン
タ

ー
及
び
臨

床
研
究

部
の
活

動
評
価

を
実
施
し

た
成
果

と
し
て

、
年
々

国
立
病
院

機
構
全

体
の
臨

床
研
究

の
活
動
度

が
高
ま

っ
。

ま
た

、
評

価
結

果
を

基
に

、
平

て
お

り
、
臨

床
研
究

組
織
の
体

制
を
整

備
す
る

こ
と
に

よ
り
更
な

る
向
上

が
期
待

で
き
る

施
設
が
見

受
け
ら

れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
こ

う
し
た

現
成

２
０

年
度

以
降

の
臨

床
研

究
状
を

踏
ま
え

て
、
活

動
評
価
の

結
果
を

フ
ィ
ー

ド
バ
ッ

ク
す
べ
く

、
平
成

１
７
年

度
、
平

成
１
８
年

度
の
２

か
年

の
臨
床
研

究
セ
ン
タ

ー
及
び

臨
部

の
再

構
築

を
目

指
し

た
調

整
床
研

究
部
に

お
け
る

臨
床
研
究

活
動
実

績
評
価

を
も
と

に
、
臨
床

研
究
の

活
動
度

の
高
い

病
院
に
臨

床
研
究

部
を

設
置
し
、

活
動
度
の

低
い
臨

床
を

行
う

。
研
究

部
を
廃

止
す
る

こ
と
で
臨

床
研
究

組
織
全

体
の
再

構
築
を
行

っ
た
。

今
後
、
原

則
と
し

て
２
年
お

き
に
同

様
の
評

価
方
法

に
よ
り
臨

床
研
究

組
織
の

再
構
築

を
行
う
こ

と
に
よ

り
、

常
に
実
績

に
基
づ
い

た
組
織

の
構
築

に
努
め

、
国
立

病
院
機
構

の
臨
床

研
究
組

織
全
体

の
更
な
る

活
動
度

の
向
上

、
活
性

化
を
実
現

す
る
。

(
1
)

活
動
実

績
評
価

結
果

平
成

１
７

年
度

臨
床

研
究

部
活

動
実

績
５

２
,
６

７
３

ポ
イ

ン
ト

平
成

１
８

年
度

臨
床

研
究

部
活

動
実

績
５

９
,
１

４
４

ポ
イ

ン
ト

(
対

平
成

１
７

年
度

１
２

％
増

加
)

平
成

１
９

年
度

臨
床

研
究

部
活

動
実

績
暫

定
６

２
,
３

２
１

ポ
イ

ン
ト

(
対

平
成

１
８

年
度

５
％

増
加

)
＊

現
在

集
計

中
＊

ポ
イ

ン
ト

は
、

活
動

実
績

を
点

数
化

し
た

も
の

で
各

評
価

項
目

ご
と

に
設

定
し

て
い

る
(
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
１

件
で

３
ポ

イ
ン

ト
な

ど
)
。

(
2
)

再
構
築

結
果

①
臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

の
新

設
(
２

病
院

)
大
阪

医
療
セ

ン
タ
ー
、

九
州
医

療
セ
ン

タ
ー

②
臨
床

研
究

部
の

新
設

(
１

７
病

院
)

弘
前

病
院
、

水
戸
医
療

セ
ン
タ

ー
、
西

群
馬
病

院
、
東
埼

玉
病
院

、
千
葉

医
療
セ

ン
タ
ー
、

新
潟
病

院
、
刀

根
山
病

院
、
米
子

医
療
セ

ン
タ
ー
、

福
山
医

療
セ
ン
タ

ー
、
東

広
島
医

療
セ
ン

タ
ー
、
関

門
医
療

セ
ン
タ

ー
、
岩

国
医
療
セ

ン
タ
ー

、
香
川

小
児
病

院
、
小
倉

病
院
、

大
牟
田
病

院
、
嬉

野
医
療
セ

ン
タ
ー

、
別
府

医
療
セ

ン
タ
ー

③
臨
床

研
究

部
の

廃
止

(
６

病
院

：
う

ち
２

病
院

は
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

振
替

)
盛
岡

病
院
、

花
巻
病
院

、
栃
木

病
院
、

下
総
精

神
医
療
セ

ン
タ
ー

、
大
阪

医
療
セ

ン
タ
ー
、

九
州
医

療
セ
ン

タ
ー

(
大

阪
医

療
セ

ン
タ

ー
、

九
州

医
療

セ
ン

タ
ー

は
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

振
替

)

④
組
織

数
臨
床

研
究
セ

ン
タ
ー
：

平
成
１

９
年
度

８
病

院
→

平
成
２

０
年
度

１
０
病

院
臨
床

研
究
部

：
平
成
１

９
年
度

４
９
病

院
→

平
成
２

０
年
度

６
０
病

院

【
説

明
資
料

】
資

料
4
1
：

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

評
価

・
臨

床
研

究
活

動
評

価
の

概
要

〔
2
1
2
頁

〕
資

料
4
2
：

臨
床

研
究

部
活

動
評

価
の

実
施

状
況

〔
2
1
6
頁

〕
資

料
4
3
：

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

評
価

の
実

施
状

況
〔

22
2

頁
〕



-
3
0

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)
治
験
の
推
進

（
２
）
治

験
の
推
進

（
２

）
治

験
の

推
進

１
．

国
立

病
院

機
構

内
に

お
け

る
治

験
実

施
体

制
の

確
立

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

迅
速

で
質

の
高

い
治

験
を

実
施

す
る

た
め

、
本

部
に

よ
り

、
文

部
科
学

省
及
び

厚
生
労
働

省
が
平

成
１
９

年
４
月

に
策
定
し

た
「
新

た
な
治

験
活
性

化
５
ヵ
年

計
画
」

に
お
い

て
、
複

数
の
国
立

病
院
機

構
活

用
し

て
迅

速
で

質
の

高
い

治
験

を
推

治
験

実
施

施
設

の
実

態
を

詳
細

病
院

の
実
績

が
評
価

さ
れ

、
本

部
が

中
核

病
院

の
１

０
施

設
(
内

９
施

設
は

大
学

と
国

立
高

度
専

門
医

療
セ

ン
タ

ー
)
の

う
ち

の
１

施
設

と
し

て
選

進
す

る
。

に
把

握
し

、
進

捗
が

悪
い

又
は

定
さ

れ
た

ほ
か

、
拠

点
医

療
機

関
と

し
て

３
５

施
設

の
う

ち
大

学
病

院
が

６
割

以
上

を
占

め
る

中
で

、
国

立
病

院
機

構
の

５
施

設
(
東

京
医

療
セ

本
部

に
治

験
窓

口
を

設
置

す
る

等
に

実
施

率
の

低
い

施
設

に
対

し
て

ン
タ

ー
、

名
古

屋
医

療
セ

ン
タ

ー
、

大
阪

医
療

セ
ン

タ
ー

、
四

国
が

ん
セ

ン
タ

ー
、

九
州

医
療

セ
ン

タ
ー

)
が

選
定

さ
れ

て
お

り
、

大
学

と
並

ぶ
よ

り
、

多
病

院
間

の
共

同
治

験
を

推
進

は
指

導
・

支
援

を
実

施
す

る
。

治
験

実
施
活

動
度
の

高
い
施
設

と
し
て

認
定
を

受
け
た

。
し
、

質
の
高
い

治
験
を
実

施
す
る
。
ま

ま
た

、
中

央
Ｉ

Ｒ
Ｂ

（
中

央
た

、
治

験
の

優
先

順
位

を
示

す
指

針

治
験

審
査

委
員

会
）

の
導

入
な

(
1)

本
部

の
作

成
の

た
め

、
本

部
に

治
験

の
調

ど
事

務
処

理
の

合
理

化
を

実
施

新
た
な

治
験
活

性
化
５
ヵ

年
計
画

に
基
づ

い
た
統

一
書
式
の

導
入
に

伴
い
、

治
験
等

に
係
る
標

準
業
務

手
順
書

雛
形
を

各
病
院
に

通
知
す

る
整
に
関

す
る
チ
ー
ム

を
編
成
す

る
。

し
、

治
験

実
施

期
間

の
短

縮
を

と
と
も
に

外
部
ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
に
雛

形
を
掲

示
し
た

。
ま
た
、

統
一
書

式
の
導

入
を
機

に
治
験
等

受
託
研

究
に
係

る
契
約

及
び
経
理

に
関
す

る
す

べ
て

の
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

図
り

、
平

成
１

５
年

度
の

治
験

通
知
を
整

理
し
た

。
床

研
究

部
に

治
験

管
理

部
門

を
設

置

総
実

施
症

例
数

の
５

０
％

以
上

ま
た
、

平
成
２

０
年
２
月

２
９
日

付
Ｇ
Ｃ

Ｐ
省
令

の
改
正
通

知
に
よ

り
、
国

立
病
院

機
構
傘
下

の
医
療

機
関
に

お
け
る

治
験
の
一

括
審
査

を
し
、

治
験
を
実

施
す
る
こ

と
と
し
、
平

の
増

加
を

目
指

す
。

可
能

と
し

、
治

験
審

査
の

効
率

化
、

迅
速

化
を

図
る

中
央

治
験

審
査

委
員

会
(
中

央
Ｉ

Ｒ
Ｂ

)
を

本
部

に
設

置
す

る
こ

と
が

可
能

と
な

っ
た

こ
と

成
１

５
年
度
に

比
し
、
中

期
目
標
の
期

か
ら
、
こ

れ
に
基

づ
い
て
、

平
成
２

０
年
度

中
の
中

央
Ｉ
Ｒ
Ｂ

設
置
に

む
け
た

準
備
を

開
始
し
た

。
間
中

に
、
治
験

実
施
症
例

数
に
つ
い
て

２
０

％
以
上
の

増
加
(
※
)
を
目
指
す
。

(
2)

病
院

常
勤
の

治
験
コ

ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー

（
Ｃ
Ｒ

Ｃ
）
を

２
名
増
員

、
１
４

５
名
と

し
再
配

置
を
行
っ

た
。

※
平

成
１
５
年

度
実
績

治
験
総
実
施

症
例
数

○
常

勤
Ｃ
Ｒ

Ｃ
配
置
病

院
数

２
，
７
８

９
件

平
成
１
８

年
度

５
７
病
院

→
平
成
１

９
年
度

６
２
病

院
（

平
成
１

５
年
度

２
７
病

院
）

○
常

勤
Ｃ
Ｒ

Ｃ
数

平
成
１
８

年
度

１
４
３
名

→
平
成
１

９
年
度

１
４
５

名
(
平
成
１

５
年
度

５
４

名
）

ま
た
、

治
験
の

さ
ら
な
る

推
進
を

図
る
た

め
、
治

験
管
理
実

務
責
任

者
に
加

え
、
臨

床
研
究
部

長
等
を

治
験

管
理
責
任

者
に
位
置

付
け
、

そ
れ

ぞ
れ
の

立
場
に

応
じ
た
進

捗
管
理

を
行
っ

た
。

２
．

病
院

に
対

す
る

本
部

指
導

・
支

援

(
1
)

本
部
治

験
専
門

職
を
常
勤

Ｃ
Ｒ
Ｃ

配
置
病

院
を
中

心
に
７
２

病
院
（

延
べ
１

０
７
回

）
に
派
遣

し
、
幹

部
職
員

に
対
す

る
治
験
実

施
体
制

構
築

に
つ
い

て
の
説

明
、
ま
た

、
進
捗

の
悪
い

病
院
又

は
実
施
率

が
低
い

病
院
の

治
験
担

当
者
に
対

し
、
業

務
の

実
務
指
導

・
支
援
を

行
っ
た

。
平

成
１
８

年
度

５
３
病
院

（
延
べ

１
２
２

回
）

→
平
成

１
９
年

度
７

２
病
院
（

延
べ
１

０
７

回
）

(
平

成
１
６

年
度

１
６
病
院

（
延
べ

１
９

回
）
)

(
2
)

治
験
事

務
局
・

事
務
職
員

対
象
研

修
会
を

開
催
し

、
治
験
等

に
係
る

契
約
及

び
経
理

に
つ
い
て

指
導
を

行
っ
た

。

(
3
)

常
に
継

続
し
て

質
の
高
い

治
験
を

実
施
し

て
い
く

た
め
に
、

各
種
業

務
（
Ｃ

Ｒ
Ｃ
・

治
験
担
当

医
師
・

事
務
局

）
マ
ニ

ュ
ア
ル
を

配
布
し

、
Ｉ

Ｒ
Ｂ
委

員
向
け

テ
キ
ス
ト

を
活
用

す
る
よ

う
に
し

た
。

(
4
)

治
験

推
進

室
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

た
治

験
の

取
組

、
及

び
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
治

）
験

等
に
係

る
体
制

整
備
実
態

第
３
版

を
作
成

し
、
各

病
院
か
ら

依
頼
者

に
配
布

し
た
。

３
．

質
の

高
い

治
験

を
推

進
す

る
た

め
の

研
修

会
等

の
実

施
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

、
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
（

初
級

・
３

年
以

上
、

治
験

を
担

当
す

る
医

師
、

治
験

事
務

局
・

事
務

職
員

）
等
を

対
象
と

し
、
参

加
者
総
計

５
１
３

名
、
延

べ
１
４

回
、
２
１

日
間
の

研
修
会

を
実
施

し
、
中
核

と
な
る

人
材

を
養
成
し

た
。

４
．

企
業

に
対

す
る

個
別

訪
問

(
1
)

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

を
更
新
し

、
情
報

提
供

治
験
推

進
室
の

ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の

内
容
を

更
新
し

、
各
病
院

の
治
験

実
施
体

制
等
の

情
報
提
供

を
進
め

た
。

(
2
)

企
業
に

対
す
る

個
別
訪
問

３
１
社

の
企
業

を
訪
問
し

、
治
験

推
進
室

パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、

国
立
病

院
機
構

に
お
け

る
治
験
等

に
係
る

体
制
整

備
実
態

第
３
版
等

を
配
布

す
る

な
ど
し

て
国
立

病
院
機
構

の
取
組

に
つ
い

て
理
解

を
求
め
た

。

(
3
)

本
部
に

お
い
て

治
験
依
頼

者
向
け

説
明
会

（
９
月

２
１
日
）

の
開
催

治
験
依

頼
者
向

け
説
明
会

を
開
催

し
、
国

立
病
院

機
構
の
取

組
に
つ

い
て
理

解
を
求

め
る
と
と

も
に
、

そ
の
説

明
会
の

中
で
国
立

病
院
機

構
２

０
病
院

が
個
別

の
ブ
ー
ス

を
設
置

し
て
治

験
実
施

体
制
、
治

験
実
施

状
況
等

の
情
報

提
供
を
行

っ
た
。



-
3
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

治
験

実
績

(
1
)

治
験
実

施
症
例

数
及
び
受

託
研
究

実
績

治
験
実

施
症
例

数
に
つ
い

て
は
、

４
，
８

０
３
件

と
な
り
中

期
計
画

の
数
値

目
標
を

大
幅
に
上

回
っ
た

。
ま
た

、
全
体

と
し
て
受

託
研
究

金
額

も
増
加

し
た
。

治
験
実
施

症
例
数

受
託
研
究

実
績

症
例

数
件

対
H
1
5

比
％

実
績

(
万

円
）

対
H
1
5
比

(
％

)
（

）
’

（
）

’
平

成
19

年
度

4,
8
03

1
72

.2
56
3
,5
0
0

1
9
2.
7

平
成

18
年

度
4,
6
24

1
65

.8
47
8
,9
0
0

1
6
3.
8

平
成

17
年

度
4,
1
73

1
49

.6
44
0
,2
0
0

1
5
0.
5

平
成

16
年

度
3,
5
60

1
27

.6
35
8
,9
0
0

1
2
2.
7

平
成

15
年

度
2,
7
89

29
2
,4
0
0

(
2
)

「
新
た

な
治
験

活
性
化
５

ヵ
年
計

画
」
で

推
進
さ

れ
て
い
る

医
師
主

導
治
験

と
し
て

、
社
会
的

に
強
い

要
請
を

受
け
て

実
施
し
た

新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ワ
ク

チ
ン
治
験

に
国
立

病
院
機

構
の
１

３
施
設
（

全
体
１

８
施
設

）
が
平

成
１
８
年

９
月
よ

り
参

画
し
、
治

験
開
始
か

ら
１
ヶ

月
以

内
の
短

期
間
に

、
予
定
し

て
い
た

３
７
０

症
例
（

全
体
６
０

０
症
例

）
の
症

例
登
録

を
実
施
し

、
平
成

１
９

年
１
０
月

に
は
沈
降

新
型
イ

ン
フ

ル
エ
ン

ザ
ワ
ク

チ
ン
と
し

て
承
認

さ
れ
る

な
ど
、

政
府
の
新

型
イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
対

策
に
大
き

く
貢
献

し
た

。

６
．

本
部

治
験
等
に

関
す
る

連
絡
・
調

整
を
行

う
治
験

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

活
用
し

、
本
部

に
依
頼

さ
れ
た
治

験
を
各

病
院

毎
に
取
り

ま
と
め
推

進
し
た

。

(
1
)

治
験
依

頼
者
よ

り
本
部
に

依
頼
が

あ
り
実

施
可
能

な
病
院
を

紹
介
し

た
受
託

研
究

５
４

プ
ロ
ト

コ
ル
（
約

２
，
８

０
０
症

例
）

（
平

成
１
７
年

度
３

５
プ
ロ

ト
コ
ル
（

約
１
，

０
０
０

症
例

））

(
2
)

本
部
に

お
い
て

一
括
契
約

し
、
各

病
院
に

お
い
て

実
施
し
た

治
験
以

外
の
受

託
研
究

２
プ

ロ
ト
コ

ル
（
約

６
７
０

症
例
）

（
平

成
１
７
年

度
７
プ
ロ

ト
コ
ル
（

約
１
，

８
０
０

症
例

））

７
．

Ｃ
Ｒ

Ｃ
の

質
の

向
上

Ｃ
Ｒ
Ｃ
業

務
マ
ニ

ュ
ア
ル
を

使
用
し

て
経
験

の
浅
い

Ｃ
Ｒ
Ｃ
に

つ
い
て

は
本
部

か
ら
経

験
者
に
よ

る
実
務

指
導
を

行
い
適

正
な
治
験

を
実
施

で
き
る

よ
う
指

導
し
た

。

【
説

明
資
料

】
資

料
4
4
：

治
験

推
進

室
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
〔

2
2
5
頁

〕
資

料
4
5
：

治
験

推
進

対
策

〔
23
4
頁

〕
資

料
4
6
：

治
験

研
修

実
績

〔
23
8
頁

〕
資

料
4
7
：

年
度

別
受

託
研

究
実

績
〔

24
5
頁

〕
資

料
4
8
：

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
用

ワ
ク

チ
ン

の
臨

床
開

発
〔

25
1
頁

〕



-
3
2

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
3
)

高
度
先
端
医
療
技
術
の
開
発
や
臨
床
導
入
の
推
進

（
３

）
高

度
先

端
医

療
技

術
の

開
発

や
臨

床
（

３
）

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
や

臨
床

導
入

の
推

進
導
入

の
推
進

１
．

先
進

医
療

の
実

施
各

病
院

に
お

い
て

は
、

臨
床

研
究

セ
我

が
国

に
お

け
る

高
度

先
端

医
療

技
術

の
臨

床
導

入
に

資
す

先
進
医
療

に
つ
い

て
以
下
に

示
す
項

目
に
つ

い
て
実

施
し
て
い

る
。

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

を
中

心
に

、

る
と

と
も

に
、

そ
の

成
果

を
公

そ
の

個
性

を
活

か
し

た
高

度
先

端
医

療

表
す

る
。

○
高

周
波

切
除

器
を

用
い

た
子

宮
腺

筋
症

核
出

術
(
霞

ヶ
浦

医
療

セ
ン

タ
ー

)
技

術
の

開
発

を
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

加
え

て
、

職
務

発
明

に
対

す
○

胎
児
心

超
音
波

検
査
（
産

科
ス
ク

リ
ー
ニ

ン
グ
胎

児
超
音
波

検
査
に

お
い
て

心
疾
患

が
強
く
疑

わ
れ
る

症
例
に

係
る
も

の
に
限
る

）
(長

良
の

特
性

等
を

活
か

し
、

臨
床

導
入

を
推

。
る

理
解

と
意

識
を

向
上

さ
せ

、
医
療
セ

ン
タ
ー

)
進
す

る
。

発
明

の
特

許
等

権
利

化
を

進
め

○
骨
髄
細

胞
移
植

に
よ
る
血

管
新
生

療
法
（

閉
塞
性

動
脈
硬
化

症
又
は

バ
ー
ジ

ャ
ー
病

（
従
来
の

治
療
法

に
抵
抗

性
の
も

の
で
、
フ

ォ
ン
タ

ン
て

い
く

。
分

類
I
I
I
度

又
は

同
分

類
I
V
度

の
も

の
に

限
る

）
に

係
る

も
の

に
限

る
）
(
熊

本
医

療
セ

ン
タ

ー
)

。
。

○
末
梢
血

幹
細
胞

に
よ
る
血

管
再
生

治
療
（

慢
性
閉

塞
性
動
脈

硬
化
症

又
は
バ

ー
ジ
ャ

ー
病
（
重

篤
な
虚

血
性

心
疾
患
又

は
脳
血
管

障
害
を

有
す

る
も

の
を

除
く

）
に

係
る

も
の

に
限

る
）

(
千

葉
東

病
院

)
。

。
○

悪
性
黒

色
腫
又

は
乳
が
ん

に
お
け

る
セ
ン

チ
ネ
ル

リ
ン
パ
節

の
同
定

と
転
移

の
検
索

(
九
州

医
療
セ

ン
タ
ー

)

２
．

職
務

発
明

の
権

利
化

の
推

進
高

度
先
端

医
療
技

術
の
開
発

等
を
推

進
す
る

た
め
に

、
国
立
病

院
機
構

で
実
施

さ
れ
た

職
務
発
明

に
つ
い

て
、

権
利
化
を

進
め
て
お

り
、
新

た
に
３

件
の
特

許
が
公

開
特
許
公

報
に
掲

載
さ
れ

た
上
、

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て

は
、
１

５
件
の
発

明
が
届

け
ら

れ
、
以
下

に
示
す
よ

う
に
１

３
件
の

特
許
等

出
願
を

行
っ
た
。

(
平

成
１
８

年
度
：

１
０
件

の
発
明
届

出
１

０
件
の

特
許
出
願

等
)

○
浮
遊
耳

石
誘
導

補
助
具
（

大
阪
医

療
セ
ン

タ
ー
）

○
ヒ

ト
Ｔ

リ
ン

パ
球

向
性

ウ
イ

ル
ス

（
H
T
L
V
）

疾
患

の
発

症
リ

ス
ク

予
測

方
法

（
熊

本
医

療
セ

ン
タ

ー
）

○
医
用
画

像
作
成

装
置
及
び

方
法
（

呉
医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
頭

痛
の

予
防

お
よ

び
/
ま

た
は

治
療

剤
（

さ
い

が
た

病
院

）
○

脳
炎
の

診
断
方

法
及
び
脳

炎
の
診

断
シ
ス

テ
ム
（

静
岡
て
ん

か
ん
医

療
セ
ン

タ
ー
）

○
薬
物
渇

望
予
防

キ
ッ
ト
（

下
総
精

神
医
療

セ
ン
タ

ー
）

○
薬
物
渇

望
抑
制

器
具
お
よ

び
薬
物

渇
望
抑

制
キ
ッ

ト
（
下
総

精
神
医

療
セ
ン

タ
ー
）

○
X線

TV
撮

影
装

置
用

支
持

具
お

よ
び

支
持

具
セ

ッ
ト

（
弘

前
病

院
）

○
ne
s
t
i
n
陽

性
脂

肪
組

織
由

来
細

胞
含

有
細

胞
（

村
山

医
療

セ
ン

タ
ー

）
○

施
術
用

血
管
視

認
装
置
お

よ
び
施

術
用
血

管
視
認

シ
ス
テ
ム

（
東
京

医
療
セ

ン
タ
ー

）
○

声
帯
補

強
具
な

ら
び
に
声

帯
萎
縮

防
止
用

電
極
お

よ
び
こ
れ

を
備
え

た
声
帯

萎
縮
防

止
装
置
（

東
京
医

療
セ

ン
タ
ー
）

○
組
織
マ

イ
ク
ロ

ア
レ
イ
作

製
方
法

（
名
古

屋
医
療

セ
ン
タ
ー

）
○

抗
原
賦

活
化
方

法
（
名
古

屋
医
療

セ
ン
タ

ー
）

＊
発
明
の

名
称
は

出
願
名
称

、
括
弧

内
は
発

明
者
の

所
属
病
院

で
あ
り

、
企
業

等
と
の

共
同
出
願

を
も
含

む

【
説

明
資
料

】
資

料
4
9
：

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

高
度

先
端

医
療

技
術

の
開

発
及

び
臨

床
導

入
の

主
な

例
〔

2
5
3
頁

〕
資

料
5
0
：

国
立

病
院

機
構

の
職

務
発

明
の

流
れ

図
〔

25
5
頁

〕



-
3
3

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

め
の

大
規

模
臨
床
研

究
に
つ

い
て
は

平
成

１
６
年

度
課
題

が
終
了
し

、
、

最
終

的
に

５
課

題
で

約
１

１
,
６

０
０

例
の

患
者

登
録

が
行

わ
れ

た
う

え
、

一
部

課
題

に
つ

い
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

の
た

め
の

エ
ビ

デ
ン

ス
づ

く
り

と
し

て
、

全
国

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
て

は
学

会
等

に
成

果
の

発
表

を
行
っ
た
。

し
た

大
規

模
臨

床
研

究
が

順
調

に
進

展
し

て
い

る
。

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

の
評

価
と

し
機

構
職

員
が

医
学

文
献

を
電

子
的

に
閲

覧
・

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

可
能

な
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

配
て

は
実

施
症

例
数

等
に

よ
る

活
動

状
況

を
評

価
す

る
と

と
も

に
活

動
に

応
じ

た
研

究
費

信
サ

ー
ビ

ス
の

利
便

性
を

向
上

さ
せ

、
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

外
か

ら
の

利
用

も
可

能
と

し
た

結
の

配
分

に
よ

り
研

究
活

動
の

推
進

を
図

っ
て

い
る

。
こ

の
ほ

か
治

験
の

推
進

の
た

め
の

果
、

文
献

の
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
が

増
加

し
、

根
拠

に
基

づ
い

た
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
寄

与
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

、
本

部
か

ら
の

専
門

職
員

の
支

援
、

治
験

に
係

る
業

し
た

。
務

手
順

書
の

作
成

等
に

よ
り

順
調

に
進

展
し

て
い

る
。

そ
の

他
、

高
度

先
端

医
療

技
術

平
成

１
７

年
度

、
平

成
１

８
年

度
の

２
ヶ

年
の

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
に

の
開
発
等
に

つ
い
て

は
、
特

許
出
願
件

数
も
増

加
し
て

い
る
。

お
け

る
臨

床
研

究
活

動
実

績
評

価
を
も
と

に
、
臨

床
研
究

組
織
の

再
構
築
に

取
り
組

ん
だ
。

以
上
の
実

績
及
び

取
組
に

つ
い
て
高

く
評
価

す
る
。

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
数

を
増

や
し

、
６
２
病
院

に
１
４

５
名
を

配
置
し

た
。

治
験

総
実

施
症

例
数

に
つ

い
て

は
、

４
，

８
０

３
件

(
平

成
１

５
年

度
比

７
２

．
２

％
増

)
（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
と

な
り

中
期

計
画

の
数

値
目

標
を
大
幅
に

上
回
っ

た
。

・
治
験
実
績

の
毎
年

度
の
著

し
い
増
加

を
評
価

す
る
。

［
数

値
目
標

］
・

治
験
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
に

成
果
を

上
げ
て
い

る
。
論

文
、
研

究
費
獲

得
も
順
調

で
あ
る

。
・
平

成
１
５

年
度
比
２

０
％
以

上
増

・
治

験
総

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
は

、
４

，
８

０
３

件
(
平

成
１

５
年

度
比

７
２

．
２

％
増

)
・

臨
床

研
究

の
成

果
は

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

に
表

れ
て

い
る

が
、

国
民

医
療

の
質

的
向

上
に

ま
で

治
験

実
施

症
例
数

３
，
３

４
７
件

（
平
成
１

５
年

度
２

，
７

８
９

件
）

と
な

り
中

期
計

画
の

数
値

目
標
を
大
幅

に
上
回

っ
た

（
業

務
実
績
３

０
頁
参

照
）

つ
な
が
る
こ

と
を
期

待
す
る

。
。

・
治
験
の
実

績
も
評

価
で
き

る
。

［
評

価
の
視

点
］

・
１

６
年

度
の

５
課

題
終

了
、

１
７

年
度

の
４

課
題

も
登

録
終

了
し

追
跡

調
査

に
入

る
・
一

般
診
療

に
役
立
つ

エ
ビ
デ

ン
ス
づ

く
り
の
た

め
、

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
実

績
：

○
な

ど
、
順
調

に
実
績

を
上
げ

て
い
る
。

ト
ワ

ー
ク

を
活
用
し

た
臨
床

研
究
を

ど
の
よ
う

に
推

進
し

、
標

準
的

な
診

療
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
６

年
度

課
題

は
順

調
に

・
治

験
実

施
症

例
数

の
増

加
、

中
期

目
標

到
達

、
受

託
研

究
収

入
の

増
加

は
平

成
１

６
指

針
の

作
成

等
に

寄
与

し
て

い
る

か
。

症
例

登
録

及
び

追
跡

調
査

が
終

了
し

、
最

終
的

に
５

課
題

で
約

１
１

,
６

０
０

例
の

患
者

登
年

度
に

中
期

目
標

値
を

上
回

っ
て

お
り

、
さ

ら
に

毎
年

増
加

し
て

い
る

こ
と

は
高

く
評

録
が

行
わ

れ
た

う
え

、
一

部
課

題
に

つ
い

て
は

学
会

等
に

成
果

の
発

表
を

行
っ

た
。

平
成

価
さ
れ
る
。

１
７

年
度

課
題

の
４

課
題

に
つ

い
て

も
症

例
登

録
が

終
了

し
、

追
跡

調
査

に
入

っ
た

。
ま

・
新

型
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ワ
ク

チ
ン

治
験

に
１

３
施

設
が

参
加

し
、

沈
降

新
型

イ
ン

フ
た

４
課

題
の

一
部

に
つ

い
て

は
中

間
解

析
を

行
っ

た
。

平
成

１
８

・
１

９
年

度
課

題
に

お
ル

エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン

の
承
認

に
大
き
な

役
割
を

果
た
し

た
。

い
て

も
順

調
に

デ
ー

タ
の

集
積
や
臨
床

研
究
開

始
の
準

備
が
進

ん
で
い
る

（
業
務
実

績
２

・
臨

床
に

役
立

つ
臨

床
研

究
が

着
実

に
行

わ
れ

増
加

し
て

き
て

い
る

が
、

な
お

一
層

立
。

。
、

、
４

頁
参

照
）

派
な
研
究
を

実
施
し

て
も
ら

い
た
い

治
験

に
関
し

て
も

着
実
に

増
加
し

て
い
る

が
・

J
F
M
C
3
5
-
C
1
術

後
補

助
化

学
療

法
に

お
け

る
フ

ッ
化

ピ
リ

ミ
ジ

ン
系

薬
剤

の
有

用
性

に
関

す
少

し
で

も
早

く
推

進
し

て
成

果
を

出
し

て
も

ら
い

た
い

。
る

比
較

臨
床

試
験

（
A
C
T
S
-
R
C
）

の
よ

う
な

実
施

主
体

の
異

な
る

国
内

外
の

臨
床

研
究

に
も

・
高

度
先

進
技

術
を

用
い

た
医

療
、

高
度

医
療

あ
る

い
は

先
進

医
療

を
も

っ
と

積
極

的
積

極
的

に
参

画
し

て
い

る
（
業
務

実
績
２

５
頁
参

照
）

に
ど
ん
ど
ん

実
施
し

て
も
よ

い
の
で
は

な
い
か

。
。

・
国

立
病

院
機

構
に

お
け

る
臨

床
研

究
を

推
進

す
る

た
め

に
平

成
１

８
年

度
に

設
置

し
た

臨
・

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
数

を
増

や
し

、
6
2
病

院
14
5
名

を
配

置
す

る
な

ど
、

治
験

推
進

に
必

要
な

床
研

究
支

援
・

教
育

セ
ン

タ
ー

に
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

で
行

う
多

施
設

共
同

研
究

の
研

体
制

の
整

備
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
結

果
、

平
成

1
9
年

度
に

お
け

る
治

験
実

施
症

例
究

計
画

作
成

や
、

デ
ー

タ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

関
す

る
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
機

構
職

員
数

は
平

成
1
5
年

度
対

比
7
2
.
2
％

増
と

な
り

、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

（
平

成
1
5
年

度
対

へ
の

研
究

デ
ザ

イ
ン

や
デ

ー
タ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

に
関
す

る
教
育

・
啓
発
を

行
っ
た

（
業
務

比
2
0
％

以
上

増
）

を
大

き
く

上
回

る
実

績
と

な
っ

た
。

ま
た

、
受

託
研

究
費

実
績

も
大

。
実
績

２
５
頁

参
照
）

幅
に

増
加

し
た

。
治

験
活

性
化

は
わ

が
国

に
お

け
る

重
要

な
政

策
課

題
と

も
な

っ
て

お
・

機
構

職
員

が
医

学
文

献
を

電
子

的
に

閲
覧

・
ダ

ウ
ン

ロ
ー

ド
可

能
な

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
配

り
、
国
立
病

院
機
構

に
お
け

る
取
組
実

績
は
、

高
く
評

価
で
き

る
。

信
サ

ー
ビ

ス
を

平
成

１
８

年
度

に
開

始
し

、
平

成
１

９
年

６
月

か
ら

は
、

臨
床

教
育

支
援

・
豊

富
か

つ
多

様
な

症
例

を
有

す
る

国
立

病
院

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
て

、
、

、
・

教
育

セ
ン

タ
ー

（
Ｃ

Ｓ
Ｅ

Ｃ
Ｒ

）
で

整
備

し
た

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
サ

ー
バ

ー
を

経
由

し
独

自
の
臨
床

研
究
を

行
う
こ

と
に
よ
り

診
療
の
科

学
的
根
拠

と
な
る

デ
ー
タ

の
蓄
積

て
、

Ｈ
Ｏ

Ｓ
Ｐ

ｎ
ｅ

ｔ
外

か
ら

の
利

用
も

可
能

と
し

た
。

そ
の

結
果

１
３

，
４

８
６

文
献

エ
ビ

デ
ン

ス
の

形
成

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

国
立

病
院

総
合

医
学

会
の

開
催

な
の

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

が
あ

り
、

根
拠
に
基

づ
い
た

医
療
サ

ー
ビ
ス

の
提
供
に

寄
与
し

た
（
業

ど
、

研
究

成
果

を
発

表
す

る
場

を
設

け
る

こ
と

に
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

職
員

等
の

研
。

務
実

績
２
６

頁
参
照

）
究

に
対

す
る

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
や

研
究

レ
ベ

ル
の

向
上

に
努

め
て

い
る

点
は

評
価

で
き

る
。

・
政

策
医
療

分
野
毎
に

Ｅ
Ｂ
Ｍ

の
推
進

の
た
め
、

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
実

績
：

○
・

以
下
の
項

目
全
て

が
中
期

目
標
を
大

幅
に
上

回
っ
て

い
る
。

活
用

し
た

臨
床
研
究

を
ど
の

よ
う
に

推
進
し
、

政
策

医
療

分
野

の
疾

患
に

つ
・

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

そ
の

他
の

１
１

分
野

等
に

関
す

る
共

同
研

究
に

お
い

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
が

日
本

の
医

療
全

体
へ

の
貢

献
が

大
き

く
、

多
施

設
の

Ｎ
Ｈ

Ｏ
の

役
割

い
て

標
準

的
な
診
療

・
治
療

の
指
針

を
作
成
し

て
い

る
か

。
て

は
、

研
究

費
の

配
分

方
法

に
新

し
い

基
準

を
作

り
、

１
課

題
あ

た
り

の
研

究
費

を
大

き
が

十
分
に
発

揮
さ
れ

て
い
る

。
く

す
る

な
ど

し
て

、
厳

選
さ

れ
た

質
の

高
い

研
究

課
題

が
集

ま
っ

た
（

業
務

実
績

２
７

頁
国

立
病

院
総

合
医

学
会

(
参

加
者

６
千

名
余

)
の

発
展

。
。

参
照

）
臨
床
研
究

支
援
教

育
セ
ン

タ
ー
の
成

果
が
大

き
い
。

・
前

年
度

に
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

配
信

サ
ー

ビ
ス

を
開

始
し

た
が

、
１

３
，

４
８

６
文

献
が

ダ
政
策
医
療

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
強
化
、

充
実
。

ウ
ン

ロ
ー

ド
さ

れ
る

な
ど

、
積

極
的

に
活

用
さ

れ
て

お
り

、
Ｅ

Ｂ
Ｍ

推
進

に
大

き
く

貢
献

治
験

の
取

組
は

全
国

の
病

院
の

「
モ

デ
ル

」
に

も
な

っ
て

い
る

。
特

に
、

本
部

の
指

し
て

い
る

（
業

務
実

績
２
６
頁
参

照
）

導
、
支
援
の

成
果
が

大
き
い

。
。

・
国

立
病

院
機

構
の

医
療

向
上

の
た

め
に

、
重

要
性

及
び

緊
急

性
の

高
い

テ
ー

マ
を

取
り

上
・

主
要

な
数

値
目

標
で

あ
る

治
験

実
施

症
例

数
に

つ
い

て
、

対
前

年
３

．
９

％
増

と
順

げ
、

数
十

以
上

の
機

構
病

院
の

参
加

に
よ

る
、

政
策

決
定

へ
の

根
拠

と
な

る
情

報
を

収
集

調
に

増
加

し
て

お
り

、
中

期
目

標
の

２
０

％
増

を
大

き
く

上
回

る
７

２
．

２
％

増
と

な
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
指

定
研
究
事

業
を
遂

行
し
た

（
業
務
実
績

２
７
頁

参
照
）

っ
て
い
る
。

素
晴
ら

し
い
成

果
と
評
価

す
る
。

。
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

た
め

の
大

規
模

臨
床

研
究

に
つ

い
て

、
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
よ

く
活
用
し
、

順
調
に

進
展
し

て
い
る
。

・
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
け

る
そ

の
他

１
１

分
野

等
に

関
す

る
共

同
研

究
に

つ
い

て
も

、
課

題
の

審
査

方
法

、
研

究
費

の
配

分
方

法
の

見
直

し
な

ど
、

よ
く

工
夫

し
、

そ
の
活
性
化

に
向
け

て
努
力

し
て
い
る

・
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
研

究
部

に
つ

い
て

も
、

そ
の

活
動

評
価

を
実

施
し

、
実

績
に

応
じ

た
研

究
費

の
配

分
を

行
う

と
と

も
に

、
組

織
の

再
構

築
な

ど
も

行
い

、
臨

床
研

究
組
織
の
活

動
度
の

向
上
、

活
性
化
に

向
け
よ

く
努
力

し
て
お

り
十
分
評

価
し
う

る
。

(
次

ペ
ー
ジ

へ
続
く

)
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

（
前

ペ
ー
ジ
よ

り
）

・
評

価
基
準

を
作
成
し

、
臨
床

研
究
セ

ン
タ
ー
及

び
臨

床
研

究
部

の
評

価
を

実
実

績
：

○
・

治
験
実
施

症
例
数

な
ど
、

い
す
れ
も

大
幅
に

上
回
っ

て
い
る

。
施

し
て

い
る

か
。

・
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

の
活

動
評

価
を

実
施

し
、

実
績

に
応

じ
た

研
究

費
を

配
分

す
る

こ
と

に
よ

り
、

病
院
に
お

け
る
臨

床
研
究

活
動
の

推
進
に
寄

与
し
た

（
業
務

。
（
そ

の
他
の
意

見
）

実
績

２
８

頁
参

照
）

・
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
評

価
を

実
施

し
、

実
績

に
応

じ
た

研
・

Ｃ
Ｒ

Ｃ
が

２
名

し
か

増
員

さ
れ

な
か

っ
た

こ
と

は
残

念
。

今
後

も
Ｃ

Ｒ
Ｃ

の
質

を
向

究
費

を
配

分
す

る
こ

と
に

よ
り

、
各

特
定

政
策

医
療

分
野

毎
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

の
推

上
さ

せ
コ

ン
コ

ー
ダ

ン
ス

(
疾

病
に

つ
い

て
十

分
な

知
識

を
も

っ
た

患
者

が
自

己
の

疾
病

進
に

寄
与
し

た
（
業
務

実
績
２
８

頁
参
照

）
管

理
に
パ
ー

ト
ナ
ー

と
し
て

参
加
し
医

師
と
患

者
が
同

意
に
達

し
た
診
療

を
行
う

)
を

実
。

・
平

成
１

７
年

度
、

平
成

１
８

年
度

の
２

ヶ
年

の
臨

床
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
臨

床
研

究
部

に
現

し
て
ほ
し

い
。

お
け

る
臨

床
研

究
活

動
実

績
評

価
を

も
と

に
、

臨
床

研
究

組
織

の
再

構
築

に
取

り
組

み
、

平
成

２
０

年
度

よ
り

１
０

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

、
６

０
臨

床
研

究
部

を
設

置
す

る
こ

と
と

し
た

（
業

務
実

績
２

８
頁
参
照
）

。

・
質

の
高

い
治

験
を

推
進

す
る

た
め

の
必

要
な

体
制

整
備

等
を

進
め

て
い

る
実

績
：

○
か

。
治
験

実
施
症
例

数
に
つ

い
て
、

中
期
計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
・

治
験

専
門

職
を

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
配

置
病

院
を

中
心

に
前

年
度

を
上

ま
わ

る
７

２
病

院
に

派
遣

向
け

て
取

り
組
み
、

着
実
に

進
展
し

て
い
る
か

。
し

て
病

院
の

支
援

を
行

っ
た

。
病

院
に

お
い

て
は

、
治

験
管

理
実

務
責

任
者

に
加

え
、

臨
床

研
究

部
長

等
を

治
験

管
理

責
任

者
に

位
置

づ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

に
応

じ
た

進
捗

管
理

を
行

っ
た

（
業

務
実

績
２
９
頁

参
照
）

。
・

常
勤

Ｃ
Ｒ

Ｃ
数

を
増

や
し

、
６
２
病
院

に
１
４

５
名
を

配
置
し

た
（

業
務
実

績
２
９

頁
参

。
照

）
・

本
部

に
お

い
て

治
験

事
務

局
・

事
務

職
員

対
象

研
修

会
を

開
催

し
、

治
験

等
に

係
る

契
約

及
び

経
理

に
つ

い
て

指
導

を
行
っ
た

（
業

務
実
績

２
９
頁

参
照
）

。
・

治
験

総
実

施
症

例
数

に
つ

い
て

は
、

４
，

８
０

３
件

と
な

り
中

期
計

画
の

数
値

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
た

。
こ

の
実

績
は

、
平

成
１

５
年

度
か

ら
の

７
２

．
２

％
増

で
あ

り
、

目
標

の
２

０
％

増
を

大
幅

に
上

回
っ
て
い
る

（
業
務
実

績
３
０

頁
参
照
）

。
・

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
医

師
主

導
治

験
に

１
３

施
設

が
参

画
し

、
治

験
開

始
か

ら
１

ヶ
月

以
内

の
短

期
間

に
、

予
定

し
て

い
た

３
７

０
症

例
（

全
体

６
０

０
症

例
）

の
症

例
登

録
を

実
施

し
、

平
成

１
９

年
１

０
月

に
は

沈
降

新
型

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ワ

ク
チ

ン
と

し
て

承
認

さ
れ

る
な

ど
、

政
府
の
新
型

イ
ン
フ

ル
エ
ン

ザ
対
策

に
大
き
く

貢
献
し

た
（
業

。
務

実
績

３
０

頁
参

照
）

・
受

託
研

究
実

績
は

約
５

６
億

３
，

５
０

０
万

円
で

平
成

１
８

年
度

実
績

４
７

億
８

，
９

０
０

円
か

ら
＋

１
７

．
７

％
の

増
加
と
な

っ
て
い

る
（
業
務

実
績
３
０

頁
参
照

）
。

・
本

部
紹

介
の

受
託

研
究

は
５

４
プ

ロ
ト

コ
ル

で
平

成
１

８
年

度
実

績
４

７
プ

ロ
ト

コ
ル

か
ら

＋
１

４
．

９
％

の
増

加
と

な
っ
て
い

る
（
業
務

実
績
３

０
頁
参
照

）
。

・
高

度
先
端

医
療
技
術

の
開
発

や
そ
の

臨
床
導
入

は
進

展
し

て
い

る
か

。
実

績
：

○
・

先
進

医
療

に
つ

い
て

６
件
の
先
進

医
療
技

術
を
１

１
病
院

に
お
い
て

導
入
し

て
い
る

業
、

。（
務

実
績

３
１

頁
参

照
）

・
国

立
病

院
機

構
で

実
施

さ
れ

た
職

務
発

明
に

つ
い

て
、

権
利

化
を

進
め

て
お

り
年

々
出

願
件

数
が

増
加

し
て

い
る

。
新

た
に

３
件

の
特

許
が

公
開

特
許

公
報

に
掲

載
さ

れ
た

上
、

１
、

。（
）

５
件

の
発

明
が

届
け

ら
れ

１
３

件
の
特

許
等
出

願
を
行
っ

た
業
務

実
績
３

１
頁
参

照
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

３
教

育
研

修
事

業
３

教
育
研
修
事

業
３

教
育

研
修
事
業

３
教

育
研

修
事

業
教

育
研

修
事

業
に

つ
い

て
は

、
国

立
病

教
育

研
修

事
業

に
お

い
て

は
、

独
自

の

院
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
そ

の
有

す
る

臨
床

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

基
づ

く
質

の
高

人
的

・
物

的
資

源
を

活
か

し
、

独
自

の
育

い
臨

床
研

修
医

の
養

成
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
す

る
な

ど
、

質
の

制
度

の
構

築
に

よ
り

質
の

高
い

医
療

従
事

高
い
医
療
従
事

者
の
養
成

に
努
め
る

こ
と

者
の
養

成
を
行
う

。
。

臨
床

研
修

医
や

レ
ジ

デ
ン

ト
（

専
門

分

(
1
)
質
の
高
い
医
療
従
事
者
の
養
成

野
の

研
修

医
を

い
う

）
に

つ
い

て
は

、
。

（
１
）
質

の
高
い
医
療

従
事
者
の

養
成

（
１

）
質

の
高

い
医

療
従

事
者

の
養

①
質
の
高
い
臨
床
研
修
医
や
レ
ジ
デ
ン
ト
の
養
成

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

の
期

成
①

質
の

高
い

臨
床

研
修

医
や

専
間

中
に

、
そ

れ
ぞ

れ
受

け
入

れ
数

の
２

０
①

質
の

高
い

臨
床

研
修

医
や

レ
ジ

デ
ン

修
医

の
養

成
に

基
づ

く
医

師
の

％
の
増
加
を
図

る
こ
と
。

ト
の
養
成

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
構

築
ま

た
、

政
策

医
療

に
関

す
る

研
修

会
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

１
．

国
立

病
院

機
構

の
病

院
を

中
心

と
す

る
独

自
の

臨
床

研
修

及
び

レ
ジ

デ
ン

ト
の

育
成

期
目

標
の

期
間

中
に

、
参

加
人

数
の

２
５

独
自

の
臨

床
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
基

良
質

な
医

師
の

養
成

に
向

け
て

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
開

始
国

立
病
院

機
構
の

使
命
と
し

て
「
医

療
従
事

者
の
研

修
」
が
掲

げ
ら
れ

て
い
る

が
、
そ

の
中
で
も

医
療
の

中
核
を

担
う
医

師
の
教
育

は
安
全

で
％

の
増

加
を

見
込

む
と

と
も

に
、

地
域

の
づ

き
、

質
の

高
い

研
修

を
実

施
し

て
良

し
た

専
修

医
制

度
（

後
期

臨
床

質
の

高
い
医

療
の
提

供
の
た
め

に
重
要

で
あ
り

重
点
的

に
取
り
組

ん
だ
。

医
療

従
事

者
に

対
す

る
研

修
事

業
の

充
実

質
な
研
修
医

の
養
成
を

行
う
こ
と

と
し
、

研
修

制
度

）
に

お
い

て
、

専
門

臨
床
研
修

に
つ
い

て
は
、
管

理
型
若

し
く
は

単
独
型

研
修
指
定

病
院
と

し
て
５

６
病
院

、
協
力
型

研
修
病

院
と
し

て
８
９

病
院
が
指

定
さ
れ

、
を

図
る
こ
と
。

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

の

医
療

分
野

の
良

質
な

医
療

を
提

臨
床

研
修
医

の
育
成

に
取
り
組

み
、
平

成
２
０

年
度
に

開
始
す
る

臨
床
研

修
マ
ッ

チ
ン
グ

に
つ
い
て

は
、
マ

ッ
チ
数

２
８
９

名
で
あ
っ

た
。

期
間

中
に

、
国

立
病

院
機

構
と

し
受

け

供
で

き
る

よ
う

、
各

診
療

科
に

○
臨
床

研
修
医

の
受
入
数

入
れ

る
臨

床
研

修
医

数
に

つ
い

て
２

０

お
い

て
質

の
高

い
研

修
を

実
施

平
成
１
８

年
６
９
４

名
→

平
成

１
９
年

７
６
３
名

（
平

成
１
６

年
度
５

５
９
名
）

％
以
上

の
増

加
(
※
１

)
を
目
指
す

。

す
る

。
○
後
期

研
修
医

の
受
入
数

併
せ

て
、

良
質

な
医

師
を

養
成

す
る

ま
た

、
研

修
を

修
了

し
た

医
平

成
１
８

年
７
４
４

名
（
専

修
医
１

６
７
名

、
レ
ジ
デ

ン
ト
５

７
７
名

）
た

め
、

レ
ジ

デ
ン

ト
（

専
門

分
野

の
研

師
の

認
定

を
行

い
、

更
に

キ
ャ

→
平

成
１
９

年
７
７
０

名
（
専

修
医
３

３
７
名

、
レ
ジ
デ

ン
ト
４

３
３
名

）
修

医
を

い
う

）
の

養
成

シ
ス

テ
ム

を
見

。

リ
ア

パ
ス

に
活

用
す

る
。

直
し

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期

２
．

研
修

医
指

導
体

制
の

整
備

目
標

の
期

間
中

に
、

国
立

病
院

機
構

と

臨
床
研
修

指
導
体

制
強
化
の

た
め
、

国
立
病

院
機
構

独
自
に
「

臨
床
研

修
指
導

医
養
成

研
修
会
」

を
計
５

回
開

催
し
た
。

８
８
名
が

参
加
し

、
し

て
受

け
入

れ
る

レ
ジ

デ
ン

ト
数

に
つ

研
修

医
の
指

導
に
あ

た
る
人
材

育
成
を

行
っ
た

。
い

て
２

０
％

以
上

の
増

加
（

※
２

）
を

目
指
す

。

※
１
平

成
１

５
年
度

臨
床
研

修
医
現
員

数
４
５
５

名

※
２
平

成
１

５
年
度

レ
ジ
デ

ン
ト
現
員

数
８
３
０

名

（
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築
）

②
医

師
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
制

度
の
構
築

１
．

い
わ

ゆ
る

後
期

臨
床

研
修

の
充

実
国

立
病

院
機

構
の

組
織

や
機

能
の

特

臨
床
研
修

修
了
後

の
専
門
領

域
の
研

修
シ
ス

テ
ム
（

い
わ
ゆ
る

後
期
臨

床
研
修

）
構
築

に
我
が
国

で
い
ち

早
く

着
手
し
、

一
定
水
準

の
臨
床

能
色

を
活

か
し

て
、

医
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

力
を

持
ち
患

者
の
目

線
に
立
っ

た
安
全

で
良
質

な
医
療

を
提
供
で

き
る
こ

と
の
で

き
る
専

門
医
を
育

成
す
る

た
め

の
シ
ス
テ

ム
作
り
に

取
り
組

む
ス

制
度

を
構

築
し

、
本

部
採

用
の

導
入

と
と

も
に
臨

床
研
修

修
了
後
の

研
修
シ

ス
テ
ム

確
立
の

必
要
性
を

発
信
し

て
き
た

。
と

併
せ

て
、

良
質

な
医

師
の

養
成

と
確

平
成

１
６

、
１

７
年

度
に

は
、

制
度

確
立

に
向

け
た

検
討

を
行

い
「

国
立

病
院

機
構

専
修

医
制

度
」

と
し

て
位

置
付

け
る

と
と

も
に

研
修

実
保
に
努

め
る

。
、

施
の

た
め
研

修
プ
ロ

グ
ラ
ム
作

成
や
そ

の
審
査

な
ど
具

体
的
体
制

整
備
を

行
っ
た

。
平
成

１
８
年
４

月
よ
り

患
者

の
視
点
に

立
っ
た
安

全
で
良

質
な
医

療
を
提

供
す
る

こ
と
の
で

き
る
専

門
医
の

育
成
を

開
始
し
た

。
平
成

１
８
年

度
に
は

１
６
７
名

（
３
７

病
院

、
平

成
１
９
年

度
に
は

１
９

）
（

）
、

（
）

。
、

３
名

４
４
病
院

の
医
師

が
本
制
度

に
よ
る

研
修
を

行
い

平
成

２
０
年

度
に
は

１
９
８
名

３
３
病

院
が
研

修
を
開

始
し
て

い
る

ま
た

平
成

２
０
年

度
は
こ

の
専
修
医

制
度
の

修
了
者

が
出
る

が
、
本
部

の
評
価

を
経
て

修
了
認

定
を
行
う

予
定
で

あ
る

。
専

修
医
制

度
の
一

環
と
し
て

ア
メ
リ

カ
退
役

軍
人
病

院
等
海
外

の
医
療

現
場
へ

派
遣
す

る
専
修
医

海
外
留

学
制

度
に
お
い

て
は
、
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て

は
７
名

の
医
師
を

派
遣
し

、
医
療

安
全
や

医
療
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
と
い

っ
た
手

法
を
学
ぶ

コ
ー
ス

に
参

加
し
研
修

を
行
っ
た

。

【
説

明
資
料

】
資

料
5
1
：

国
立

病
院

専
修

医
運

営
要

領
〔

2
5
7
頁

〕
資

料
5
2
：
国

立
病
院

機
構
専
修

医
制
度

（
い
わ

ゆ
る
後

期
臨
床
研

修
）
に

つ
い
て

〔
2
6
1

頁
〕



-
3
6

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
看
護
師
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築

③
看

護
師

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

構
②

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
構

築
築

１
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
充

実
専

門
看
護
師

の
育
成
を

含
む
看
護

師
平

成
１

８
年

度
に

設
定

し
た

「
」

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
を

構
築

し
、

良
「

看
護

職
員

能
力

開
発

プ
ロ

グ
国

立
病
院

機
構
の

看
護
部
門

を
よ
り

一
層
魅

力
的
な

も
の
と
し

て
い
く

た
め

国
立

病
院
機
構

に
お
け

る
看
護

師
確
保

に
関
す
る

検
討
委

員
会

ラ
ム

」
の

運
用

を
行

っ
て

い
く

に
お

い
て
検

討
し
た

次
の
施
策

を
引
き

続
き
平

成
１
９

年
度
も
キ

ャ
リ
ア

パ
ス
制

度
の
充

実
を
図
っ

た
。

質
な

看
護

師
の

養
成

と
確

保
に

努
め

と
と

も
に

、
研

究
休

職
制

度
の

る
。

適
用

を
推

進
し

て
い

く
な

ど
看

(
1)

専
任
教

育
担
当

師
長
の
配

置
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

を
院
内
の

教
育
研

修
に
係
る

企
画
や

、
プ
リ

セ
プ
タ

ー
に
よ
る

教
育
指

導
方
法

の
相
談

等
に
き
め

細
か
く

対
応
出

来
る
よ

う
に
す
る

た
め
の

教
充

実
し

、
良

質
な

看
護

師
の

養
育

担
当
看

護
師
長

を
各
病
院

の
状
況

に
応
じ

て
配
置

で
き
る
よ

う
に
し

、
新
人

看
護
師

の
教
育
支

援
の
み

な
ら
ず

、
特
定

の
看
護
単

位
を
超

え
成

と
確

保
に

努
め

る
。

た
連
携
や

活
動
が

可
能
と
な

り
、
よ

り
教
育

研
修
体

制
の
充
実

を
図
っ

た
。

ま
た
、

平
成
１

９
年
度
中

に
各
会

議
の
場

に
お
い

て
、
国
立

病
院
機

構
病
院

が
、
新

人
を
含
む

全
看
護

職
員

へ
の
効
果

的
な
教
育

支
援
が

で
き

る
よ
う

、
看
護

業
務
指
針

に
「
教

育
担
当

看
護
師

長
の
業
務

」
を
追

加
す
る

よ
う
議

論
、
検
討

を
重
ね

平
成
２

０
年
６

月
に
改
正

し
、
各

業
務

を
明
確

化
し
て

い
る
。

【
専
任

教
育
担

当
師
長
の

配
置
病

院
】

平
成
１

８
年
度

２
０
病

院
→

平
成

１
９
年
度

２
５

病
院

(
2
)

専
門
看

護
師
、

認
定
看
護

師
の
配

置
昨
今
の

医
療
・

看
護
の
高

度
化
、

多
様
化

に
伴
い

、
よ
り
専

門
的
で

水
準
の

高
い
知

識
や
技
能

を
持
っ

た
看

護
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス

ト
が
必

要
と

さ
れ
て

お
り
、

国
立
病
院

機
構
と

し
て
も

積
極
的

に
職
員
を

研
修
に

派
遣
し

、
各
病

院
の
特
性

に
合
わ

せ
た
認

定
看
護

師
及
び
専

門
看
護

師
を

配
置
し

、
そ
の

分
野
の
看

護
職
員

に
対
し

適
切
な

指
導
、
相

談
を
行

い
、
さ

ら
に
充

実
し
た
高

い
水
準

の
看
護

を
実
践

し
て
い
る

。

【
専
門

看
護
師

・
認
定
看

護
師
の

配
置
数

】
平

成
１
８

年
度

６
８
病
院

１
５
４

名
→

平
成
１

９
年
度

８
１

病
院
１

９
０
名

（
平
成

１
５

年
度

２
９
病
院
３

６
名
）

(
3
)

実
習
指

導
者
の

養
成

実
習
指

導
者
講

習
会
を
国

立
病
院

機
構
自

ら
が
実

施
す
る
こ

と
で
、

受
講
し

や
す
く

な
り
、
よ

り
多
く

の
実

習
指
導
者

の
養
成
を

行
う
こ

と
が

で
き
た

。
こ
れ

に
よ
り
、

看
護
学

生
の
実

習
指
導

体
制
、
新

人
看
護

師
教
育

担
当
者

（
プ
リ
セ

プ
タ
ー

）
へ
の

相
談
や

ア
ド
バ
イ

ス
等
の

支
援

体
制
の

充
実
が

図
ら
れ
た

。

【
国
立

病
院
機

構
が
実
施

す
る
実

習
指
導

者
講
習

会
】

平
成
１
８

年
度

５
ヶ
所

１
９
６

名
→

平
成
１

９
年
度

６
ヶ

所
２

７
５
名

(
4
)

研
究
休

職
制
度

高
度
専

門
的
な

医
療
の
提

供
が
で

き
る
人

材
を
確

保
す
る
た

め
、
意

欲
の
あ

る
職
員

が
退
職
す

る
こ
と

な
く

国
立
看
護

大
学
校
研

究
課
程

又
は

看
護
系

の
研
究

科
を
置
く

大
学
院

に
進
学

で
き
る

よ
う
「
研

究
休
職

制
度
」

を
創
設

し
て
い
る

。
平
成

１
８
年

度
に
は

１
名
が
、

平
成
１

９
年

度
は
３

名
が
研

究
休
職
し

て
い
る

。
修
了

後
は
国

立
病
院
機

構
の
医

療
の
向

上
の
た

め
に
、
そ

の
研
究

成
果
を

十
分
還

元
で
き
る

も
の
と

期
待

し
て
い

る
。

２
．

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

に
基

づ
く

研
修

の
実

施
全

病
院
統

一
の
研

修
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

の
中
で

院
外
で

の
研
修
に

お
け
る

実
践
能

力
向
上

を
評
価
項

目
と
し

た
こ
と

に
よ
り

、
所
属
病

院
が
担

っ
て
い

る
政
策

医
療
以

外
の
政
策

医
療
分

野
な
ど

自
院
で

の
Ｏ
Ｊ
Ｔ

で
は
習

得
が
困

難
な
分

野
の
看
護

技
術
、

知
識
に

つ
い
て

体
験
し
な

が
ら
実

践
能
力

を
習
得

し
た
り

、
他
病
院

の
実
際

の
現
場

か
ら
自

院
の
体
制

の
見
直

し
や
個

人
の
技

術
向
上
等

に
繋
が

る
よ
う

国
立
病

院
機
構
の

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活
用

し
た
病

院
間
交
流

研
修
を

実
施
し

た
。
ま

た
、
引
き

続
き
各

病
院
、

ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所

及
び
本

部
に
お

い
て
キ

ャ
リ
ア
パ

ス
に
基

づ
く
研

修
を
実

施
す
る

と
と
も
に

、
専
門

的
な
知

識
・
技

術
を
習
得

す
る
た

め
看
護

師
を
専

門
研
修
機

関
へ
研

修
派
遣

し
た
。

【
専
門
研

修
機
関

派
遣
者
数

】
平

成
１
８

年
度

９
１
人

→
平

成
１
９

年
度

１
１
３
人

さ
ら
に
、

各
ブ
ロ

ッ
ク
単
位

で
、
看

護
師
他

関
係
医

療
従
事
者

を
対
象

に
、
医

療
安
全

に
関
す
る

制
度
の

十
分
な

理
解
や

各
病
院
の

取
組
状

況
な

ど
の

知
識

と
技

能
の

習
得

と
と

も
に

医
療

事
故

発
生

時
の

対
応

能
力

の
向

上
を

図
る

こ
と

を
目

的
に

「
医

療
安

全
管

理
研

修
」

を
実

施
し

病
、

院
全

体
で
の

医
療
安

全
管
理
体

制
の
充

実
を
図

っ
た
。

(
1
)

本
部
・

ブ
ロ
ッ

ク
・
病
院

に
お
け

る
研
修

の
実
施

①
幹

部
管

理
者

研
修

(
国

立
病

院
機

構
本

部
)

幹
部
看

護
師
管

理
研
修
Ⅰ

６
２

時
間

７
０
名

幹
部
看

護
師
管

理
研
修
Ⅱ

８
６

時
間

４
３
名

幹
部
看

護
師
管

理
研
修
Ⅲ

１
８

時
間

２
９
名



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
中

間
管

理
者

研
修

(
各

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
)

看
護
師

長
新
任

研
修

１
日
～

５
日
間

１
７

６
名

副
看
護

師
長
新

任
研
修

２
日
～

５
日
間

３
０

５
名

医
療
安

全
対
策

研
修
会

１
日
～

５
日
間

９
９

７
名

③
幹

部
看

護
師

任
用

候
補

者
研

修
(
各

病
院

)
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
３

０
時

間

(
2
)

専
門
研

修
機
関

へ
の
研
修

派
遣
の

実
施

①
専
門
看

護
師
研

修
老
人
看

護
１
名

が
ん
看

護
１
名

②
認
定
看

護
師
研

修
感
染
管

理
コ
ー

ス
７
名

が
ん
性

疼
痛
看

護
コ
ー
ス

１
２
名

が
ん
化

学
療
法

４
名

救
急
看

護
３
名

創
傷
・

オ
ス
ト

ミ
ー
・
失

禁
２
４
名

ホ
ス
ピ

ス
ケ
ア

２
名

乳
が
ん

２
名

新
生
児

集
中
ケ

ア
２
名

手
術
看

護
１
名

慢
性
疾

患
１
名

③
教

員
養

成
講

習
(
看

護
研

修
研

究
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
)

幹
部
教

員
養
成

コ
ー
ス

１
年

間
８
名

看
護
教

員
養
成

コ
ー
ス

１
年

間
３

３
名

(
都

道
府
県

主
催
講

習
)

看
護
教

員
養
成

コ
ー
ス

８
ヶ
月

～
１
年

間
１

２
名

【
説

明
資
料

】
資

料
5
3
：

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
確

保
に

関
す

る
検

討
委

員
会

報
告

書
（

概
要

）
〔

2
6
4
頁

〕
資

料
5
4
：

国
立

病
院

機
構

全
病

院
統

一
の

研
修

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
抜

粋
）

〔
2
6
8
頁

〕
資

料
5
5
：

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

〔
28
6
頁

〕
資

料
5
6
：

良
質

な
看

護
師

育
成

の
た

め
の

研
修

〔
2
9
0
頁

〕



-
3
8

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
質
の
高
い
看
護
師
等
養
成

④
質

の
高
い
看
護

師
等
養
成

③
質

の
高

い
看

護
師

等
養

成

１
．

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
養

成
の

あ
り

方
に

関
す

る
検

討
委

員
会

の
開

催
看

護
師

等
養

成
所

に
つ

い
て

は
、

第
各

養
成

所
は

、
第

三
者

に
よ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
と

地
域

附
属
看
護

学
校
は

、
国
立
病

院
機
構

全
体
の

共
有
財

と
し
て
、

母
体
病

院
の
み

な
ら
ず

、
母
体
病

院
以
外

の
機
構

病
院
に

対
し
て
も

広
く
供

給
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

を
す

に
開

か
れ

た
公

開
講

座
の

実
施

し
て

い
る
役

割
を
担

っ
て
い
る

と
と
も

に
、
医

療
内
容

の
高
度
化

・
複
雑

化
や
チ

ー
ム
に

よ
る
医
療

に
対
し

看
護
師

自
ら
が

よ
り
主
体

的
に
参

画
べ

て
の

養
成

所
に

お
い

て
実

施
し

て
教

に
取

り
組

む
。

し
て

い
く
こ

と
の
能

力
や
高
度

な
看
護

実
践
能

力
の
育

成
な
ど
、

現
在
の

医
療
現

場
の
要

請
に
的
確

に
対
応

し
て
い

く
こ
と

の
で
き
る

看
護
師

を
育

の
質

を
高

め
る

と
と

も
に

、
再

編
成

ま
た

、
災

害
医

療
看

護
や

重
養
成

し
て
い

く
こ
と

が
今
後
の

国
立
病

院
機
構

に
お
け

る
看
護
教

育
に
は

求
め
ら

れ
て
い

る
。
一
方

で
、
看

護
系
大

学
の
増

加
に
よ
り

、
存
続

校
等
に

よ
り
専
任

教
官
の
充

実
を
図
る
。

心
・

筋
ジ

ス
看

護
な

ど
、

国
立

に
お

い
て
も

質
の
高

い
学
生
の

確
保
が

困
難
な

状
況
で

あ
る
た
め

、
教
育

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

の
調
整
を

行
っ
た

う
え
で

、
既
存

学
校
法
人

と
連
携

し
ま

た
、
す
べ

て
の
養
成

所
は
、
地

域

病
院

機
構

に
お

け
る

特
徴

的
な

看
護

大
学
を

誘
致
す

る
よ
う
計

画
し
て

い
る
と

こ
ろ
で

あ
る
。

医
療

へ
の

貢
献

の
た

め
、

地
域

に
開

か

看
護

に
つ

い
て

盛
り

込
ん

だ
カ

以
上
の
状

況
を
踏

ま
え
、
平

成
１
９

年
度
よ

り
「
国

立
病
院
機

構
に
お

け
る
看

護
師
養

成
の
在
り

方
に
関

す
る
検

討
委
員

会
」
を
設

置
し
、

看
れ
た

公
開
講
座

を
実
施
す

る
。

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

を
確

実
に

護
教

育
の
在

り
方
や

附
属
看
護

学
校
の

位
置
づ

け
の
一

層
の
明
確

化
な
ど

具
体
的

な
在
り

方
を
議
論

を
行
っ

て
い
る

。
実

施
し

て
い

く
と

と
も

に
、

国
２

．
新

構
想

看
護

大
学

・
大

学
院

開
設

に
向

け
た

取
組

立
病

院
機

構
と

し
て

の
実

習
指

導
者
講

習
会
の

充
実
に

努
め
る

「
独

立
行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

（
平

成
1
9
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
に

基
づ

き
「

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

の
主

要
な

事
務

及
。

」
、

『
び

事
業

の
改

廃
に

関
す

る
勧

告
の

方
向

性
』

に
お

け
る

指
摘

を
踏

ま
え

た
見

直
し

案
（

平
成

1
9
年

1
2
月

2
1
日

厚
生

労
働

省
）

が
行

革
本

部
で

決
」

定
さ

れ
「
看
護

教
育
の

変
化
の
中

で
、
医

療
と
一

体
と
な

っ
た
高
等

看
護
教

育
の
実

施
を
検
討

す
る
」

こ
と
と

さ
れ
た

。
、

具
体
的
に

は
、
国

立
病
院
機

構
本
部

の
豊
富

な
診
療

現
場
を
最

大
限
活

用
し
た

高
度
な

看
護
実
践

能
力
を

持
ち

、
ス
キ
ル

ミ
ッ
ク
ス

に
よ
り

チ
ー
ム

医
療
を

提
供
で

き
る
看
護

師
を
育

成
す
る

た
め
、

新
構
想
看

護
大
学

・
大
学

院
を
誘

致
し
よ
う

と
い
う

も
の

で
あ
る
。

誘
致

方
法

の
考

え
と

し
て

は
、

①
既

存
の

学
校

法
人

と
の

連
携

（
機

構
の

理
念

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

共
有

、
②

東
京

医
療

セ
ン

タ
ー

敷
地

の
）

有
効

活
用
す

る
こ
と

等
で
あ
り

準
備
を

始
め
て

い
る
。

３
．

長
崎

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

大
学

の
誘

致
長

崎
医
療

セ
ン
タ

ー
に
つ
い

て
は
、

当
該
附

属
看
護

学
校
へ
の

応
募
状

況
の
減

少
傾
向

、
入
学
辞

退
者
の

増
加
、

昨
今
の

当
該
地
域

に
お
け

る
学
生

の
大
学

志
向
等

の
地
域
事

情
を
踏

ま
え
活

水
女
子

大
学
の
強

い
意
向

に
こ
た

え
て
同

大
学
の
看

護
学
部

と
し
て

看
護
師

の
養
成
を

行
う
こ

と
と
し

た
。
平

成
２
１

年
４
月
に

開
設
す

る
こ
と

が
決
定

し
、
現
在

、
開
設

に
向
け

準
備
中

で
あ
る
。

４
．

国
立

病
院

機
構

の
特

徴
を

盛
り

込
ん

だ
附

属
看

護
学

校
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
用

国
立
病
院

機
構
の

提
供
す
る

医
療
の

特
徴
で

あ
る
重

症
心
身
障

害
児
（

者
・
進
行

性
筋
ジ
ス

ト
ロ
フ

ィ
ー
児

（
者

・
災

害
医
療
等

を
理
解

し
）

）
適
切

に
遂
行

で
き
る

よ
う
に
す

る
た
め

の
知
識

、
技
術

に
関
す
る

内
容
を

盛
り
込

む
と
と

も
に
、
学

生
の
段

階
か

ら
国
立
病

院
機
構
へ

の
帰
属

意
識
を

醸
成
し

、
国
立

病
院
機
構

が
担
う

医
療
に

対
す
る

使
命
感
を

育
ん
で

い
く
こ

と
が
で

き
る
よ
う

に
す
る

た
め

、
附
属
看

護
学
校
の

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

改
訂
を

検
討
し

成
案
を
得

た
。
新

た
な
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、

平
成
１

９
年
度

よ
り
運

用
を
開
始

し
、
政

策
医

療
全
般
の

内
容
を
盛

り
込
ん

だ
授
業

を
実
施

し
て
い

る
。

○
追
加
し

た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

内
容

・
医
療

政
策
と

国
立
病
院

・
療
養

所
が
果

た
し
て

き
た
役
割

、
国
立

病
院
機

構
の
役

割
と
機
能

、
他

・
災
害

時
の
看

護
、
重
心

患
者
へ

の
看
護

、
神
経

･
筋

難
病
患
者

へ
の
看

護
、
他

・
災
害

看
護
訓

練
、
結
核

感
染
患

者
へ
の

看
護
「

見
学
」

５
．

実
習

指
導

者
講

習
会

の
充

実
（

再
掲

）
実

習
指
導

者
講
習

会
を
機
構

自
ら
が

実
施
す

る
こ
と

に
よ
り
、

国
立
病

院
機
構

の
提
供

す
る
医
療

の
特
徴

で
あ
る

重
心
・

筋
ジ
ス
・

災
害
医

療
等
に

つ
い
て

の
理
解

を
促
す
こ

と
が
出

来
る
指

導
が
行

え
る
よ
う

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

に
独
自

性
を
盛
り

込
み
運

用
し
て

い
る
。

【
国
立
病

院
機
構

が
実
施
す

る
実
習

指
導
者

講
習
会

】
平
成

１
８
年

度
平
成
１

９
年
度

講
習

箇
所
：

４
カ
所
、

講
習
者

数
：
１

９
６
人

→
講
習
箇

所
：
６

カ
所
、

講
習
者
数

：
２
７

５
人

６
．

奨
学

金
制

度
の

運
用

国
立
病
院

機
構
で

看
護
に
従

事
す
る

意
思
を

も
っ
た

附
属
看
護

学
校
学

生
等
に

対
し
、

奨
学
金
を

貸
与
す

る
制
度

を
平
成

１
８
年
度

よ
り
創

設
し
、

平
成
１

９
年
４

月
よ
り
１

４
名
が

卒
業
し

機
構
病

院
で
勤
務

し
て
お

り
、
看

護
師
確

保
対
策
一

方
策
と

し
て
制

度
の
活

用
を
図
っ

て
い
る

。

【
奨
学
金

貸
与
の

状
況
】

平
成
１

８
年
度

４
８

名
（
う
ち

１
４
名

が
、
機

構
病
院

で
勤
務
）

平
成
１

９
年
度

３
８

名



-
3
9
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

７
．

第
三

者
に

よ
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

評
価

の
実

施
国

立
病
院

機
構
以

外
の
教
員

な
ど
の

第
三
者

に
よ
る

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
評

価
を
平

成
１
９

年
度
は
２

３
校
で

実
施
し

た
。
そ

の
結
果
、

平
成
１

９
年
度

末
ま
で

に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

評
価
を

実
施
し

た
施
設

が
４
６
校

に
な
っ

た
。

【
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

評
価
の
結

果
】

①
他

校
と
の

違
い
や
機

構
の
特

徴
を
打

ち
出
す

こ
と
が
で

き
る
よ

う
、
学

校
の
地

域
性
、
機

構
の
政

策
医

療
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム

を
教
育

理
念

・
教
育

目
的
の
中

に
具
体

的
に
明

文
化
し

た
。

、
、

②
卒

業
後
の

継
続
教
育

の
考
え

方
が
教

育
目
標

か
ら
読
み

取
れ
な

い
た
め

日
々
の
教
育

活
動
の

中
で
実

践
し
て

い
る
こ
と

を
具
体

化
し

教
育
目
標

に
明
記
し

た
。

８
．

公
開

講
座

の
実

施
附

属
看
護

学
校
の

教
育
活
動

の
一
環

と
し
て

地
域
社

会
に
貢
献

す
る
た

め
、
５

６
ヶ
所

の
学
校
で

地
域
住

民
や

地
域
の
高

校
生
な
ど

を
対
象

と
し
た

公
開
講

座
を
実

施
し
た
。

ま
た
、
潜

在
看
護

師
に
対
す

る
離
職

後
の
ギ

ャ
ッ
プ

を
解
消
す

る
こ
と

を
目
的

に
、
最

近
の
看
護

の
動
向

な
ど

を
テ
ー
マ

と
し
た
公

開
講
座

も
実
施

し
た
。

【
公
開
講

座
の
開

催
回
数
】

平
成
１

８
年
度

：
８
６
回

→
平
成
１

９
年
度

：
９
８
回

【
潜
在
看

護
師
対

象
開
催
回

数
】

平
成
１

８
年
度

：
２
回

→
平
成
１

９
年
度

：
８
回

９
．

附
属

看
護

学
校

の
高

い
看

護
師

国
家

試
験

合
格

率
附

属
看
護

学
校
の

国
家
試
験

合
格
率

が
昨
年

と
同
様

全
国
平
均

を
大
き

く
上
回

っ
た
。

【
看
護
師

国
家
試

験
合
格
率

】
平

成
1
8
年

3
月

発
表

者
平

成
1
9
年

3
月

発
表

者
平

成
2
0
年

3
月

発
表

者
国
立

病
院
機

構
附
属
看

護
学
校

９
６
．
６
％

９
８
．
４

％
９
８

．
２
％

全
国

平
均

８
８
．
３
％

９
０
．
６

％
９
０

．
３
％

※
平

成
1
6
年

3
月

発
表

者
国
立

病
院
機

構
附
属
看

護
学
校

９
７
．
７
％

全
国

平
均

９
４
．
７
％

【
説

明
資
料

】
資

料
5
7
：
質

の
高
い

看
護
師
等

養
成

〔
2
9
4

頁
〕



-
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

④
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
普
及
の
た
め
の
研
修
人
材
養
成

⑤
Ｅ

Ｂ
Ｍ

の
普

及
の

た
め

の
研

修
人

材
④

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
修

人
材

養
成

養
成

１
．

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

普
及

の
た

め
の

研
修

会
政
策
医

療
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
お

い
て
、

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

、
引

き
続

き
各

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
平

成
１
９

年
度
は

、
研
修
会

を
新
た

に
企
画

す
る
な

ど
Ｅ
Ｂ
Ｍ

推
進
の

た
め
に

必
要
な

研
修
会
を

開
催
し

人
材
の

育
成
を

行
っ
た
。

Ｅ
Ｂ

Ｍ
に

基
づ

い
た

医
療

を
提

供
す

る

ワ
ー

ク
の

中
核

と
な

る
臨

床
研

研
修

会
の
総

参
加
者

は
、
２
，

５
０
４

名
で
あ

り
、
平

成
１
５
年

度
の
１

，
５
２

５
名
に

比
べ
て
６

４
．
２

％
増
加

し
た
。

た
め

、
研

修
会

等
を

開
催

し
て

良
質

な

究
セ

ン
タ

ー
が

中
心

と
な

り
、

医
療

従
事
者
の

養
成
を
図

る
。

当
該

政
策

医
療

分
野

に
お

け
る

(
1)

質
の
高

い
治
験

・
臨
床
研

究
を
推

進
す
る

た
め
の

研
修

ま
た

､
治

験
･
臨

床
研

究
推

進
の

た
め

根
拠

に
基

づ
い

た
医

療
普

及
の

の
治

験
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

の
Ｅ

Ｂ

た
め

の
研

修
会

を
多

職
種

の
医

①
質
の

高
い
治

験
を
推
進

す
る
た

め
の
研

修
会
（

再
掲
）

Ｍ
に

精
通
し
た

人
材
の
養

成
を
行
う
｡

療
従

事
者

を
対

象
に

年
１

回
以

質
の

高
い
治

験
を
推
進

す
る
た

め
、
治

験
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（

初
級
・

3
年

以
上

、
治
験

を
担
当

す
る
医

師
、
治

験
事
務
局

・
事
務

職
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

お
い

て
）

上
行

い
、

良
質

な
医

療
従

事
者

員
等
を

対
象
と

し
、
参
加

者
総
計

５
１
３

名
、
延

べ
１
４
回

、
２
１

日
間
の

研
修
会

を
実
施
を

実
施
し

、
中
核

と
な
る

人
材
を
養

成
し
た

。
は

、
こ

れ
ら

の
研

修
内

容
等

の
充

実
に

の
養

成
を

積
極

的
に

行
う

。
努

め
る

と
と

も
に

、
平

成
１

５
年

度
に

ま
た

、
引

き
続

き
治

験
に

関
②

臨
床

研
究
の

デ
ザ
イ
ン

と
進
め

方
に
関

す
る
研

修
会

比
し

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

、
当

該

す
る

研
修

等
を

行
い

、
治

験
・

国
立

病
院
機

構
内
の
多

職
種
に

わ
た
る

医
療
従

事
者
（
職

員
）
を

対
象
に

、
臨
床

疫
学
の
考

え
に
基

づ
き
、

日
常
の

臨
床
現
場

に
お
け

る
研

修
会

へ
の

参
加

人
数

に
つ

い
て

２
５

臨
床
研

究
の
推

進
を
図

る
。

疑
問

に
つ

い
て

、
研

究
デ

ザ
イ

ン
を

作
成

で
き

る
よ

う
な

知
識

・
技

能
を

身
に

つ
け

る
目

的
で

、
平

成
１

８
年

度
か

ら
新

た
に

「
臨

床
研

％
以

上
の
増
加

（
※
）
を

目
指
す
。

、
究
の
デ

ザ
イ
ン

と
進
め
方

に
関
す

る
研
修

会
」
を

行
っ
た
。

平
成
１

９
年
度

は
２
回

行
い
、
合

計
５
９

名
の
職

員
が
２

日
間
の
研

修
会
に

参
加

し
た

。
ま

た
、

平
成

１
９

年
度

は
「

臨
床

研
究

の
デ

ザ
イ

ン
と

進
め

方
に

関
す

る
研

修
会

ア
ド

バ
ン

ス
ド

研
修

」
を

新
た

に
行

い
、

臨
※

平
成
１
５
年

度
実
績

、
床
研
究

の
基
礎

を
習
得
し

研
究
テ

ー
マ
を

持
つ
職

員
を
対
象

に
、
個

々
の
研

究
デ
ザ

イ
ン
の
作

成
に
つ

い
て

指
導
し
て

い
く
実
際

的
な
研

修
研

修
会
延
べ

参
加
人
数

を
行
っ

た
（
参

加
者
１
４

名
。

１
，
５
２

５
名

）

③
デ
ー

タ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

研
修
会

臨
床

研
究
の

進
め
方
及

び
臨
床

研
究
に

お
け
る

デ
ー
タ
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト
の

意
義
・

重
要
性
を

身
に
つ

け
る
こ

と
を
目

的
と
し
て

、
５
３

名
の
職
員

を
集
め

て
研
修
会

を
行
っ

た
。

２
．

国
立

病
院

機
構

総
合

医
学

会
の

開
催

（
再

掲
）

国
立
病
院

機
構
の

職
員
等
に

対
し
、

学
術
研

究
の
成

果
を
発
表

す
る
機

会
を
与

え
、
職

員
の
自
発

的
な
研

究
の
取

組
を
奨

励
し
、
職

員
が
行

う
研
究

レ
ベ
ル

の
向
上

を
図
り
、

ま
た
、

研
究
者

の
み
な

ら
ず
参
加

す
る
国

立
病
院

機
構
職

員
の
活
性

化
を
目

的
と
し

て
、
平

成
１
９
年

１
１
月

１
。

、
、

６
日

・
１
７

日
に
開

催
し
た

本
部
職
員

も
積
極

的
に
参
加

し
ま
た

医
師
や
看

護
師
だ

け
で
な

く
看
護

学
生
や

そ
の
他
職

種
も
多

数
参
加

し
て

最
新

知
識
の

普
及
、

患
者
に
求

め
ら
れ

る
医
療

の
推
進

方
策
に
つ

い
て
な

ど
の
意

見
交
換

を
行
う
学

術
集
会

と
な
っ

た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
5
8
：
Ｅ

Ｂ
Ｍ
の

普
及
の
た

め
の
研

修
会
実

施
状
況

〔
3
0
2

頁
〕

資
料

3
5
：

国
立

総
合

医
学

会
の

開
催

状
況

〔
16
5
頁

〕
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

地
域
医
療
に
貢
献
す
る
研
修
事
業
の
実
施

（
２

）
地

域
医

療
に

貢
献

す
る

研
修

事
業

の
（

２
）

地
域

医
療

に
貢

献
す

る
研

修
事

業
の

実
施

実
施

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
各

病
院
に

お
い
て

、
地
域
の

医
療
従

事
者
を

対
象
と

し
た
研
究

会
等
を

企
画
し

、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

や
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
配
布

等
で
積
極

的
に
参

加
政

策
医

療
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

確

引
き

続
き

、
地

域
の

医
療

従
事

を
呼

び
か
け

た
。
こ

の
結
果
１

１
３
，

５
８
４

名
（
平

成
１
５
年

度
比
５

１
．
２

％
増
）

の
参
加
を

得
る
こ

と
が
で

き
、
地

域
医
療
従

事
者
へ

向
立

し
た

Ｅ
Ｂ

Ｍ
の

成
果

等
を

普
及

さ
せ

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

等
の

け
た

医
療
情

報
発
信

に
尽
力
し

た
。

る
た

め
、

各
病

院
は

、
地

域
の

医
療

従

内
容

や
開

催
方

法
を

吟
味

し
、

事
者

を
対

象
と

し
た

研
究

会
等

の
開

催

よ
り

多
く

の
医

療
従

事
者

の
参

平
成
１
８

年
度

１
０
９
，

３
７
３

名
→

平
成

１
９
年
度

１
１

３
，
５

８
４
名

（
平
成

１
５
年

度
７

５
，
１

０
２
名
）

に
よ

り
地
域
医

療
へ
の
貢

献
を
行
う

、
。

加
を

得
ら

れ
る

よ
う

地
域

の
医

当
該

研
究

会
の

内
容

の
充

実
に

努
め

る

療
機

関
に

対
し

て
参

加
を

積
極

と
と

も
に
、
中

期
目
標
の

期
間
の
最
終

的
に

働
き

か
け

る
。

年
度

に
お

い
て

、
１

４
万

人
以

上
の

（
）

。
参
加

※
を
得

ら
れ
る
よ

う
努
め
る

※
平
成
１
５

年
度
実
績

研
究
会
延

べ
参
加
人

数

７
５

，
１
０
２

名

【
説

明
資
料

】
資

料
5
9
：
地

域
医
療

に
貢
献
す

る
研
修

事
業
へ

の
取
組

〔
3
0
4

頁
〕



-
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2

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
初

期
臨

床
研

修
医

、
後

期
臨

床
研

修
医

と
も

受
入

数
を

増
や

し
、

さ
ら

に
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
つ

い
て

も
検

討
を

重
ね

、
良
質
な
医

師
の
養

成
を
目

指
し
て

い
る
。

レ
ジ

デ
ン

ト
数

の
確

保
に

つ
い

て
は

中
期

計
画

を
達

成
で

き
て

い
な

い
が

、
医

師
、

専
任

教
育

担
当

師
長

を
２

５
病
院
（
１

８
年
度

２
０
病

院
）
に

配
置
し
た

。
看

護
師

と
も

着
実

な
養

成
を

行
い

成
果

が
上

が
っ

て
い

る
。

研
修

医
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

専
門

・
認

定
看

護
師

を
１

９
０
人
（
１

８
年
度

１
５
４

人
）
配

置
し
た
。

ム
に

つ
い

て
は

複
数

の
病

院
で

研
修

を
行

う
な

ど
機

構
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

か
し

成
実

習
指

導
者

講
習

会
も

増
加

し
、

専
門

的
知

識
を

習
得

す
る

た
め

、
専

門
研

修
機

関
へ

の
果

を
上
げ
て

い
る
。

派
遣
も

積
極
的

に
行
っ

た
。

看
護

師
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

に
つ

い
て

は
、

全
国

統
一

の
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

運
用
、
教
育

担
当
看

護
師
長

の
配
置
や

研
究
休

職
制
度

の
施
策

を
講
じ
て

い
る
。

［
数

値
目
標

］
ま
た
、
地

域
の
医

療
従
事

者
を
対
象

と
し
た

研
修
も

実
績
を

あ
げ
て
い

る
。

・
平

成
１
５

年
度
比
２

０
％
以

上
増

・
臨

床
研

修
医

の
受

入
数

に
つ

い
て

、
７

６
３

名
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
以
上
の
実

績
及
び

取
組
に

つ
い
て
評

価
す
る

。
．

。（
）

臨
床

研
修

医
５
４
６

名
て

６
７

７
％

の
増

と
中

期
計
画

の
目
標

値
を
達

成
し
て
い

る
業
務

実
績
３

４
頁
参

照
（

平
成

１
５

年
度

４
５
５

名
、

・
レ

ジ
デ

ン
ト

の
受

入
数

に
つ

い
て

、
７

７
０

名
と

な
っ

て
お

り
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
）

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
レ

ジ
デ
ン

ト
数

９
９
６

名
て

７
．

２
％

の
減

と
な

り
、

中
期
計
画

の
目
標

値
を
達

成
し
な

か
っ
た

（
業

務
実
績

３
４

。
（

平
成
１

５
年
度

８
３
０

名
）

頁
参

照
）

・
中
期
計
画

は
上
回

っ
て
い

る
。

・
看
護
師
養

成
や
看

護
師
確

保
に
努
力

し
て
い

る
。

・
平

成
１
５

年
度
比
２

５
％
以

上
増

・
平

成
１

５
年

度
比

６
４

．
２

％
増
加

・
長

崎
医

療
セ

ン
タ

ー
と

地
元

の
大

学
の

連
携

に
よ

る
看

護
師

養
成

は
新

し
い

試
み

と
Ｅ

Ｂ
Ｍ
普

及
の
た
め

の
研
修

会
参
加

人
数

延
べ

１
，

９
０

６
名

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

参
加

人
数

延
べ

２
，

５
０

４
名

（
業

務
実

績
３

９
頁

し
て
注
目
さ

れ
る
。

（
平
成

１
５
年
度

１
，

５
２

５
名

）
参

照
）

・
医
師
、
看

護
師
と

も
着
実

な
養
成
を

行
い
、

成
果
を

上
げ
て

い
る
。

、
。

・
看
護
師
養

成
の
新

し
い
方

向
は
期
待

で
き
る

が
実

績
は
こ

れ
か
ら

で
注
目

し
た
い

・
地

域
医
療

に
貢
献
す

る
研
修

・
各

病
院

に
お

い
て

、
地

域
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

等
を

開
催

し
、

平
成

１
・

医
師

養
成

に
つ

い
て

も
、

後
期

研
修

に
お

け
る

実
績

が
医

師
の

新
し

い
キ

ャ
リ

ア
パ

中
期

目
標

期
間
に
お

い
て
１

４
万
人

以
上
の
参

加
９

年
度

は
１

１
３

，
５

８
４

名
の
参
加

を
得
た

（
業
務
実

績
４
０
頁

参
照
）

ス
を
形
成
す

る
こ
と

を
期
待

す
る
。

。
（

平
成
１

５
年
度

７
５
，

１
０
２

人
名
）

・
初

期
臨

床
研

修
医

数
は

中
期

目
標

数
を

達
成

し
て

い
る

が
、

後
期

臨
床

研
修

医
数

は
目

標
に

達
し

て
い

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

現
在

の
全

国
的

な
医

師
不

足
の

中
で

は
無

［
評

価
の
視

点
］

理
な
し
と
も

判
断
さ

れ
る
。

、
。

・
独

自
の
臨

床
研
修
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
基

づ
き
質
の

高
い

臨
床

研
修

医
の

養
成

を
実

績
：

○
・

専
修
医
海

外
留
学

制
度
は

一
般

病
院
で

は
中
々

実
施
が
難

し
い
制

度
で
評

価
す
る

行
い

、
受

け
入
れ
研

修
医
数

に
つ
い

て
、
中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
・

臨
床

研
修

医
は

平
成

１
８

年
６
９
４
名

か
ら
平

成
１
９

年
７
６

３
名
へ
と

受
入
数

が
・

若
手
医
師

及
び
看

護
師
に

対
す
る
教

育
は
極

め
て
重

要
で
あ

る
。

成
に

向
け

て
取
り
組

み
、
着

実
に
進

展
し
て
い

る
か

。
増

加
し

た
（

業
務

実
績

３
４
頁
参

照
）

・
質

の
高

い
医

師
及

び
看

護
師

の
養

成
の

た
め

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

研
修

会
等

へ
の

各
。

病
院
か
ら
の

積
極
的

な
参
加

が
望
ま
れ

る
。

・
良

質
な
医

師
を
養
成

す
る
た

め
、
レ

ジ
デ
ン
ト

の
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
見

直
実

績
：

○
・

臨
床

研
修

医
の

受
入

数
は

平
成

1
5
年

度
対

比
6
7
.
7
％

増
と

な
り

、
中

期
計

画
の

数
値

し
を

行
い

、
受
け
入

れ
レ
ジ

デ
ン
ト

数
に
つ
い

て
の

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
・

専
修

医
の

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
各

病
院

に
お

け
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

そ
の

評
価

目
標

（
平

成
1
5
年

度
対

比
2
0
％

以
上

増
）

を
上

回
る

結
果

と
な

っ
た

こ
と

は
高

く
評

価
標

値
の
達

成
に
向
け

て
取
り

組
み
、

着
実
に
進

展
し

て
い

る
か

。
方

法
に

つ
い

て
集

計
し

、
連

携
を

と
り

つ
つ

質
の

良
い

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
供

に
努

め
た

。
で

き
る

。
ま

た
、

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
、

複
数

の
施

設
に

お
け

る
研

修
を

行
う

な
ど

、
・

レ
ジ

デ
ン

ト
受

入
数

が
平

成
1
5
年

度
対

比
7
.
2
％

減
と

な
り

、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

各
病

院
の

特
色

や
地

域
性

が
反
映
し
た

研
修
環

境
を
提

供
し
て

い
る

（
業
務

実
績
３

４
頁

を
達

成
で

き
な

い
結

果
と

な
っ

た
。

原
因

の
分

析
及

び
目

標
値

水
準

の
検

証
を

行
う

と
。

参
照

）
と

も
に

、
専

修
医

取
得

後
の

処
遇

の
見

直
し

な
ど

、
今

後
の

改
善

に
向

け
た

取
組

み
を

期
待
し
た
い

。
・
医

師
の
キ

ャ
リ
ア
パ

ス
制
度

の
構
築

な
ど
、
良

質
な

医
師

の
養

成
と

確
保

に
実

績
：

△
・

EB
M
普

及
の

た
め

の
研

修
会

参
加

人
数

は
平

成
1
5
年

度
対

比
6
4
.
2
％

増
と

な
り

、
中

期
。

（
）

。
努

め
て
い

る
か
。

・
機

構
に

お
け

る
専

修
医

取
得

後
の
処
遇

な
ど
に

つ
い
て

検
討
し

て
い
る
と

こ
ろ

（
業

務
実

計
画
の
数
値

目
標

平
成

1
5
年
度
対

比
2
5
％

以
上

を
大

き
く
上
回

る
実
績

と
な
っ

た
績
３

４
頁
参

照
）

・
看

護
職

員
の

能
力

開
発

（
研

修
）

体
系

を
整

備
し

、
看

護
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

推
進

の
基

盤
と

な
る

研
修

内
容

・
方

法
を

標
準

化
し

た
全

病
院

統
一

の
研

修
ガ

イ
ド

、
、

・
看

護
師
の

キ
ャ
リ
ア

パ
ス
制

度
の
構

築
な
ど
、

良
質

な
看

護
師

の
養

成
と

確
実

績
：

○
ラ

イ
ン
を
運

用
開
始

し
て
い

る
な
ど

良
質

な
看
護

師
の
養
成

と
確
保

に
努
め

て
お
り

保
に

努
め

て
い
る
か

。
・

全
看

護
職

員
へ

の
効

果
的

な
教
育
支
援

が
で
き

る
よ
う

教
育
担

当
師
長
の

配
置
を

行
っ
た

評
価
で
き
る

。
。

（
業

務
実

績
３

５
頁

参
照

）
・

以
下
の
項

目
が
中

期
目
標

を
上
回
っ

て
い
る

。
・

看
護

師
を

対
象

と
す

る
看

護
職

員
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

推
進

の
基

盤
と

な
る

研
修

内
容

魅
力
あ
る

研
修
プ

ロ
グ
ラ

ム
の
充
実

、
研
修

指
導
体

制
の
充

実
に
よ
る

研
修
医

増
。

・
方

法
を

標
準

化
し

た
全

病
院

統
一

の
研

修
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

運
用

開
始

し
、

円
滑

に
運

専
任
教
育

担
当
師

長
の
配

置
に
よ
る

プ
リ
セ

プ
タ
ー

支
援
。

用
さ

れ
て

い
る

（
業

務
実
績
３
５

頁
参
照

）
・

数
値

目
標

に
つ

い
て

は
臨

床
研

修
医

の
受

入
数

に
つ

い
て

は
、

2
0
％

以
上

の
目

標
に

。
・

国
立

病
院

機
構

へ
就

職
す

る
意

思
を

持
っ

た
附

属
看

護
学

校
学

生
に

対
し

、
国

立
病

院
機

対
し

て
6
8
％

増
と

大
幅

に
達

成
し

て
い

る
が

、
レ

ジ
デ

ン
ト

の
受

入
数

は
逆

に
2
0
％

増
構

側
が

積
極

的
な

関
わ

り
持

ち
な

が
ら

看
護

師
の

養
成

を
進

め
て

い
く

観
点

か
ら

奨
学

金
の

目
標

に
対

し
て

7
.
2
％

減
と

下
回

っ
て

い
る

。
ま

た
、

Ｅ
Ｂ

Ｍ
普

及
の

た
め

の
研

修
会

制
度

を
創

設
し

、
平

成
１

９
年

度
も

引
き

続
き

制
度

の
活

用
を

図
り

、
看

護
師

確
保

の
対

参
加

人
員

は
2
5
％

以
上

の
目

標
に

対
し

て
6
4
.
2
％

増
と

上
回

っ
て

い
る

が
、

地
域

医
療

策
の

一
方

策
と

な
っ

て
い

る
（
業

務
実
績

３
７
頁

参
照
）

に
貢
献
す
る

研
修
に

つ
い
て

は
1
4
万
人

以
上
の

目
標
に

対
し
て

1
1
3
,
5
8
4
人
と

下
回
っ

て
。

・
国

立
病

院
機

構
に

と
っ

て
必

要
な

看
護

師
の

養
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
生

の
段

階
か

ら
い

る
。

数
値

目
標

に
対

し
て

は
ト

ー
タ

ル
と

し
て

計
画

を
大

き
く

上
回

る
と

い
う

評
価

国
立

病
院

機
構

へ
の

帰
属

意
識

を
醸

成
し

、
機

構
が

担
う

医
療

に
対

す
る

使
命

感
を

育
ん

は
し
難
い
。

で
い

く
こ

と
を

目
的

に
、

附
属

看
護

学
校

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

訂
に

つ
い

て
検

討
を

行
い

・
定

性
面

の
様

々
な

取
組

も
そ

れ
な

り
に

努
力

を
し

て
い

る
が

、
評

定
を

大
き

く
上

げ
政

策
医

療
全

般
の

内
容

を
追

加
し
た
授

業
を
実

施
し
て

い
る

（
業
務

実
績
３

７
頁
参

照
）

る
よ
う
な
顕

著
な
取

組
は
ほ

と
ん
ど
み

ら
れ
な

い
。

。
・

看
護

師
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

充
実

に
向

け
た

取
組

と
し

て
、

看
護

教
員

養
成

事
業

、
国

・
臨

床
研

修
(
初

期
、

後
期

等
)
、

看
護

師
等

養
成

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
立

病
院

機
構

に
よ

る
実

習
指

導
者

養
成

講
習

会
の

開
催

、
ま

た
積

極
的

に
専

門
機

関
へ

の
た

だ
、

レ
ジ

デ
ン

ト
の

受
入

数
に

関
し

て
は

、
平

成
1
6
年

度
か

ら
の

臨
床

研
修

義
務

化
研

修
派

遣
１

１
３

人
（

平
成

１
８
年
度

９
１
人

）
を
行

っ
た

（
業
務

実
績
３

５
頁
参

照
）

に
よ

り
各

大
学

医
局

が
派

遣
を

抑
え

る
傾

向
が

顕
著

に
な

っ
た

と
は

い
え

、
目

標
値

を
。

達
成
で
き
な

か
っ
た

。
・
看

護
師
等

養
成
所
に

お
け
る

第
三
者

に
よ
る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
評

価
を

実
施

し
実

績
：

○
て

い
る
か

。
・

評
価

結
果

を
参

考
と

し
、

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
内
容

を
変
更

し
充
実

を
図
っ
た

（
業
務
実

績
３

。
ま

た
、
専

任
教
官
配

置
の
充

実
に
取

り
組
ん
で

い
る

か
。

８
頁

参
照

）



-
4
3

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

（
そ
の
他

の
意
見

）
・
養

成
所
に

お
け
る
地

域
に
開

か
れ
た

公
開
講
座

を
実

施
し

て
い

る
か

。
実

績
：

○
・

後
期
研
修

プ
ロ
グ

ラ
ム
の

見
直
し
。

・
公

開
講

座
の

実
施

件
数

も
増

加
し

、
さ

ら
に

は
内

容
等

も
充

実
し

て
い

る
。

ま
た

、
養

成
・

指
導
医
養

成
に
十

分
な
イ

ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を

図
っ
て

ほ
し
い

。
所

に
お

い
て

も
、

潜
在

看
護

師
を
対
象

と
し
た

公
開
講

座
を
実

施
し
た

（
業

務
実
績

３
８

・
急
性
期
医

療
で
燃

え
尽
き

た
看
護
師

の
ケ
ア

を
図
っ

て
ほ
し

い
（
例
え
ば

、
重
心

や
。

。
頁

参
照

）
筋

ジ
ス
、
災

害
看
護

で
「
看

護
の
本
質

」
を
取

り
戻
す

な
ど

）。

・
政

策
医
療

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に

お
い
て

、
Ｅ
Ｂ
Ｍ

に
基

づ
く

医
療

を
提

供
す

る
実

績
：

○
た

め
、
研

修
会
等
を

開
催
し

、
良
質

な
医
療
従

事
者

の
養

成
に

取
り

組
ん

で
・

新
た

に
臨

床
研

究
デ

ザ
イ

ン
と

進
め

方
に

関
す

る
研

修
（

ア
ド

バ
ン

ス
研

修
会

）
及

び
治

い
る

か
。

ま
た
、
治

験
・
臨

床
研
究

推
進
の
た

め
の

人
材

養
成

に
取

り
組

ん
験

事
務

職
員

対
象

研
修

会
を

行
い
、
さ

ら
に
実

際
的
な

人
材
養

成
に
取
り

組
ん
だ

（
業
務

。
で

い
る
か

。
実

績
３

９
頁

参
照

）

・
政

策
医
療

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に

お
い
て

、
Ｅ
Ｂ
Ｍ

に
基

づ
い

た
医

療
を

提
供

す
実

績
：

○
る

た
め
の

研
修
会
に

つ
い
て

、
中
期

計
画
に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
・

Ｅ
Ｂ

Ｍ
推

進
の

観
点

か
ら

政
策

医
療

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
区

分
や

治
験

、
臨

床
研

究
を

推
進

て
取

り
組

み
、
着
実

に
進
展

し
て
い

る
か
。

す
る

た
め

の
研

修
を

行
い

、
総

参
加

数
２

，
３

２
５

名
が

参
加

し
た

。
平

成
１

５
年

度
に

比
べ

５
２

．
５

％
増

加
し

、
中
期
計
画

の
数
値

目
標
を

大
幅
に

上
回
っ
た

（
業
務
実

績
３

。
９

頁
参

照
）

・
各

病
院
は

地
域

の
医
療

従
事
者

を
対
象

と
し
た

研
究

会
等

の
開

催
に

よ
り

実
績

：
△

、
、

地
域

医
療

へ
の
貢
献

を
行
っ

て
い
る

か
。

・
各

病
院

に
お

い
て

、
地

域
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

等
を

開
催

し
、

平
成

１
９

年
度

は
１

１
３

，
５

８
４

名
の

参
加

を
得

る
な

ど
、

地
域

医
療

へ
の

貢
献

を
行

っ
て

い
る

（
業

務
実

績
４

０
頁

参
照
）

。

・
当

該
研
究

会
の
内
容

の
充
実

に
努
め

る
と
と
も

に
、

中
期

計
画

に
掲

げ
る

目
実

績
：

△
標

の
達
成

に
向
て
取

り
組
み

、
着
実

に
進
展
し

て
い

る
か

。
・

高
松

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て
は
、
日

本
救
急

医
療
学

会
認
定

Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ

コ
ー
ス

（
突
然

「
の

心
停

止
に

対
す

る
最

初
の

１
０

分
間

の
対

応
を

適
切

な
チ

ー
ム

蘇
生

」
の

習
得

を
目

標
と

す
る

）
の

開
催

を
通

じ
て

、
地

域
へ

の
救

急
医

療
の

定
着

を
目

指
す

取
組

を
進

め
る

な
ど

、
各

病
院

に
お

い
て

、
地

域
の

医
療

従
事

者
を

対
象

と
し

た
研

究
会

等
内

容
の

充
実

に
、

。（
）

努
め

て
お

り
中

期
目

標
の

達
成

に
向
け

て
取
り

組
ん
で
い

る
業
務

実
績
４

０
頁
参

照



-
4
4

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

４
災
害
等
に
お
け
る
活
動

４
災

害
等
に
お

け
る
活
動

４
災
害

等
に
お
け
る

活
動

４
災

害
等

に
お

け
る

活
動

１
．

新
潟

県
中

越
沖

地
震

に
係

る
医

療
班

の
派

遣
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

災
害

や
公

衆
衛

生
上

重
大

な
危

害
が

発
災

害
や

公
衆

衛
生

上
重

大
な

危
害

が
発

生
し

又
は

発
生

し
よ

う
と

平
成

１
９

年
７

月
１
６
日
に

発
生
し

、
多
数

の
被
災

者
を
出
し

た
新
潟

県
中
越

沖
地
震

に
関
し
て

、
災
害

医
療
セ

ン
タ
ー

、
金
沢
医

療
セ
ン

タ
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

合
生

し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
場

し
て

い
る

場
合

に
は

、
医

療
班

の
ー

及
び

西
新

潟
中

央
病
院
か
ら

直
ち
に

医
療
班

を
現
地

へ
派
遣
し

た
。

に
は

、
迅

速
か

つ
適

切
な

対
応

を
行

う
こ

合
に

は
、

医
療

班
の

派
遣

等
の

迅
速

か

派
遣

等
の

迅
速

か
つ

適
切

な
対

応
被

災
し

た
新

潟
病

院
に
お
い

て
は
、

自
院
の

診
療
体

制
の
確
保

に
努
め

つ
つ
、

新
潟
大

学
等
と
合

同
で
「

エ
コ
ノ

ミ
ー
ク

ラ
ス
症
候

群
対
策

合
と

。
つ
適
切
な
対

応
を
図
る

こ
と
と
す

る
。

を
図

る
。

同
チ

ー
ム
」

を
設
立

し
避
難
所

を
巡
回

し
た
他

、
病
院

独
自
で
健

康
相
談

チ
ー
ム

を
避
難

所
へ
派
遣

し
た
。

そ
の

た
め

、
災

害
医

療
研

修
等

を
充

実

ま
た

、
平

成
１

９
年

度
に

お
い

ま
た
、
さ

い
が
た

病
院
に
お

い
て
は

、
新
潟

県
の
要

請
に
基
づ

き
、
心

の
ケ
ア

チ
ー
ム

へ
職
員
を

派
遣
し

た
。

す
る
。

て
も

引
き

続
き

、
国

立
病

院
機

構
２

．
災

害
医

療
従

事
者

研
修

会
の

実
施

等
職

員
を

対
象

と
し

た
災

害
医

療
研

修
を

充
実

さ
せ

る
。

(
1
)

国
立
病

院
機
構

主
催
の
研

修
本

部
主

催
の

｢
災

害
医

療
従

事
者

研
修

会
｣
を

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

実
施

し
、

災
害

拠
点

病
院

あ
る

い
は

救
命

救
急

セ
ン

タ
ー

を
有

す
る
国
立

病
院
機

構
の
医
師

、
看
護

師
等
を

中
心
と

し
た
職
員

９
８
名

が
参
加

し
た
。

ま
た
、

ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所

に
お
い

て
も
、

管
内
の

医
師
、
看

護
師
、

事
務
職

員
等
を

対
象
に
災

害
医
療

研
修
等

を
実
施

し
た
。

平
成
１
８

年
度

９
０
名

→
平

成
１
９

年
度

９
８
名

（
平
成

１
６
年

度
９
５

名
）

(
2
)

厚
生
労

働
省
主

催
の
研
修

・
災
害

医
療
セ

ン
タ
ー
に

お
い
て

は
、
厚

生
労
働

省
医
政
局

か
ら
委

託
を
受

け
た
「

日
本
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
隊

員
養
成

研
修
」

を
実
施
し

、
都
道

府
県
か
ら

推
薦
さ

れ
た
１
０

０
病
院

５
９
５

名
が
参

加
し
た
。

平
成
１
８

年
度

１
０
１
病

院
５
０

５
名

→
平
成

１
９
年

度
１

０
０
病

院
５
９
５

名
（

平
成
１

６
年
度

７
病
院

３
５
名

）

・
大
規

模
災
害

発
生
時
に

被
災
地

域
内
の

災
害
現

場
、
患
者

が
集
中

し
た
災

害
拠
点

病
院
や
広

域
医
療

搬
送

拠
点
等
に

お
い
て
、

参
集
し

た
災
害
派

遣
医
療

チ
ー
ム
（

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
）
を

有
機
的

に
組
織
し

、
指
揮

・
命
令

を
行
う

と
と
も
に

、
消
防

、
自

衛
隊
、
自

治
体
災
害

対
策
本

部
等
関
係

機
関
と

の
調
整
な

ど
を
適

切
か
つ

速
や
か

に
行
う
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ

統
括
者

を
養
成

す
る
こ
と

を
目
的

と
し

て
、
平
成

１
９
年
度

よ
り
厚

生
労
働
省

医
政
局

委
託
事
業

で
あ
る

「
統
括

Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
研
修
」

を
災
害

医
療
セ

ン
タ
ー

で
実
施
し

、
４
０

道
府

県
よ
り
７

７
名
が
参

加
し
た

。

(
3
)

そ
の
他

内
閣
府

が
主
催

す
る
政
府

の
総
合

防
災
訓

練
（
広

域
医
療
搬

送
実
働

訓
練
）

へ
災
害

医
療
セ
ン

タ
ー
よ

り
職

員
を
派
遣

し
た
他
、

自
治
体

、
消

防
、
警

察
等
が

主
催
す
る

災
害
関

連
訓
練

へ
職
員

を
派
遣
す

る
等
の

協
力
を

実
施
し

て
い
る
。

ま
た
、

一
般
市

民
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
を
対

象
と
し

た
災
害
関

連
の
展

示
、
救

急
処
置

法
等
の
イ

ベ
ン
ト

の
実

施
、
地
域

の
医
師
会

会
員
等

へ
の

救
急
蘇

生
・
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習

会
等
を

実
施
し

て
い
る

。

《
参
考

》
平
成

２
０
年

４
月
以
降

の
政
府

の
国
際

緊
急
援

助
隊
医
療

チ
ー
ム

へ
の
参

加
状
況

・
平

成
２
０

年
５
月

１
２
日
に

発
生
し

た
中
国

西
部
大

地
震
被
害

に
対
す

る
政
府

の
国
際

緊
急
援
助

隊
医
療

チ
ー

ム
へ
、
国

立
病
院
機

構
の
職

員
２

名
（
長

野
病
院

・
看
護
師

１
名
、

災
害
医

療
セ
ン

タ
ー
・
放

射
線
技

師
１
名

）
が
参

加
し
、
救

援
活
動

を
行

っ
た
。

・
平

成
２
０

年
５
月

２
日
か
ら

３
日
に

か
け
て

直
撃
し

た
ミ
ャ
ン

マ
ー
連

邦
に
お

け
る
サ

イ
ク
ロ
ン

被
害
に

対
す

る
政
府
の

国
際
緊
急

援
助
隊

医
療

チ
ー
ム

へ
、
国

立
病
院
機

構
の
職

員
３
名

（
災
害

医
療
セ
ン

タ
ー
・

医
師
１

名
・
看

護
師
１
名

、
ま
つ

も
と

医
療
セ
ン

タ
ー
中
信

松
本
病

院
・

薬
剤
師

１
名
）

が
参
加
し

、
救
援

活
動
を

行
っ
た

。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
0
：

災
害

等
に

お
け

る
活

動
〔

30
6
頁

〕
資

料
6
1
：

災
害

医
療

研
修

の
実

施
〔

30
8
頁

〕
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
・
災

害
や
公

衆
衛
生
上

重
大
な

危
害
が

発
生
し
又

は
発

生
し

よ
う

と
し

て
い

る
実

績
：

○
場

合
に
は

医
療

班
の
派

遣
等
の

迅
速
か

つ
適
切

な
対

応
を

図
っ

て
い

る
か

・
国

立
病

院
機

構
防

災
業

務
計

画
に

よ
り

、
病

院
ご

と
に

、
広

域
災

害
に

対
応

す
る

た
め

の
災

害
等

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
９

年
度

で
は

新
潟

県
中

越
沖

地
震

の
、

。
ま

た
、
災

害
医
療
研

修
等
が

充
実
し

て
い
る
か

。
医

療
班

が
編

成
さ

れ
て

い
る

（
業

務
実
績

４
３
頁

参
照
）

際
に

は
、

３
病

院
か

ら
直

ち
に

医
療

班
を

派
遣

し
て

い
る

。
ま

た
災

害
医

療
研

修
も

着
。

・
平

成
１

９
年

７
月

１
６

日
に

発
生

し
、

多
数

の
被

災
者

を
出

し
た

新
潟

県
中

越
沖

地
震

の
実

に
進
展
し

て
い
る

。
際

も
、

災
害

医
療

セ
ン

タ
ー

、
金

沢
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
西

新
潟

中
央

病
院

か
ら

直
ち

に
以
上
の
実

績
及
び

取
組
に

つ
い
て
評

価
す
る

。
医

療
班

を
現

地
へ

派
遣

し
た

（
業

務
実
績

４
３
頁

参
照
）

。

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
・

中
期
計
画

を
上
回

っ
て
い

る
と
は
評

価
出
来

な
い
。

・
各
地
の
災

害
に
迅

速
に
対

応
し
て
い

る
。

・
災
害
時
の

医
師
確

保
が
困

難
な
中
、

体
制
は

整
備
さ

れ
て
い

る
。

・
派
遣
実
績

は
あ
ま

り
大
き

く
な
い
が

、
研
修

実
績
は

評
価
す

る
。

・
災

害
等

に
お

け
る

活
動

は
国

立
病

院
機

構
に

と
っ

て
極

め
て

重
要

な
仕

事
で

あ
り

、
研

修
へ
の
参

加
を
も

っ
と
多

く
す
る
こ

と
が
望

ま
れ
る

。
・

実
際

の
災

害
時

に
は

、
で

き
る

だ
け

多
く

の
医

師
、

看
護

師
を

派
遣

で
き

る
体

制
を

確
立
し
て
も

ら
い
た

い
。

・
平
成
1
9
年

7
月

1
6
日
に

発
生
し

た
新
潟
県

中
越
沖

地
震
に

お
け
る

、
災
害
医

療
セ
ン

タ
ー

、
金

沢
医

療
セ

ン
タ

ー
及

び
西

新
潟

中
央

病
院

か
ら

の
医

療
班

の
迅

速
な

派
遣

や
、

災
害

医
療

従
事

者
研

修
会

の
実

施
等

、
災

害
等

に
お

け
る

活
動

を
着

実
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
災
害
時
対

応
の
役

割
は
中

期
目
標
を

上
回
っ

て
達
成

、
努
力

が
な
さ
れ

て
い
る

。
・

１
９
年
度

は
特
段

高
く
評

価
し
う
る

取
組
は

み
ら
れ

な
い
。

・
災

害
時

に
お

け
る

活
動

は
、

機
構

の
重

要
な

業
務

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

研
修

の
充

実
な

ど
体
制
の

整
備
に

努
め
て

も
ら
い
た

い
。

・
実

際
に

起
き

た
新

潟
県

中
越

沖
地

震
の

際
も

迅
速

に
対

応
し

た
ほ

か
、

平
時

で
の

災
害

医
療
研
修

も
進
め

て
い
る

。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
Ａ

Ｅ
Ｄ

講
習

を
地

域
医

師
会

会
員

向
け

等
で

行
う

の
み

で
な

く
地

域
住

民
(
一

般
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

)
を

対
象
に

拡
げ
て

ほ
し
い
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
２

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

第
３

業
務
運
営

の
効
率
化

に
関
す
る

事
項

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

と
る

を
達
成

す
る
た
め

に
と
る
べ
き

措
置

個
々

の
病
院

に
お
い

て
も
可
能

な
限
り

収
支
相

償
を
目

指
す
た
め

、
事
業

規
模
、

サ
ー
ビ

ス
内
容
・

体
制
、

将
来

の
施
設
整

備
投
資
等

に
必
要

な
企

業
会

計
原

則
の

下
、

収
支

相
償

（
経

常
べ

き
措

置
月

次
決

算
に

つ
い

て
は

、
平

成
資
金
の

確
保
等

に
関
す

る
方
策
に

つ
い
て

、
現
在

の
患
者

数
等
を
前

提
に
「

人
、
物

、
資
金

」
の
最
適

化
を
図

る
経
営

改
善
計

画
（
再
生

プ
ラ
ン

）
損

益
ベ

ー
ス

。
以

下
同

じ
）

の
運

営
が

求
め

企
業

会
計

原
則

が
適

用
さ

れ
る

こ
と

に
対

。

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続
き

の
実
施

に
着
手

す
る
と

と
も
に
、

平
成
２

０
年
度

改
定
の

影
響
を
早

急
に
把

握
し
、

診
療
報

酬
上
の
新

た
な
基

準
等
の

取
得
や

効
率
的
・

効
果
的

な
ら

れ
る

独
立

行
政

法
人

の
趣

旨
を

十
分

に
踏

応
し
て

会
計
ル
ー
ル

を
見
直
す
と

と
も
に

、
、

、
全

施
設

に
お

い
て

着
実

に
実

施
す

医
療

の
提

供
を

通
じ

て
増
収
を
図

る
と
と

も
に
コ

ス
ト
削

減
に
努
め

た
。

ま
え

、
国

立
病

院
機

構
の

業
務

運
営

全
般

に
部

門
別

決
算

、
月

次
決

算
等

を
導

入
す

る
。

る
と

と
も

に
、

部
門

別
決

算
に

つ
わ
た
っ

て
抜
本
的

な
改
善
を

図
る
と
と

も
に

ま
た

、
財

務
面

に
お

い
て

は
、

国
立

病
院

機
、

い
て

も
そ

の
実

施
に

努
力

し
、

引
国

立
病

院
機

構
全

体
と

し
て

収
支

相
償

の
経

構
全

体
と

し
て

収
支

相
償

（
経

常
損

益
ベ

ー

き
続

き
各

病
院

が
そ

の
財

務
状

況
営
を
目

指
し
て
業

務
の
効
率

化
を
一
層

図
る

ス
。
以
下

同
じ

）
の

経
営
を
目

指
す
。
こ
れ

。

を
確

実
に

把
握

で
き

る
体

制
の

確
こ
と
。

ら
と

併
せ

、
以

下
の

業
務

の
効

率
化

を
推

進

立
に

努
め

る
。

す
る
。

１
効
率
的
な
業
務
運
営
体
制
の
確
立

１
効

率
的
な
業

務
運
営
体

制
の
確
立

１
効
率

的
な
業
務
運

営
体
制
の

確
立

１
効
率
的
な
業
務
運
営
体
制
の
確
立

効
率
的
な
業

務
運
営
体

制
と
な
る

よ
う

国
立

病
院

機
構

に
お

い
て

は
、

本
部

・
、

組
織

の
役

割
分

担
の

明
確

化
、

管
理

体
制

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

、
院

内
組

織
及

び
職

員
配

の
再

編
成

、
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

を
行

置
等

に
つ

い
て

、
効

率
的

な
運

営
が

可
能

い
、

加
え

て
、

そ
の

期
待

さ
れ

る
使

命
を

と
な
る

組
織
と
す

る
。

確
実

か
つ

効
果

的
に

果
た

せ
る

よ
う

人
員

(
1
)

本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
組
織
の
役
割
分
担

配
置
等
に
つ
い

て
見
直
し

等
を
行
う

こ
と
。

（
１
）
本

部
・
ブ
ロ
ッ

ク
組
織
の

役
割
分
担

本
部

・
ブ
ロ
ッ

ク
組
織
の
役

割
分
担

（
１

）
、

、
ま
た

看
護

師
等
養
成

所
に
つ
い

て
は

①
役

割
分

担
質

の
高

い
養

成
を

行
う

と
と

も
に

、
効

率
①

役
割
分
担

①
役

割
分

担
的

な
運
営
の
観

点
か
ら
再

編
成
を
行

う
こ

１
．

本
部

の
役

割
と

。
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

の
役

割
分

担
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

の
役

割
分

担
に

基
づ

く
管

理
業

務
の

充
実

５
部
１
４

課
体
制

で
、
月
次

決
算
、

年
度
計

画
、
増

員
計
画
、

投
資
計

画
、
臨

床
研
究

等
の
業
務

を
病
院

と
直
接

行
う
な

ど
、
労
務

管
理
等

も
を

明
確

化
し

、
同

一
業

務
を

分
掌

し
な

を
図

っ
て

い
く

。
と

り
わ

け
、

含
め

管
理
業

務
の
充

実
を
図
る

と
と
も

に
、
医

療
機
器

の
購
入
に

係
る
共

同
入
札

を
実
施

し
た
。

い
体

制
と
す
る

と
と
も
に

、
効
率
的
な

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

お
け

る
業

さ
ら
に
、

部
門
別

決
算
の
実

施
及
び

各
病
院

の
月
次

評
価
会
の

状
況
把

握
に
努

め
、
経

営
管
理
指

標
、
委

託
費
等

契
約
実

績
の
比
較

、
並
び

に
組
織

運
営
と
す

る
。
こ
の

た
め
、
管
理

務
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
病

改
善

事
例
の

取
り
ま

と
め
を
行

う
な
ど

に
よ
り

問
題
点

を
把
握
し

経
営
改

善
計
画

の
参
考

に
し
た
。

業
務

は
原
則
本

部
が
実
施

す
る
こ
と
と

院
の

支
援

機
能

を
更

に
強

化
し

ま
た
、
病

床
規
模

や
人
員
配

置
等
の

見
直
し

を
含
む

「
人
、
物

、
資
金

」
の
最

適
化
を

図
る
目
的

で
、
職

員
当
た

り
の
生

産
性
の
指

標
を
活

用
し
、

地
方
で
実

施
し
た
方

が
合
理
的
で

た
管

理
業

務
を

実
施

し
て

い
く

し
、

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
と
と
も

に
５
９

病
院
に

お
け
る

個
々
の
「

経
営
改

善
計
画

（
再
生

プ
ラ
ン

」
の

策
定
・

支
援
を

行
っ
た
。

効
率

的
な
業
務

に
つ
い
て

は
ブ
ロ
ッ
ク

。
）

毎
に

事
務
所
を

設
置
し
て

処
理
す
る
こ

２
．

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
の

役
割

と
と

す
る
。

ブ
ロ
ッ
ク

事
務
所

に
お
い
て

は
、
１

部
５
課

体
制
又

は
１
部
４

課
（
室

）
体
制

で
、
本

部
と
管
内

病
院
と

の
連

絡
調
整
等

の
支
援
業

務
を
行

っ
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

は
、

病
院

の
事

務

た
。

処
理

支
援

機
能

に
重

点
を

置
い

た
組

織

ま
た
、
管

内
基
幹

病
院
の
院

長
か
ら

選
任
し

た
ブ
ロ

ッ
ク
担
当

理
事
の

下
、
管

内
の
人

事
交
流
の

促
進
を

目
的

と
す
る
人

事
調
整
会

議
を
設

置
運
営

と
す
る
。

し
、

管
内
の

人
事
異

動
及
び
職

員
の
採

用
を
行

い
、
併

せ
て
病
院

の
設
計

を
し
、

労
務
管

理
、
職
員

研
修
、

医
療

消
耗
品
等

の
共
同
入

札
、
再

生
プ
ラ

ン
策
定

等
の
支

援
業
務
や

監
査
指

導
を
実

施
し
た

。

②
効
率
的
な
管
理
組
織
体
制

②
効

率
的
な
管
理

組
織
体
制

②
効

率
的

な
管

理
組

織
体

制

１
．

６
ブ

ロ
ッ

ク
に

よ
る

効
率

的
な

管
理

業
務

の
継

続
平

成
１

５
年

度
末

の
８

ブ
ロ

ッ
ク

を
本

部
と

北
海

道
東

北
、

関
東

信
越

、
東

海
北

陸
、

近
畿

、
中

北
海
道
東

北
、
関

東
信
越
、

東
海
北

陸
、
近

畿
、
中

国
四
国
及

び
九
州

ブ
ロ
ッ

ク
の
６

ブ
ロ
ッ
ク

体
制
に

よ
る
効

率
的
な

管
理
組
織

体
制
を

継
平

成
１

６
年

４
月

１
日

に
６

ブ
ロ

ッ
ク

国
四

国
及

び
九

州
ブ

ロ
ッ

ク
の

続
し

た
。
本

部
・
ブ

ロ
ッ
ク
合

計
の
職

員
数
は

平
成
１

８
年
度
と

同
様
に

２
９
１

名
で
、

効
率
的
な

管
理
組

織
体
制

を
維
持

し
た
。

に
改

組
す
る
。

６
ブ

ロ
ッ

ク
体

制
に

よ
る

効
率

ま
た
、
営

繕
業
務

に
つ
い
て

、
質
の

向
上
と

業
務
量

に
応
じ
た

処
理
体

制
と
す

る
た
め

、
平
成
１

９
年
度

よ
り
東

海
北
陸

及
び
近
畿

ブ
ロ
ッ

ク
ま

た
、

機
構

本
部

・
ブ

ロ
ッ

ク
の

職

的
な

管
理

業
務

を
継

続
す

る
。

事
務

所
の
施

設
整
備

課
を
施
設

整
備
室

へ
、
組

織
体
制

の
見
直
し

を
行
っ

た
。

員
配

置
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

度

、
、

末
の

本
省

国
立

病
院

部
及

び
地

方
厚

生
ま

た
営

繕
業

務
に

つ
い
て

質
の

向
上

と
業

務
量

に
応

じ
た

（
支

）
局

病
院

管
理

部
の

定
員

３
８

８

処
理

を
図

る
た

め
、

組
織

体
制

名
か

ら
平

成
１

６
年

４
月

１
日

に
本

部

の
見

直
し

を
行

う
。

・
ブ

ロ
ッ

ク
合

計
の

職
員

数
を

２
９

１

名
へ

見
直
し
を

行
う
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
．

組
織

的
な

内
部

監
査

の
実

施
内

部
監
査

に
つ
い

て
は
、
平

成
１
８

年
度
に

引
続
き

、
業
務
の

適
正
か

つ
能
率

的
な
執

行
を
図
る

と
と
も

に
会
計

処
理
の

適
正
を
期

す
こ
と

を
目
的

と
し
た

内
部
監

査
計
画
を

策
定
し

、
平
成

１
８
年

度
に
お
い

て
重
点

事
項
と

し
た
契

約
、
支
払

、
未
収

金
、
投

資
効
果

、
現
金
の

取
扱
い

、
個
人

情
報
保

護
法
に

関
す
る
事

項
及
び

医
療
安

全
管
理

に
関
す
る

事
項
に

、
新
た

に
、
債

権
管
理
に

関
す
る

事
項
及

び
給
与

、
勤
務
時

間
管
理

等
に
関

す
る
事

項
を
加

え
、
実
施

に
当
た

っ
て
は

、
ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
と
と

も
に
、

書
面
及

び
実
地
に

よ
る
内

部
監
査

を
効
率

的
に
実
施

し
た
。

ま
た
、
１

病
院
当

た
り
の
監

査
期
間

の
拡
大

や
、
よ

り
専
門
的

で
手
厚

い
監
査

が
行
え

る
よ
う
、

監
査
担

当
者
に

担
当
課

の
職
員
を

加
え
る

な
ど
、

監
査
実

施
体
制

の
充
実
を

図
る
と

と
も
に

、
実
際

に
監
査
を

行
っ
た

担
当
者

に
対
し

て
ア
ン
ケ

ー
ト
調

査
を
行

い
、
今

後
の
監
査

実
施
体

制
等
の

充
実
に

資
す
る

た
め
の
取

組
を
行

っ
た
。

実
地
に
よ

る
内
部

監
査
の
結

果
に
つ

い
て
は

、
主
な

指
摘
事
項

を
全
病

院
に
周

知
す
る

と
と
も
に

、
指
摘

に
い
た

る
要
因

及
び
問
題

点
、
さ

ら
に
改

善
に
必

要
な
対

応
等
を
具

体
的
に

示
す
こ

と
に
よ

り
、
再
発

防
止
策

の
充
実

を
図
っ

た
。

今
後
の
監

査
実
施

体
制
等
の

更
な
る

充
実
に

資
す
る

た
め
、
書

面
に
よ

る
内
部

監
査
の

結
果
の
分

析
を
行

う
な
ど

の
取
組

に
着
手
し

た
。

(
1
)

書
面
監

査
各
病
院

に
お
い

て
自
己
評

価
チ
ェ

ッ
ク
リ

ス
ト
に

基
づ
く
自

己
評
価

を
行
い

、
自
己

評
価
の
内

容
に
つ

い
て

書
面
に
よ

る
監
査
を

実
施

（
実
施

数
）

本
部
（
１

箇
所

、
全

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
（
６
箇

所
）
及

び
全
病

院
（
１
４

６
病
院

）
に
対

し
実
施

）

(
2
)

実
地
監

査
平
成
１

８
年
度

に
実
地
監

査
を
行

わ
な
か

っ
た
病

院
の
ほ
か

、
会
計

監
査
人

の
指
摘

、
平
成
１

８
年
度

の
事
務

処
理
状

況
、
書
面

監
査
の

実
施

状
況
等

を
踏
ま

え
、
本
部

が
特
に

必
要
と

判
断
し

た
病
院
を

対
象
に

実
地
に

よ
る
監

査
を
実
施

（
実

施
数
）

１
４
６

病
院
中

、
３
７

病
院
に

対
し
実
施

（
主

な
指
摘

事
項
）

・
契
約
に

関
し
、
平

成
１
８

年
１
０

月
の
会

計
規
程
等

の
一
部

改
正
に

伴
う
内

容
が
契
約

審
査
委

員
会
の

内
規
等

に
規
定
さ

れ
て
い

な
い
。

・
支
払
に

関
し
、
フ

ァ
ー
ム

バ
ン
キ

ン
グ
の

支
払
操
作

に
係
る

権
限
付

与
が
明

確
に
な
っ

て
い
な

い
。

・
債
権
管

理
に
関
し

、
滞
留

債
権
に

係
る
経

理
責
任
者

へ
の
定

期
報
告

が
な
さ

れ
て
い
な

い
。

・
給
与
等

に
関
し
、

手
当
の

認
定
誤

り
等
に

よ
る
支
給

誤
り
が

あ
っ
た

。

３
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
策

定
の

支
援

（
第

３
の

１
の

4
.｢
個

別
病

院
毎

の
経

営
改

善
計

画
（

再
生

プ
ラ

ン
）

策
定

｣
参

）
照
特

に
早
急

な
経
営

改
善
着
手

が
必
要

な
５
９

病
院
が

、
本
部
及

び
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
の

支
援
を
受

け
な
が

ら
、
部

門
毎
の

生
産
性
に

着
目
す

る
な
ど

し
て
、

改
善
項

目
を
検
討

し
、
行

動
目
標

を
明
確

化
し
た
中

期
的
な

個
別
病

院
毎
の

経
営
改
善

計
画
（

再
生
プ

ラ
ン
）

を
策
定
し

た
。
そ

の
う
ち

、
南
横

浜
病
院

を
除
き
、

過
去
債

務
の
利

払
額
を

超
え
る
改

善
が
見

込
ま
れ

る
５
８

病
院
に
つ

い
て
平

成
２
０

年
３
月

末
に
本
部

が
承
認

し
た
。 今

後
、
本

部
に
お

い
て
は
、

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
と
連

携
し
な
が

ら
、
各

病
院
に

お
け
る

当
該
プ
ラ

ン
の
進

捗
状
況

等
に
つ

い
て
検
証

す
る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
2
：

平
成

１
９

年
内

部
監

査
概

要
〔

3
1
0
頁

〕
資

料
6
3
：

中
期

的
観

点
か

ら
の

個
別

病
院

の
経

営
改

善
に

つ
い

て
〔

3
1
4
頁

〕



-
4
8

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

弾
力
的
な
組
織
の
構
築

（
２
）
弾

力
的
な
組
織

の
構
築

（
２

）
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

①
院
内
組
織
の
効
率
的
・
弾
力
的
な
構
築

①
院

内
組

織
の

効
率

的
・

弾
力

的
な

構
①

院
内

組
織

の
効

率
的

・
弾

力
的

な
構

築
築

平
成

１
６

年
度

の
組

織
体

制
病
院

内
の
組

織
に
つ

い
て
は
各

病
院
の

地
域
事

情
や
特

性
に
考
慮

し
た
体

制
と
し

た
。

効
率

的
な

体
制

の
標

準
型

に
基

づ

を
基

本
に

、
３

か
年

度
の

運
営

き
、

各
病

院
に

係
る

地
域

事
情

や
特

性

１
．

診
療

部
門

を
考

慮
し

た
、

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
状

況
も

踏
ま

え
つ

つ
各

病
院

に
係

る
地

域
事

情
や

特
性

を
考

慮
診

療
部
門

の
組
織

体
系
に
つ

い
て
は

、
部
長

数
、
医

長
数
は
部

下
数
や

、
地
域

事
情
に

考
慮
し
た

組
織
で

、
効
率

的
・
弾

力
的
な
組

織
体
制

と
す
る

。

し
た

よ
り

効
率

的
な

体
制

と
す

し
た

。
る

。
２

．
事

務
部

門
収

益
と
費

用
を
一

元
管
理
す

る
企
画

課
、
庶

務
及
び

労
務
を
司

る
管
理

課
の
２

課
体
制

で
効
率
的

な
体
制

を
維

持
し
た
。

ま
た
、
病

床
規
模

に
応
じ
た

事
務
部

門
の
見

直
し
及

び
組
織
の

一
元
化

を
検
討

し
、
平

成
２
０
年

４
月
に

事
務

部
長
制
か

ら
事
務
長

制
に
５

病
院
の

移
行
と

組
織
の

一
元
化
（

松
本
病

院
と
中

信
松
本

病
院
の
組

織
一
元

化
に
伴

う
事
務

部
の
統
合

）
を
１

ケ
ー

ス
実
施
し

た
。

平
成
１

９
年
度

平
成
２
０

年
４
月

差
引

・
事
務

部
長
制

１
２

１
病
院

１
１
５

病
院

△
６

病
院

・
事
務

長
制

２
５
病
院

３
０

病
院

５
病
院

３
．

臨
床

研
究

部
門

（
第

１
の

２
(1

)③
「

臨
床

研
究

セ
ン

タ
ー

及
び

臨
床

研
究

部
の

評
価

制
度

」
参

照
）

臨
床
研
究

部
門
の

組
織
体
系

に
つ
い

て
、
研

究
実
績

に
よ
る
評

価
を
基

に
組
織

の
見
直

し
に
着
手

し
、
平

成
２
０

年
４
月

よ
り
臨
床

研
究
セ

ン
タ
ー

８
→

１
０
か

所
、
臨
床

研
究
部

４
９

→
６
０

か
所
の
体

制
と
し

た
。

②
組
織
運
営
の
方
針

②
組

織
運
営
の
方

針
②

組
織

運
営

の
方

針
ア

副
院
長
複
数
制
の
導
入

ア
副

院
長
複
数

制
の
導
入

ア
副

院
長

複
数

制
の

導
入

副
院

長
複

数
制

及
び

特
命

副
副
院

長
の
役

割
と
院

内
で
の
位

置
づ
け

を
明
確

化
し
、

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て

は
、
院

長
等
が
非

常
勤
理

事
を
兼

ね
る
仙

台
医
療
セ

ン
タ
ー

、
病

院
の
機
能

に
応
じ
て

特
命
事
項

を

、
、

。
、

担
う

副
院

長
の

設
置

を
可

能
と

す
る

院
長

を
引

き
続

き
設

置
し

て
い

東
京
医

療
セ
ン

タ
ー

名
古
屋
医
療

セ
ン
タ

ー
大

阪
医
療

セ
ン
タ

ー
及
び

熊
本
医
療

セ
ン
タ

ー
の
５

病
院
で

副
院

長
複

数
制
を

導
入
し

た
ま

た
く

。
そ
れ
以

外
の
病

院
に
お

い
て
も
、

機
能
に

応
じ
て

特
命
事

項
を
担
う

副
院
長

を
平
成

１
８
年

度
よ
り
引

き
続
き

、
北

海
道
が
ん

セ
ン
タ
ー

、
函
館

病
と

と
も

に
、

副
院

長
の

役
割

と
院

内

院
、
医

王
病
院

に
お
い

て
設
置
し

、
病
院

経
営
、

地
域
医

療
連
携
等

の
特
命

事
項
に

取
り
組

ん
で
い
る

。
で
の
位

置
づ
け
を
明

確
化
す
る

。

、
、

（
）

、
。

ま
た

平
成
２
０

年
４
月
よ

り
看
護
師

確
保
担

当
の
特
命

副
院
長

看
護
職

を
名
古

屋
医
療

セ
ン
タ

ー
大

阪
医
療

セ
ン
タ

ー
に
設

置
し
た

イ
地
域
医
療
連
携
室
の
設
置

イ
地

域
医
療
連

携
室
の
設

置
イ

地
域

医
療

連
携

室
の

設
置

【
平成

年
度
全施

設
設置

済
】

1
6

全
施

設
に

設
置

さ
れ

て
い

る
地
域

医
療
と

の
連
携

強
化
を
図

る
た
め

、
全
て

の
病
院

に
地
域
医

療
連
携

室
を
設

置
し
、

平
成
１
８

年
度
ま

で
に
１

０
９
病

院
で
専
任

の
職
員

を
す

べ
て

の
病

院
に

地
域

医
療

連
携

地
域

医
療

連
携

室
の

専
任

職
員

配
置
し

た
と
こ

ろ
で
あ

る
が
、
平

成
１
９

年
度
新

た
に
７

病
院
で
専

任
の
職

員
を
配

置
し
、

こ
れ
に
よ

り
１
１

６
病
院

で
専
任

化
を
行
い

紹
介
率

等
室

を
設
置
し

て
、
地
域

医
療
と
の

連

を
増

や
し

て
い

く
。

新
た

に
７

の
向
上

を
図
っ

た
。

携
へ
の
取
組

を
強
化
す

る
。

施
設

で
専

任
化

を
図

る
。

・
紹
介
率

平
成
１
８

年
度

平
成

１
９
年

度
全
病
院

平
均

４
７

．
４
％

→
５
１
．

１
％
（

＋
３
．

７
％
）

2
0
%
未

満
１

３
病

院
→

１
４

病
院

（
１

病
院

）
2
0
%
以

上
4
0
%
未

満
５

０
病

院
→

４
０

病
院

（
△

１
０

病
院

）
4
0
%
以

上
6
0
%
未

満
５

５
病

院
→

５
４

病
院

（
△

１
病

院
）

6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
２

４
病

院
→

３
２

病
院

（
８

病
院

）
8
0
%
以

上
４

病
院

→
６

病
院

（
２

病
院

）

・
逆
紹
介

率
平

成
１
８

年
度

平
成

１
９
年

度
全
病
院

平
均

３
２

．
２
％

→
３
６
．

９
％
（

＋
４
．

７
％
）

2
0
%
未

満
３

１
病

院
→

２
２

病
院

（
△

９
病

院
）

2
0
%
以

上
4
0
%
未

満
６

９
病

院
→

７
０

病
院

（
１

病
院

）
4
0
%
以

上
6
0
%
未

満
３

４
病

院
→

３
４

病
院

6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
７

病
院

→
１
６

病
院

（
９

病
院

）
8
0
%
以

上
５

病
院

→
４

病
院

（
△

１
病

院
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

ウ
医
療
安
全
管
理
室
の
設
置

ウ
医

療
安
全
管

理
室
の
設

置
ウ

医
療

安
全

管
理

室
の

設
置

【
平成

年
度
全施

設
設置

済
】

1
6

全
施

設
設

置
さ

れ
て

い
る

医
リ
ス

ク
マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
へ
の
取

組
の
強

化
を
図

る
た
め

、
全
て
の

病
院
に

医
療
安

全
管
理

室
を
設
置

し
、
平

成
１
８

年
度
ま

で
に
１
４

０
病
院

で
す

べ
て

の
病

院
に

医
療

安
全

管
理

療
安

全
管

理
室

の
専

任
職

員
を

専
任
の

職
員
を

配
置
し

た
と
こ
ろ

で
あ
る

が
、
平

成
１
９

年
度
新
た

に
２
病

院
で
専

任
の
職

員
を
配
置

し
、
こ

れ
に
よ

り
１
４

２
病
院
で

専
任
化

を
室

を
設
置
し

て
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ

メ

増
や

し
て

い
く

。
新

た
に

２
施

図
り
各

病
院
に

お
け
る

院
内
で
の

報
告
体

制
や
責

任
体
制

を
よ
り
明

確
化
し

た
。

ン
ト
へ
の
取

組
を
強
化

す
る
。

設
で

専
任

化
を

図
る

。

エ
看
護
部
門
の
改
革

エ
看

護
部
門
の

改
革

エ
看

護
部

門
の

体
制

強
化

看
護

部
門

に
つ

い
て

は
、

病
病
棟

部
門
に

は
必
要

な
職
員
数

は
全
て

常
勤
職

員
で
配

置
し
、
外

来
部
門

に
は
看

護
師
長

等
の
管
理

者
な
ど

の
常
勤

職
員
は

配
置
す
る

も
の
の

、
看

護
部

門
に

つ
い

て
は

、
病

棟
部

棟
部

門
と

外
来

部
門

の
連

携
強

短
時
間

の
非
常

勤
職
員

の
確
保
が

可
能
で

あ
る
場

合
は
外

来
受
付
時

間
や
外

来
診
療

時
間
帯

に
合
わ
せ

た
非
常

勤
職
員

の
配
置

を
極
力
行

う
な
ど

、
門

と
外

来
部

門
の

連
携

の
推

進
を

は

、
。

じ
め

、
効

率
的

・
効

果
的

な
営

体
制

化
を

図
っ

て
い

く
。

病
棟

部
門

サ
ー
ビ

ス
水
準

の
維
持

を
図
り
つ

つ
病
棟
部

門
・
外

来
部
門

の
連
携
を

行
う
な

ど
の
効

率
的
・
効

果
的
な

運
営
を

目
指
し

た
看
護
師

配
置
と

し
た

に
つ

い
て

は
、

医
療

の
質

の
向

ま
た

、
看
護

師
の
キ

ャ
リ
ア
パ

ス
制
度

の
充
実

の
た
め

、
専
任
の

教
育
担

当
師
長

、
認
定

看
護
師
及

び
専
門

看
護
師

を
配
置

し
体
制
整

備
を
図

っ
と
す
る

。

上
を

図
り

、
よ

り
効

率
的

・
効

た
。

果
的

な
病

院
運

営
が

行
え

る
よ

う
引

き
続

き
上

位
基

準
取

得
に

専
任
教

育
担
当

師
長

認
定

看
護
師

専
門

看
護
師

必
要

な
看

護
師

の
確

保
を

図
る

平
成

１
８
年

度
２
０

病
院

６
８

病
院
１
５

１
人

３
病

院
３
人

と
と

も
に

、
外

来
部

門
に

つ
い

平
成

１
９
年

度
２
５

病
院

８
１

病
院
１
８

６
人

４
病

院
４
人

て
は

、
常

勤
職

員
及

び
非

常
勤

職
員

の
よ

り
効

率
的

な
配

置
を

行
う

。

オ
事
務
部
門
の
改
革

オ
事

務
部
門
の

改
革

オ
事

務
部

門
の

改
革

事
務

部
門

に
つ

い
て

は
、

企
業

会
計
原

則
に
基

づ
く
的
確

な
経
営

状
況
の

把
握
、

経
営
状
態

を
踏
ま

え
た
適

正
な
運

営
、
経
営

戦
略
の

立
案
に

あ
た
る

企
画
課
と

、
庶
務

及
事

務
部

門
に

つ
い

て
は

、
従

来
の

企
画

部
門

と
管

理
部

門
の

２
び
労
務

を
司
る

管
理
部

門
に
あ
た

る
管
理

課
の
２

課
体
制

で
効
率
的

な
組
織

体
制
と

し
た
。

ま
た
、
部

門
別
決

算
を
実

施
し
、

各
部
門
毎

の
経
営

状
管

理
業
務
主

体
の
組
織

か
ら
経
営

企

課
体

制
に

よ
る

効
率

的
・

効
況
の
把

握
を
行

っ
た
。

画
重
視
の
組

織
と
す
る

。

果
的

な
運

営
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
部

門
別

決
算

の
実

施
に

努
め

る
。

ま
た

、
病

床
規

模
に

応
じ

た
体

制
の

見
直

し
を

図
る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
4
：

複
数

制
副

院
長

の
設

置
状

況
〔

3
1
8
頁

〕
資

料
6
5
：

専
任

の
職

員
を

配
置

し
た

病
院

〔
32
1
頁

〕



-
5
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
3
)

職
員
配
置

（
３
）
職

員
配
置

（
３

）
職

員
配

置

１
．

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

軟
な

配
置

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
置

数
に

各
部

門
に

お
け

る
職

員
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
９

年
管

理
部
門

等
各
部

門
に
お
い

て
、
常

勤
職
員

と
非
常

勤
職
員
と

に
よ
る

業
務
量

の
変
化

に
対
応
し

た
柔
軟

な
配
置

と
し
た

。
つ

い
て

は
、

各
職

員
の

職
務

と
職

責
を

度
に

お
い

て
も

引
き

続
き

、
各

考
慮

し
て

、
適

切
な

も
の

と
す

る
と

と

職
員

の
職

務
と

職
責

を
考

慮
し

(
1
)

病
棟
部

門
も

に
、

業
務

量
の

変
化

に
対

応
し

た
柔

、
常

勤
職

員
と

短
時

間
非

常
勤

職
病
棟
部

門
に
は

必
要
な
職

員
数
は

全
て
常

勤
職
員

で
配
置
し

た
。
ま

た
、
平

均
在
院

日
数
の
短

縮
に
よ

り
、
上

位
基
準

が
取
得
可

能
な
病

院
軟
な

配
置
が
で

き
る
仕
組

み
と
す
る
。

員
に

よ
る

業
務

量
の

変
化

に
対

及
び
特
定

集
中
治

療
室
な
ど

の
施
設

基
準
が

取
得
可

能
な
病
院

に
は
必

要
な
人

員
を
配

置
し
、
収

支
の
改

善
を
図

っ
た
。

応
し

た
柔

軟
な

配
置

と
す

る
。

(
2
)

外
来
部

門
外
来
部

門
に
は

看
護
師
長

等
の
管

理
者
な

ど
の
常

勤
職
員
は

配
置
す

る
も
の

の
、
短

時
間
の
非

常
勤
職

員
の
確

保
が
可

能
で
あ
る

場
合
は

外
来

受
付
時

間
や
外

来
診
療
時

間
帯
に

合
わ
せ

た
非
常

勤
職
員
の

配
置
を

行
っ
た

。

(
3
)

育
児
短

時
間
勤

務
育
児
休

業
法
に

定
め
る
育

児
短
時

間
勤
務

を
平
成

１
９
年
８

月
か
ら

導
入
し

た
と
こ

ろ
、
３
０

人
が
取

得
し
た

。

２
．

技
能

職
常

勤
職

員
の

離
職

後
の

不
補

充
技

能
職
に

つ
い
て

は
、
平
成

１
９
年

度
に
お

い
て
１

４
３
人
を

削
減
す

る
計
画

の
と
こ

ろ
、
こ
れ

を
大
幅

に
上
回

る
２
６

３
人
の
純

減
を
図

っ
た
。 こ

れ
ま
で

の
削
減

状
況

平
成
１
６

年
度

純
減
数
２

５
８
人

純
減

率
７
．

２
％

平
成
１
７

年
度

純
減
数
２

１
１
人

純
減

率
５
．

９
％

平
成
１
８

年
度

純
減
数
２

３
６
人

純
減

率
６
．

６
％

平
成
１
９

年
度

純
減
数
２

６
３
人

純
減

率
７
．

３
％

計
純

減
数
９

６
８
人

純
減

率
２
７
．

０
％
（

純
減
数

９
６
８

人
／
Ｈ
１

６
’
期

首
３
，

５
８
７

人
）

３
．

そ
の

他
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

(
1
)

検
査
部

門
に
お

け
る
ブ
ラ

ン
チ
ラ

ボ
の
実

施
平
成
１

８
年
度

ま
で
に
導

入
し
た

埼
玉
病

院
、
宇

多
野
病
院

、
長
崎

神
経
医

療
セ
ン

タ
ー
、
東

京
医
療

セ
ン

タ
ー
、
舞

鶴
医
療
セ

ン
タ
ー

、
大

阪
南
医

療
セ
ン

タ
ー
及
び

四
国
が

ん
セ
ン

タ
ー
の

７
病
院
に

お
い
て

引
き
続

き
実
施

し
た
。
ま

た
、
平

成
１
９

年
度
新

た
に
高
松

医
療
セ

ン
タ

ー
で
導

入
し
た

。

(
2
)

給
食
業

務
の
全

面
委
託
の

実
施

平
成
１

８
年
度

ま
で
に
導

入
し
た

札
幌
南

病
院
、

東
京
医
療

セ
ン
タ

ー
、
小

諸
高
原

病
院
、
宇

多
野
病

院
、

菊
池
病
院

及
び
舞
鶴

医
療
セ

ン
タ

ー
の
６

病
院
に

お
い
て
引

き
続
き

実
施
し

た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
6
：
平

成
１
９

年
度
増
員

の
う
ち

特
定
集

中
治
療

室
等
の
新

設
・
増

設
に
伴

う
も
の

〔
3
2
6

頁
〕

資
料

6
7
：

技
能

職
員

職
名

別
在

職
状

況
〔

3
2
8
頁

〕



-
5
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
4
)

職
員
の
業
績
評
価
等
の
適
切
な
実
施

（
４
）
職

員
の
業
績
評

価
等
の
適

切
な
実
施

（
４

）
職

員
の

業
績

評
価

等
の

適
切

な
実

施
１

．
年

俸
制

職
員

及
び

役
職

職
員

の
業

績
評

価
の

適
切

な
実

施
組

織
目

標
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
平

成
１

７
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
副

院
長

等
の

年
俸

制
並

平
成

１
７

年
度

か
ら

年
俸

制
を

適
用

し
て

い
る

院
長

及
び

副
院

長
等

（
医

長
以

上
の

医
師

約
2
,
4
0
0
人

）
に

つ
い

て
、

前
年

度
（

平
成

１
８

達
成

す
る

た
め

、
職

員
の

業
績

を
適

切

び
に

役
職

職
員

の
業

績
評

価
を

年
度

）
の
各

個
人
の

業
績
及
び

各
病
院

の
医
療

面
・
経

営
面
の
評

価
を
実

施
し
、

平
成
１

９
年
度
の

年
俸
に

反
映
さ

せ
た
。

に
評

価
す

る
人

事
評

価
制

度
を

導
入

す

継
続
す

る
。

ま
た

、
平

成
１

７
年

度
か

ら
全

て
の

管
理

職
（

年
俸

制
以

外
約

4
,
0
0
0
人

）
に

実
施

し
て

い
る

業
績

評
価

に
つ

い
て

、
平

成
１

９
年

度
も

継
る
。

ま
た

、
役

職
職

員
以

外
の

職
続
し

、
賞
与

及
び
年

度
末
賞
与

に
反
映

さ
せ
た

。
員

に
対

す
る

業
績

評
価

制
度

及
２

．
全

職
員

へ
の

業
績

評
価

の
実

施
に

向
け

た
着

実
な

取
組

び
業

績
評

価
に

基
づ

く
昇

給
制

度
の

導
入

に
向

け
て

、
必

要
な

準
備

を
進

め
て

い
く

。
(
1
)

一
般
職

員
の
業

績
評
価
制

度
の
導

入
に
向

け
た
取

組
一
般
職

員
の
業

績
評
価
制

度
に
関

し
て
、

平
成
１

９
年
９
月

か
ら
１

２
月
に

試
行
を

実
施
し
た

。
こ

の
試

行
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

平
成

２
０

年
度

か
ら

、
一

般
職

員
（

約
4
3
,
0
0
0
人

）
に

つ
い

て
、

業
績

評
価

制
度

を
導

入
す

る
こ

と
と

し
た

。

(
2
)

業
績
評

価
制
度

の
結
果
を

適
切
に

反
映
さ

せ
る
た

め
の
給
与

制
度
の

改
正

国
の
平

成
１
９

年
人
事
院

勧
告
に

準
じ
て

、
次
の

改
正
を
行

い
、
平

成
１
９

年
１
２

月
に
施
行

し
た
。

・
勤

務
成
績

が
優
秀
な

者
に
配

分
す
る

業
績
手

当
の
配
分

総
額
を

平
成
１

８
年
度

比
で
基
本

給
等
の

０
．

０
３
％
を

増
額

【
説

明
資
料

】
資

料
6
8
：

病
院

評
価

の
方

法
に

つ
い

て
〔

3
3
0
頁

〕

(
5
)

外
部
評
価
の
活
用
等

（
５
）
外

部
評
価
の
活

用
等

（
５

）
外

部
評

価
の

活
用

等

１
．

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

の
周

知
徹

底
独

立
行

政
法

人
評

価
委

員
会

の
評

価
結

独
立

行
政

法
人

評
価

委
員

会
の

平
成

１
８

年
度

ま
で

の
実

績
独

立
行
政

法
人
評

価
委
員
会

の
平
成

１
８
年

度
実
績

に
対
す
る

評
価
結

果
に
つ

い
て
は

、
国
立
病

院
機
構

の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
等
で
各

病
院
へ

の
果

を
業

務
改

善
に

積
極

的
に

反
映

さ
せ

る

に
対

す
る

評
価

結
果

を
、

平
成

周
知

を
行
う

こ
と
に

よ
り
病
院

運
営
に

反
映
さ

せ
る
た

め
の
意
識

付
け
を

行
っ
た

。
と

と
も

に
､
会

計
監

査
人

に
よ

る
会

計
監

１
９

年
度

以
降

の
病

院
運

営
に

査
を
有

効
に
活
用

す
る
。

２
．

会
計

監
査

人
に

よ
る

病
院

監
査

の
実

施
反

映
さ

せ
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
全

病
院

に
お

い
て

監
査

法
人

に
よ

る
監

査
を

実
施

す
る
。

(
1
)

現
地
監

査
本
部
及

び
ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
並
び

に
全
病

院
を
対

象
に
、
１

病
院
あ

た
り
１

回
の
会

計
監
査
を

受
け
、

会
計
処

理
等
の

指
摘
事
項

を
踏
ま

え
て

業
務
改

善
を
図

っ
た
。

(
2
)

重
点
施

設
監
査

５
０

箇
所

３
．

会
計

制
度

に
関

す
る

説
明

会
の

開
催

(
1
)

一
般
簿

記
研
修

全
病
院

の
会
計

業
務
に
携

わ
る
管

理
者
及

び
人
事

異
動
に
よ

り
初
め

て
会
計

業
務
に

携
わ
る
職

員
を
対

象
に

、
簿
記
の

基
本
的
な

仕
組
み

等
に

つ
い
て

理
解
を

深
め
、
会

計
処
理

業
務
に

お
け
る

管
理
者
の

内
部
統

制
の
質

的
向
上

を
目
的
に

、
全
国

１
１
箇

所
で
研

修
を
行
っ

た
（
受

講
者

数
３

５
２
名

。）

(
2
)

財
務
会

計
習
熟

研
修
会

各
病
院

の
日
常

的
な
会
計

処
理
の

中
か
ら

特
に
重

要
で
あ
り

、
注
意

を
要
す

る
医
事

業
務
、
固

定
資
産

管
理

に
関
す
る

会
計
処
理

に
つ
い

て
理

解
を
深

め
、
さ

ら
な
る
会

計
処
理

の
習
熟

を
図
る

こ
と
を
目

的
に
全

病
院
の

会
計
業

務
に
携
わ

る
職
員

を
対
象

に
、
全

国
１
１
箇

所
で
研

修
を

行
っ
た

（
受
講

者
数

３
９
１
名

。）

４
．

会
計

監
査

人
か

ら
の

助
言

会
計
監
査

人
の
実

地
監
査
に

お
い
て

発
見
さ

れ
た
業

務
上
の
改

善
事
項

や
今
後

の
課
題

が
適
時
に

本
部
に

報
告
さ

れ
る
こ

と
に
よ
り

、
今
後

の
法
人

全
体
の

業
務
の

改
善
及
び

効
率
化

の
材
料

と
し
て

経
営
に
役

立
て
て

い
る
。

（
助
言
事

例
）

・
現
金

出
納
事

務
『
釣

り
銭
残

高
を
確

認
す
る

金
種
表
に

領
収
額

が
含
ま

れ
て
お

り
、
確
認

が
複
雑

と
な

っ
て
い
る

た
め
、
釣

り
銭
残

高
金

種
表

と
領

収
金

額
金

種
表

を
別

々
に

作
成

し
、

チ
ェ

ッ
ク

し
や

す
い

体
制

と
し

た
方

が
よ

い
』

と
の

助
言

を
う

。
け

、
金
種

表
を
「

釣
り
銭

残
高
」
と

「
領
収

額
」
に

区
分
し

た
。

・
債
権

管
理
事

務
『
回

収
が
終

了
し
た

督
促
整

理
簿
に
つ

い
て
は

、
別
保

管
す
る

よ
う
に
す

る
こ
と

で
、
現

在
督
促

中
の
も
の

の
管
理

が
容
易
に

な
る

』
と

の
助
言

を
受
け
、

回
収
済

の
督
促

整
理
簿

に
つ
い
て

は
別
保

管
す
る

こ
と
と

し
た
。

。
・
契
約

書
の
管

理
『
契

約
書
の

原
本
が

起
案
文

書
と
一
緒

に
編
綴

さ
れ
て

お
り
、

後
日
検
索

す
る
た

め
に

は
別
管
理

と
す
る
こ

と
が
望

ま
し
い

』
と

の
助
言

を
受
け

、
契
約
書

の
原
本

に
つ
い

て
は
別

管
理
と
す

る
こ
と

と
し

た
。

。



-
5
2

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

会
計

監
査

人
と

連
携

し
た

内
部

監
査

の
実

施
（

再
掲

）
平

成
１
８

年
度
に

引
続
き
、

業
務
の

適
正
か

つ
効
率

的
な
執
行

を
図
る

と
と
も

に
会
計

処
理
の
適

正
を
期

す
こ
と

を
目
的

に
、
会
計

監
査
人

に
お
い

て
実
施

す
る
会

計
監
査
の

実
施
状

況
等
を

踏
ま
え

つ
つ
、
諸

規
程
に

対
す
る

合
規
性

、
業
務
運

営
の
適

正
及
び

効
率
性

を
監
査
し

、
問
題

点
の
把

握
、
検

討
及
び

改
善
を
図

る
た
め

、
平
成

１
９
年

度
に
お
い

て
も
、

書
面
及

び
実
地

に
よ
る
内

部
監
査

を
実
施

し
た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
6
2
：

平
成

１
９

年
内

部
監

査
概

要
〔

3
1
0
頁

〕

(
6
)

看
護
師
等
養
成
所
の
再
編
成

（
６
）
看

護
師
等
養
成

所
の
再
編

成
（

６
）

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編
成

１
．

看
護

師
等

養
成

所
再

編
成

計
画

の
推

進
看

護
師

等
養

成
所

に
つ

い
て

は
、

専
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
は

、
看

護
師

養
成

所
を

２
施

設
廃

止
平

成
１
９

年
度
に

閉
校
予
定

の
養
成

所
に
つ

い
て
、

関
係
官
署

へ
の
閉

校
申
請

等
の
閉

校
に
向
け

た
準
備

を
行
い

、
計
画

通
り
平
成

２
０
年

３
任

教
官

の
充

実
な

ど
に

よ
り

質
の

高
い

し
、

７
１

施
設

と
す

る
。

月
末

に
閉
校

し
た
。

養
成

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
の

効
率

的

ま
た
、
平

成
２
０

年
度
に
お

い
て
は

、
閉
校

に
伴
い

閉
校
校
の

教
員
の

再
配
置

を
行
い

、
教
育
体

制
の
充

実
を

図
っ
た
。

な
運

営
の

観
点

か
ら

再
編

成
を

行
い

、

平
成

１
５

年
度

の
８

０
ケ

所
か

ら
中

期

【
看

護
師
等

養
成
所

の
再
編
成

の
状
況

】
目
標

の
期
間
中

に
４
９
ケ

所
と
す
る
。

区
分

1
5
年

度
当

初
1
6
年

３
月

1
7
年

３
月

1
9
年

３
月

2
0
年

３
月

2
0
年

度

看
護

師
養

成
所

６
８

△
５

△
２

△
２

△
１
７

４
２

助
産

師
養

成
所

５
５

ﾘﾊ
ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｰｼ

ｮ
ﾝ学

院
６

△
５

１
視

能
訓

練
学

院
１

１

計
８
０

△
５

△
２

△
２

△
２
２

４
９

２
．

学
校

法
人

立
等

の
看

護
学

校
・

看
護

大
学

の
誘

致
閉

校
予
定

と
な
っ

て
い
る
看

護
学
校

の
体
育

館
等
の

建
物
や
跡

地
を
有

効
に
活

用
す
る

観
点
か
ら

、
引
き

続
き
学

校
法
人

に
よ
る
大

学
等
の

誘
致
を

推
進
す

る
取
組

を
行
っ
た

。

○
千
葉
東

病
院
：

学
校
法
人

が
大
学

看
護
系

学
部
を

設
置

（
Ｈ

１
９
．

４
）

○
福
岡
東

医
療
セ

ン
タ
－
：

学
校
法

人
が
看

護
大
学

を
設
置

（
Ｈ

２
０
．

４
）

○
埼
玉
病

院
：
学

校
法
人
が

看
護
系

大
学
院

を
設
置

予
定

（
Ｈ

２
１
．

４
）

○
刀
根
山

病
院
：

学
校
法
人

が
看
護

系
専
門

学
校
を

設
置
予
定

（
Ｈ

２
２
．

４
）

【
説
明

資
料
】

資
料

6
9
：

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編

成
〔

3
4
1
頁

〕



-
5
3

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

３
再
編
成
業
務
の
実
施

３
再

編
成
業
務

の
実
施

３
再
編

成
業
務
の
実

施

１
．

再
編

成
独

立
行

政
法

人
国

立
病

院
機

構
法

（
平

旧
国

立
病

院
・

療
養

所
の

再
編

成
業

務

成
１

４
年

法
律

第
１

９
１

号
）

附
則
第

７
条

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期
間

中
に

統

(
1
)

西
札
幌

・
札
幌

南
（
平
成

２
１
年

度
予
定

）
に

基
づ

く
業

務
と

し
て

「
国

立
病

院
・

療
廃

合
が

予
定

さ
れ

て
い

る
８

件
を

、
そ

の
経

、

統
合
を

円
滑
に

実
施
す
る

た
め
、

平
成
１

８
年
１

０
月
に
「

統
合
新

病
院
開

設
準
備

検
討
会
」

を
本
部

に
設
置

し
て
具

体
的
な
検

討
に
着

手
養
所
の
再

編
成
・
合

理
化
の
基
本

方
針

昭
営
に

留
意
し
つ

つ
着
実
に

実
施
す
る

。
」（

す
る
と
と

も
に
、

統
合
新
病

院
の
名

称
を
「

北
海
道

医
療
セ
ン

タ
ー
（

仮
称

」
と

し
、
平
成

１
９
年

５
月
に

建
設
工

事
に
着
手

し
た
。

和
６

０
年

３
月

２
９

日
閣

議
報

告
）
に

基
づ

）
ま
た
、

北
海
道

医
療
セ
ン

タ
ー
の

開
院
時

に
、
新

た
な
診
療

機
能
が

発
揮
で

き
る
よ

う
西
札
幌

病
院
の

診
療
機

能
の
充

実
強
化
等

を
図
る

た
き

実
施

さ
れ

て
い

る
「

国
立

病
院

・
療

養
所

め
、
国
立

病
院
機

構
本
部
、

西
札
幌

病
院
、

札
幌
南

病
院
及
び

北
海
道

が
ん
セ

ン
タ
ー

に
よ
る
４

者
会
議

を
鋭

意
開
催
し

、
平
成
２

０
年
４

月
の

再
編

成
計

画
（

平
成

１
１

年
３

月
の

計
」

よ
り
西
札

幌
病
院

に
お
い
て

二
次
救

急
医
療

な
ど
新

た
な
診
療

を
開
始

す
る
こ

と
と
し

た
。

画
見

直
し

後
の

も
の

を
い

う
）

に
定

め
ら

。

れ
て

い
た

再
編

成
対

象
病

院
の

う
ち
、

平
成

(
2
)

善
通
寺

・
香
川

小
児
（
平

成
２
３

年
度
予

定
）

１
５

年
度

末
に

お
い

て
未

実
施

と
な
っ

て
い

統
合
新

病
院
の

基
本
構
想

を
見
直

し
基
本

計
画
を

策
定
す
る

た
め
、

国
立
病

院
機
構

、
香
川
県

、
善
通

寺
市
等

と
協
議

を
行
い
、

平
成
２

０
る

１
０

病
院

に
つ

い
て

的
確

に
実

施
す

る
こ

年
度
中
に

実
施
設

計
に
着
手

す
る
こ

と
と
し

た
。

と
。

２
．

組
織

一
元

化
極

め
て
近

接
（
約

３
㎞
）
す

る
松
本

病
院
と

中
信
松

本
病
院
に

つ
い
て

は
、
医

師
確
保

の
困
難
及

び
近
年

の
経
営

悪
化
等

の
状
況
を

踏
ま
え

、
地
域

の
医
療

ニ
ー
ズ

に
適
切
に

対
応
し

、
両
病

院
の
機

能
分
担
・

連
携
を

推
進
す

る
た
め

、
平
成
２

０
年
４

月
１
日

に
組
織

一
元
化
を

行
い
１

組
織
２

病
院
に

よ
る
「

ま
つ
も
と

医
療
セ

ン
タ
ー

」
と
し

て
運
営
を

開
始
し

た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
7
0
：

ま
つ

も
と

医
療

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

〔
3
4
6
頁

〕



-
5
4

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
技

能
職

に
つ

い
て

平
成

１
６

年
度

期
首

に
対

し
て

２
７

．
０

％
減

少
し

（
平

成
１

６
～

１
９

年
度

９
６

８
人

純
減

、
中
期
目
標

の
達
成

に
向
け

て
着
実

な
進
展
が

あ
っ
た

。
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

に
つ

い
て

は
、

役
割

分
担

の
明

確
化

と
組

織
体

制
の

整
備

に
）

ま
た

、
一

般
職

員
に

つ
い

て
業

績
評

価
制

度
の

試
行

を
実

施
し

、
平

成
２

０
年

度
か

ら
の

よ
り

、
効

率
的

な
運

営
に

努
め

て
い

る
。

内
部

監
査

の
充

実
な

ど
本

部
職

員
に

よ
る

支
全
職
員

に
導
入

す
る
こ

と
と
な

っ
た

。
援

業
務

も
評

価
す

る
。

ま
た

、
弾

力
的

な
組

織
の

構
築

と
し

て
、

看
護

職
の

副
院

長
配

置
に
つ
い
て

も
評
価

す
る
。

・
本

部
・
ブ

ロ
ッ
ク
組

織
に
つ

い
て
、

役
割
分
担

を
明

確
に

し
、

同
一

業
務

を
実

績
：

○
技

能
職

の
削

減
に

つ
い

て
は

計
画

を
上

回
る

実
績

を
上

げ
て

い
る

が
、

業
務

の
質

が
分

掌
し
な

い
体
制
に

す
る
な

ど
効
率

的
な
運
営

が
可

能
な

組
織

と
し

て
い

る
・

本
部

に
お

い
て

は
、

経
営

管
理

指
標

、
委

託
費

等
契

約
実

績
の

比
較

、
並

び
に

改
善

事
例

低
下
し
な
い

よ
う
配

慮
も
求

め
た
い
。

か
。

の
取

り
ま

と
め

を
行

う
な

ど
に

よ
り

問
題

点
を

把
握

す
る

こ
と

に
努

め
、

ブ
ロ

ッ
ク

事
務

所
に

お
い

て
は

、
本

部
と

管
内

病
院

と
の

連
絡

調
整

等
の

支
援

業
務

を
行

い
効

率
的

な
組

織
運

営
に

努
め

て
い

る
（

業
務
実

績
４
５

頁
参
照

）
(

)
。

各
委
員
の
評

定
理
由

・
中
期
計
画

は
上
回

っ
て
い

る
。

・
各

病
院
の

組
織
に
つ

い
て
は

、
効
率

的
な
体
制

の
標

準
型

に
基

づ
き

、
病

院
実

績
：

○
・

一
般
職
員

の
業
績

評
価
は

新
た
な
改

革
と
し

て
評
価

さ
れ
る

。
の

地
域
事

情
や
特
性

を
考
慮

し
た
効

率
的
な
体

制
と

し
て

い
る

か
。

・
平

成
１

９
年

度
よ

り
東

海
北

陸
及

び
近

畿
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

営
繕

業
務

に
つ

い
て

、
質

の
・

病
院

の
再

編
成

も
着

実
に

進
ん

で
お

り
、

ま
つ

も
と

医
療

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

組
織

向
上

と
業

務
量

に
応

じ
た

処
理

体
制

と
す

る
た

め
、

施
設

整
備

課
を

施
設

整
備

室
へ

、
組

一
元
化
は
新

し
い
試

み
で
あ

る
。

織
体

制
の

見
直

し
を

行
っ

た
（
業

務
実
績

４
５
頁

参
照
）

・
業
績
評
価

を
実
施

に
移
し

、
成
果
を

上
げ
て

い
る
こ

と
は
評

価
で
き
る

。
。

・
２
施
設
を

１
組
織

と
し
て

統
合
し
て

運
営
す

る
方
式

も
注
目

に
値
す
る

。
・
職

員
配
置

数
に
つ
い

て
は
、

各
職
員

の
職
務
と

職
責

を
考

慮
し

て
、

適
切

な
実

績
：

○
・

技
能
職
の

人
員
減

、
人
件

費
減
は
評

価
す
べ

き
こ
と

な
の
か

疑
問
。

も
の

と
す

る
と
と
も

に
、
業

務
量
の

変
化
に
対

応
し

た
柔

軟
な

配
置

が
で

き
・

技
能

職
に

つ
い

て
は

、
離

職
後

の
常

勤
職

員
の

後
補

充
は

行
わ

ず
、

短
時

間
の

非
常

勤
職

・
看
護
職
の

副
院
長

就
任
は

大
い
に
評

価
す
る

。
る

仕
組
み

に
な
っ
て

い
る
か

。
員

で
の

補
充

又
は

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

で
の

対
応

に
よ

り
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

純
減

を
・

業
務
運
営

に
お
い

て
効
率

的
な
管
理

組
織
体

制
が
と

ら
れ
て

い
る
。

図
っ

た
（

平
成

１
９

年
度

純
減

２
６
３

人
（
業
務

実
績
４

９
頁
参
照

）
・

組
織

的
な

内
部

監
査

を
特

に
重

視
す

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
専

属
の

監
査

。
）

人
を
も
っ
と

多
く
す

る
必
要

が
あ
る
よ

う
に
思

わ
れ
る

。
・
職

員
の
業

績
を
適
切

に
評
価

す
る
人

事
評
価
制

度
を

導
入

し
て

い
る

か
。

実
績

：
○

・
本

部
・

ブ
ロ

ッ
ク

組
織

に
つ

い
て

役
割

分
担

を
明

確
に

し
、

同
一

業
務

を
分

掌
し

な
・

一
般

職
員

に
つ

い
て

業
績

評
価
制
度
の

試
行
を

実
施
し

た
（
業
務
実

績
５
０

頁
参
照

）
い

体
制
に
す

る
な
ど

効
率
的

な
運
営
を

行
っ
て

い
る
。

。
・

試
行

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
平

成
２

０
年

度
か

ら
の

全
職

員
に

対
す

る
業

績
評

価
制

度
の

・
看
護
師
等

養
成
所

の
再
編

成
を
推
進

し
て
い

る
。

導
入

を
決

定
し

た
（

業
務
実
績
５

０
頁
参

照
）

・
組

織
的

な
内

部
監

査
を

実
施

し
、

要
因

・
問

題
点

等
の

把
握

、
改

善
に

必
要

な
対

応
。

の
検

討
・

周
知

を
行

っ
た

点
は

評
価

で
き

る
。

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

は
社

会
か

ら
信

頼
・
独

立
行
政

法
人
評
価

委
員
会

の
評
価

を
業
務
改

善
に

積
極

的
に

反
映

さ
せ

る
実

績
：

○
さ

れ
る

組
織

と
し

て
存

続
す

る
た

め
に

も
重

要
な

課
題

で
あ

り
、

今
後

も
、

引
き

続
き

と
と

も
に

、
会
計
監

査
人
に

よ
る
会

計
監
査
を

有
効

に
活

用
し

て
い

る
か

。
・

会
計

処
理

業
務

に
つ

い
て

、
広

く
管

理
者

等
の

理
解

を
深

め
、

ま
た

、
担

当
者

の
質

的
向

自
浄
作
用
機

能
強
化

の
一
環

と
し
て
、

内
部
監

査
の
充

実
を
期

待
し
た
い

。
上
を

図
る
た

め
初
心

者
向

け
と

習
熟

者
向

け
の

研
修

延
べ

２
２

箇
所

を
実

施
し

て
・

本
部

、
ブ

ロ
ッ

ク
事

務
所

、
さ

ら
に

は
管

内
病

院
と

の
連

絡
調

整
や

支
援

業
務

の
努

、
（

）
、

職
責

に
応

じ
た

そ
れ

ぞ
れ

の
職
員
の
ス

キ
ル
ア

ッ
プ
を

行
っ
た

。
力

が
功
を
奏

し
着
実

な
成
果

を
あ
げ
中

期
目
標

を
上
回

っ
た
。

・
効

率
的

な
業

務
運

営
体

制
を

目
指

し
た

「
組

織
の

役
割

分
担

の
明

確
化

、
管

理
体

制
・
看

護
師
等

養
成
所
の

再
編
成

が
着
実

に
進
展
し

て
い

る
か

。
実

績
：

○
の

再
編

成
、

弾
力

的
な

組
織

の
構

築
」

に
つ

い
て

は
、

１
９

年
度

、
特

に
大

き
な

実
施

・
着

実
に

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編

成
を

進
め

る
と

と
も

に
、

廃
止

施
設

の
有

効
活

用
を

図
事

項
は
み
ら

れ
ず
、

評
価
を

上
げ
る
こ

と
は
で

き
な
い

。
る

た
め

、
学

校
法

人
等

が
経

営
す

る
看

護
学

校
の

設
置

場
所

と
し

て
跡

地
や

既
存

の
建

物
・

職
員

の
配

置
数

に
つ

い
て

は
、

技
能

職
の

後
補

充
な

し
を

継
続

し
て

お
り

、
結

果
と

等
を

提
供

し
、

併
せ

て
、

病
院
が
実
習

施
設
と

し
て
協

力
す
る

こ
と
を
了

承
し
た

（
業
務

し
て
計
画
を

大
き
く

上
回
る

純
減
と
な

っ
て
い

る
。

。
実
績

５
１
頁

参
照
）

・
数

値
目

標
を

立
て

に
く

い
部

門
で

は
あ

る
が

、
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

と
評

価
で

き
・

看
護

師
等

養
成

所
の

再
編

成
等

に
よ

り
、

指
定

規
則

本
則

に
対

応
し

た
職

員
数

と
し

看
護

る
。

教
育

の
充

実
を

図
っ

た
（
業
務
実

績
５
３

頁
参
照

）
。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
再

編
成
業

務
に
つ
い

て
、
そ

の
経
営

に
留
意
し

つ
つ

着
実

に
実

施
し

て
い

る
実

績
：

○
か

。
・

今
後

、
再

編
成

が
予

定
さ

れ
て

い
る

西
札

幌
・

札
幌

南
及

び
善

通
寺

・
香

川
小

児
に

つ
い

・
更
な
る
内

部
統
制

、
内
部

監
査
の
充

実
を
期

待
す
る

。
て

、
統

合
後

の
運

営
・

経
営

に
留
意
し

た
再
編

成
を
着

実
に
進

め
て
い
る

（
業
務
実

績
５

・
ア

ウ
ト

ソ
ー

ジ
ン

グ
を

頼
る

こ
と

で
、

技
能

の
「

質
」

の
継

承
や

組
織

内
の

担
保

、
。

２
頁

参
照

）
向

上
に
一
抹

の
不
安

を
覚
え

る
。

・
事

務
職

員
が

公
務

員
時

代
の

名
残

の
ま

ま
２

～
３

年
で

転
勤

、
転

課
す

る
こ

と
の

必
要

性
に
疑
問

を
抱
く

。
・

キ
ュ

ア
と

ケ
ア

の
連

携
、

チ
ー

ム
医

療
構

築
の

た
め

副
院

長
へ

の
看

護
職

登
用

を
さ

ら
に
推
進
し

て
ほ
し

い
。

・
職

員
の

業
績

評
価

制
度

の
導

入
は

、
組

織
の

活
性

化
、

職
員

の
意

欲
向

上
、

人
材

育
成

な
ど

に
あ

た
り

、
極

め
て

重
要

で
あ

る
。

組
織

を
あ

げ
、

管
理

者
(
評

価
を

行
う

者
)

の
教

育
、

研
修

、
指

導
等

の
準

備
を

行
い

、
適

切
か

つ
厳

重
な

実
行

を
行

っ
て

も
ら

い
た

い
。

そ
の

際
、

管
理

職
へ

の
先

行
実

施
の

経
験

、
実

施
状

況
等

か
ら

の
教

訓
、

反
省

点
な

ど
も

、
是

非
活

か
し

て
も

ら
い

た
い

。
制

度
の

目
的

達
成

に
向

け
全

力
を

傾
注

し
て

も
ら
い
た

い
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
業
務
運
営
の
見
直
し
や
効
率
化
に
よ
る
収
支
改
善

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

２
業

務
運

営
の

見
直

し
や

効
率

化
に

よ
る

収
支

改
善

収
支
改
善

収
支
改

善

１
．

収
支

相
償

を
目

指
し

た
収

支
改

善
の

推
進

【
★

】
個

々
の

病
院

の
特

色
・

機
能

を
各

病
院
に

係
る
地

域
事
情
や

特
性
を

考
慮
し

た
、
よ

り
効
率
的

・
効
果

的
な
体

制
と
す

る
た
め
、

各
病
院

の
機

能
・
規
模

に
よ
る
病

院
の
運

営
各

病
院

の
特

性
を

活
か

し
た

良
質

な
医

個
々

の
病

院
の

特
色

・
機

能
を

十
分

に

十
分

に
発

揮
さ

せ
る

と
と

も
に

、
方

針
に

応
じ

、
職

員
の
適
正
配

置
を
行

う
こ
と

等
に
よ

り
診
療
報

酬
上
の

上
位
基

準
の
取

得
等
を
図

る
と
と

も
に
、

材
料
費

、
人
件
費

及
び
委

託
療

の
提

供
を

図
る

と
と

も
に

、
組

織
編

成
発

揮
さ

せ
る

と
と

も
に

、
院

内
の

効
率

的

院
内

の
効

率
的

・
効

果
的

な
組

織
費

等
に

係
る

コ
ス

ト
削
減
に
努

め
、
個

々
の
病

院
に
お

い
て
も
収

支
相
償

を
目
指

し
収
支

改
善
を
推

進
し
た

。
や

職
員

の
適

正
配

置
な

ど
の

業
務

運
営

の
・

効
果

的
な

組
織

の
構

築
や

職
員

の
適

正

の
構

築
や

職
員

の
適

正
な

配
置

を
医

業
収

益
は

前
年

度
よ
り
約

３
１
２

億
円
増

加
し
た

、
さ
ら
に

費
用
の

縮
減
等

に
努
め

た
結
果
、

経
常
収

支
率
が

１
０
３

.
８
%
と
な

り
、
機

構
見

直
し
を
通
じ

て
、
診
療

収
入
等
の

増
収

な
配

置
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

診
療

報
酬

行
う

。
ま

た
、

診
療

報
酬

上
の

新
全

体
と

し
て

収
支

相
償

を
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

、
総

収
支

率
に

お
い

て
も

１
０

３
.
１

％
と

な
る

と
と

も
に

、
平

成
１

６
年

度
か

ら
及

び
経
費
節
減

を
図
り
、

各
病
院
の

収
支

上
の

新
た

な
基

準
等

の
取

得
や

効
率

的
・

た
な

基
準

等
の

取
得

や
効

率
的

・
の

通
期

で
み

て
も

総
収
支
で
黒

字
と
な

っ
て
い

る
。

改
善
を
促
進
す

る
こ
と
。

効
果

的
な

医
療

の
提

供
を

通
じ

て
増

収
を

効
果

的
な

医
療

の
提

供
を

通
じ

て
図

る
と

と
も

に
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個

２
．

年
度

末
賞

与
の

実
施

々
の

病
院

に
お

い
て

も
収

支
相

償
な

い
し

増
収

を
図

る
と

と
も

に
コ

ス
ト

削
減

に
努

め
、

個
々

の
病

院
に

お
い

平
成

１
９

年
度

の
年
度
末
賞

与
に
つ

い
て
は

、
経
常

収
支
に
お

い
て
前

年
度
実

績
よ
り

成
績
が
良

く
な
っ

た
病
院

で
あ
っ

て
収
支
相

償
を
超

え
そ

れ
以

上
を

目
指

す
。

な
お

、
収

支
相

償

て
も

可
能

な
限

り
収

支
相

償
を

目
た

６
２

病
院

に
対

し
て
支
給
し

た
。

を
超

え
る

病
院

に
つ

い
て

は
、

実
績

が
評

指
す

。
な

お
、

収
支

相
償

を
超

え
価
さ
れ

る
仕
組
み

を
つ
く
る
。

３
．

契
約

事
務

の
透

明
化

の
推

進
る

病
院

に
つ

い
て

は
、

実
績

が
評

価
さ

れ
る

よ
う

引
き

続
き

年
度

末
賞

与
を
支

給
す
る

。
(
1
)

随
意
契

約
の
見

直
し
計
画

の
策
定

「
独

立
行

政
法

人
整

理
合

理
化

計
画

の
策

定
に

係
る

基
本

方
針

（
平

成
１

９
年

８
月

１
０

日
閣

議
決

定
）

に
基

づ
き

、
平

成
１

９
年

１
２

」
月

に
随
意

契
約
の

見
直
し
計

画
を
策

定
し
、

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に

公
表
し

た
。

当
該
見

直
し
計

画
に
お
い

て
は
、

随
意
契

約
金
額

割
合
を
平

成
１
８

年
度
実

績
の
約

４
割
ま
で

下
げ
る

こ
と

と
し
て
お

り
、
原
則

一
般
競

争
と

い
う
会

計
規
程

の
趣
旨
を

徹
底
す

る
こ
と

と
し
て

い
る
。

(
2
)

契
約
情

報
の
公

表
平
成
１

８
年
１

０
月
以
降

随
意
契

約
を
行

っ
た
も

の
に
つ
い

て
は
、

厚
生
労

働
省
の

基
準
に
従

い
契
約

情
報

を
公
表
し

て
き
た
と

こ
ろ
で

あ
る

が
、
平

成
２
０

年
１
月
以

降
の
契

約
に
つ

い
て
は

、
一
般
競

争
等
に

よ
っ
た

も
の
に

つ
い
て
も

次
の
基

準
に
よ

り
公
表

し
て
い
る

。
公
表
基

準
：
予

定
価
格
が

１
０
０

（
賃
貸

借
契
約

は
８
０
）

万
円
以

上
の
契

約

(
3
)

特
定
の

業
者
と

の
随
意
契

約
の
制

限
平

成
１

９
年

１
１

月
に

旧
国

立
病

院
の

Ｏ
Ｂ

が
再

就
職

し
て

い
る

企
業

と
の

随
意

契
約

に
つ

い
て

は
、

い
わ

ゆ
る

少
額

随
意

契
約

基
準

(
注

)
を

超
え
る

も
の
に

つ
い
て
原

則
禁
止

と
す
る

と
と
も

に
、
少
額

随
意
契

約
に
つ

い
て
も

複
数
の
者

か
ら
見

積
書
を

徴
す
る

こ
と
を
徹

底
す
る

こ
と

と
し
、

国
民
か

ら
疑
念
を

持
た
れ

る
こ
と

が
な
い

よ
う
な
契

約
事
務

の
遂
行

に
努
め

た
。

(
注

)
少

額
随
意

契
約
基
準

：
工
事

２
５

０
万
円

以
下
、
財

産
の
購

入
１

６
０
万

円
以
下
、

物
件
の

借
入

８
０
万

円
以
下
、

そ
の
他

１
０
０
万

円
以
下

【
★
】

別
冊

：
個
別

病
院
ご
と

の
検
証

参
照
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
1
)

業
務
運
営
コ
ス
ト
の
節
減
等

（
１
）

業
務
運
営

コ
ス
ト
の

節
減
等

（
１
）
業

務
運
営
コ
ス

ト
の
節
減

等
（

１
）

業
務

運
営

コ
ス

ト
の

節
減
等

医
薬

品
等

の
購

入
方

法
の

見
直

し
や

業
医

薬
品

等
の

購
入

方
法

や
業

務
委

託
の

務
委
託

の
活
用
等

を
行
う
こ

と
に
よ
り

推
進

・
点

検
等

様
々

な
取

組
を

行
う

こ
、

材
料

費
等

の
経

費
の

節
減

に
努

め
る

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

と
。

間
を

累
計

し
た

損
益

計
算

に
お

い
て

、

ま
た

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
中

期
経

常
収

支
率

が
１

０
０

％
以

上
と

な
る

目
標

の
期

間
の

最
終

年
度

に
お

い
て

、
よ
う
費
用
の

節
減
等
を

図
る
。

一
般

管
理

費
（

退
職

給
付

費
用

等
を

除

く
）

を
１
５
％
程

度
節
減
す

る
こ
と
。

。

①
材

料
費

①
材

料
費

①
材

料
費

１
．

共
同

入
札

の
実

施
包

括
評

価
等

の
今

後
の

診
療

報
酬

改
材

料
費

率
の

抑
制

を
図

る
た

め
、

引
き

続
き

医
薬

品
の

共
同

定
を

考
慮

し
つ

つ
、

後
発

医
薬

品
の

採

購
入

を
行

う
と

と
も

に
、

国
立

(
1)

医
薬
品

の
共
同

入
札

用
促

進
、

同
種

同
効

医
薬

品
の

整
理

、

病
院

機
構

に
お

い
て

使
用

す
る

平
成
１

９
年
度

に
調
達
す

る
医
薬

品
に
つ

い
て
は

、
平
成
１

８
年
７

月
に
共

同
入
札

を
実
施
し

、
平
成

１
８
年

８
月
か

ら
平
成
２

０
年
３

月
共

同
購

入
等

の
調

達
方

法
及

び
象

品
目

医
薬

品
の

集
約

に
取

り
組

む
と

ま
で
の
長

期
契
約

を
締
結
し

て
い
る

と
こ
ろ

で
あ
る

が
、
そ
の

後
の
市

場
の
状

況
を
踏

ま
え
、
平

成
１
９

年
１
０

月
以
降

の
契
約
価

格
に
つ

い
等

の
見

直
し

を
行

い
、

薬
品

と
消

耗
品

と
も

に
、

在
庫

管
理

の
効

率
化

て
価
格
交

渉
の
上

、
変
更
契

約
を
実

施
し
、

更
な
る

医
薬
品
費

の
抑
制

を
図
っ

た
。

費
等

の
材

料
費

率
の

増
の

抑
制

を
図

等
を

推
進

し
費

用
の

節
減

を
図

ま
た
、

平
成
２

０
年
度
に

お
い
て

は
、
更

に
ス
ケ

ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を

活
か
す

た
め
、

入
札
単
位

（
エ
リ

ア
）
の

拡
大
を

図
る
と
共

に
、
購

入
る
。

る
。

医
薬
品
リ

ス
ト
の

見
直
し
を

行
い
、

更
な
る

医
薬
品

費
の
抑
制

と
契
約

事
務
の

効
率
化

を
図
る
こ

と
と
し

て
い

る
。

ま
た
、
企
業

会
計
原
則

に
基
づ
い

て

ま
た

、
医

療
用

消
耗

品
等

に
平
成
２

０
年
度

入
札
単
位

（
エ
リ

ア
：
北
海

道
・
東

北
、
九
州

、
そ
の

他
（
計

３
エ
リ
ア

】
適

正
に

棚
卸

し
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

【
）

）
つ

い
て

は
、

多
様

化
し

て
い

る
過
剰

な
在
庫
を

削
減
す
る

。

昨
今

の
供

給
体

制
等

の
動

向
に

(
2)

医
療
用

消
耗
品

等
の
共
同

入
札

留
意

し
つ

つ
効

率
的

な
購

入
を

医
療
用

消
耗
品

（
カ
テ
ー

テ
ル
等

４
８
７

品
目
）

や
医
療
用

消
耗
機

材
（
ペ

ー
ス
メ

ー
カ
ー
等

４
２
５

品
目
）

の
共
同

入
札
に
つ

い
て
は

、
目

指
し

引
き

続
き

検
討

を
行
う

九
州
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
に
お

い
て
、

平
成
１

８
年
度

に
引
き
続

き
実
施

し
、
材

料
費
の

抑
制
を
図

っ
た
。

。
ま
た
、

衛
生
材

料
（
ガ
ー

ゼ
や
包

帯
等
２

７
２
品

目
）
の
共

同
入
札

に
つ
い

て
は
、

東
海
北
陸

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
に
お

い
て
、
平

成
１
８

年
度

に
引
き

続
き
実

施
し
、
材

料
費
の

抑
制
を

図
っ
た

。

２
．

適
正

な
在

庫
管

理

(
1
)

月
次
決

算
に
よ

る
保
有
在

庫
日
数

の
把
握

と
縮
減

各
病
院

毎
に
最

低
限
必
要

な
在
庫

日
数
を

定
め
、

毎
月
末
の

保
有
在

庫
日
数

と
の
比

較
を
行
う

こ
と
に

よ
り
、

在
庫
の

縮
減
に
努

め
た
。

平
成

1
8
年

度
平

成
1
9
年

度
医

薬
品

棚
卸

資
産

3,
1
98
百

万
円

→
3
,
13
1
百

万
円

保
有

在
庫

日
数

1
2
.
5
日

→
11
.
8
日

診
療

材
料

棚
卸

資
産

2,
2
80
百

万
円

→
2
,
03
8
百

万
円

保
有

在
庫

日
数

1
4
.
0
日

→
11
.
9
日

(
2
)

Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
導
入

、
、

、
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ

の
導
入

に
つ
い
て

は
適
正

な
在
庫

管
理
を

図
る
こ
と

か
ら

職
員
の

業
務
省

力
化

消
費
量

管
理

の
徹
底
に

よ
る
請
求

漏
れ
防

止
使

用
品
目

の
統
一

化
に
よ
る

費
用
削

減
、
無

在
庫
方

式
に
よ
る

在
庫
の

縮
減
な

ど
を
検

討
の
う
え

導
入
す

る
こ
と

と
し
て

い
る
。

な
お
、

平
成
１

９
年
度
末

現
在
で

、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
を
導

入
し
て
い

る
病
院

は
、
７

２
病
院

で
あ
り
、

平
成
１

９
年

度
中
に
新

た
に
導
入

し
た
病

院
は

、
３
病

院
で
あ

る
。

３
．

材
料

費
率

の
抑

制
昨

年
度
に

引
き
続

き
手
術
件

数
が
増

加
し
た

も
の
の

、
材
料
費

に
つ
い

て
は
、

上
記
の

材
料
費
抑

制
策
等

を
実
施

す
る
こ

と
に
よ
り

材
料
費

率
を
抑

え
る
こ

と
が
で

き
た
。 平
成
１
８

年
度

平
成
１
９

年
度

材
料
費

率
２

３
．
７

％
→

２
３
．
６

％
（
△

０
．
１
％

）
手
術
件

数
１
７
１
，

９
２
５

件
→

１
７
７
，

８
６
４

件
（
＋

５
，
９
３

９
件
、

３
．
５

％
増
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
人
件
費
率
等

②
人
件

費
率
等

②
人

件
費

率
等

１
．

検
査

部
門

に
お

け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ

の
導

入
（

再
掲

）
人

事
に
関
す

る
計
画
に

基
づ
き
、

適
適

正
な

人
員

の
配

置
に

努
め

る
と

と
も

に
、

検
査

部
門

に
お

平
成
１
８

年
度
ま

で
に
導
入

し
た
埼

玉
病
院

、
宇
多

野
病
院
、

長
崎
神

経
医
療

セ
ン
タ

ー
、
東
京

医
療
セ

ン
タ
ー

、
舞
鶴

医
療
セ
ン

タ
ー
、

大
正

な
人

員
の

配
置

に
努

め
る

と
と

も

け
る

ブ
ラ

ン
チ

ラ
ボ

や
給

食
業

阪
南

医
療
セ

ン
タ
ー

及
び
四
国

が
ん
セ

ン
タ
ー

の
７
病

院
に
お
い

て
引
き

続
き
実

施
し
た

。
ま
た
、

平
成
１

９
年
度

新
た
に

高
松
医
療

セ
ン
タ

ー
に

、
業

務
委

託
に

つ
い

て
も

コ
ス

ト
低

務
の

全
面

委
託

な
ど

の
委

託
業

で
導

入
し
た

。
減

に
十

分
配

慮
し

た
有

効
活

用
を

図
る

務
に

つ
い

て
検

証
を

行
い

、
引

こ
と

等
に
よ
り

中
期
目
標

の
期
間
中

、
、

２
．

給
食

業
務

の
全

面
委

託
の

実
施

（
再

掲
）

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
き

続
き

コ
ス

ト
低

減
に

十
分

配
慮

し
た

有
効

活
用

を
図

っ
て

い
平

成
１
８

年
度
ま

で
に
導
入

し
た
札

幌
南
病

院
、
東

京
医
療
セ

ン
タ
ー

、
小
諸

高
原
病

院
、
宇
多

野
病
院

、
菊
池

病
院
及

び
舞
鶴
医

療
セ
ン

タ
に

つ
い

て
、

業
務

の
量

と
質

に
応

じ
た

く
。

こ
れ

ら
に

よ
り

、
人

件
費

ー
の

６
病
院

に
お
い

て
引
き
続

き
実
施

し
た
。

病
院

運
営

に
適

正
な

率
を

目
指

し
て

抑

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
率

制
を

図
る
。

３
．

人
件

費
率

と
委

託
費

率
を

合
計

し
た

率
の

抑
制

に
つ

い
て

、
業

務
の

量
と

質
に

応
じ

た
病

院
運

営
に

適
正

な
率

医
療
法
及

び
診
療

報
酬
上
の

人
員
基

準
に
沿

っ
た
体

制
と
し
、

心
神
喪

失
者
等

医
療
観

察
法
、
障

害
者
自

立
支

援
法
等
国

の
制
度
の

創
設
や

改
を

目
指

し
て

抑
制

を
図

る
。

正
に

伴
う
人

材
確
保

も
含
め
政

策
医
療

の
推
進

の
た
め

の
対
応
と

と
も
に

、
医
療

サ
ー
ビ

ス
の
質
の

向
上
、

医
療
安

全
の
確

保
及
び
患

者
の
処

遇
の
改

善
等
に

も
留
意

し
つ
つ
、

必
要
な

人
材
確

保
を
行

う
と
と
も

に
、
人

事
院
勧

告
に
準

拠
し
た
ベ

ア
改
定

分
を
含

め
た
人

件
費
率
と

委
託
費

率
を
合

計
し
た

率
に
つ

い
て
は
、

以
下
の

と
お
り

と
な
っ

た
。

平
成
１
８

年
度
実

績
５
８

．
１
％

→
平
成
１

９
年
度
決

算
５
７

．
４
％

（
平
成

１
９
年
度

計
画

５
８

．
２
％
）

ま
た
、
委

託
費
の

削
減
を
図

る
観
点

か
ら
、

全
病
院

に
お
け
る

外
部
委

託
の
契

約
額
等

の
調
査
を

実
施
し

、
同
規

模
の
病

院
と
自
院

の
契
約

額
等
に

つ
い
て

比
較
検

討
が
行
え

る
よ
う

、
そ
の

結
果
の

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

を
行
っ

た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
7
1
：

清
掃

業
務

委
託

契
約

～
運

営
病

床
数

規
模

別
１

㎡
当

た
り

の
契

約
単

価
～

〔
3
4
8
頁

〕



-
5
8

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

③
建

築
コ

ス
ト

③
建

築
コ
ス
ト

③
建

築
コ

ス
ト

１
.
全

面
建

替
整

備
、

病
棟

建
替

整
備

建
築

単
価

の
見

直
し

等
を

進
め

る
と

平
成

１
６

年
度

に
定

め
た

国
「

立
病

院
機

構
に

お
け

る
建

物
整

平
成
１
９

年
度
は

、
病
棟
建

替
整
備

の
１
１

病
院
２

，
０
１
８

床
[
*
１

]
に

つ
い
て

建
替
整
備

を
決
定

し
た
。

と
も

に
、

コ
ス

ト
削

減
に

直
接

結
び

つ

備
の

指
針

」
に

基
づ

き
、

引
き

*１
道
北

病
院
、

弘
前
病
院

、
花
巻

病
院
、

宮
城
病

院
、
下
志

津
病
院

、
七
尾

病
院

く
一

括
契

約
の

導
入

等
を

図
り

、
投

資

続
き

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
価

京
都

医
療
セ

ン
タ
ー
、

南
和
歌

山
医
療

セ
ン
タ

ー
、
松
江

病
院
、

佐
賀
病

院
、
長
崎

神
経
医

療
セ
ン

タ
ー

の
効
率

化
を

図
る
。

格
の

標
準

化
を

図
る

。
平

成
１

９
年

度
着

工
し

た
１

０
病

院
[
*
２

]
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

８
年

度
ま

で
に

実
施

し
た

一
括

発
注

に
よ

る
工

事
期

間
の

短
縮

や
設

計
仕

様
の

標
準
化

の
取
組

み
に
加
え

次
の
取

組
み
を

行
な
い

、
鉄
筋
、

ケ
ー
ブ

ル
等
の

主
要
建

築
資
材
価

格
が
平

均
５

％
値
上
が

り
す
る
な

か
、
病

院
と
し

て
必
要

な
機
能

、
安
全
性

及
び
品

質
を
確

保
し
つ

つ
平
成
１

８
年
度

と
同
水

準
（
国

時
代
の
建

築
コ
ス

ト
の

約
５
割
減

）
で
契
約

す
る
こ

と
が
で

き
た
。

・
建
替

整
備
案

件
の
契
約

実
績
に

基
づ
く

価
格
デ

ー
タ
ー
ベ

ー
ス
を

整
備
し

、
積
算

の
適
正
化

に
よ
る

価
格
低

減
を
実

施
し
た
。

・
基
本

・
実
施

設
計
の
審

査
の
標

準
化
を

図
り
過

剰
な
仕
様

を
抑
制

し
た
。

*
２

高
崎

病
院
、

千
葉
医
療

セ
ン
タ

ー
、
埼

玉
病
院

、
宇
多
野

病
院
、

兵
庫
中

央
病
院

浜
田

医
療
セ

ン
タ
ー
、

東
広
島

医
療
セ

ン
タ
ー

、
関
門
医

療
セ
ン

タ
ー
、

高
松
医
療

セ
ン
タ

ー
、
小

倉
病
院

２
．

建
築

コ
ス

ト
削

減
平

成
１
７

年
度
か

ら
平
成
１

９
年
度

ま
で
の

契
約
実

績
に
基
づ

き
作
成

し
て
い

る
、
工

事
費
標
準

単
価
及

び
標
準

工
事
価

格
の
品
目

数
等
の

拡
大
を

図
り
、

当
初
の

整
備
計
画

、
基
本

・
実
施

設
計
の

積
算
に
活

用
し
価

格
の
標

準
化
を

進
め
た
。

・
工
事
費

標
準
単

価
の
品
目

数
の
拡

大
平
成
１

８
年
度

２
３
９
品

目
→
平

成
１
９

年
度
９

５
３
品
目

（
建
具

、
分
電

盤
、
マ

ル
チ
エ
ア

コ
ン
等

を
追

加
）

・
標
準
工

事
価
格

の
件
数
の

拡
大

平
成
１

８
年
度

４
件
→
平

成
１
９

年
度
８

件
（
病

棟
改
修
、

医
療
ガ

ス
整
備

、
ト
イ

レ
改
修
、

解
体
工

事
を

追
加
）

(
1
)

当
初
整

備
計
画

の
充
実

平
成
１

８
年
度

ま
で
に
実

施
し
た

契
約
状

況
の
分

析
に
よ
る

算
定
方

法
の
見

直
し
、

価
格
や
審

査
状
況

の
情

報
提
供
の

取
組
み
に

加
え
、

当
初

整
備
計

画
の
段

階
に
お
い

て
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
の

相
談
業
務

の
充
実

及
び
建

築
関
連

法
規
の
規

制
情
報

の
提
供

を
行
う

と
と
も
に

、
標
準

化
さ

れ
た
工

事
費
標

準
単
価
等

を
活
用

す
る
こ

と
に
よ

り
、
内
容

面
、
価

格
面
に

お
い
て

精
度
の
高

い
当
初

整
備
計

画
を
行

な
っ
た
。

(
2
)

基
本
設

計
、
実

施
設
計
の

審
査

平
成

１
８

年
度

ま
で

に
実

施
し

た
工

事
費

標
準

単
価

等
の

活
用

や
チ

ェ
ッ

ク
シ

ー
ト

に
よ

る
取

組
み

に
加

え
、

審
査

の
業

務
手

順
及

び
チ

ェ
ッ
ク

手
法
の

標
準
化
を

図
り
、

契
約
済

み
類
似

案
件
と
の

価
格
比

較
を
行

な
う
こ

と
に
よ
り

、
過
剰

な
仕
様

を
抑
制

す
る
仕
組

み
を
構

築
し

建
築
コ

ス
ト
の

削
減
に
努

め
た
。

(
3
)

価
格
デ

ー
タ
の

活
用

建
替
整

備
案
件

の
契
約
実

績
に
基

づ
く
価

格
デ
ー

タ
ベ
ー
ス

、
主
要

建
築
資

材
の
価

格
変
動
デ

ー
タ
を

基
に

、
工
事
費

標
準
単
価

及
び
標

準
工

事
価
格

の
見
直

し
に
よ
る

価
格
の

標
準
化

を
図
り

、
基
本
・

実
施
設

計
段
階

で
の
審

査
に
活
用

し
建
築

コ
ス
ト

の
削
減

に
努
め
た

。



-
5
9

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

④
医

療
機

器
購

入
費

④
医

療
機

器
購

入
費

１
．

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
実

施
大

型
医

療
機

器
の

導
入

費
用

の
削

減
を

図
る

た
め

、
共

同
購

平
成
１
７

年
度
か

ら
実
施
し

て
い
る

共
同
入

札
に
つ

い
て
、
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て

は
、
平
成

１
８
年

度
中

か
ら
共
同

入
札
の
手

続
き
に

着
入

に
よ

る
調

達
を

行
う

と
と

も
手
し

、
よ
り

早
期
の

導
入
を
図

っ
た
。

併
せ
て

、
平
成

１
８
年
度

の
対
象

品
目
で

あ
る
大

型
医
療
機

器
（
Ｃ

Ｔ
・

Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

に
加
え
、

血
管
連

続
に

、
医

療
機

器
購

入
価

格
の

標
撮
影

装
置
・

ガ
ン
マ

カ
メ
ラ
の

４
機
器

を
対
象

品
目
と

し
、
ス
ケ

ー
ル
メ

リ
ッ
ト

を
活
か

し
、
保
守

費
用
を

含
め

た
総
コ
ス

ト
で
市
場

価
格
を

大
準

化
を

図
る

。
幅
に

下
回
る

価
格
で

の
購
入
と

な
る
な

ど
、
効

率
的
な

設
備
投
資

を
行
っ

た
。

ま
た
、
平

成
２
０

年
度
の
共

同
入
札

は
、
平

成
１
９

年
度
中
か

ら
共
同

入
札
の

手
続
き

に
着
手
し

、
よ
り

早
期

の
導
入
を

図
っ
た
。

併
せ
て

、
対
象

品
目
を

平
成
１

９
年
度
に

実
施
し

た
４
機

器
に
加

え
、
リ
ニ

ア
ッ
ク

及
び
Ｘ

線
透
視

撮
影
装
置

の
６
機

器
で

行
う
こ
と

と
し
て
い

る
。

（
参

考
：
共

同
入
札

対
象
品
目

）
平

成
１
７

年
度

２
品

目
（
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成
１
８

年
度

２
品

目
（
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
）

平
成
１
９

年
度

４
品

目
（
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
血

管
連
続

撮
影
装

置
、
ガ

ン
マ
カ
メ

ラ
）

平
成
２
０

年
度
予
定

６
品

目
（
Ｃ

Ｔ
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
、
血

管
連
続

撮
影
装

置
、
ガ

ン
マ
カ
メ

ラ
、
リ

ニ
ア
ッ

ク
、
Ｘ

線
透
視
撮

影
装
置

）

２
．

医
療

機
器

の
価

格
情

報
等

の
共

有
医

療
機
器

を
よ
り

有
利
な
価

格
で
購

入
す
る

た
め
の

比
較
軸
と

す
る
た

め
、
平

成
１
８

年
度
か
ら

各
病
院

で
購
入

し
た
医

療
機
器
に

つ
い
て

、
特
に

購
入
件

数
の
多

い
機
器
の

本
体
価

格
の
情

報
を
、

本
部
で
集

計
・
分

類
し
、

毎
月
各

病
院
に
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

し
た
こ

と
に
よ
り

、
平
成

１
９
年

度
は
価

格
の
平

準
化
・
低

廉
化
が

概
ね
進

ん
だ
。

さ
ら
に
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て

は
、
Ｃ
Ｔ

及
び
血

管
連
続

撮
影
装

置
の
保
守

費
用
（

管
球
価

格
）
を

情
報
提

供
す
る
と

と
も
に

、
本

部
に
お

い
て
複

数
メ
ー
カ

ー
の
放

射
線
機

器
の
基

本
的
な
仕

様
（
性

能
）
を

取
り
ま

と
め
、
各

病
院
へ

情
報
提

供
し
、

病
院
に
お

け
る
仕

様
書
作

成
事
務

の
軽
減

を
図
っ
た

。
平

成
２
０

年
度
に

お
い
て
も

引
き
続

き
価
格

情
報
等

の
提
供
を

行
い
、

効
率
的

な
設
備

投
資
を
図

る
こ
と

と
し
て

い
る
。

⑤
院
内
売
店
、
食
堂
、
喫
茶
、
駐
車
場
等
の
運
営
、
委
託
形
態

④
院

内
売

店
、

食
堂

、
喫

茶
、

駐
車

場
⑤

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
駐

車
場

等
の

運
営

、
委

託
形
態

等
の

運
営
、
委

託
形
態

○
競

争
契

約
の

推
進

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

、
駐

車
場

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
公

募
な

ど
契

約
プ

ロ
セ

ス
の

透
院

内
売
店

・
食
堂

等
の
建
物

等
貸
付

契
約
及

び
駐
車

場
管
理
業

務
委
託

に
つ
い

て
は
、

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て

も
引
き

続
き
競
争

に
よ
る

契
等

に
つ

い
て

、
契

約
方

法
及

び
契

約
額

明
性

の
徹

底
を

図
る

と
と

も
に

約
手

続
き
の

徹
底
を

図
っ
た
。

ま
た
、

本
部
か

ら
各
病

院
の
契
約

実
績
及

び
取
組

状
況
の

情
報
提
供

を
行
い

、
各
病

院
に
お

い
て
は
利

用
者
等

の
等

を
見

直
す

こ
と

に
よ

り
、

費
用

の
節

、
一

般
競

争
や

公
募

型
企

画
競

争
状
況

と
質
の

高
い
サ

ー
ビ
ス
の

提
供
を

踏
ま
え

た
貸
付

料
収
入
の

分
析
な

ど
を
行

っ
た
結

果
、
建
物

等
貸
付

契
約
は

貸
付
料

単
価
（
㎡

当
た
り

）
減
を

図
る
。

な
ど

引
き

続
き

競
争

に
よ

る
契

が
約

３
割
の

増
、
駐

車
場
管
理

業
務
委

託
契
約

に
つ
い

て
は
、
委

託
費
用

が
約
２

割
の
減

と
な
っ
た

。
約

手
続

き
の

徹
底

を
行

う
。

さ
ら

に
、

費
用

分
析

デ
ー

タ
を

本
部

か
ら

各
施

設
へ

示
す

こ
と

に
よ

り
透

明
性

、
競

争
性

に
併

せ
費

用
と

収
益

の
面

に
お

い
て

も
。

適
切

な
契

約
の

支
援

に
努

め
る

⑥
一
般
管
理
費
の
節
減

⑤
一

般
管
理
費
の

節
減

⑥
一

般
管

理
費

の
節

減

（
。

、
、

，
．

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中
期

目
標

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
一

般
管

理
費

退
職

給
付

費
用

等
を

除
く

)
に

つ
い

て
は

平
成

１
６

年
度

に
お

い
て

平
成

１
５

年
度

に
比

し
１

７
９

２
百

万
円

(
▲

３
２

引
き

続
き

、
一

般
管

理
費

（
退

８
％
）

減
少
し

、
中
期

計
画
を
達

成
し
た

と
こ
ろ

で
あ
る

が
、
平
成

１
９
年

度
に
お

い
て
も

引
き
続
き

経
費
等

の
節
減

を
図
る

と
共
に
、

平
成
１

９
の

期
間

の
最

終
年

度
に

お
い

て
、

一
般

職
給

付
費

用
等

を
除

く
）

の
経

年
度
給

与
改
定

分
も
含

め
、
平
成

１
８
年

度
と
ほ

ぼ
同
額

の
支
出
に

抑
え
る

こ
と
が

で
き
た

。
こ
れ
は

、
平
成

１
５

年
度
に
比

し
、
２
，

０
９
８

百
管
理

費
退
職

給
付
費
用

等
を
除
く

（
。
）

。
費

節
減

に
努

め
る

こ
と

と
し

、
万
円
（

▲
３
８

．
３
％

）
減
少
し

た
こ
と

に
な
る

。
に
つ

い
て

１
５

％
以
上
節

減
を
図
る

、
。

平
成

１
５

年
度

と
比

し
て

、
１

（
単

位
：

百
万
円
）

５
％

以
上

節
減

で
き

る
体

制
を

平
成
1
5
年
度

平
成
1
6
年
度

平
成
1
7年

度
平
成
1
8
年
度

平
成

19
年

度
維

持
す

る
。

一
般

管
理

費
5
,
47
0

3
,
67
8

3,
6
22

3
,3
3
9

3,
3
72

対
1
5
年

度
－

▲
1
,
79

2
▲

1,
8
48

▲
2
,1

3
1

▲
2,

0
98

節
減

率
－

▲
3
2
.8

%
▲

33
.
8%

▲
3
9.

0
%

▲
38

.
3%

対
前

年
度

－
▲
1
,
79

2
▲

56
▲
2
8
3

＋
33

節
減

率
－

▲
3
2
.8
%

▲
1
.
5%

▲
7.
8
%

＋
1
.
0%



-
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-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

⑦
広
告
事
業
へ
の
取
組

平
成

１
８
年

度
か
ら

国
立
病
院

機
構
内

の
資
産

等
を
広

告
媒
体
と

し
て
有

効
活
用

す
る
こ

と
に
よ
る

費
用
の

節
減

や
新
た
な

収
益
を
創

出
す
る

こ
と
を
目

的
と
し

、
職
員

の
給
与
支

給
明
細

書
に
企

業
等
の

広
告
を
掲

載
す
る

こ
と
に

よ
り
、

購
入
費
の

削
減
と

収
入

の
増
加
を

図
っ
た
。

さ
ら

に
、
平

成
１
９

年
度
は
各

病
院
に

お
い
て

、
薬
袋

、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー

内
掲
示

板
等
を

広
告
媒
体

と
し
た

広
告

事
業
へ
の

取
組
を
試

行
的
に

開
始
し
た

。

（
給

与
支
給

明
細
書

）

○
削
減

し
た
費

用
平

成
１

９
年

度
購

入
費

△
１

，
０

０
０

万
円

（
所

要
枚

数
８

７
万

枚
１

枚
当

た
り

の
単

価
１

１
.
５

５
円

）

○
増
加

し
た
収

入
平
成

１
９
年

度
広
告
掲

載
料

９
０
万

円

【
説
明
資

料
】

資
料

7
2
：

給
与

支
給

明
細

書
〔

3
5
0
頁

〕

⑧
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
へ
の
取
組

平
成

１
９
年

度
か
ら

各
病
院
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
使

用
量
を

削
減
す
る

こ
と
を

目
的
と

し
て
外

部
委
託
に

よ
り
１

０
病

院
に
対
し

エ
ネ
ル
ギ

ー
診
断

を
実
施
す

る
と
と

も
に
省

エ
ネ
ル
ギ

ー
助
成

金
制
度

を
設
け

た
。
そ
の

結
果
、

６
病
院

が
省
エ

ネ
ル
ギ
ー

を
目
的

と
し

た
整
備
を

し
て
お
り

、
整
備

費
３
．
０

億
円
に

対
し
年

間
９
千
万

円
の
費

用
削
減

が
見
込

ま
れ
て
い

る
（
投
資

回
収
年

数
３
．
３

年
）

。



-
6
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

（
２
）

業
務
運
営

の
効
率
化

に
関
す
る

事
項

（
２
）
業

務
運
営
の
効

率
化
に
関

す
る
事
項

（
２

）
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
事

項
１

．
人

件
費

削
減

の
取

組
「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
（

平
成

1
7

「
行

政
改

革
の

重
要

方
針

（
平

成
1
7
年

」
」

「
」（

行
政

改
革

の
重

要
方

針
平

成
1
7
年

1
2
月

24
日

閣
議

決
定

）
を

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

非
効

率
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の

整
理
・
集

約
等
に

よ
年

1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

平
1
2
月

2
4
日

閣
議

決
定

）
を

踏
ま

え
、

今
後

踏
ま

え
、

人
件

費
削

減
の

取
組

を
り

収
益

に
見

合
っ

た
職

員
配

置
と

し
た

（
人

件
費

の
削

減
額

約
▲

5
,
6
7
7
百

万
円

）
成

1
8
年

度
以

降
の

５
年

間
に

お
い

て
国

家
５

年
間

で
５

％
以

上
の

人
件

費
削

減
の

取
。

行
う

が
、

医
療

法
及

び
診

療
報
酬

一
方
で
、

心
神
喪

失
者
等
医

療
観
察

法
に
基

づ
く
専

門
病
棟
の

運
営
及

び
障
害

者
自
立

支
援
法
に

基
づ
く

筋
ジ
ス

病
棟
等

に
お
け
る

療
養
介

護
公

務
員

に
準

じ
た

人
件

費
削

減
に

向
け

た
組

を
行

う
が

、
医

療
法

及
び

診
療

報
酬

上

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応
を

事
業

等
国
の

制
度
の

創
設
や
改

正
に
伴

う
必
要

な
職
員

配
置
を
引

き
続
き

行
っ
た

。
取

組
を

行
う

こ
と

と
す

る
が

、
医

療
法

及
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
応

を
行

う
こ

と

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

心
神
喪

ま
た
、
医

療
機
関

で
あ
る
こ

と
か
ら

医
療
サ

ー
ビ
ス

の
低
下
を

招
か
な

い
よ
う

に
休
職

者
等
（
看

護
師
）

の
代
替

要
員
の

確
保
及
び

診
療
報

酬
び

診
療

報
酬

上
の

人
員

基
準

に
沿

っ
た

対
は

も
と

よ
り

、
心

神
喪

失
者

等
医

療
観

察

失
者

等
医

療
観

察
法

、
障

害
者

自
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配

置
を

行
っ

た
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

約
1
0
,
5
4
7百

万
円
）

応
を

行
う

こ
と

は
も

と
よ

り
、

国
の

制
度

法
、

障
害

者
自

立
支

援
法

等
国

の
制

度
の

。
立

支
援

法
等

国
の

制
度

の
創

設
や

さ
ら

に
、

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

給
与

改
定

分
と

し
て

約
2
1
億

円
の

増
が

あ
り

、
常

勤
職

員
の

人
件

費
は

前
年

度
と

比
較

し
て

約
70

億
の

増
の

創
設

や
改

正
に

伴
う

人
材

確
保

も
含

め
創

設
や

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め

政

改
正

に
伴

う
人

材
確

保
も

含
め
政

と
な

っ
て
い

る
。

政
策

医
療

の
推

進
の

た
め

の
対

応
と

と
も

策
医
療

の
推
進
の

た
め
の
対
応

と
と
も
に

、

策
医

療
の

推
進

の
た

め
の

対
応
と

平
成
１

８
年
度

平
成
１

９
年
度

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
、

医
療

安
全

と
も

に
、

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
人

件
費

3
0
5
,
9
5
7
百

万
円

→
3
1
2
,
9
6
8
百

万
円

（
7
,
0
1
1
百

万
円
）

安
全

の
確

保
及

び
患

者
の

処
遇

の
改

善
等

の
確

保
及

び
患

者
の

処
遇

の
改

善
等

に
も

向
上

、
医

療
安

全
の

確
保

及
び

患
平

成
１

９
年

度
給

与
改

定
分

を
除

く
と

3
1
0
,
8
2
7
百

万
円

（
4
,
8
7
7
百

万
円
）

に
も

留
意

し
つ

つ
、

適
切

な
取

組
を

進
め

留
意

し
つ

つ
、

適
切

な
取

組
を

行
う

。
な

者
の

処
遇

の
改

善
等

に
も

留
意
し

な
お
、
人

件
費
率

と
委
託
費

率
を
合

計
し
た

率
に
つ

い
て
は
、

以
下
の

と
お
り

と
な
っ

た
。

る
こ

と
。

な
お

、
現

中
期

目
標

期
間

の
最

お
、

中
期

目
標

の
最

終
年

度
ま

で
に

お
い

つ
つ

、
適

切
な

取
組

を
行

う
。

平
成
１

８
年
度

実
績

５
８
．
１

％
→

平
成

１
９
年
度

決
算
５

７
．
４

％
（
平

成
１
９
年

度
計
画

５
８

．
２
％

）
終

年
度

ま
で

の
間

に
お

い
て

も
必

要
な

取
て
も
必

要
な
取
組

を
行
う
。

併
せ

て
、

国
家

公
務

員
の

給
与

組
を
行
う
こ
と

。
併

せ
て

、
国

家
公

務
員

の
給

与
構

造
改

２
．

Ｑ
Ｃ

活
動

に
対

す
る

取
組

併
せ

て
、

給
与

構
造

改
革

を
踏

ま
え

た
革

を
踏

ま
え

て
、

役
職

員
の

給
与

に
つ

い
構

造
改

革
を

踏
ま

え
て

、
平

成
１

８
年

度
に
改

正
し
た

役
職
員

の
給

平
成

１
８

年
度

に
創

設
し

た
「

で
き

る
こ

と
か

ら
始

め
よ

う
！

国
立

病
院

機
構

Ｑ
Ｃ

※
1
活

動
奨

励
表

彰
」

制
度

に
つ

い
て

は
、

医
療

サ
ー

ビ
給

与
体
系
の
見

直
し
を
進

め
る
こ
と

。
て
必
要

な
見
直
し

を
進
め
る
。

、
、

、
、

、
、

、
与

制
度

の
適

切
な

施
行

を
行

う
と

ス
経

営
改
善

医
療
安
全

と
い
う
各

月
毎
の

テ
ー
マ

に
対
し

医
師

看
護
師

を
は
じ

め
事

務
職

薬
剤
師

そ
の
他
の

コ
メ
デ

ィ
カ
ル

職
種

と
も

に
、
平

成
１
９

年
度
以

降
に

電
気

士
、

ボ
イ

ラ
ー

技
士

な
ど

多
く

の
職

種
か

ら
創

意
工

夫
を

凝
ら

し
た

取
組

が
１

２
１

件
※

2
提

案
さ

れ
、

職
場

単
位

、
さ

ら
に

は
職

種
を

超
改

正
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

、
引

え
た

横
断
的

な
取
組

へ
と
発
展

し
、
改

善
意
欲

の
裾
野

を
広
げ
る

こ
と
が

で
き
た

。
き

続
き

進
め

て
い

く
。

優
秀
な
取

組
は
月

間
最
優
秀

賞
・
月

間
優
秀

賞
と
し

て
表
彰
す

る
と
と

も
に
、

そ
の
取

組
の
着
眼

点
、
手

法
、

工
夫
な
ど

を
他
の
機

構
病
院

に
広
め

る
べ
く

機
関
誌

「
Ｎ
Ｈ
Ｏ

だ
よ
り

」
等
に

掲
載
し

、
水
平
展

開
を
図

っ
た
。

さ
ら
に
月

間
最
優

秀
賞
に
選

ば
れ
た

取
組
の

中
か
ら

、
第
６
１

回
国
立

病
院
総

合
医
学

会
に
お
い

て
年
間

最
優

秀
賞
を
決

定
す
る
な

ど
の
イ

ベ
ン
ト

を
実
施

し
、
Ｑ

Ｃ
活
動
を

通
じ
た

よ
り
効

率
的
な

業
務
運
営

に
向
け

た
職
員

の
改
善

意
欲
の
向

上
を
図

る
こ

と
が
で
き

た
。

、
。

※
1
Ｑ
Ｃ

活
動
：

病
院
職
員

が
自
施

設
内
の

課
題
に

応
じ
て
小

グ
ル
ー

プ
を
構

成
し

業
務
の

質
の
向

上
を
目

指
し
て

取
り
組
む

自
主
的

活
動

※
2
第

1
期

（
平

成
1
8
年

9
月

～
平

成
1
9
年

8
月

）
の

提
案

件
数

（
1
2
1
件

）
内

訳
：

医
療

サ
ー

ビ
ス

（
4
7
件

、
経

営
改

善
（

3
6
件

、
医

療
安

全
）

）
（

38
件
）

３
．

組
織

体
制

の
効

率
化

に
よ

る
営

繕
業

務
の

改
善

平
成
１
８

年
度
ま

で
の
業
務

の
状
況

に
つ
い

て
、
各

病
院
長
及

び
事
務

（
部
）

長
を
対

象
と
し
て

実
施
し

た
営

繕
業
務
満

足
度
調
査

の
意
見

に
基
づ

き
、
次

の
様
な

業
務
改
善

を
実
施

し
た
。

①
整
備

計
画
に

お
け
る
病

院
と
の

相
談
業

務
手
続

き
ル
ー
ル

を
整
備

し
た
。

こ
の
取

り
組
み
に

よ
り
相

談
内
容

の
充
実

と
計
画
の

質
の
向

上
が
図
ら

れ
た
。

②
業
務

分
担
の

標
準
化
の

た
め
、

建
築
、

電
気
、

機
械
の
専

門
３
分

野
を
１

組
と
し

た
チ
ー
ム

を
複
数

編
成
し

、
整
備

計
画
段
階

か
ら
工

事
。

。
監
理
ま

で
一
貫

し
て
担
当

す
る
こ

と
と
し

た
こ
の
取

り
組
み
に

よ
り
組

織
に
よ

る
仕
事
の

意
識
を

徹
底
し

仕
事
の

質
の
向
上

が
図
ら

れ
た

③
本
部

・
ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
の
営

繕
組
織

に
業
務

改
善
責
任

者
を
設

置
し
、

業
務
の

品
質
管
理

、
各
種

ル
ー

ル
の
遵
守

の
徹
底
、

病
院
か

ら
の
相
談

窓
口
等

の
担
当
者

と
し
、

責
任
の

明
確
化

を
図
っ
た

。

④
整
備

計
画
、

設
計
管
理

、
契
約

支
援
、

工
事
監

理
及
び
完

成
検
査

と
建
物

整
備
に

係
る
営
繕

業
務
の

標
準

化
・
様
式

集
を
制
定

し
、
一

連
の
業
務

の
標
準

化
及
び
レ

ベ
ル
の

向
上
を

図
る
と

と
も
に
組

織
的
な

チ
ェ
ッ

ク
体
制

を
整
備
し

た
。

⑤
営
繕

業
務
の

実
施
状
況

、
作
業

手
順
の

実
態
及

び
作
業
分

担
の
状

況
等
に

つ
い
て

内
部
監
査

を
実
施

し
、

こ
れ
ま
で

個
人
の
業

務
レ
ベ

ル
に
よ
る

品
質
の

バ
ラ
ツ
キ

が
あ
っ

た
も
の

を
組
織

的
に
チ
ェ

ッ
ク
し

均
一
化

す
る
よ

う
是
正
し

た
。

⑥
初
任

者
、
中

堅
職
員
及

び
管
理

候
補
者

向
け
の

研
修
を
実

施
し
、

業
務
レ

ベ
ル
の

向
上
に
努

め
た
。

【
説

明
資
料

】
資

料
7
3
：
で

き
る
こ

と
か
ら
始

め
よ
う

！
国
立

病
院
機

構
Ｑ
Ｃ
活

動
奨
励

表
彰

〔
3
5
2
頁

〕



-
6
2

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
一

般
管

理
費

に
つ

い
て

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
３

８
．

３
％

の
節

減
を

行
い

中
期

目
標
を
着

実
に
達

成
し
て

い
る
。

医
薬

品
の

共
同

入
札

を
は

じ
め

、
高

額
医

療
機

器
の

共
同

購
入

等
ス

ケ
ー

ル
メ

リ
ッ

ト
を

活
か

し
た

取
組

に
よ

る
費

用
節

減
を

評
価

す
る

。
ま

た
、

在
庫

管
理

の
徹

底
な

ど
［
数

値
目
標

］
に

よ
り

、
手

術
件

数
の

増
加

に
も

関
わ

ら
ず

材
料

費
率

を
低

下
さ

せ
た

こ
と

も
評

価
す

・
平

成
１
５

年
度
比
１

５
％
以

上
節
減

・
平

成
１

５
年

度
と

の
比

較
で

３
８

．
３

％
縮

減
し

た
（

３
，

３
７

２
百

万
円

（
業

務
実

る
。
一
般
管

理
費
の

節
減
に

つ
い
て
も

中
期
目

標
を
大

き
く
上

回
っ
て
い

る
。

）
。

一
般

管
理

費
の
節
減

４
，

６
５
０

百
万
円

績
５

８
参

照
）

（
平
成

１
５
年
度

５
，

４
７
０

百
万
円
）

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
［
評

価
の
視

点
］

・
中
期
計
画

(
平

成
１
５

年
度
)
よ
り
は

各
数
値

は
上
回

っ
て
い

る
。

、
。

・
各

病
院
の

特
色
・
機

能
を
十

分
発
揮

さ
せ
る
と

と
も

に
、

効
率

的
な

組
織

編
実

績
：

○
・

手
術
件
数

の
増
加

に
も
関

わ
ら
ず

材
料

費
率
を

低
下
さ
せ

た
こ
と

は
評
価

さ
れ
る

成
や

職
員

の
適
正
配

置
を
行

う
こ
と

に
よ
り
、

診
療

収
入

等
の

増
収

及
び

経
・

各
病

院
の

機
能

・
規

模
に

よ
る

病
院

の
運

営
方

針
に

応
じ

、
職

員
の

適
正

配
置

を
行

う
こ

・
共
同
入
札

の
試
み

も
評
価

で
き
る
。

収
益
の

伸
び
も

順
調
で

あ
る
。

費
節

減
に

努
め
、
個

々
の
病

院
に
お

い
て
収
支

相
償

な
い

し
そ

れ
以

上
を

目
と

等
に

よ
り

診
療

報
酬

上
の

上
位

基
準

の
取

得
等

を
図

る
と

と
も

に
、

材
料

費
、

人
件

費
・

目
標
を
達

成
し
、

成
果
を

得
た
こ
と

は
評
価

で
き
る

。
指

し
て
取

り
組
ん
で

い
る
か

。
及

び
委

託
費

等
に

係
る

コ
ス

ト
削

減
に

努
め

、
個

々
の

病
院

に
お

い
て

も
収

支
相

償
以

上
・

き
め
細
か

に
費
用

節
減
の

努
力
が
結

果
に
表

れ
て
い

る
と
言

え
る
。

を
目

指
し
収

支
改
善

を
推
進

し
た

（
業

務
実

績
５

４
頁

参
照

）
・

医
業

収
益

３
１

２
億

円
の

増
加

、
経

常
収

支
率

1
0
3
.
8
％

、
総

収
支

率
1
0
3
.
1
％

の
達

。
・

業
務

運
営

コ
ス

ト
の

削
減

方
法

と
し

て
、

平
成

１
８

年
度

か
ら

引
き

続
き

、
１

年
間

を
通

成
は
高
く
評

価
さ
れ

る
。

し
て

、
費

用
の

削
減

と
収

入
の
増
加
を

図
っ
た

（
業
務
実

績
５
５
頁

参
照
）

・
医
薬
品
の

共
同
購

入
、
品

目
整
理
を

評
価
。

。
・

さ
ら

に
、

平
成

１
９

年
度

は
各

病
院

に
お

い
て

試
行

的
な

取
組

と
し

て
、

広
告

媒
体

の
有

・
特

に
高

額
医

療
機

器
の

共
同

購
入

は
、

大
き

な
効

果
が

得
ら

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

こ
効

活
用

に
よ

る
費

用
の

節
減

等
を

目
的

と
し

、
薬

袋
、

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

内
掲

示
板

を
実

施
の

積
極
的
な

推
進
は

大
い
に

評
価
す
る

。
し

た
（

業
務

実
績

５
９

頁
参
照
）

・
人

件
費

は
増

大
し

た
が

、
看

護
師

・
介

護
職

員
を

中
心

と
す

る
必

要
職

員
の

配
置

は
。

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
用

量
の

削
減

を
目

的
と

し
た

事
業

に
取

り
組

み
、

６
病

院
で

年
間

９
千

万
重

要
で
あ
っ

た
。

円
の

費
用

削
減

が
見

込
ま

れ
る
整
備
を

決
定
し

た
（
業
務

実
績
５
９

頁
参
照

）
・

各
病

院
に

お
け

る
職

員
の

適
正

配
置

、
材

料
費

や
人

件
費

及
び

委
託

費
等

の
抑

制
に

。
十

分
に

注
意

を
払

い
、

収
支

の
明

ら
か

な
改

善
が

見
ら

れ
る

。
医

業
収

益
が

前
年

度
よ

・
収

支
相
償

を
超
え
る

病
院
に

つ
い
て

、
実
績
が

評
価

さ
れ

る
仕

組
み

を
導

入
実

績
：

○
り

約
３
１
２

億
円
増

加
し
た

こ
と
も
立

派
で
あ

る
。

し
て

い
る

か
。

・
経

常
収

支
に

お
い

て
前

年
度

実
績

よ
り

成
績

が
良

く
な

っ
た

病
院

で
あ

っ
て

収
支

相
償

を
・

問
題

は
材

料
の

購
入

や
建

築
等

に
お

い
て

、
談

合
が

疑
わ

れ
な

い
よ

う
な

注
意

深
い

超
え

た
６

２
病

院
に

対
し

て
年
度
末
賞

与
支
給

し
た

（
業

務
実
績
５

４
頁
参

照
）

配
慮
が
必
要

で
あ
る

。
。

・
一

般
管

理
費

は
平

成
1
5
年

度
対

比
3
8
.
3
％

の
節

減
と

な
り

、
中

期
計

画
の

数
値

目
標

・
中

期
計
画

に
掲
げ
る

経
常
収

支
率
に

係
る
目
標

の
達

成
に

向
け

て
、

医
薬

品
実

績
：

○
（

15
％

以
上

の
節

減
）

を
着

実
に

達
成

し
て

い
る

。
等

の
購

入
方

法
や

業
務

委
託

の
推

進
・

点
検

等
の

取
組

を
行

う
こ

と
に

よ
・

平
成

１
９

年
度

に
調

達
す

る
医

薬
品

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
８

年
７

月
に

共
同

入
札

を
実

・
各

病
院

の
機

能
・

規
模

に
よ

る
病

院
の

運
営

方
針

に
従

い
、

職
員

の
適

正
配

置
を

行
り

、
費
用

の
節
減
等

を
図
っ

て
い
る

か
。

施
し

、
平

成
１

８
年

８
月

か
ら

平
成

２
０

年
３

月
ま

で
の

長
期

契
約

を
締

結
し

て
い

る
と

う
こ

と
に

よ
り

診
療

報
酬

上
の

上
位

基
準

を
取

得
す

る
等

収
入

増
へ

の
取

組
を

進
め

る
こ

ろ
で

あ
る

が
、

そ
の

後
の

市
場

の
状

況
を

踏
ま

え
、

平
成

１
９

年
１

０
月

以
降

の
契

約
一

方
で

、
医

薬
品

や
医

療
用

消
耗

品
等

の
共

同
入

札
や

適
正

な
在

庫
管

理
、

標
準

的
医

価
格

に
つ

い
て

価
格

交
渉

の
上

、
変

更
契

約
を

実
施

し
、

更
な

る
医

薬
品

費
の

抑
制

を
図

薬
品

一
覧

の
作

成
と

そ
れ

に
基

づ
く

購
入

、
大

型
医

療
機

器
の

共
同

入
札

や
価

格
情

報
っ

た
（

業
務

実
績

５
５

頁
参
照
）

の
共

有
化

等
の

多
様

な
取

組
み

に
よ

り
費

用
節

減
に

努
め

る
こ

と
で

、
収

支
改

善
を

推
。

・
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
投

資
効

果
が

見
込

め
る

医
療

機
器

整
備

を
重

点
的

に
行

う
進

し
た

。
こ

と
と

し
、

大
型

医
療

機
器

の
共

同
入

札
を

実
施

す
る

な
ど

効
率

的
な

設
備

投
資

を
行

う
・

一
般
管
理

費
節
減

が
中
期

目
標
を
大

幅
に
上

回
っ
た

。
こ

と
で

費
用

の
削

減
を

図
り

、
内

部
資

金
の

活
用

を
進

め
る

こ
と

で
、

長
期

借
入

金
の

縮
・

個
々

の
病

院
の

着
実

な
努

力
に

よ
り

収
支

改
善

が
進

み
、

６
２

病
院

に
お

い
て

は
年

減
を

図
っ

た
（

業
務

実
績
５
８
頁

参
照
）

度
末
賞
与
の

支
給
も

実
現
で

き
て
現
場

の
「
や

る
気
」

に
大
い

に
貢
献
し

た
。

。
・

数
値

目
標

で
あ

る
一

般
管

理
費

に
つ

い
て

は
、

１
５

％
以

上
の

目
標

に
対

し
て

、
３

・
後

発
医
薬

品
の
採
用

促
進
、

同
種
同

効
医
薬
品

の
整

理
、

共
同

購
入

等
の

調
実

績
：

○
８

．
３

％
削

減
と

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
が

、
前

年
度

に
対

し
て

は
１

．
０

％
、

３
３

達
方

法
及

び
対
象
品

目
等
の

見
直
し

を
行
い
、

薬
品

費
と

消
耗

品
費

等
の

材
・

平
成

１
８

年
度

の
医

薬
品

購
入

実
績

情
報

を
ベ

ー
ス

に
６

，
３

５
８

品
目

を
掲

載
品

目
と

百
万

円
の

増
加

と
な

っ
て

い
る

。
削

減
の

タ
ガ

が
ゆ

る
ま

な
い

よ
う

、
更

に
一

段
の

努
料

費
率
の

増
の
抑
制

を
進
め

て
い
る

か
。

し
て

整
理

し
標

準
的

医
薬

品
一

覧
を

作
成

し
、

本
一

覧
を

各
病

院
へ

周
知

し
、

病
院

に
お

力
が
望
ま
れ

る
。

ま
た

、
棚

卸
し
を
行

い
適
正

な
在
庫

管
理
に
取

り
組

ん
で

い
る

か
。

け
る

標
準

化
を

進
め

た
。

・
収

支
改

善
に

向
け

て
、

医
薬

品
や

医
療

機
器

の
共

同
入

札
を

実
施

す
る

な
ど

継
続

し
各

病
院

毎
に

最
低

限
必

要
な

在
庫

日
数

を
定

め
、

毎
月

末
の

保
有

在
庫

日
数

と
の

比
較

を
て

取
り

組
ん

で
い

る
が

、
１

９
年

度
、

特
記

す
る

よ
う

な
、

評
価

を
大

き
く

上
げ

る
よ

行
う

こ
と

に
よ

り
、

在
庫

の
縮
減
に
努

め
た

（
業

務
実
績

５
５
頁
参

照
）

う
な
取
組
は

見
ら
れ

な
い
。

。
・

政
策

的
に

人
件

費
増

と
な

る
こ

と
は

や
む

を
得

な
い

面
が

あ
る

が
、

組
織

全
体

に
わ

・
適

正
な
人

員
の
配
置

等
に
取

り
組
み

、
人
件
費

率
と

委
託

費
率

を
合

計
し

た
実

績
：

○
た

り
、

ま
た

業
務

実
態

を
よ

く
調

査
の

上
、

聖
域

な
く

見
直

し
す

る
な

ど
効

率
化

を
徹

率
に

つ
い

て
、
業
務

の
量
と

質
に
応

じ
た
病
院

運
営

に
適

正
な

率
を

目
指

し
・

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、

底
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ト

ー
タ

ル
と

し
て

人
件

費
の

純
減

に
向

け
た

更
な

る
努

力
を

期
て

抑
制
を

図
っ
て
い

る
か
。

非
効

率
と

な
っ

て
い

る
病

棟
の
整
理
・

集
約
に

よ
り
収

益
に
見

合
っ
た
職

員
配
置

と
し
た

待
し
た
い
。

。
（

業
務

実
績

６
０

頁
参

照
）

・
人
件
費
の

削
減
、

業
務
運

営
コ
ス
ト

の
削
減

等
、
目

標
を
着

実
に
達
成

し
て
い

る
。

・
病

院
建
築

単
価
の
見

直
し
等

を
進
め

る
と
と
も

に
、

コ
ス

ト
削

減
に

結
び

つ
実

績
：

○
（
そ

の
他
の
意

見
）

く
一

括
契

約
の
導
入

等
を
図

る
な
ど

、
投
資
の

効
率

化
を

図
っ

て
い

る
か

。
・

建
築

コ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
主

要
建

築
資

材
が

平
均

５
％

上
昇

の
な

か
、

建
築

コ
ス

ト
は

１
８

年
度

と
同

水
準

（
国

時
代
の
約
５

割
）
で

契
約
し

た
（
業
務
実

績
５
７

頁
参
照

）
・

随
意

契
約

の
透

明
化

を
図

る
た

め
外

部
識

者
に

よ
る

監
視

委
員

会
を

設
置

す
る

こ
と

。
が

望
ま
し
い

。
・
院

内
売
店

、
食
堂
、

喫
茶
、

駐
車
場

等
に
つ
い

て
、

適
切

に
契

約
方

法
等

の
実

績
：

○
・

無
駄

を
省

き
、

コ
ス

ト
削

減
に

努
力

す
る

こ
と

は
今

後
も

必
要

で
は

あ
る

が
、

そ
の

見
直

し
が

行
わ
れ
て

い
る
か

。
・

院
内

売
店

、
食

堂
、

喫
茶

及
び

駐
車

場
管

理
委

託
業

務
に

つ
い

て
は

、
貸

付
料

収
入

等
の

一
方

で
、

必
要

な
部

分
に

は
十

分
に

投
入

を
す

る
「

二
段

構
え

」
で

現
場

を
支

援
し

て
分

析
を

行
っ

た
こ

と
に

よ
り

、
収
益
の

増
加
、

費
用
の

削
減
を

図
っ
た

（
業

務
実
績

５
８

ほ
し
い
。

。
頁

参
照

）

・
一

般
管
理

費
に
つ
い

て
、
中

期
計
画

に
掲
げ
る

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

取
実

績
：

○
組

み
、
着

実
に
進
展

し
て
い

る
か
。

・
一

般
管

理
費

に
つ

い
て

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

、
３

８
．

３
％

の
節

減
を

行
い

中
期

目
標

を
着

実
に

達
成

し
て

い
る

（
業

務
実
績

５
８
頁

参
照
）

。



-
6
3

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
人

件
費
に

つ
い
て

「
行

政
改
革

の
重
要

方
針

（
平

成
１

７
年

１
２

月
２

４
実

績
：

○
、

」
日

閣
議
決

定
）
を
踏

ま
え
、

平
成
１

８
年
度
以

降
の

５
年

間
に

お
い

て
５

％
・

技
能

職
の

退
職

後
不

補
充

並
び

に
非

常
勤

職
員

へ
の

切
替

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
、
。

以
上

の
削

減
を
行
う

た
め
の

取
組
を

進
め
た
か

。
非

効
率

と
な

っ
て

い
る

病
棟

の
整
理
・

集
約
に

よ
り
収

益
に
見

合
っ
た
職

員
配
置

と
し
た

（
人

件
費

の
削

減
額

約
▲

５
，
６
７
７

百
万
円

）
ま

た
、

医
療

機
関

で
あ

る
こ

と
か

ら
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

低
下

を
招

か
な

い
よ

う
に

休
職

者
等

（
看

護
師

）
の

代
替

要
員

の
確

保
及

び
診

療
報

酬
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配
置
を

行
っ
た

（
政
策
的

人
件
費
の

増
加
額

約
１
０

，
５

。
４

７
百

万
円

。）
、

。
そ

の
結

果
常

勤
職

員
の

人
件
費
は

前
年
度

と
比
較
し

て
約
７

０
億
の

増
と
な

っ
て
い
る

（
業

務
実

績
６

０
頁

参
照

）

・
国

家
公
務

員
の
給
与

構
造
改

革
を
踏

ま
え
、
役

職
員

の
給

与
に

つ
い

て
必

要
実

績
：

○
な

見
直
し

を
進
め
た

か
。

役
員

報
酬

に
つ

い
て

は
、

国
家

公
務

員
の

給
与

構
造

改
革

に
準

じ
て

役
員

報
酬

規
程

の
改

・
正

を
行

い
、

平
成

１
８

年
４

月
１

日
に

施
行

し
た

。
ま

た
、

職
員

給
与

に
つ

い
て

も
国

家
公

務
員

の
給

与
構

造
改

革
に

準
じ

て
職

員
給

与
規

程
を

改
正

し
、

平
成

１
８

年
７

月
１

日
に

施
行

し
た

。



-
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９
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績
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平
成

１
９

年
度

計
画

(
3
)

医
療
資
源
の
有
効
活
用

（
３
）

医
療
資
源

の
有
効
活

用
（
３
）
医

療
資
源
の
有

効
活
用

（
３

）
医

療
資

源
の

有
効

活
用

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

人
的

国
立

病
院

機
構

が
有

す
る

様
々

な
人

的
国

立
病

院
機

構
が

有
す

る
人

的
・

物
的

・
物

的
資

源
及

び
そ

の
ネ

ッ
ト

・
物
的

資
源
を
有

効
に
活
用

す
る
た
め

資
源

及
び

そ
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
有

効
に

、

ワ
ー

ク
を

有
効

に
活

用
し

て
、

医
療

機
器

や
病

床
の

稼
働

率
の

向
上

を
活

用
し

て
、

経
営

改
善

を
図

る
た

め
、

以

経
営

改
善

を
図

る
た

め
、

以
下

図
り
、

経
営
改
善

を
行
う
こ

と
。

下
の
取

組
を
実
施

す
る
。

の
取

組
を

実
施

す
る

。

①
医
療
機
器
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

①
医

療
機
器
の
効

率
的
な
利

用
の
推
進

①
医

療
機

器
の

効
率

的
な

利
用

の
推

進
１

．
稼

動
数

の
向

上
既

に
整

備
済

の
医

療
機

器
等

に
つ

い
稼

働
率

の
低

い
医

療
機

器
等

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

地
域

平
成
１
８

年
度
に

引
き
続
き

、
各
病

院
に
お

い
て
、

稼
働
数
目

標
の
設

定
や
稼

働
数
向

上
に
向
け

た
要
因

分
析
、

人
材
を

有
効
に
活

用
し
た

勤
て

は
､
そ

の
効

率
的

な
使

用
に

努
め

、

の
医

療
機

関
と

の
連

携
を

強
化

務
体

制
の
見

直
し
を

図
っ

た
こ

と
等

に
よ

り
､
平

成
１

５
年

度
実

績
に

対
し

２
２

５
，

８
３

９
件

（
１

９
．

８
％

）
稼

働
総

数
が

増
加

し
た

。
稼

働
率

の
向

上
を

図
る

。
な

お
、

稼
働

し
、

そ
の

効
率

的
な

使
用

に
努

率
の

向
上

が
見

込
ま

れ
な

い
医

療
機

器

２
．

他
の

医
療

機
関

と
の

共
同

利
用

の
推

進
に

つ
い

て
は

、
他

の
医

療
機

関
と

の
共

め
て

稼
働

率
の

向
上

を
図

る
。

各
病
院
の

み
の
利

用
で
は
十

分
な
稼

働
が
見

込
め
な

い
医
療
機

器
に
つ

い
て
は

、
地
域

の
医
療
機

関
や
医

師
会

等
へ
の
医

療
機
器
の

整
備
状

況
同
利

用
を
推
進

す
る
。

の
説

明
、
パ

ン
フ
レ

ッ
ト
、
病

院
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
及
び

病
院
主
催

の
研
修

会
な
ど

の
場
を

活
用
し
た

広
報
活

動
を

積
極
的
に

実
施
し
、

他
の
医

療
。

、
、

，
機
関

と
の
共

同
利
用

を
促
進
し

た
新
入

院
患
者

の
増
加

医
療

機
器
の

更
新
に
よ

る
機
能

向
上
等

に
よ
り

平
成

１
５
年

度
実
績
に

対
し
２

８
７
０

４
件
（

１
０
１

．
５
％
）

と
利
用

数
が
増

加
し
、

地
域
に
お

け
る
有

効
利
用

が
大
幅

に
進
ん
だ

。

稼
働
総

数
共
同
利

用
数

医
療

機
器

名
平

成
1
5
年

度
平
成

19
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

平
成

1
5
年

度
平

成
1
9
年

度
対
1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

75
9
,1
4
1

9
12
,
28
1

1
5
3,
14
0

20
.
2%

1
3
,5
01

2
7,
4
11

1
3
,9
1
0

1
0
3.
0
%

Ｍ
Ｒ

Ｉ
28

0
,5

8
1

3
67

,
92

6
8
7,

34
5

31
.
1%

1
1
,4

24
2
5,

7
43

1
4
,3
1
9

1
2
5.
3
%

ガ
ン

マ
カ
メ

ラ
S
P
EC
T

ｼ
ﾝﾁ
ｸ
ﾞﾗ
ﾌ
ｨｰ

10
2
,4
7
5

87
,
82
9

△
1
4,

64
6

△
14
.
3%

3
,3

57
3,
8
32

4
7
5

1
4.
1
%

（
、

）

計
1,

14
2
,1

9
7

1,
3
68

,
03

6
2
2
5,

83
9

19
.
8%

2
8
,2

82
5
6,

9
86

2
8
,7
0
4

1
0
1.
5
%

※
平

成
1
9
年

度
の

時
間

外
の

稼
働

数
（

）
は

稼
働

総
数

に
占

め
る

割
合

Ｃ
Ｔ

：
8
6
,
8
5
0
(
9
.
5
%
)
、

Ｍ
Ｒ

Ｉ
：

1
4
,
1
5
2
(
3
.
8
%
)
、

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

（
S
P
EC
T
、

ｼ
ﾝ
ﾁ
ｸ
ﾞ
ﾗ
ﾌ
ｨ
ｰ
：

18
9
(
0
.
2%
）

）
※

ガ
ン
マ

カ
メ
ラ

の
稼
働

件
数
は
、

院
内
で

は
高
機

能
Ｍ
Ｒ

Ｉ
等
へ
の

移
行
、

地
域
で

は
院
外
の

P
E
T
へ
の
紹

介
等

を
進
め
て

い
る
た
め

減
少
。

1
台

あ
た

り
稼

働
数

1
台

あ
た

り
共

同
利

用
数

医
療

機
器

名
平

成
1
5
年

度
平
成

19
年

度
対

1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

平
成

1
5
年

度
平

成
1
9
年

度
対
1
5
年

度
差

増
減

(
%
)

Ｃ
Ｔ

4
,0
5
4

5
,
15
4

1,
10

0
27
.
1%

71
1
55

8
4

1
1
8.
3
%

Ｍ
Ｒ

Ｉ
2
,1

8
9

2
,
66

6
47

7
21

.
8%

90
1
87

9
7

1
0
7.
7
%

ガ
ン

マ
カ
メ

ラ
S
P
EC

T
ｼ
ﾝﾁ

ｸ
ﾞﾗ

ﾌ
ｨｰ

9
7
6

85
3

△
12

3
△

12
.
6%

32
37

5
1
5.
6
%

（
、

）

計
7
,2

1
9

8
,
67

3
1,

45
4

20
.
1%

1
93

3
79

1
8
6

9
6.
4
%

３
．

医
療

機
器

の
稼

動
状

況
の

分
析

、
、

、
、

各
病
院
の

Ｃ
Ｔ

Ｍ
Ｒ
Ｉ

リ
ニ
ア

ッ
ク
及
び

血
管
連

続
撮
影

装
置
の

稼
働
実
績

に
つ
い

て
本
部

で
集
計

・
分
析
し

当
該
機
器
に

携
る
医

師
技
師

等
の
配

置
状
況

や
、
稼
働

件
数
の

高
い
病

院
の
稼

働
件
数
向

上
の
た

め
取
組

等
の
情

報
を
各
病

院
に
フ

ィ
ー

ド
バ
ッ
ク

す
る
こ
と

に
よ
り

、
稼
働

件
数
の

向
上
や

他
の
医
療

機
関
と

の
共
同

利
用
の

推
進
を
図

っ
た
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
病
床
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

②
病

床
の
効
率
的

な
利
用
の

推
進

②
病
床
の
効
率
的
な
利
用
の
推
進

１
．

病
棟

の
稼

働
状

況
に

応
じ

た
整

理
・

集
約

病
診

連
携

・
病

病
連

携
の

推
進

等
に

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

病
診

連
携

・
病

病
病

診
・
病

病
連
携

に
よ
る
紹

介
率
・

逆
紹
介

率
の
向

上
等
に
よ

り
地
域

に
お
け

る
連
携

体
制
を
強

化
す
る

一
方
で

、
平
均

在
院
日
数

の
短
縮

化
よ

り
､
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
図

る

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
平

均
在

等
に

よ
り
病

床
稼
働

が
非
効
率

と
な
っ

て
い
る

病
棟
や

、
稼
働
率

は
悪
く

は
な
い

が
医
療

内
容
の
高

度
化
等

に
よ
り

退
院
を

促
進
す
る

こ
と
で

不
と

と
も

に
新

規
患

者
数

を
増

加
さ

せ
る

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
と

と
も

要
と

な
る
病

床
等
を

整
理
・
集

約
し
病

床
稼
働

の
効
率

化
を
図
っ

た
。
こ

れ
に
よ

り
、
患

者
数
を
上

回
る
過

大
な
提

供
体
制

に
起
因
す

る
大
幅

な
等
に

よ
り
、
収

支
の
改
善

に
努
め
る
。

に
、

新
規

患
者

数
を

増
加

さ
せ

赤
字

拡
大
を

防
止
す

る
と
と
も

に
、
医

療
内
容

の
充
実

と
医
療
人

材
の
効

率
的
な

配
置
を

図
っ
た
。

る
等

に
よ

り
、

収
支

の
改

善
に

努
め

る
。

（
内
訳
）

集
約
数

ま
た

、
効

率
的

な
配

置
を

行
一

般
病

床
１

３
病

院
６

７
３

床
う

た
め

に
病

棟
の

稼
働

状
況

に
結
核
病

床
５

病
院

２
２
２
床

応
じ

た
病

棟
構

成
の

見
直

し
を

療
養
病

床
検

討
し

、
整

理
・

集
約

の
実

施
精
神
病

床
３

病
院

１
８
９
床

に
努

め
る

。
合
計

２
１

病
院

１
，
０

８
４
床
（

２
３
個

病
棟
）

(
1
)

一
般
病

床
一
般
病

床
に
つ

い
て
は
、

医
療
密

度
の
向

上
に
よ

り
生
ず
る

平
均
在

院
日
数

の
減
と

い
う
積
極

的
な
理

由
や
、

大
学
か

ら
の
医
師

の
引
き

揚
げ

と
い
う

消
極
的

な
理
由
に

よ
り
、

在
院
患

者
が
減

少
し
病
床

稼
働
率

が
著
し

く
低
下

す
る
状
況

が
長
期

化
す

る
病
院
に

お
い
て
、

病
棟
の

整
理

・
集
約

を
図
っ

た
。
当
該

人
員
に

つ
い
て

は
、
病

院
内
の
他

病
棟
で

の
活
用

に
よ
る

上
位
基
準

取
得
や

、
他

病
院
へ
の

異
動
、
新

規
採
用

の
抑

制
等
に

よ
り
、

在
院
患
者

数
に
見

合
っ
た

適
正
な

提
供
体
制

の
確
立

を
進
め

て
い
る

。
平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

は
、
１

４
個
病

棟
（
６

７
３
床
）

を
休
棟

な
ど
に

よ
り
集

約
し
た
ほ

か
、
結

核
病
床

と
の
ユ

ニ
ッ
ト
化

も
実
施

し
た

。

(
2
)

結
核
病

床
（
新

退
院
基
準

の
実
施

）
結
核
病

床
に
つ

い
て
は
、

結
核
患

者
の
新

退
院
基

準
の
実
施

に
よ
り

、
結
核

の
入
院

患
者
数
及

び
病
床

利
用
率

は
低
下

傾
向
に
あ

る
こ
と

か
ら

、
効
率

的
な
病

棟
運
営
の

た
め
、

複
数
の

結
核
病

棟
を
保
有

し
て
い

る
病
院

に
お
い

て
は
、
病

棟
の
休

棟
ま

た
は
廃
止

、
ま
た
、

単
一
の

結
核

病
棟
を

保
有
し

て
い
る
病

院
に
お

い
て
は

、
結
核

病
床
を
一

部
削
減

の
上
、

一
般
病

床
と
の
ユ

ニ
ッ
ト

化
を

行
う
な
ど

の
取
組
み

を
進

め
て
い

る
。

平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

は
、
５

個
病
棟

（
２
２

２
床
）
を

休
棟
な

ど
に
よ

り
集
約

し
た
ほ
か

、
一
般

病
床
と

の
ユ
ニ

ッ
ト
化
も

１
例
実

施
し

た
。

(
3
)

精
神
病

床
（
急

性
期
型
へ

の
移
行

と
医
療

観
察
法

病
棟
の
実

施
）

精
神
病

床
に
つ

い
て
は
、

国
の
精

神
病
床

に
係
る

方
針
（
１

０
年
間

で
約
７

万
床
（

全
精
神
病

床
の
約

２
５
％

）
削
減

）
を
踏
ま

え
、
既

存
の

精
神
病

棟
に
長

期
入
院
す

る
患
者

を
中
心

に
地
域

移
行
等
を

進
め
病

院
全
体

と
し
て

の
機
能
を

急
性
期

型
に

移
行
を
図

る
一
方
で

、
当
該

集
約

に
伴
い

生
じ
る

看
護
職
員

の
再
教

育
等
を

行
い
、

高
い
密
度

の
精
神

医
療
を

行
う
医

療
観
察
法

病
棟
の

ス
タ

ッ
フ
と
し

て
再
配
置

を
進
め

て
い

る
。

平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

は
、
医

療
観
察

法
病
棟

を
設
置
す

る
病
院

に
お
い

て
４
個

病
棟
（
１

８
９
床

）
を
削

減
し
た

と
こ
ろ
で

あ
る
。

２
．

医
療

の
質

の
向

上
を

伴
っ

た
収

支
の

改
善

、
、

、
、

○
各
病
院

に
お
い

て
地
域
医

療
連
携

の
活
動

強
化

救
急
患

者
等
の

積
極
的
受

入
れ

病
床

管
理
委
員

会
の
運

営
な
ど

の
取
組
み

に
よ
っ

て
病

床
の
効

率
的
な

利
用
及
び

新
規
患

者
数
の

増
加
等

を
図
っ
て

い
る
。

ま
た
、

紹
介
率

・
逆
紹
介

率
の
向

上
、
ク

リ
テ
ィ

カ
ル
パ
ス

の
推
進

等
に
よ

っ
て
平

均
在
院
日

数
の
短

縮
等
を

図
り
、

診
療
報
酬

上
の
上

位
基

準
を
積

極
的
に

取
得
す
る

と
と
も

に
、
地

域
医
療

支
援
病
院

及
び
地

域
が
ん

診
療
連

携
拠
点
病

院
の
新

規
指

定
を
受
け

る
な
ど
、

医
療
の

質
の

向
上
を

伴
っ
た

収
支
の
改

善
に
努

め
た
。

平
成
１
８
年

度
平
成
１

９
年
度

・
地
域
医

療
連
携

室
の
専
任

化
１
０
９
病

院
→

１
１
６

病
院

（
＋
７
病

院
）

・
紹
介
率

４
７
．
４
％

→
５
１
．
１

％
（

＋
３
．
７

％
）

・
逆
紹
介

率
３

３
．
２
％

→
３
６
．
９

％
（

＋
３
．
７

％
）

・
救
急
搬

送
件
数

１
２
７
千

件
／
年

→
１
３
４

千
件
／

年
（
＋
７
千

件
）

・
新
入
院

患
者
数

５
６
１
千

人
／
年

→
５
６
５

千
人
／

年
（
＋
４
千

人
）

・
ク
リ
テ

ィ
カ
ル

パ
ス
実
施

件
数

１
９
３

，
４
５
６

件
→

２
２
６

，
８
４
５

件
（

＋
３
３

，
３
８
９

件
）

・
地
域
医

療
支
援

病
院

１
４
病

院
→

２
３

病
院

（
＋
９
病

院
）

・
地
域
が

ん
診
療

連
携
拠
点

病
院

２
５
病

院
→

３
１

病
院

（
＋
６
病

院
）

・
都
道
府

県
が
ん

診
療
連
携

拠
点
病

院
１
病

院
→

２
病
院

（
＋
１
病

院
）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
へ
の
移

行
に
よ

る
医
療

の
標
準

化
へ
の
取

組
み
や

医
療
安

全
管
理

体
制
の
充

実
を
図

り
、
安

心
・
安

全
な
医
療

の
提
供

及
び

医
療
の

質
の
向

上
に
努
め

た
。

・
Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象
病

院
平
成
１

８
年
度

２
２
病
院

→
平
成
１

９
年
度

２
２
病

院
（
０

病
院
）

平
成
１

９
年
度
は

準
備
病

院
１
２

病
院

※
平

成
２
０

年
度
：
Ｄ

Ｐ
Ｃ
対

象
＝
３

０
病
院

、
準
備
病

院
＝
１

６
病
院

・
医
療
安

全
管
理

室
の
専
任

化
平
成
１

８
年
度

１
４
０

病
院

→
平

成
１
９

年
度

１
４
２
病

院
（
＋

２
病
院

）

（
主

な
施
設
基

準
の
取

得
状
況

）

・
一
般
病

棟
入
院

基
本
料
（

７
：
１

）
→

２
０
病
院
が

新
た
に

取
得

・
一
般
病

棟
入
院

基
本
料
（

１
０
：

１
）

→
１

２
病
院
が

新
た
に

取
得

・
地
域
連

携
診
療

計
画
管
理

料
→

２
病
院
が
新

た
に
取

得

・
栄
養
管

理
実
施

加
算

→
全

病
院
が
実

施
済

・
外
来
化

学
療
法

加
算

→
２

病
院
が
取

得

・
ニ
コ
チ

ン
依
存

症
管
理
料

→
６

病
院
が
新

た
に
取

得
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
医
療
機
器
・
施
設
設
備
に
関
す
る
計
画

２
医

療
機
器
・

施
設
設
備

に
関
す
る

事
項

２
医
療

機
器
・
施
設

設
備
に
関

す
る
計
画

２
医

療
機

器
・

施
設

設
備

に
関
す

１
．

医
療

機
器

整
備

の
考

え
方

医
療

機
器

・
施

設
設

備
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

整
備

す
る

医
療

長
期

借
入

等
及

び
自

己
資

金
を

活
用

し
て

、
長

期
債

務
の

縮
減

を
費

用
対

効
果

や
法

人
全

体
の

財
務

を
総

合
機

器
・

施
設

設
備

に
つ

い
て

は
、

別
紙

４

図
り

つ
つ

、
必

要
な

整
備

量
を

確
（

全
体

的
な

枠
組

み
）

的
に
勘
案
し
て

着
実
に
実

施
す
る
こ

と
。

の
と
お

り
と
す
る

。

保
す

る
と

と
も

に
、

施
設

の
経

営
状

況
を

勘
案

し
た

医
療

機
器
・
施

○
医
療

機
器
整

備
に
つ
い

て
は
、

平
成
１

７
年
度

に
施
設
の

減
価
償

却
費
と

経
営
状

況
等
を
勘

案
し
た

投
資

の
ル
ー
ル

化
を
図
っ

た
が
、

平
設

設
備

の
整

備
を

行
う

。
成
１
８

年
度
に

お
い
て
は

、
一
定

の
条
件

に
該
当

す
る
黒
字

病
院
の

投
資
枠

の
上
限

を
緩
和
す

る
と
と

も
に

、
当
該
枠

の
設
定
時

期
を
３

か
月
早
め

る
こ
と

と
し
た
。

平
成

１
９
年

度
に
お
い

て
総
額

約
２
１

０
億
円

の
投
資
枠

を
設
定

し
各
病

院
の
医

療
機
器
の

計
画
的

更
新

と
医
療
内

容
の
充
実

、
投
資

回
収
の
早

期
化
を

図
っ
た
。

○
通
常

の
投
資

枠
の
他
に

、
地
域

医
療
体

制
の
変

動
等
に
よ

り
新
た

な
診
療

科
を
設

け
る
必
要

が
あ
る

場
合

な
ど
に
、

収
支
が
確

保
さ
れ

る
範
囲
内

で
、
追

加
的
に
投

資
枠
を

用
意
す

る
仕
組

み
を
整
備

し
、
各

病
院
の

機
動
的

な
体
質
変

換
を
支

援
し

て
い
る
。

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て
は

、
５
病

院
を
対
象

に
計
３

．
６
億

円
の
追

加
枠
を
設

定
し
、

対
象
病

院
の
活

性
化
、
地

域
医
療

の
向

上
に
つ
な

げ
て
い
る

。

（
本

部
の
関

与
・
支

援
）

○
定
め

ら
れ
た

投
資
枠
の

中
で
各

病
院
が

ど
の
よ

う
な
機
器

を
購
入

す
る
か

は
、
収

支
計
算
に

基
づ
き

病
院

自
ら
判
断

す
る
こ
と

が
原
則

で
、

、
。

あ
る
が

５
千
万
以

上
の
大

型
医
療

機
器
に

つ
い
て
は

病
院
が

行
う
収
支

計
算
が

適
正
か

ど
う
か

を
本
部
で

審
査
す

る
も
の

と
し
て

い
る

、
、

、
。

審
査
の

際
に
は

稼
働
件
数

見
込
み

費
用

の
見
込

み
等
を

確
認
し

必
要

に
応
じ

稼
働
状

況
改
善
の

た
め
の

情
報
提

供
等
を
行

っ
て
い

る

○
平
成

１
８
年

度
か
ら
は

キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ

ロ
ー
が

赤
字
の
病

院
等
に

つ
い
て

は
、
当

該
病
院
の

医
療
機

器
の

購
入
に
つ

い
て
、
借

入
利
子

の
一
定
割

合
を
本

部
と
し
て

補
助
す

る
な
ど

、
経
営

が
苦
し
い

病
院
の

再
投
資

を
支
援

す
る
枠
組

み
を
新

た
に

設
け
、
平

成
１
９
年

度
は
３

病
院
が
対

象
と
な

っ
て
い
る

。

○
平
成

２
０
年

度
に
お
い

て
は
、

治
験
を

推
進
す

る
た
め
に

治
験
収

支
の
投

資
枠
へ

の
反
映
を

拡
大
す

る
と

と
も
に
、

老
朽
化
し

た
機
器

を
、

。
多
く
保

有
し
て

お
り
減
価

償
却
費

が
少
な

く
必
要

な
機
器
整

備
が
困

難
な
病

院
に
対

し
て

追
加
の

投
資
枠

を
設
定

す
る
こ
と

と
し
て

い
る

２
．

施
設

整
備

の
考

え
方

（
全

体
的
な

枠
組
み

）

○
施
設

整
備
に

つ
い
て
は

、
医
療

機
器
と

は
異
な

り
事
前
に

投
資
枠

を
示
す

こ
と
が

困
難
で
あ

る
こ
と

か
ら
、

個
別
に

整
備
の
必

要
性
が

あ
る
事
案

ご
と
に

本
部
で
審

査
す
る

仕
組
み

と
し
て

お
り
審
査

の
着
眼

点
の
標

準
化
や

、
審
査
結

果
の
全

病
院
へ

の
提
供

等
に
よ
り

業
務
の

標
準
化
を

図
る
と

と
も
に
、

整
備
計

画
の
承

認
か
ら

供
用
開
始

ま
で
の

標
準
期

間
を
定

め
進
行
管

理
を
行

い
、
整

備
の
迅

速
化
を
図

っ
た
。

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て
は

、
整
備

計
画
作

成
時
に

意
見
聴
取

等
を
行

う
と
と

も
に
、

業
務
手
順

（
フ
ロ

ー
チ
ャ

ー
ト
）

を
標
準
化

し
、
整

備
計
画
の

質
の
向

上
を
図
る

枠
組
み

を
設
け

た
。

（
本

部
の
支

援
）

○
平
成

１
８
年

度
か
ら
は

医
療
機

器
と
同

様
に
、

キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ

ー
が
赤

字
の
病

院
等
に
対

し
、
当

該
病
院

の
借
入

利
子
の
一

定
割
合

を
本
部
と

し
て
補

助
す
る
な

ど
、
経

営
が
苦

し
い
病

院
の
再
投

資
を
支

援
す
る

枠
組
み

を
新
た
に

設
け
、

平
成
１

９
年
度

は
４
病
院

が
対
象

と
な
っ
て

い
る
。

（
特

別
の
事

情
に
応

じ
た
投
資

）

○
病

院
建

替
等

を
行

う
場

合
に

は
、

病
院

が
自

己
資

金
１

/
３

を
用

意
す

る
こ

と
を

原
則

と
し

て
い

る
が

、
整

備
に

伴
う

収
益

増
加

や
費

用
削

減
に

よ
り

将
来

の
収

益
が

確
保

さ
れ

る
と

き
は

、
自

己
資

金
１

/
３

が
な

く
て

も
投

資
を

進
め

る
枠

組
み

を
明

確
化

し
、

黒
字

病
院

、
赤

字
病
院

に
関
わ

ら
ず
、
病

院
機
能

を
向
上

さ
せ
る

部
門
を
中

心
に
投

資
す
る

こ
と
に

よ
り
、
患

者
の
療

養
環
境

の
改
善

と
、
病
院

の
経
営

体
力
の
向

上
及
び

自
立
性
を

高
め
る

整
備
を

進
め
て

い
る
。

○
平
成

１
９
年

度
に
お
い

て
は
自

立
経
営

が
困
難

な
病
院
の

病
棟
建

替
整
備

の
た
め

、
病
院
の

資
金
繰

り
の
健

全
化
を

図
る
観
点

か
ら
国

時
代
の
長

期
債
務

に
係
る
元

金
の
う

ち
１
割

以
内
の

免
除
や
、

国
時
代

の
長
期

債
務
の

１
０
～
２

０
年
の

平
準
化

に
よ
る

支
援
措
置

を
行
う

こ
と
に
よ

り
建
替

整
備
事
業

の
拡
大

を
図
っ

た
。

、
、

、
、

○
平
成

１
９

年
度

は
自

己
資

金
１

/
３

の
確

保
を

求
め

な
い

病
棟

建
替

整
備

と
し

て
赤

字
病

院
で

あ
る

花
巻

病
院

を
含

め
道

北
病

院
弘
前
病

院
、
宮

城
病
院
、

七
尾
病

院
、
京

都
医
療

セ
ン
タ
ー

、
南
和

歌
山
医

療
セ
ン

タ
ー
、
松

江
病
院

、
佐
賀

病
院
、

長
崎
神
経

医
療
セ

ン
タ
ー
の

１
０
病

院
（
旧
病

院
４
カ

所
、
旧

療
養
所

６
カ
所
）

を
決
定

し
た
。

（
平
成
１

９
年
度

病
棟
建
替

に
際
し

自
己
資

金
１
／

３
を
確
保

し
て
い

る
病
院

は
下
志

津
病
院
）



-
6
8

-

平
成

１
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年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
特
別

事
情
に

よ
る
病
棟

建
替
整

備

赤
字

病
院

黒
字

病
院

合
計

17
'

－
－

5
ヶ

所
1
,2
1
9床

5
ヶ

所
1
,
21
9床

18
'

2
ヶ

所
5
2
0床

10
ヶ

所
2
,9
1
2床

12
ヶ

所
3
,
43
2床

19
'

1
ヶ

所
6
0床

9
ヶ

所
1
,8
3
8床

10
ヶ

所
1
,
89
8床

３
．

病
棟

建
替

等
（

大
型

案
件

）
整

備
決

定
後

の
償

還
性

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

○
建
替
整

備
が
決

定
し
た
病

院
は
、

当
該
整

備
に
係

る
債
務
を

返
済
し

て
い
く

こ
と
に

な
る
こ
と

か
ら
、

健
全
な

病
院
経

営
を
促
す

た
め
、

決
定

さ
れ
た

整
備
の

償
還
計
画

に
つ
い

て
継
続

的
な
検

証
を
行
い

、
償
還

困
難
と

認
め
ら

れ
る
経
営

状
況
と

な
っ

た
場
合
は

、
償
還
性

が
確
保

さ
れ

る
ま
で

の
間
、

整
備
の
凍

結
又
は

、
費
用

削
減
等

に
よ
る
経

営
改
善

を
実
施

す
る
仕

組
み
を
設

け
た
。

検
証
す
る

手
順
は

以
下
の
と

お
り
で

あ
り
、

①
前
年

度
実
績

と
決
定
時

の
収
支

差
の
比

較

※
前
年

度
実
績

が
決
定
時

よ
り
悪

化
し
た

場
合
は

、
当
該
年

度
に
実

績
に
お

け
る
１

０
年
以
内

の
キ
ャ

ッ
シ
ュ

フ
ロ
ー

累
積
状
況

②
前
年

度
実
績

と
決
定
時

の
患
者

数
・
診

療
点
数

の
比
較

○
平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

検
証
を

行
っ
た

結
果
、

平
成
１
８

年
度
以

前
に
整

備
を
決

定
し
た
病

院
の
う

ち
、
工

事
着
工

前
の
大
分

医
療
セ

ン
タ

ー
に
つ

い
て
は

経
営
改
善

さ
れ
る

ま
で
整

備
の
凍

結
を
行
い

、
既
に

着
工
し

て
い
た

愛
媛
病
院

、
福
岡

東
医

療
セ
ン
タ

ー
及
び
都

城
病
院

に
つ

い
て
は

経
営
改

善
の
実
施

を
決
定

し
た
。

４
．

自
己

資
金

を
積

極
的

に
活

用
し

た
医

療
機

器
整

備
・

施
設

整
備

医
療
機
器

整
備
・

施
設
整
備

に
つ
い

て
は
、

自
己
資

金
を
積
極

的
に
活

用
す
る

こ
と
に

よ
り
、
必

要
な
整

備
量

を
確
保
し

つ
つ
、
長

期
借
入

金
を
抑

制
し
た

。
医

療
機
器

整
備
に

つ
い
て
は

、
総
投

資
額
１

４
０
億

円
の
う
ち

１
０
０

億
円
が

内
部
資

金
（
内
訳

：
病
院

の
自

己
資
金
４

２
億
円
、

預
託
金

等
５
８

億
円
）

で
あ
り

、
そ
の
割

合
は
、

平
成
１

８
年
度

と
比
較
し

て
１
６

％
増
の

７
１
％

と
高
い
水

準
と
な

っ
て

い
る
。

、
（

、
）

施
設
整
備

に
つ
い

て
長
期
借

入
金
等

１
５
４

億
円
及

び
内
部
資

金
５
７

億
円

内
訳
：

病
院
の

自
己
資

金
３

４
億

円
預
託
金
等

２
３
億

円
で
あ

り
、
内

部
資
金

の
割
合
は

、
平
成

１
８
年

度
と
比

較
し
て
１

４
％
増

の
２
７

％
と
な

っ
て
い
る

。
な

お
、
医

療
機
器

整
備
に
つ

い
て
は

、
独
法

化
後
は

じ
め
て
財

政
融
資

資
金
か

ら
借
入

を
行
わ
ず

、
財
投

機
関
債

と
内
部

資
金
に
よ

り
投
資

を
行
っ

た
。



-
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-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
病

診
連

携
・

病
病

連
携

の
推

進
等

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

は
０

．
５

（
平

成
１

８
年

度
。

３
０

．
３

日
→

平
成

１
９

年
度

２
９

．
８

日
）

日
と

短
縮

す
る

と
と

も
に

、
高

額
医

療
機

器
高
額
医
療

機
器
の

共
同
利

用
数
は
中

期
計
画

を
大
幅

に
上
回

る
実
績
と

な
っ
て

い
る

の
共

同
利

用
数

は
約

２
倍

の
１

０
１

．
５

％
（

平
成

１
５

年
度

２
８

，
２

８
２

件
→

平
成

１
病

床
の

効
率

的
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

状
況

・
必

要
性

等
に

応
じ

て
、

整
理

・
集

約
を

９
年

度
５

６
，

９
８

６
件

）
と

中
期
計
画

上
の
目

標
で
あ

る
４
０

％
を
大
幅

に
上
回

っ
た
。

図
る

一
方

で
、

当
該

人
員

に
つ

い
て

、
病

院
内

の
他

病
棟

で
の

活
用

に
よ

る
上

位
基

準
ま

た
、

医
療

機
器

整
備

・
施

設
整

備
に

つ
い

て
は

、
当

該
整

備
に

係
る

償
還

性
を

前
提

と
取

得
等
、
効

果
的
・

効
率
的

な
活
用
が

図
ら
れ

た
点
は

高
く
評

価
す
る
。

し
、

中
期

計
画

に
お

け
る

目
標

数
値

の
水

準
で

、
必

要
な

整
備

量
を

確
保

し
て

い
る

。
特

に
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
国

時
代

よ
り

も
低

廉
な

価
格

で
調

達
を

実
施

し
つ

つ
平

成
１

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
９

年
度

ま
で

の
累

計
で

約
５

２
０

億
円

と
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
（

５
０

０
億

円
）

を
超

え
る

水
準

で
必

要
な

事
業

を
進

め
て

い
る

中
、

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
、

独
法

化
・

中
期
目
標

を
著
し

く
上
回

っ
て
い
る

。
後

は
じ

め
て

財
政

融
資

資
金

か
ら

借
入

を
行

わ
ず

、
財

投
機

関
債

と
内

部
資

金
に

よ
り

投
資

・
施

設
、

医
療

機
器

の
利

用
状

況
が

よ
く

把
握

さ
れ

て
お

り
、

病
院

毎
の

き
め

細
か

い
を

行
っ

た
。

指
導
が
さ
れ

て
い
る

。
・

方
針
が
明

確
で
実

施
も
適

正
に
見
受

け
ら
れ

る
。

［
数

値
目
標

］
・

病
床
の
整

理
、
集

約
な
ど

理
に
か
な

っ
た
運

用
は
評

価
で
き

る
。

・
平

成
１
５

年
度
比
４

０
％
以

上
増

・
高

額
医

療
機

器
の

共
同

利
用

数
は

、
平

成
１

５
年

度
に

比
し

て
１

０
１

．
５

％
増

え
て

お
・

医
療
機
器

の
利
用

度
、
共

同
利
用
度

は
中
期

計
画
目

標
を
上

回
っ
た
。

Ｍ
Ｒ

Ｉ
等

の
高
額
医

療
機
器

の
共
同

利
用
数

３
９

，
５

９
５

件
り

（
５

６
，

９
８

６
件

）
中

期
計
画
の

目
標
値

を
達
成

し
て
い

る
（

業
務
実

績
６
３

頁
参

・
病
棟
・
病

床
数
の

減
は
厚

労
省
の
方

針
に
沿

う
こ
と

で
、
評

価
す
べ
き

で
あ
ろ

う
。

。
、

、
、

（
平
成
１

５
年
度

２
８

，
２

８
２

件
）

照
）

・
機
器
整
備

建
築
計
画

の
妥
当
性

を
評
価

す
る
が

老
朽
化
し
た

病
院
が

多
い
中

で
今

後
の
整
備

計
画
が

さ
ら
に

重
要
で
あ

ろ
う
。

、
、

、
［
評

価
の
視

点
］

・
病

診
連

携
病

病
連

携
の

推
進

に
努

力
し

平
均

在
院

日
数

が
0
.
5
日

の
短

縮
と

な
り

・
病

診
連
携

・
病
病
連

携
の
推

進
等
に

よ
り
、
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

を
図

る
実

績
：

○
高

額
医
療
機

器
の
共

同
利
用

数
が
大
幅

に
増
加

し
た
こ

と
は
高

く
評
価
で

き
る
。

と
と

も
に

新
規
患
者

数
を
増

加
さ
せ

る
等
に
よ

り
、

収
支

の
改

善
に

努
め

て
・

一
般

、
結

核
、

精
神

病
床

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

、
必

要
性

等
に

応
じ

て
、

病
棟

・
病

床
の

効
果

的
利

用
に

お
い

て
、

特
に

結
核

病
床

と
精

神
病

床
に

つ
い

て
今

後
も

患
い

る
か

。
の

整
理

・
集

約
を

図
る

一
方

で
、

当
該

人
員

に
つ

い
て

、
病

院
内

の
他

病
棟

で
の

活
用

に
者

の
発

症
状

況
を

よ
く

見
な

が
ら

、
将

来
計

画
を

立
て

て
い

く
こ

と
が

重
要

と
思

わ
れ

よ
る

上
位

基
準

取
得

や
、

他
病

院
へ

の
異

動
等

に
よ

り
医

療
人

員
の

効
果

的
な

活
用

を
図

る
。

っ
た

。
・

一
般

、
結

核
、

精
神

病
床

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
況

・
必

要
性

等
に

応
じ

て
、

①
一

般
病

床
に

つ
い

て
は

、
平

均
在

院
日

数
の

減
等

に
よ

り
、

入
院

患
者

数
が

減
少

し
病

棟
の

整
理

・
集

約
を

図
る

一
方

で
、

当
該

人
員

に
つ

い
て

、
病

院
内

の
他

病
棟

で
の

病
床

稼
働

率
が

著
し

く
低

下
す
る
状

況
が
長

期
化
す

る
病
院

を
対
象

活
用

に
よ

る
上

位
基

準
取

得
や

、
他

病
院

へ
の

異
動

等
に

よ
り

医
療

人
員

の
効

果
的

・
②

結
核

病
床

に
つ

い
て

は
、

新
退

院
基

準
の

実
施

に
よ

り
入

院
患

者
数

の
減

少
が

生
じ

効
率

的
な

活
用

が
図

ら
れ

た
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

紹
介

率
・

逆
紹

介
率

の
た

病
院
を

対
象

大
幅

な
ア

ッ
プ

に
み

ら
れ

る
よ

う
に

、
病

診
連

携
・

病
病

連
携

を
着

実
に

推
進

し
、

平
③

精
神

病
床

に
つ

い
て

は
、

精
神

病
床

の
削

減
と

い
う

国
の

方
針

を
踏

ま
え

、
急

性
期

均
在

院
日

数
を

0
.
5
日

短
縮

化
し

た
。

型
に

移
行

す
る

と
と

も
に

医
療
観
察

法
の
病

棟
を
整

備
す
る

病
院
を
対

象
（
業
務

実
績

・
高
額
医
療

機
器
の

共
同
利

用
数
は
平

成
1
5
年

度
対
比

1
0
1
.
5
％
と

中
期
計
画

の
数
値

目
。

６
４
頁
参

照
）

標
（

平
成

1
5
年

度
対

比
4
0
％

以
上

増
）

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
を

あ
げ

て
お

り
、

医
療

・
こ

れ
を

円
滑

に
実

施
す

る
た

め
に

、
整

備
面

で
は

、
結

核
、

精
神

病
床

に
係

る
補

助
の

ほ
資

源
の
有
効

活
用
・

効
率
的

利
用
が
図

ら
れ
た

点
は
高

く
評
価

で
き
る
。

か
、

経
営

が
苦

し
い

病
院

に
係

る
整

備
に

つ
い

て
利

子
補

給
を

行
う

な
ど

の
枠

組
み

を
新

・
以
下
の
項

目
が
大

幅
に
中

期
目
標
を

上
回
っ

て
い
る

。
た

に
設

け
た

（
業

務
実

績
６
６
頁

参
照
）

地
域

医
療

機
関

や
医

師
会

向
け

の
研

修
会

開
催

や
広

報
活

動
等

の
努

力
で

高
額

医
療

。
・

病
床

の
効

率
的

な
利

用
の

一
環

と
し

て
、

病
院

、
病

棟
の

建
替

等
の

際
に

、
新

入
院

患
者

機
器
の
共
同

利
用
が

目
標
の

２
倍
と
な

っ
た
。

等
の

見
込

み
、

医
療

の
質

の
確

保
、

効
率

的
な

人
員

配
置

等
の

面
か

ら
病

院
・

本
部

間
で

共
同
利
用

の
促
進

が
新
入

院
患
者
増

や
地
域

に
お
け

る
無
駄

解
消
に
貢

献
し
た

。
十

分
に

検
討

し
た

上
で

、
整

備
内

容
（

病
床

総
数

、
病

棟
編

成
等

）
を

決
め

る
枠

組
み

を
医

療
機

器
、

施
設

整
備

に
関

し
て

本
部

の
関

与
、

支
援

が
チ

ェ
ッ

ク
シ

ス
テ

ム
と

し
設

け
た

（
業

務
実

績
６

６
頁
参
照

）
て

も
機
能
し

健
全
化

に
つ
な

が
っ
た
。

。
・

こ
れ

に
基

づ
き

、
平

成
１

９
年

度
に

お
い

て
建

替
を

決
め

た
１

１
病

院
の

う
ち

、
５

病
院

一
方

的
な

削
減

だ
け

で
は

な
く

、
各

病
院

の
事

情
を

踏
ま

え
た

柔
軟

な
対

応
は

健
全

、
。

に
つ

い
て

計
２

７
７

床
の

病
床

数
の

削
減

（
約

１
６

％
減

）
を

図
る

と
と

も
に

、
１

０
病

経
営
や
現
場

の
士
気

に
も
つ

な
が
り

医
師

や
ス
タ

ッ
フ
の
や

り
が
い

や
支
え

に
な
る

院
で

計
１

４
の

病
棟

数
の

見
直

し
（

３
病

棟
増

、
１

１
病

棟
減

、
病

院
平

均
で

約
０

．
７

・
病

診
連

携
等

に
よ

り
、

平
均

在
院

日
数

の
短

縮
を

着
実

に
推

進
し

て
い

る
(
平

成
１

９
個

病
棟

減
）

を
図

っ
た

（
業

務
実

績
６

６
頁

参
照

）
年

度
△

０
．

５
日

)
。

。
・

医
療
機
器

の
稼
働

総
数
の

増
、
特
に

共
同
利

用
に
つ

い
て
は

中
期
目
標

(
４

０
％
以

上
・
医

療
機
器

の
稼
働
率

の
向
上

、
他
の

医
療
機
関

と
の

共
同

利
用

な
ど

、
効

率
実

績
：

○
増

)に
対

し
て
、

１
０
１

．
５
％

増
と
大
幅

に
上
回

っ
て

お
り
高
く

評
価
で
き

る
。

的
な

利
用

を
推
進
し

て
い
る

か
。

・
高

額
医

療
機

器
の

稼
働

総
数

に
つ

い
て

は
、

平
成

１
５

年
度

実
績

に
対

し
て

２
２

５
，

８
・

病
院

運
営

の
効

率
化

を
図

る
た

め
病

棟
の

稼
働

状
況

に
応

じ
た

整
理

集
約

を
進

め
、

３
９

件
（

１
９

．
８

％
）

増
加

し
た

。
ま

た
、

共
同

利
用

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
１

５
年

１
９

年
度

に
お

い
て

、
２

３
病

院
、

１
０

８
４

病
床

を
集

約
し

た
こ

と
も

高
く

評
価

す
度

実
績

に
対

し
２

８
，

７
０

４
件

（
１

０
１

．
５

％
）

と
な

り
平

成
１

８
年

度
実

績
（

対
る

。
１

５
年

度
実

績
比

）
の

１
７

，
９

７
４

件
（

６
３

．
６

％
）

増
と

比
較

し
て

も
約

１
万

件
・

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

、
初

め
て

、
財

投
資

金
借

入
で

な
く

、
機

関
債

と
内

部
資

以
上

と
飛

躍
的

に
増

加
し

中
期
計

画
上
の

目
標
で

あ
る
４

０
％
を
大

幅
に
上

回
っ
た

業
金

活
用
と
い

う
新
機

軸
を
出

し
た
こ
と

は
積
極

性
を
評

価
し
た

い
。

、
。（

務
実

績
６
３

頁
参
照

）
・

老
朽

化
の

進
ん

で
い

る
施

設
整

備
に

つ
い

て
、

中
期

計
画

の
目

標
水

準
の

事
業

を
、

・
患

者
の

利
便

性
の

向
上

を
図

る
た
め
時

間
外
利

用
を
積

極
的
に

促
し

Ｃ
Ｔ
に

つ
い
て
は

長
期
債
務
削

減
を
目

標
以
上

に
進
め
る

な
か
実

施
し
て

お
り
、

高
く
評
価

で
き
る

。
、

、
全

体
稼

働
数

の
１

割
近

く
を

占
め

て
い

る
。

ま
た

、
患

者
の

侵
襲

性
の

低
下

、
地

域
資

源
・

高
額

医
療

機
器

の
共

同
利

用
は

目
標

を
大

幅
に

達
成

し
て

い
る

。
ま

た
、

病
診

の
連

の
有

効
活

用
の

取
組

も
進

め
て

お
り

、
例

え
ば

ガ
ン

マ
カ

メ
ラ

は
、

院
内

で
は

高
機

能
Ｍ

携
等
に
よ
り

平
均
在

院
日
数

を
さ
ら
に

短
縮
す

る
な
ど

高
く
評

価
で
き
る

。
Ｒ

Ｉ
等

へ
の

移
行

、
地

域
で

は
院

外
の

P
E
T
へ

の
紹

介
等

を
進

め
て

い
る

（
業

務
実

績
６

。
３

頁
参

照
）

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
病

棟
、

病
床

の
効

率
化

は
医

療
の

質
向

上
に

重
要

な
課

題
で

あ
る

こ
と

は
理

解
で

き
る

が
、

そ
れ

が
患

者
に

と
っ

て
の

マ
イ

ナ
ス

に
な

ら
な

い
こ

と
を

願
う

。
患

者
に

と
っ

て
は
何
よ
り

「
つ
な

が
る
安

心
」
の
確

保
が
大

切
で
あ

る
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
評

定

・
費

用
対
効

果
や
法
人

全
体
の

財
務
を

総
合
的
に

勘
案

し
て

、
必

要
な

医
療

機
実

績
：

○
器

・
施
設

設
備
の
整

備
を
中

期
計
画

に
沿
っ
て

行
っ

て
い

る
か

。
・

機
構

発
足

時
に

抱
え

て
い

た
長

期
債

務
を

縮
減

す
る

た
め

に
、

整
備

の
目

標
数

値
が

定
め

ら
れ

た
が

、
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

累
計

で
は

、
当

初
の

予
定

を
超

え
る

速
度

で
長

期
債

務
を

縮
減

さ
せ

て
い

る
一

方
で

、
内

部
資

金
の

活
用

等
で

、
整

備
量

に
つ

い
て

は
中

期
計

画
に

お
け

る
目

標
数

値
の

水
準

で
事

業
が

進
ん

で
い

る
。

特
に

医
療

機
器

整
備

に
つ

い
て

は
平

成
１

９
年

度
ま

で
の

累
計
で

約
５
２

０
億
円
と

中
期
計

画
に
定

め
る
整

備
目
標

５
、

（
０

０
億

円
）

を
超

え
る

水
準

で
必
要
な

事
業
を

進
め
て

い
る
。

な
お

、
医

療
機

器
整

備
に

つ
い

て
は

、
独

法
化

後
は

じ
め

て
財

政
融

資
資

金
か

ら
借

入
を

行
わ

ず
、

財
投

機
関

債
と

内
部
資
金
に

よ
り
投

資
を
行

っ
た

（
業
務

実
績
６

７
頁
参

照
）

。
・

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

は
、

将
来

の
収

支
が

確
保

さ
れ

る
場

合
に

は
、

黒
字

・
赤

字
に

関
わ

ら
ず

、
病

院
機

能
を

向
上

さ
せ

る
部

門
を

中
心

に
投

資
す

る
こ

と
と

し
、

１
１

病
院

の
病

棟
建

替
整

備
を

決
定

し
た

（
業
務
実

績
６
６

頁
参
照

）
。

・
ま

た
平

成
１

９
年

度
、

２
０

年
度

に
は

、
機

構
発

足
後

に
投

資
を

決
め

た
病

棟
建

替
等

が
続

け
て

竣
工

す
る

が
、

そ
れ

を
見

込
ん

で
も

、
現

時
点

で
、

概
ね

中
期

計
画

に
定

め
る

長
。（

）
期

債
務

縮
減

目
標

を
確

実
に

達
成
で
き

る
状
況

と
な
っ

て
い
る

業
務
実

績
６
６

頁
参
照

・
投

資
に

係
る

機
構

全
体

の
金

額
的

な
枠

組
み

（
長

期
債

務
の

縮
減

等
）

の
下

、
各

病
院

に
お

け
る

投
資

内
容

等
の

向
上

を
図
る
た

め
、
建

物
整
備

・
医
療

機
器
に
共

通
し
て

、
①

各
病

院
の

個
別

の
状

況
に

応
じ

た
適

切
な

投
資

が
で

き
る

よ
う

、
特

別
事

情
の

投
資

の
枠

組
み

を
明

確
化

し
、

そ
の
積
極

的
な
運

用
を
本

格
的
に

始
め
た
と

と
も
に

、
②

各
病

院
が

実
際

の
投

資
を

早
く

で
き

る
よ

う
、

本
部

手
続

を
平

成
１

７
年

度
よ

り
早

期
化

し
、

③
さ

ら
に

各
病

院
の

投
資

判
断

が
適

切
に

実
施

で
き

る
よ

う
、

各
病

院
に

お
け

る
実

際
の

契
約

状
況

を
本

部
で

集
約
し
、
各

病
院
に

提
供
す

る
体
制

を
整
備
し

た
（
業
務

実
績

。
６

６
頁

参
照

）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
4
)

診
療
事
業
以
外
の
事
業
に
係
る
費
用
の
節
減
等

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
（

４
）

診
療

事
業

以
外

の
事

業
に

係
る

費
用

（
４

）
診

療
事

業
以

外
の

事
業

に
係

る
費

用
の

節
減

等
の
節
減

の
節

減
等

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

臨
床

研
究

事
業

や
教

育
研

修
事

業
に

つ
診

療
事

業
以

外
の

事
業

、
特

に
運

営
費

、
、

い
て

は
、

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
や

授
業

交
付

金
対

象
事

業
に

つ
い

て
は

、
自

己
収

き
続

き
診

療
事

業
以

外
の
事
業

特
に

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

に
料

等
の

自
己

収
入

の
確

保
に

努
め

る
と

と
入

の
確

保
や

費
用

節
減

に
努

め
る

こ
と

に

つ
い

て
は

、
自

己
収

入
の

確
保

や
も

に
、

費
用

の
節

減
に

努
め

、
臨

床
研

究
よ

り
、

新
規

拡
充

業
務

を
除

い
て

、
そ

の

費
用

節
減

に
努

め
る

。
や

教
育
研
修
の

効
率
化
を

図
る
こ
と

。
費

用
の

う
ち

運
営

費
交

付
金

等
の

割
合

を

低
下

さ
せ

る
。

ま
た

、
運

営
費

交
付

金
対

象
事

業
以

外
の

事
業

に
つ

い
て

も
効

率
化

を
図
る

。

①
臨
床
研
究
事
業

①
臨

床
研
究
事
業

①
臨

床
研

究
事

業

１
．

競
争

的
研

究
費

獲
得

の
た

め
の

推
進

及
び

助
言

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

も
引

き
続

き
、

本
部

研
究

課
が

窓
平

成
１
８

年
度
に

引
き
続
き

、
競
争

的
資
金

の
獲
得

の
た
め
、

事
業
を

実
施
す

る
省
庁

な
ど
か
ら

研
究
内

容
や
応

募
に
係

る
情
報
を

入
手
し

、
外

部
の

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
に

努

口
と

な
り

、
競

争
的

資
金

の
獲

各
病

院
に
対

し
、
情

報
提
供
や

手
続
き

に
係
る

助
言
を

行
う
と
と

も
に
、

臨
床
研

究
部
の

活
動
実
績

の
評
価

及
び
臨

床
研
究

セ
ン
タ
ー

に
お
け

る
め

、
中

期
目

標
の

期
間

中
に

お
い

て
、

得
の

た
め

の
情

報
収

集
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
機
能

評
価
の
評

価
項
目

に
、
競

争
的
研

究
費
獲
得

額
を
設

け
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
競

争
的
研

究
費
獲

得
の
イ

ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が

増
更

な
る

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

提
供

、
他

省
庁

等
と

の
連

絡
調

加
す

る
よ
う

働
き
か

け
て
い
る

。
適

正
な

評
価

を
行

っ
て

研
究

の
効

率
化

整
、

申
請

書
の

作
成

等
に

関
す

に
努

め
る
。

る
研

究
者

の
支

援
を

行
う

。
（

平
成
１

８
年
度

）
（
平
成

１
９
年

度
）

ま
た

、
国

立
病

院
機

構
す

べ
○
厚
生

労
働
科

学
研
究
費

１
５
億
７

,
２

８
０
万

円
→

１
５
億

４
,
９
３
１

万
円

（
平
成

１
５
年

度
１

２
億
３
,
０
０

９
万
円

）
て

の
病

院
を

結
ぶ

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
活

用
し

、
受

託
研

究
○
文
部

科
学
研

究
費

１
億
６

,３
４
６
万

円
→

２
億

５
,
０
７
５

万
円

（
平
成

１
５
年

度
８

,
４

６
１

万
円

）
費

額
の

増
を

図
る

と
と

も
に

、
実

施
率

の
改

善
等

質
の

向
上
を

○
そ
の

他
の
競

争
的
資
金

６
億
３

,
７

１
３
万

円
→

５
億

４
,
７
４
５

万
円

（
平
成

１
５
年

度
４
億
７
,
６
０

５
万
円

）
目

指
す

。
（
合

計
）

２
３
億
７

,
３

３
９
万

円
→

２
３
億

４
,
７
５
２

万
円

（
平
成

１
５
年

度
１

７
億
９
,
０
７

５
万
円

）

２
．

治
験

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

用
（

再
掲

）
１

４
６
病

院
に
わ

た
る
治
験

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活
用

し
、
受
託

研
究
件

数
を
増

加
さ
せ

る
こ
と
で

受
託
研

究
費

の
獲
得
を

増
や
す
と

と
も
に

、
実
施

症
例
数

の
増
加

に
努
め
、

治
験
の

質
の
向

上
を
図

っ
た
。

○
受
託

研
究
実

績
約
４

７
億
８

,
９

０
０
万

円
→

約
５
６

億
３
,
５
０

０
万
円

(
対

平
成
１

８
年
度

１
７
．
７

％
増
加

)
（
平
成

１
５
年
度

約
２

９
億
２

,
３

０
０
万

円
）

○
治

験
実

施
症

例
数

４
,６

２
４

件
→

４
,
８

０
３
件

(対
平

成
１

８
年

度
３

．
９

％
増

加
)

（
平
成

１
５
年
度

約
２

,
７

８
９
件

）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

②
教
育
研
修
事
業

②
教

育
研
修
事
業

②
教

育
研

修
事

業

１
．

看
護

師
等

養
成

所
の

入
学

金
及

び
授

業
料

の
改

定
看

護
師

等
養

成
所

の
入

学
金

及
び

授
平

成
１

９
年

度
か

ら
は

、
看

護
師

等
養

成
所

に
係

る
入

学
金

平
成
１
９

年
度
に

お
け
る
看

護
師
等

養
成
所

の
入
学

金
及
び
授

業
料
に

つ
い
て

は
、
以

下
の
金
額

を
下
限

と
す
る

改
定
を

行
っ
た
。

業
料

、
受

託
研

修
料

等
に

つ
い

て
、

民

及
び

授
業

料
を

各
養

成
所

に
お

間
の

水
準

を
考

慮
の

上
、

そ
の

適
正

化

い
て

以
下

を
下

限
と

し
て

改
定

(
1)

看
護
師

、
助
産

師
、
視
能

訓
練
士

に
努

め
、

平
成

１
５

年
度

に
比

し
、

中

す
る

と
と

も
に

、
引

き
続

き
教

検
定

料
2
0,
0
00
円

（
2
0
,0
0
0円

）
期

目
標

の
期

間
中

に
、

授
業

料
等

の
改

育
研

修
事

業
の

収
支

率
の

改
善

入
学

金
1
8
0,
0
00
円

（
18
0
,0
0
0円

）
定

及
び

費
用

の
縮

減
を

図
り

、
教

育
研

を
図

っ
て

い
く

。
授
業

料
3
6
0,

0
00

円
（

32
0
,0

0
0円

）
修

事
業

に
お

け
る

収
支

率
を

２
０

％
以

上
改
善

す
る

。

○
看

護
師

,
助

産
師

,
視

能
訓

練
士

(
2
)

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
検

定
料

2
0,
0
00

(
2
0,
0
00

)
検

定
料

2
6,
0
00
円

（
2
6
,0
0
0円

）
円

円
入

学
金

1
8
0,

0
00

(1
8
0,

0
00

)
入

学
金

3
1
0,

0
00

円
（

23
8
,0

0
0円

）
円

円
授

業
料

3
6
0,

0
00

(3
2
0,

0
00

)
授

業
料

6
9
3,

0
00

円
（

55
7
,0

0
0円

）
円

円

○
理

学
療

法
士

、
作

業
療

法
士

※
カ
ッ
コ

内
は
平
成

１
８
年

度
単
価

検
定

料
2
6,
0
00

(
2
6,
0
00

)
円

円
入

学
金

3
8
1,
0
00

(3
1
0,
0
00

)
円

円
２

．
教

育
研

修
事

業
の

収
支

率
の

改
善

授
業

料
6
9
3,
0
00

5
5
7,
0
00

円
円

（
）

教
育
研
修

事
業
に

つ
い
て
、

授
業
料

等
の
改

定
、
効

率
的
な
運

営
を
行

う
こ
と

に
よ
り

収
支
率
が

平
成
１

５
年
度

比
で
２

８
．
１
ポ

イ
ン
ト

増
(
※

カ
ッ
コ

内
は
平

成
1
8
年

度
単
価
)

の
改

善
と
な

り
、
中

期
計
画
を

達
成
し

た
。

平
成
１

９
年
度

収
支
率

５
５
．

５
％

（
対
平

成
１
５
年

度
比
２

８
．
１

ポ
イ
ン

ト
増
）

平
成
１

５
年
度

収
支
率

２
７
．

４
％



-
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
自

己
収

入
を

確
保

す
べ

く
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
申

請
や

寄
附

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

の
活

動
度

が
高

い
施

設
に

臨
床

研
究

部
を

設
置

す
る

な
ど

基
盤

の
整

外
部

競
争

的
資

金
の

獲
得

に
つ

い
て

は
、

特
に

治
験

に
お

け
る

受
託

研
究

費
の

堅
調

備
を

進
め

、
外

部
競

争
的

資
金

獲
得
額
の

増
加
を

図
っ
て

い
る
。

な
伸
び
は
評

価
で
き

る
が
、

よ
り
一
層

の
発
展

を
望
み

た
い
。

教
育

研
修

事
業

に
お

け
る

収
支

率
の

改
善

に
つ

い
て

も
中

期
計

画
を

上
回

る
実

績
と

［
数

値
目
標

］
な

っ
て
い
る

。
・
平

成
１
５

年
度
比
２

０
％
以

上
改
善

・
平

成
１

５
年

度
比

２
８

．
２

％
改
善

教
育

研
修

事
業

４
７
．

４
％

教
育

研
修

事
業

収
支

率
５
５
．
５

％
（
業

務
実
績

７
１
頁

参
照
）

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
（

平
成
１

５
年
度

２
７
．

４
％
）

・
収
支
率
等

が
中
期

計
画
を

上
回
っ
て

い
る
。

［
評

価
の
視

点
］

実
績

：
○

・
臨
床
研
究

事
業
、

特
に
治

験
の
伸
び

が
著
し

い
。

・
診

療
事
業

以
外
の
事

業
、
特

に
運
営

費
交
付
金

対
象

事
業

に
つ

い
て

は
、

自
・

自
己

収
入

を
確

保
す

べ
く

、
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

や
寄

附
を

受
け

ら
れ

る
よ

う
に

・
治
験
等
の

堅
調
な

伸
び
は

評
価
で
き

る
。

己
収

入
の

確
保

や
費

用
節

減
に

努
め

る
こ

と
に

よ
り

､
新

規
拡

充
業

務
を

除
す

る
た

め
、

臨
床

研
究

の
活

動
度

が
高

い
施

設
に

臨
床

研
究

部
を

設
置

す
る

な
ど

基
盤

の
・

外
部
研
究

費
の
獲

得
は
横

ば
い
状
態

。
教
育

研
修
費

の
収
支

率
5
5
.
5
％

と
改
善

。
い

て
､
そ

の
費

用
の

う
ち

運
営

費
交

付
金

等
の

割
合

を
低

下
さ

せ
て

い
る

か
整

備
を

進
め

て
い

る
（

業
務

実
績

７
０

頁
参

照
）

・
競

争
的

研
究

費
の

獲
得

が
着

実
に

伸
び

て
い

る
が

、
ま

だ
努

力
の

余
地

が
あ

る
。

治
。

。
。

験
に
関
し
て

も
一
層

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を

活
用
す

る
こ
と

に
よ
り

発
展
し
て

も
ら
い

た
い

・
臨

床
研
究

事
業
に
つ

い
て
は

、
外
部

の
競
争
的

研
究

費
の

獲
得

等
に

努
め

、
実

績
：

○
・

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

、
授

業
料

等
の

改
定

や
効

率
的

な
運

営
に

よ
り

、
教

育
研

研
究

の
推

進
と
効
率

化
に
取

り
組
ん

で
い
る
か

。
・

平
成

１
９

年
度

は
外

部
競

争
的

資
金

獲
得

額
が

対
平

成
１

５
年

度
比

で
３

１
．

１
％

増
加

修
事

業
収

支
率

は
平

成
1
5
年

度
対

比
2
8
.
2
％

改
善

し
、

中
期

計
画

の
数

値
目

標
（

平
成

1
し

て
お

り
、

研
究

の
推

進
が

行
わ
れ
て

い
る

（
業

務
実
績

７
０
頁
参

照
）

5
年
度
対

比
2
0
％

以
上
改

善
）
を

上
回
る
実

績
と
な

り
、

評
価
で
き

る
。

。
・

臨
床
研
究

事
業
に

つ
い
て

、
外
部
の

競
争
的

研
究
費

の
獲
得

額
は
平
成

1
5
年
度

対
比
3

・
教

育
研
修

事
業
に
つ

い
て
は

授
業
料
等

の
改
定

及
び

費
用

の
縮

減
を

図
り

実
績

：
○

1
.
1
％

増
加

し
て

お
り

、
評

価
で

き
る

。
、

、
教

育
研
修

事
業
に
お

け
る
収

支
率
を

中
期
計
画

に
掲

げ
る

目
標

値
の

達
成

に
・

教
育

研
修

事
業

に
つ

い
て

、
授

業
料

等
の

改
定

、
効

率
的

な
運

営
に

よ
り

収
支

率
５

５
．

・
臨

床
研

究
部

の
設

置
な

ど
基

盤
整

備
の

努
力

は
あ

る
も

、
全

体
と

し
て

は
わ

ず
か

な
向

け
て
改

善
さ
せ
て

い
る
か

。
５

％
の

改
善

を
図

っ
た

（
業
務
実

績
７
１

頁
参
照

）
ダ

ウ
ン

が
残

念
。

息
切

れ
の

原
因

は
何

か
を

検
証

す
べ

く
現

場
の

状
況

を
見

据
え

配
慮

。
あ

る
働
き
か

け
が
必

要
で
は

な
い
か
。

・
治
験
の
着

実
な
成

果
は
中

期
目
標
を

上
回
っ

て
い
る

。
・

臨
床

研
修

事
業

に
お

け
る

競
争

的
研

究
費

の
獲

得
に

つ
い

て
は

、
文

部
科

学
研

究
費

の
増

加
は

み
ら

れ
た

も
の

の
、

太
宗

を
占

め
る

厚
生

労
働

科
学

研
究

費
が

減
少

す
る

な
ど

、
総

額
も

前
年

を
下

回
っ

た
が

、
１

５
年

度
比

１
３

１
．

１
％

と
高

い
レ

ベ
ル

は
維

持
し
て
い
る

。
・

中
期

目
標

値
で

あ
る

教
育

研
修

事
業

の
収

支
率

に
つ

い
て

、
授

業
料

等
の

改
定

を
行

い
、
２
０
％

以
上
の

目
標
に

対
し
、
２

８
．
２

％
の
改

善
と
目

標
を
達
成

し
て
い

る
。

・
臨

床
研

究
事

業
に

お
け

る
研

究
費

獲
得

に
つ

い
て

は
、

１
８

年
度

に
比

べ
て

横
ば

い
だ

が
、

１
５

年
度

比
で

は
相

当
に

伸
び

て
い

る
。

教
育

研
修

事
業

は
大

幅
に

伸
び

て
い

る
。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
競
争
的
研

究
費
獲

得
の
イ

ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
増

強
に
期

待
し
た

い
。

・
教

育
に

お
金

が
か

か
る

こ
と

は
周

知
の

事
実

で
は

あ
る

が
、

こ
れ

ま
で

が
「

国
立

は
安

い
」

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
が

根
強

く
あ

り
、

最
近

「
授

業
料

が
高

い
」

と
い

う
声

が
届

い
て
い
る
。

な
ぜ
…

と
い
う

説
明
を
尽

く
し
納

得
感
を

高
め
る

努
力
が
必

要
と
思

う
。

・
看

護
師

の
確

保
が

厳
し

い
中

、
優

秀
な

人
材

の
確

保
と

収
支

率
の

改
善

に
つ

い
て

、
両

立
が
図
ら

れ
る
よ

う
努
め

て
も
ら
い

た
い
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
5
)

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

（
５
）

財
務
会
計

シ
ス
テ
ム

の
導
入
等

Ｉ
Ｔ

（
５
）
財

務
会
計
シ
ス

テ
ム
の
導

入
等
Ｉ
Ｔ

（
５

）
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

導
入

等
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進
化
の

推
進

化
の
推

進

１
．

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
確

実
な

財
務
会
計

シ
ス
テ

ム
は
、
企

業
会
計

原
則
に

基
づ
く

事
務
処
理

と
月
次

・
年
次

の
決
算

処
理
、
そ

れ
に
伴

う
財

務
諸
表
の

作
成
を
行

う
シ
ス

テ
企

業
会

計
原

則
へ

の
移

行
に

伴
う

新
た

会
計

処
理

に
必

要
な

す
べ

て
の

病
院

稼
働

を
引

き
続

き
図

る
こ

と
に

よ
ム

で
あ

り
、

こ
れ

に
よ
り
作
成

さ
れ
た

財
務
諸

表
を
分

析
す
る
こ

と
に
よ

り
、
早

期
な
経

営
状
況
の

把
握
が

行
え
る

。
な

会
計

処
理

へ
適

切
に

対
応

す
る

た
め

、
共

通
の

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
導

入

り
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
平

成
１

９
年

度
に

お
い
て
は

、
契
約

事
務
の

適
正
化

に
か
か
る

会
計
規

程
等
の

一
部
改

正
を
受
け

、
取
引

先
と
の

契
約
内

容
の
登
録

及
び
支

出
Ｉ

Ｔ
化

の
推

進
を

図
り

、
各

病
院

の
財

務
し

、
部

門
別

決
算

や
月

次
決

算
を

行
う

等
病

院
の

財
務

状
況

の
分

析
を

行
業

務
に

お
け

る
契

約
登
録
番
号

入
力
の

必
須
化

を
実
施

し
た
。
ま

た
、
税

制
改
正

に
伴
う

減
価
償
却

方
法
変

更
対
応

、
独
立

行
政
法
人

会
計
基

準
分

析
を

行
う

な
ど

、
業

務
の

効
率

的
な

運
と

と
も

に
、

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

う
。

改
訂

対
応
等

、
随
時

シ
ス
テ
ム

の
改
修

を
行
っ

た
。

営
に
努
め
る
こ

と
。

較
等

病
院

の
財

務
状

況
が

分
析

可
能

な

ま
た

、
各

病
院

は
、

月
次

で
部

も
の

と
す

る
こ

と
に

よ
り

経
営

改
善

を

２
．

経
営

分
析

シ
ス

テ
ム

（
部

門
別

決
算

等
）

進
め

る
。

門
別

の
決

算
を

行
い

、
毎

月
の

財
、

、
、

務
状

況
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
経

営
分

析
シ

ス
テ

ム
は

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

等
の
デ
ー

タ
を
利

用
し
て

部
門
別
・

診
療
科

別
損
益

計
算
書

や
各
種
経

営
管
理

指
標
の

算
出

毎
翌

月
２

５
日

頃
に

財
務

状
況

に
他

施
設

と
の

各
種

経
営
管
理
指

標
の
比

較
が
可

能
な
シ

ス
テ
ム
で

あ
り
、

こ
れ
に

よ
り
各

部
門
毎
の

経
営
状

況
の
把

握
や
他

施
設
と
の

比
較
に

よ
係

る
評

価
会

を
開

催
し

、
そ

の
経

る
問

題
点

の
把

握
を

行
い
、
経

営
改
善

の
た
め

の
参
考

資
料
と
し

て
活
用

し
て
い

る
。

営
状

況
の

分
析

を
行

い
、

問
題

点
等

に
対

す
る

改
善

を
行

う
。

３
．

評
価

会
さ

ら
に

、
レ

セ
プ

ト
の

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
に

つ
い

て
、

法
定

期
限

に
か

か
わ

ら
ず

、
で

き
る

限
り
前

(
1
)

評
価
会

の
概
要

倒
し

し
て

早
期

に
対

応
す

る
。

す
べ
て

の
病
院

に
お
い
て

毎
月
の

２
５
日

を
目
途

と
し
て
、

前
月
の

月
次
決

算
状
況

に
お
け
る

経
営
状

況
の

分
析
を
行

う
た
め
「

評
価
会

」
。

「
」
、「

」
、「

」
、

を
開
催
し

て
い
る

月
次
決

算
に
よ
り

当
該
月

の
患
者

数
や
収
支

状
況
等

を
基
に

平
均
在

院
日
数

患
者
１

人
１
日

当
収
支

新
患
率

「
人
件
費

率
「

材
料
費
率

「
患

者
紹
介

率
」
等

の
分
析
を

行
い
「

平
均
在

院
日
数

短
縮
の
た

め
の
院

内
ヒ

ア
リ
ン
グ

の
実
施

「
患
者

数
」、

」
、

」
、

確
保
の
た

め
の
具

体
策
の
検

討
「

費
用
抑

制
方
策

」
等
、
早

い
段
階

で
問
題

点
に
対

す
る
対
応

策
の
検

討
及

び
実
施
を

行
う
こ
と

に
よ
り

、
」、

、
。

す
べ
て
の

職
員
の

経
営
に
対

す
る
参

加
意
識

の
向
上

を
図
る
こ

と
が
で

き
病
院
全

体
が
一
丸

と
な
っ

て
経
営

改
善
を

進
め
る
こ

と
が
で

き
た

ま
た
、

病
棟
単

位
で
の
患

者
数
の

動
向
や

在
院
日

数
の
状
況

な
ど
を

分
析
し

、
病
棟

毎
の
問
題

点
や
対

応
策
を

検
討
す

る
こ
と
が

で
き
た

。

(
2
)

各
病
院

で
実
施

さ
れ
た
経

営
改
善

の
具
体

策
と
効

果
等

○
平
均
在

院
日
数
の

縮
減
等

に
よ
る

上
位
基

準
の
取
得

→
上
位
基

準
取
得
病

院
数
：

入
院
基

本
料

４
９
病
院

増
加
（

対
平
成

１
８
年
度

）
入
院
基

本
料
等

加
算

５
１
病
院

で
新
規

取
得
（

累
積
１
，

３
１
７

病
院

）
特
定
入

院
料

２
４
病
院

で
新
規

取
得
（

累
積
３
３

０
病
院

）
特
掲
診

療
料

９
３
病
院

で
新
規

取
得
（

累
積
２
，

６
１
８

病
院

）
（
※
病

院
数
は

、
加
算
等

の
種
類

ご
と
に

カ
ウ
ン

ト
し
て
い

る
た
め

重
複

す
る
）

○
督
促
の

強
化
や
退

院
時
精

算
の
徹

底
等
に

よ
る
医
業

未
収
金

（
患
者

自
己
負

担
分
）
の

改
善

→
前
年
度

債
権
：
平

成
１
６

年
度
回

収
率
７

９
.
３
％
→
平

成
１
７

年
度
回

収
率
８
１

.
７

％
→
平

成
１
８

年
度
回

収
率
８

３
.
０
％
→
平

成
１
９

年
度
回

収
率
８
４

.
２

％
○

適
正
な

在
庫
管
理

○
病
診
連

携
の
強
化

や
地
域

の
老
健

施
設
と

の
連
携
に

よ
り
地

域
医
療

の
充
実

を
図
っ
た

。
○

病
診
連

携
に
よ
る

後
方
支

援
病
院

と
し
て

の
紹
介
率

の
Ｕ
Ｐ

と
逆
紹

介
率
の

安
定

→
患

者
紹

介
率

（
年

間
平

均
：

平
成

１
６

年
度

４
０

.
５

％
→

平
成

１
７

年
度

４
２

.
７

％
） →

平
成
１

８
年
度

４
７
．
４

％
→
平

成
１
９

年
度
５
１

．
１
％

→
逆
紹

介
率

（
年

間
平

均
：

平
成

１
６

年
度

２
８

.
７

％
→

平
成

１
７

年
度

３
３

.
２

％
）
→
平

成
１
８

年
度
３
２

．
２
％

→
平
成

１
９
年

度
３
６
．

９
％

○
地
域
住

民
を
交
え

た
講
演

会
や
各

種
研
修

会
（
生
活

習
慣
病

・
成
人

病
・
認

知
症
な
ど

の
予
防

教
室

や
市
民
公

開
講
座
等

）
の
開

催

４
．

オ
ン

ラ
イ

ン
請

求
実

施
状

況
改

正
省
令

施
行
日

が
平
成
２

０
年
４

月
１
日

で
あ
る

病
院
７
２

ヵ
所
（

許
可
病

床
数
４

０
０
床
以

上
）
の

う
ち

、
平
成
１

９
年
度
中

に
前
倒

し
を
実

施
し
、

オ
ン
ラ

イ
ン
請
求

を
導
入

し
た
病

院
は
６

１
ヶ
所
で

あ
っ
た

。
残
り

１
１
病

院
に
つ
い

て
も
平

成
２

０
年
４
月

診
療
分
の

請
求
よ

り
。

、
、

、
導
入

対
応
済

で
あ
る

こ
の
他

平
成

２
０
年
４

月
１
日

ま
で
に

施
行
が

義
務
づ
け

ら
れ
て

い
な
い

７
４
病

院
の

う
ち

３
１
病
院
に

つ
い
て

も
平
成

１
９
年

度
中
に

オ
ン
ラ
イ

ン
請
求

を
開
始

し
た
。

５
．

電
子

政
府

へ
の

協
力

(
1)

ペ
イ

ジ
ー

（
P
a
y-
e
as
y）

の
利

用
開

始
財
政
融

資
資
金

の
償
還
や

社
会
保

険
料
等

の
国
庫

金
の
納
付

に
つ
い

て
は
、

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ

ン
グ
で

支
払
が

可
能
な
「

ペ
イ
ジ

ー
（

P
a
y
-
e
a
s
y

」
に

対
応

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
平

成
１

９
年

９
月

か
ら

本
部

に
お

い
て

利
用

し
て

い
る

銀
行

オ
ン

ラ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
を

電
話

）
回

線
型

か
ら

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
型

に
変

更
し

、
ペ

イ
ジ

ー
の

利
用

を
開

始
し

た
（

延
べ

３
１

回
。

こ
れ

に
よ

り
支

払
業

務
の

効
率

化
及

び
事

）
故

防
止
を

図
る
こ

と
が
で
き

た
。



-
7
5

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

(
2
)

国
税

電
子

申
告

・
納

税
シ

ス
テ

ム
（

e
-
T
a
x
）

の
利

用
開

始
政
府
の

Ｉ
Ｔ
新

改
革
戦
略

（
平
成

１
８
年

１
月
１

９
日

Ｉ
Ｔ
戦

略
本
部

決
定
）

に
お
い
て

は
、
国

に
対
す

る
申
請

･
届

出
等
の
手

続
の
オ

ン
ラ

イ
ン
利

用
率
を

平
成
２
２

年
度
ま

で
に
５

０
％
以

上
と
す
る

こ
と
と

さ
れ
て

い
る
こ

と
及
び
支

払
業
務

の
効

率
化
並
び

に
事
故
防

止
に
つ

な
が

る
こ
と

か
ら
、

平
成
２
０

年
１
月

よ
り
本

部
か
ら

納
税
す
る

消
費
税

及
び
源

泉
所
得

税
（
い
ず

れ
も
毎

月
１

回
延
べ

６
回
）
に

つ
い
て

、
国

税
電

子
申

告
・

納
税

シ
ス

テ
ム

（
e
-
T
a
x
）

の
利

用
を

開
始

し
た

。

【
説

明
資
料

】
資

料
7
4
：

部
門

別
決

算
の

概
要

〔
3
5
5
頁

〕
資

料
7
5
：
施

設
基
準

上
位
基
準

の
取
得

状
況

〔
3
5
7

頁
〕

(
6
)

業
務
・
シ
ス
テ
ム
最
適
化

（
６
）

業
務
・
シ

ス
テ
ム
最

適
化

（
６
）
業

務
・
シ
ス
テ

ム
最
適
化

（
６

）
業

務
・

シ
ス

テ
ム

最
適

化
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
国

立
病

院
機

構
総

合
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

１
．

最
適

化
計

画
の

策
定

・
公

表
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

ム
構

成
ー

ク
シ

ス
テ

ム
に

お
け

る
、

シ
ス

テ
ム

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

に
お

け
る

、
シ

ス
テ

ム
構

成
及

び
調

達
方

式
の

「
独

立
行

政
法

人
等

の
業
務
・
シ

ス
テ
ム

最
適
化

実
現
方

策
（

平
成
１

７
年
６

月
２
９

日
各
府
省

情
報
化

統
括
責

任
者
（

Ｃ
Ｉ
Ｏ
）

連
絡
会

議
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
う

こ
と

に
構

成
及

び
調

達
方

式
の

見
直

し
を

行
う

」
見

直
し

を
行

う
た

め
、

シ
ス

テ
ム

決
定

）
に

基
づ

き
、

平
成

１
９

年
１

０
月

１
０

日
に

国
立

病
院

機
構

総
合

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

シ
ス

テ
ム

（
Ｈ

Ｏ
Ｓ

Ｐ
ｎ

ｅ
ｔ

）
に

お
け

る
最

適
よ

り
、

シ
ス

テ
ム

コ
ス

ト
削

減
、

シ
ス

テ
こ
と

に
よ
り

シ
ス
テ
ム
コ

ス
ト
削
減

、
、

監
査

及
び

刷
新

可
能

性
調

査
を

踏
化

計
画

を
策

定
し

、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

上
に
こ

れ
を
公

表
し
た

。
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
の

確
保

及
び

業
シ

ス
テ

ム
調

達
に

お
け

る
透

明
性

の
確

ま
え

て
業

務
シ

ス
テ

ム
最

適
化

計
務

運
営
の
合
理

化
を
図
る

こ
と
。

保
及

び
業

務
運

営
の

合
理

化
を

図
る

た

画
を

策
定

し
、

公
表

す
る

。
【
最

適
化
計

画
の
概

要
】

こ
の

た
め

、
上

記
シ

ス
テ

ム
に

係
る

刷
め

、
体

制
整

備
を

行
い

、
上

記
シ

ス
テ

○
基
本
理

念
を

新
可

能
性

調
査

等
を

平
成

１
８

年
度

中
に

ム
に

係
る

シ
ス

テ
ム

監
査

及
び

刷
新

可

①
業
務

の
効
率

化
・
合
理

化
②

利
用
者

の
利
便

性
の
維
持

・
向
上

③
安

全
性
・

信
頼
性
の

確
保

④
経
費

削
減

と
し
た

。
実

施
し
、
こ
れ

ら
を
踏
ま

え
平
成
１

９
年

能
性

調
査

を
平

成
１

８
年

度
中

に
実

施

度
末
ま
で
に
業

務
・
シ
ス

テ
ム
の
最

適
化

し
、

こ
れ

ら
を

踏
ま

え
平

成
１

９
年

度

○
業
務
の

効
率
化

・
合
理
化

に
あ
た

っ
て
は

、
計

画
を
策
定
し

、
公
表
す

る
こ
と
。

中
に

業
務

・
シ

ス
テ

ム
の

最
適

化
計

画

・
サ
ー

バ
の
集

中
化
に
よ

る
デ
ー

タ
の
一

元
化

を
策

定
し
、
公

表
す
る
。

さ
ら
に
、
平

こ
れ
ま
で

、
本
部
・

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
、
病

院
の
各
拠

点
毎
に

サ
ー
バ

で
保
持

し
て
い
た

デ
ー
タ

を
一
元

管
理
す

る
こ
と
に

よ
り
、

デ
成
２

０
年
度
よ

り
最
適
化

に
着
手
す

ー
タ

の
整
合

性
を
確
保

し
、
業

務
の
効

率
化
を

図
る
。

る
。

・
運
用

監
視
時

間
帯
の
見

直
し

運
用

監
視

体
制

を
休

日
や

夜
間

の
H
O
S
P
n
e
t
の

利
用

状
況

、
障

害
発

生
状

況
及

び
費

用
対

効
果

等
を

踏
ま

え
た

上
で

「
２

４
時

間
３

６
、

５
日

」
か
ら

「
平
日
（

業
務
繁

忙
期
の

土
日
を

含
む
）
９

時
～
２

１
時
」

に
見
直

す
こ
と
に

よ
り
、

経
費
削

減
を
図

る
。

・
シ
ス

テ
ム
の

統
廃
合

個
別
に
構

築
さ
れ
て

い
た
シ

ス
テ
ム

に
つ
い

て
、
シ
ス

テ
ム
の

統
廃
合

、
デ
ー

タ
の
一
元

化
を
図

り
、

無
駄
を
省

い
た
シ
ス

テ
ム
構

成
と
す

る
。

・
シ
ス

テ
ム
利

用
者
へ
の

研
修
・

教
育
の

充
実

○
利
用
者

の
利
便

性
の
維
持

・
向
上

に
あ
た

っ
て
は

、
・
デ
ー

タ
連
携

の
強
化
見

直
し

H
O
S
P
n
e
t
と

病
院

情
報

シ
ス

テ
ム

と
の

デ
ー

タ
連

携
、

H
O
S
P
n
e
t
内

シ
ス

テ
ム

（
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
や

人
事

給
与

シ
ス

テ
ム

）
間

で
の

デ
ー

タ
連
携

の
強
化
・

見
直
し

を
図
り

、
重
複

作
業
や
手

作
業
を

な
く
す

こ
と
で

作
業
時
間

の
削
減

を
図
る

。
・
要
件

定
義
の

明
確
化

利
用
者
の

業
務
ニ
ー

ズ
を
明

確
に
し

た
要
件

定
義
書
を

作
成
。

画
面
レ

イ
ア
ウ

ト
や
操
作

性
の
見

直
し

に
よ
り
、

重
複
作
業

や
手
作

業
を
な

く
す
こ

と
で
、
職

員
の
入

力
及
び

修
正
作

業
に
つ
い

て
最
大

限
の
負

担
軽
減

を
図
る
も

の
と
す

る
。

・
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
回
線
帯

域
の
増

強
回

線
帯
域

の
増
強
を

図
る
こ

と
で
、

シ
ス
テ

ム
利
用
時

の
レ
ス

ポ
ン
ス

（
応
答

時
間
）
を

改
善
し

、
ユ
ー

ザ
の
利

便
性
、
操

作
性
の

向
上
を

図
る
。

○
安
全
性

・
信
頼

性
の
確
保

・
セ
キ

ュ
リ
テ

ィ
ー
ポ
リ

シ
ー
の

策
定

政
府
機
関

の
情
報
セ

キ
ュ
リ

テ
ィ
対

策
の
た

め
の
統
一

基
準
に

準
じ
て

セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー

ポ
リ
シ

ー
を

策
定
す
る

。
ま
た
、

策
定
後

は
職
員

へ
の
教

育
、
情
報

の
展
開

方
法
及

び
見
直

し
を
継
続

的
に
実

施
し
て

い
く
。

・
冗
長

化
に
よ

る
信
頼
性

の
向
上

サ
ー
バ
機

器
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
回
線

及
び
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
機
器

等
を
二

重
化
し

、
シ
ス
テ

ム
の
稼

働
停
止

時
間
を

最
小
限
に

抑
え
、

信
頼
性

の
向
上

を
図
る
。

・
バ
ッ

ク
ア
ッ

プ
方
式
の

見
直
し

シ
ス
テ
ム

単
位
に
事

業
継
続

性
を
考

慮
し
、

バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
の

方
法
、

サ
イ
ク

ル
、
外
部

保
管
等

を
設

計
す
る
こ

と
で
、
デ

ー
タ
の

安
全
性

の
向
上

を
図
る
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

○
経
費
削

減
・
ハ
ー

ド
ウ
ェ

ア
、
市
販

パ
ッ
ケ

ー
ジ
ソ

フ
ト
ウ

ェ
ア
経
費

の
削
減

サ
ー
バ
の

集
中
化
に

よ
り
ブ

ロ
ッ
ク

事
務
所

や
病
院
に

設
置
さ

れ
て
い

る
サ
ー

バ
か
ら
個

別
シ
ス

テ
ム

を
稼
働
す

る
た
め
に

必
要
な

市
販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア

及
び
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
の
機

能
は
不

要
と
な

る
。
こ

れ
に
よ
り

ブ
ロ
ッ

ク
事

務
所
及
び

病
院
に
設

置
す
る

サ
ー
バ

は
小
型

化
が
図
ら

れ
、
ハ

ー
ド
ウ

ェ
ア
及

び
市
販
パ

ッ
ケ
ー

ジ
ソ
フ

ト
ウ
ェ

ア
の
導
入

経
費
及

び
保

守
費
用
が

、
年
間
約

６
億
円

削
減
可

能
と
見
込

ま
れ
る

。
・
運
用

保
守
費

用
の
削
減

運
用
監
視

時
間
帯
の

見
直
し

に
よ
り

運
用
保

守
費
用
が

年
間
約

３
，
０

０
０
万

円
削
減
可

能
と
見

込
ま
れ

る
。

、
、

ま
た

シ
ス
テ

ム
仕
様
変

更
時
の

プ
ロ
グ

ラ
ム
改

修
を
必
要

に
応
じ

た
一
般

競
争
入
札

に
よ
る

契
約
形

態
へ
の

見
直
し
を

行
う
こ

と
で

運
用

保
守
費

用
が
年
間

約
２
億

円
削
減

可
能
と

見
込
ま
れ

る
。

・
業
務

の
効
率

化
・
合
理

化
に
よ

る
業
務

時
間
の

削
減

シ
ス
テ
ム

間
の
デ
ー

タ
連
携

の
強
化

、
見
直

し
や
シ
ス

テ
ム
の

統
廃
合

に
よ
る

重
複
作
業

を
な
く

す
こ

と
で
、
業

務
時
間
が

年
間
約

１
４
，

０
０
０

時
間
削
減

可
能
と

見
込
ま

れ
る
。

２
．

最
適

化
の

実
施

、
、

、
平

成
１
９

年
度
に

策
定
し
た

最
適
化

計
画
を

踏
ま
え

平
成
２
０

年
度
よ

り
最
適

化
を
実
施

す
る
予

定
で
あ

る
が

一
部

の
事
項

に
関
し

て
は

平
成

１
９
年

度
に
最

適
化
を
前

倒
し
し

て
実
施

し
た
。

【
具

体
的
内

容
】

○
次
期
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス

テ
ム
構

築
・

各
病

院
に

お
け

る
回

線
帯

域
１

２
８

k
b
p
s
を

１
０
M
b
p
s
へ

変
更

す
る

こ
と

で
、

シ
ス

テ
ム

利
用

時
の

レ
ス

ポ
ン

ス
（

応
答

時
間

）
を

改
善

し
、

ユ
ー
ザ

の
利
便
性

、
操
作

性
の
向

上
を
図

る
一
方
、

一
般
競

争
入
札

に
よ
り

、
回
線
使

用
料
（

年
間

）
７
，
３

１
５
万
円

の
経
費

削
減
を

図
っ
た

。
ま
た
、

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

回
線
及

び
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

機
器
を

二
重
化

し
、
シ
ス

テ
ム
の

稼
働

停
止
時
間

を
最
小
限

に
抑
え

、
信
頼

性
の
向

上
を
図
っ

た
。

○
保
守
運

用
時
間

帯
の
見
直

し
・

保
守

運
用

時
間

に
つ

い
て

、
休

日
、

夜
間

の
H
O
S
P
n
e
t
の

利
用

状
況

、
障

害
発

生
状

況
及

び
費

用
対

効
果

等
を

踏
ま

え
た

上
で

「
２

４
時

、
間
３

６
５
日

」
か
ら
「

平
日
（

業
務
繁

忙
期
の

土
日
を
含

む
）
９

時
～
２

１
時
」

に
見
直
す

こ
と
等

に
よ
り

、
年
間

３
，
２
３

０
万
円

の
経
費

削
減
を

図
っ
た
。

３
．

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

標
準

化
国

立
病
院

機
構
に

お
け
る
診

療
情
報

の
収
集

及
び
そ

の
情
報
を

活
用
し

た
分
析

の
強
化

並
び
に
調

達
コ
ス

ト
の

削
減
を
目

的
に
、
現

在
、
病

院
独
自

で
調
達

・
導
入

し
て
い
る

医
事
会

計
シ
ス

テ
ム
を

標
準
化
す

る
た
め

、
平
成

１
９
年

度
に
医
事

会
計
シ

ス
テ

ム
標
準
仕

様
書
（
案

）
を
策

定
。

、
、

。
し
た

今
後
は

既
存

シ
ス
テ

ム
の
契

約
期
間
が

満
了
す

る
病
院

か
ら
逐

次
標

準
化
仕

様
に
基

づ
い
た
シ

ス
テ

ム
の
導
入

を
図
る
予

定
で
あ

る
、

、
ま

た
国
立
病

院
機
構

の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

を
活
用

し
各
病

院
の
医
事

会
計
シ

ス
テ
ム

に
蓄
積
さ

れ
た
診

療
情
報

を
収
集

・
分
析
す

る
と
と

も
に

そ
れ

を
情
報

発
信
し

て
い
く
こ

と
に
よ

り
、
国

立
病
院

機
構
が
担

う
医
療

の
質
向

上
を
図

る
と
と
も

に
、
我

が
国
の

医
療
の

均
て
ん
化

に
も
資

す
る
こ

と
を
目

的
と
し

た
「
診
療

情
報
デ

ー
タ
ベ

ー
ス
及

び
そ
れ
を

活
用
し

た
分
析

・
情
報

提
供
シ
ス

テ
ム
」

の
構
築

に
取
り

組
ん
で
い

く
こ
と

と
し
て

い
る
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
精

度
が

向
上

さ
れ

蓄
積

さ
れ

て
き

た
デ

ー
タ

に
よ

り
、

月
次

決
算

に
お

い
て

、
高

い
精

度
で

の
経

営
状

況
の

把
握

・
分

析
・

対
応

等
を

行
っ

て
き

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

経
営

改
善

を
進

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

の
整

備
等

に
よ

り
、

月
次

決
算

の
精

度
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
よ

り
適
切
な

経
営
改

善
に
繋

が
っ
て
い

る
も
の

と
評
価

す
る
。

医
事

会
計

シ
ス

テ
ム

等
個

別
に

構
築

さ
れ

て
い

た
シ

ス
テ

ム
の

統
合

を
図

り
デ

ー
タ

・
会

計
処

理
に

必
要

な
す

べ
て

の
病

院
共

通
の

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

を
導

入
実

績
：

○
一

元
化
へ
の

取
組
も

評
価
す

る
。

し
、

部
門

別
決
算
や

月
次
決

算
を
適

切
に
行
い

、
適

切
な

業
務

運
営

と
経

営
・

契
約

事
務

を
行

う
に

あ
た

っ
て

、
購

買
管

理
シ

ス
テ

ム
へ

の
入

力
を

必
須

化
す

る
な

ど
、

改
善

の
た

め
に
有
効

に
利
用

し
て
い

る
か
。

シ
ス

テ
ム

の
改

修
を

行
っ

た
（
業

務
実
績

７
３
頁

参
照
）

。
（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
・

各
病

院
の

経
営

状
況

の
比

較
等

病
院

の
財

務
状

況
を

分
析

す
る

こ
と

に
よ

実
績

：
○

・
経
営
改
善

は
認
め

ら
れ
る

。
り

、
経
営

改
善
に
取

り
組
ん

で
い
る

か
。

・
月

次
決

算
の

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

精
度
が

向
上
さ
れ

蓄
積
さ

れ
て
き

た
デ
ー

タ
に
よ
り

・
個

別
に

構
築

さ
れ

て
い

た
シ

ス
テ

ム
の

統
合

を
図

り
デ

ー
タ

一
元

化
が

進
め

ら
れ

て
、

、
各

病
院

で
開

催
さ

れ
る

評
価

会
で

は
、

か
な

り
高

い
精

度
で

の
経

営
状

況
の

把
握

・
分

析
い

る
。

・
対

応
等

を
迅

速
に

行
う

こ
と
が
で
き

、
経
営

改
善
を

進
め
る

こ
と
が
出

来
た
。

・
情
報
シ
ス

テ
ム
は

管
理
業

務
に
成
果

を
上
げ

て
い
る

こ
と
が

認
め
ら
れ

る
。

具
体

的
に

は
、

・
将
来
構
想

も
期
待

さ
れ
る

。
○

平
均

在
院

日
数

の
縮

減
に

よ
る
上
位

基
準
の

取
得

・
月

次
決

算
デ

ー
タ

の
活

用
は

経
営

分
析

に
大

変
有

用
で

評
価

で
き

る
。

オ
ン

ラ
イ

ン
○

督
促

の
強

化
に

よ
る

医
業

未
収
金
の

改
善

請
求
へ
の
協

力
も
厚

労
省
方

針
に
沿
っ

た
も
の

で
評
価

す
る
。

○
地

域
医
療

の
充
実

・
国

立
病

院
機

構
の

よ
う

な
大

規
模

な
組

織
で

は
、

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

導
入

等
Ｉ

Ｔ
○

病
診

連
携

に
よ

る
紹

介
率

や
逆
紹
介

率
の
改

善
化

の
推

進
か

極
め

て
重

要
で

あ
り

、
そ

の
ス

テ
ッ

プ
が

し
っ

か
り

と
取

ら
れ

て
い

る
。

○
適

正
な

在
庫

管
理

今
後
一
層
の

発
展
の

余
地
が

あ
る
。

な
ど

で
あ

る
（

業
務

実
績

７
３
頁

参
照
）

・
財

務
会

計
シ

ス
テ

ム
の

整
備

等
に

よ
り

、
月

次
決

算
に

お
け

る
高

い
精

度
で

の
経

営
。

状
況
の
把
握

・
分
析

や
、
経

営
改
善
の

取
組
み

に
貢
献

し
て
い

る
。

・
シ

ス
テ
ム

構
成
及
び

調
達
方

式
の
見

直
し
を
行

い
、

シ
ス

テ
ム

コ
ス

ト
の

削
実

績
：

○
・

月
次

決
算

デ
ー

タ
精

度
向

上
の

成
果

に
よ

る
経

営
改

善
努

力
は

評
価

に
値

し
、

中
期

減
、

業
務

運
営
の
合

理
化
、

シ
ス
テ

ム
調
達
に

お
け

る
透

明
性

の
確

保
等

を
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

回
線

に
つ

い
て

は
、

光
フ

ァ
イ

バ
ー

を
１

０
M
b
p
s
に

変
更

し
、

ユ
ー

ザ
の

目
標
を
上
回

っ
て
い

る
。

図
っ

た
か

。
利

便
性

、
操

作
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

一
方

、
回

線
使

用
料

に
つ

い
て

は
、

一
般

競
争

入
・

財
務

会
計

シ
ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
、

規
程

改
正

や
税

制
改

正
に

伴
う

必
要

な
改

修
を

札
に

よ
る

シ
ス

テ
ム

調
達

に
お

け
る

透
明

性
を

確
保

し
た

結
果

、
年

間
７

，
３

１
５

万
円

１
９
年
度
も

実
施
し

て
い
る

。
の

経
費

削
減

を
図

っ
た

（
業
務
実

績
７
５

頁
参
照

）
・

月
次

決
算

の
デ

ー
タ

を
基

に
、

各
病

院
で

毎
月

評
価

会
を

実
施

し
、

各
種

改
善

に
つ

。
・

H
O
S
P
n
e
t
の

運
用

保
守

に
つ

い
て

は
、

運
用

保
守

時
間

の
見

直
し

に
よ

り
年

間
３

，
２

３
０

な
げ

る
検

討
、

取
組

な
ど

努
力

は
し

て
い

る
。

万
円

の
経

費
削

減
を

図
っ

た
（
業

務
実
績

７
５
頁

参
照
）

・
特
段
、
高

く
評
価

す
る
新

し
い
取
組

や
実
績

は
み
ら

れ
な
い

。
。

・
支

払
業

務
に

お
い

て
ペ

イ
ジ

ー
（

P
a
y
-
e
a
s
y
）

及
び

国
税

電
子

申
告

・
納

税
シ

ス
テ

ム
・

全
体
と
し

て
目
標

を
上
回

っ
て
い
る

と
評
価

で
き
る

。
（

e
-
T
a
x
）

の
利

用
を

開
始

し
た

こ
と

に
よ

り
、

銀
行

窓
口

手
続

の
省

力
化

及
び

事
故

防
止

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
（
業
務
実

績
７
３

頁
参
照

）
。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
業

務
・
シ

ス
テ
ム
の

監
査
及

び
刷
新

可
能
性
調

査
を

踏
ま

え
、

平
成

１
９

年
実

績
：

○
・

Ｉ
Ｔ
シ
ス

テ
ム
の

レ
ビ
ュ

ー
を
行
う

事
が
必

要
。
医

事
会
計

シ
ス
テ
ム

の
統
一

(
標

準
度

ま
で
に

、
業
務
・

シ
ス
テ

ム
に
関

す
る
最
適

化
計

画
を

策
定

・
公

表
し

、
・

平
成

１
９

年
度

に
最

適
化

計
画
を
策
定

し
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
上

に
こ
れ
を

公
表
し

た
（
業

化
)の

推
進
。

。
そ

の
後
速

や
か
に
そ

の
計
画

を
実
施

し
た
か
。

務
実

績
７

４
頁

参
照

）
・

財
務

改
善

の
さ

ら
な

る
努

力
を

高
め

る
た

め
の

現
場

の
「

や
る

気
」

支
援

シ
ス

テ
ム

の
充
実
を
望

む
。

・
「

評
価

会
」

が
単

に
あ

ら
探

し
や

圧
力

、
さ

ら
に

は
各

病
院

の
区

別
化

、
差

別
化

に
な

ら
な
い
こ

と
を
望

む
。

・
さ
ら
な
る

最
適
化

、
健
全

化
に
期
待

し
た
い

。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
３

予
算
、
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

第
４

財
務
内
容

の
改
善
に
関

す
る
事
項

第
３

予
算

、
収
支
計

画
及
び
資

金
計
画

第
３

予
算

､
収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

「
第

３
業

務
運

営
の

効
率

化
に

関
す

る
「

第
２

業
務

運
営

の
効

率
化

に
関

す
る

事
項

」
で

定
め

た
事

項
に

配
慮

し
た

中
期

計
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
と

る
べ

き
措

置
」

画
の

予
算

を
作

成
し

、
当

該
予

算
に

よ
る

運
で

定
め

た
計

画
を

確
実

に
実

施
す

る
こ

と
に

営
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

中
期

目
標

の
よ

り
、

国
立

病
院

機
構

全
体

の
財

務
内

容
の

期
間

に
お

け
る

期
首

に
対

す
る

期
末

の
財

務
改

善
を

図
る

た
め

、
以

下
の

目
標

を
達

成
す

内
容
の

改
善
を
図

る
こ

と
。

る
。

１
経

営
の

改
善

１
経

営
の
改
善

１
経
営

の
改
善

１
経

営
の

改
善

１
．

４
期

連
続

の
経

常
収

支
黒

字
中

期
目

標
の

期
間

の
５

年
間

を
累

計
し

中
期

目
標

の
期

間
の

５
年

間
を

累
計

し
平

成
１

９
年

度
の

予
定

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を
１

平
均

在
院

日
数

の
短
縮
や
地

域
連
携

に
よ
る

診
療
報

酬
に
か
か

る
上
位

基
準
の

取
得
、

新
規
患
者

の
増
加

等
の
経

営
改
善

に
向
け
た

努
力
を

行
た

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を
た

損
益

計
算

に
お

い
て

、
経

常
収

支
率

を

０
１

．
５

％
と

す
る

。
う
と

と
も
に

赤
字
病

院
の
赤
字

を
圧
縮

す
る
た

め
経
営

指
導
を
積

極
的
に

実
施
し

た
。

１
０
０
％
程
度

と
す
る
こ

と
。

１
０
０

％
以
上
と

す
る
こ
と
を

目
指
す
。

経
常
費
用

が
対
前

年
度
１
４

７
億
円

の
増
に

な
っ
た

も
の
の
、

医
業
収

益
は
前

年
度
と

比
べ
３
１

２
億
の

増
と

な
っ
た
こ

と
に
よ
り

経
常
収

支
２
８

，
９
２

３
百
万

円
、
経
常

収
支
率

１
０
３

．
８
％

の
黒
字
と

な
っ
た

。
そ

の
結
果

、
平
成

１
６
年
度

の
経
常

収
支
１

９
６
百

万
円
、
平

成
１
７

年
度
の

経
常
収

支
３
，
５

６
４
百

万
円

、
平
成
１

８
年
度
の

経
常
収

支
８
，

９
７
５

百
万
円

の
黒
字
に

対
し
、

４
期
連

続
で
黒

字
と
な
る

と
と
も

に
昨
年

の
経
常

収
支
を
上

回
り
大

幅
に

経
営
改
善

さ
れ
た
。

、
（

）
、

（
）

、
ま

た
平
成
１

６
年
度

決
算
に

お
い
て

７
７
病
院

あ
っ
た

赤
字
病

院
再
編
施

設
を
除

く
に
つ
い

て
は

４
８

病
院

△
２
９

に
減

少
し

赤
字

額
に
つ

い
て
も

２
５
８
億

円
か
ら

１
２
４

億
円
（

△
１
３
４

億
円
）

と
な
り

大
幅
に

改
善
さ
れ

た
。

２
．

総
収

支
の

黒
字

化
平

成
１
９

年
度
に

お
い
て
も

、
純
利

益
２
３

，
８
９

２
百
万
円

の
黒
字

と
な
り

、
総
収

支
の
黒
字

が
維
持

さ
れ
て

い
る
。

総
収
支

額
平
成
１

６
年
度

△
１

，
５
６

１
百
万

円
平
成
１

７
年
度

＋
３
２

７
百
万

円
平
成
１

８
年
度

＋
８

，
９
７

５
百
万

円
（
利

益
剰
余
金

７
，
７

４
１
百

万
円
）

平
成
１

９
年
度

＋
２
３

，
８
９

２
百
万

円

３
．

医
業

未
収

金
の

解
消

平
成
１
７

年
度
に

「
国
立
病

院
機
構

に
お
け

る
債
権

回
収
事
務

の
手
引

」
を
作

成
し
、

平
成
１
８

年
度
に

高
額
療

養
費
の

現
物
給
付

化
及
び

出
産
育

児
一
時

金
の
受

領
代
理
制

度
が
導

入
さ
れ

た
こ
と

に
伴
う
当

該
手
引

の
改
正

を
行
い

、
各
病
院

へ
周
知

し
て
き

た
と
こ

ろ
で
あ
り

、
平
成

１
、

、
、

、
、

。
９
年

度
に
お

い
て
も

こ
れ

ら
を
踏

ま
え

ま
た

法
的

措
置
の

実
施
を

含
め

引
き
続

き
医
業
未

収
金
の
更

な
る
回

収
に
取

り
組
ん

で
い
る

な
お
、
公

共
サ
ー

ビ
ス
改
革

基
本
方

針
（
平

成
１
９

年
１
２
月

２
４
日

閣
議
決

定
）
に

従
い
、
平

成
２
０

年
度
よ

り
、
医

業
未
収
金

の
支
払

案
内

業
務

等
に

つ
い

て
、

民
間

事
業

者
の

創
意

工
夫

や
ノ

ウ
ハ

ウ
を

活
用

す
る

た
め

「
競

争
の

導
入

に
よ

る
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

改
革

に
関

す
る

法
、

律
」

に
基
づ

き
、
市

場
化
テ
ス

ト
に
よ

る
民
間

競
争
入

札
を
行
い

、
１
４

６
病
院

中
８
２

病
院
が
業

務
委
託

す
る

予
定
で
あ

る
。

※
医
業

未
収
金

残
高
（
不

良
債
権

相
当
分

）
平

成
1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

→
平

成
1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
） （

）
医

業
未

収
金

4,
6
40
百

万
円

→
4
,
16
0
百

万
円

△
48
0
百

万
円

（
）

破
産

更
生

債
権

等
2,
7
11
百

万
円

→
2
,
52
1
百

万
円

△
19
0
百

万
円

（
）

そ
の

他
の

医
業

未
収

金
1,
9
2
9
百

万
円

→
1
,
6
3
9
百

万
円

△
29
0
百

万
円

※
医
業

収
益
に

対
す
る
そ

の
他
の

医
業
未

収
金
の

割
合
医
業

収
益

そ
の

他
の
医

業
未
収

金
割
合

平
成
1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

1
,
2
8
1
,
5
6
7
百

万
円

（
1
7
.
4
～

19
.
1
）

1
,
9
2
9
百

万
円

0.
1
5
1
％

平
成
1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
）

1
,
3
0
8
,
1
8
4
百

万
円

（
1
8
.
4
～

20
.
1
）

1
,
6
3
9
百

万
円

0.
1
2
5
％

※
法
的

措
置
実

施
件
数

平
成

1
8
年

度
（

平
成

1
9
年

1
月

末
現

在
）

→
平

成
1
9
年

度
（

平
成

2
0
年

1
月

末
現

在
）

支
払

督
促

制
度

5
6
件

→
8
3
件

少
額

訴
訟

1
1件

→
1
3
件

訴
訟

1
7件

→
3
3
件

計
8
4件

→
12

9
件
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

４
．

個
別

病
院

毎
の

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

ラ
ン

）
の

策
定

特
に
早
急

な
経
営

改
善
着
手

が
必
要

な
５
９

病
院
が

、
本
部
及

び
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
の

支
援
を
受

け
な
が

ら
、
部

門
毎
の

生
産
性
に

着
目
す

る
な
ど

し
て
、

改
善
項

目
を
検
討

し
、
行

動
目
標

を
明
確

化
し
た
中

期
的
な

個
別
病

院
毎
の

経
営
改
善

計
画
（

再
生
プ

ラ
ン
）

を
策
定
し

た
。
そ

の
う
ち

、
南
横

浜
病
院

を
除
き
、

過
去
債

務
の
利

払
額
を

超
え
る
改

善
が
見

込
ま
れ

る
５
８

病
院
に
つ

い
て
平

成
２
０

年
３
月

末
に
本
部

が
承
認

し
た
。 な

お
、
南

横
浜
病

院
に
つ
い

て
は
、

改
善
目

標
に
達

成
し
て
い

な
い
と

と
も
に

、
病
院

運
営
の
改

善
を
図

る
た
め

の
中
期

的
な
行
動

目
標
・

計
画
を

策
定
す

る
こ
と

も
困
難
で

あ
り
、

債
務
が

累
増
す

る
状
況
を

改
善
す

る
方
策

が
な
い

こ
と
か
ら

承
認
す

る
こ
と

が
で
き

な
か
っ
た

。
こ
の

た
、「

（
）

」（
）

、
め

経
営
改

善
計
画

再
生

プ
ラ
ン

の
策
定
・
達

成
不
能

な
病
院

の
取
扱

い
に
つ
い

て
平

成
２
０

年
３
月

３
１
日
本

部
決
定

に
基
づ
き

神
奈

川
県
内

の
結
核

患
者
の
動

向
や
地

域
医
療

の
現
状

を
踏
ま
え

平
成
２

０
年
１

２
月
１

日
を
も
っ

て
廃
止

す
る

こ
と
と
し

た
。

【
再

生
プ
ラ

ン
の
具

体
的
な
取

組
み
】

※
本
部
・

ブ
ロ
ッ

ク
事
務
所

の
体
制

本
部
及

び
ブ
ロ

ッ
ク
事
務

所
に
専

属
チ
ー

ム
を
設

置
し
、
さ

ら
に
病

院
長
、

副
院
長

等
を
本
部

特
別
顧

問
と
し

て
委
嘱

・
本

部
特

別
顧

問
（

再
生

プ
ラ

ン
担

当
）

１
９

名
・

本
部

再
生

プ
ラ

ン
専

属
チ

ー
ム

２
６

名
・
ブ
ロ

ッ
ク
事

務
所
再
生

プ
ラ
ン

専
属
チ

ー
ム

７
３
名

※
中
期
的

な
（
平

成
２
０
年

度
～
平

成
２
２

年
度
３

年
間
）
経

営
改
善

計
画
を

策
定

・
事

業
規

模
関

係
・

・
・
病

院
規
模

等
・
サ
ー

ビ
ス
内

容
関
係
・

・
・
実

施
診
療

科
等

・
サ
ー

ビ
ス
体

制
関
係
・

・
・
病

棟
編
成

、
人
員

配
置
等

・
設

備
投

資
関

係
・

・
・
医

療
機
器

更
新
計

画
、
建
物

保
守
等

計
画

・
資

金
関

係
・

・
・
中

期
の
資

金
計
画

※
現
在
の

患
者
数

、
診
療
収

益
な
ど

を
前
提

に
「
人

、
物
、
資

金
」
の

最
適
化

・
部
門

別
（
診

療
科
・
病

棟
等
）

の
収
益

・
生
産

性
に
よ
る

分
析

→
課

題
の
所

在
を
ピ
ン

ポ
イ
ン

ト
で
明

確
化

・
ベ
ン

チ
マ
ー

ク
に
よ
る

分
析

→
原

因
の
把

握
、
具
体

的
な
目

標
値
の

設
定

・
機
能

強
化
・

生
産
性
の

向
上

→
外

部
環
境

分
析
な
ど

に
よ
る

実
現
可

能
性
の

検
証

・
診
療

機
能
、

規
模
、
人

員
体
制

の
見
直

し
→
ダ

ウ
ン
サ

イ
ジ
ン
グ

（
人
事

異
動
も

考
慮
）

※
個
別
訪

問
等
の

実
施

計
画
策

定
に
際

し
て
は
、

病
院
の

計
画
案

と
改
善

目
標
額
（

率
）
と

の
乖
離

が
大
き

い
病
院
な

ど
、
特

に
必
要

と
認
め

ら
れ
る
２

８
病
院

に
対

し
て
、

本
部
・

ブ
ロ
ッ
ク

事
務
所

が
、
個

別
に
訪

問
。
病
院

幹
部
の

意
識
改

革
を
図

る
こ
と
を

基
本
に

、
生

産
性
の
指

標
か
ら
病

院
の
課

題
を

徹
底
的

に
洗
い

出
し
、
考

え
得
る

具
体
的

な
改
善

方
策
に
つ

い
て
、

病
院
と

の
意
見

交
換
を
通

じ
て
計

画
策

定
を
支
援

。

【
説

明
資
料

】
資

料
7
6
：

経
営

の
改

善
〔

3
6
4
頁

〕
資

料
7
7
：
平

成
１
９

年
度
医
業

未
収
金

に
係
る

法
的
措

置
等
実
施

状
況

〔
3
7
6

頁
〕

資
料

6
3
：

中
期

的
観

点
か

ら
の

個
別

病
院

の
経

営
改

善
に

つ
い

て
〔

3
1
4
頁

〕



-
8
0

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
［
数

値
目
標

］
・
５

年
間
で

累
計
し
た

損
益
計

算
で
経

常
収
支
率

１
０

０
％

以
上

平
成

１
６

年
度

か
ら

平
成

１
９

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
累

計
し

た
損

益
計

算
で

経
常

収
支

大
幅

な
経

営
改

善
は

高
く

評
価

す
る

。
個

別
病

院
毎

の
再

生
プ

ラ
ン

の
策

定
も

非
常

率
は

１
０

１
．

５
％

と
な

っ
て

い
る

（
業
務

実
績
７

７
頁
参

照
）

に
重
要
で
あ

り
、
今

後
の
目

標
達
成
に

向
け
た

更
な
る

努
力
を

注
視
し
て

い
き
た

い
。

。

［
評

価
の
視

点
］

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
・
中

期
計
画

で
掲
げ
た

経
常
収

支
率
に

係
る
目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

取
り

組
実

績
：

○
み

、
着
実

に
進
展
し

て
い
る

か
。

・
平

均
在

院
日

数
の

短
縮

や
地

域
連

携
に

よ
る

診
療

報
酬

上
位

基
準

の
取

得
な

ど
経

営
改

善
・

経
常
収
支

率
を
は

じ
め
著

し
く
改
善

さ
れ
て

い
る
。

に
向

け
た

収
益

の
増

加
や

、
経

費
節

減
等

の
努

力
を

行
い

、
４

期
連

続
の

黒
字

（
経

常
収

・
大
幅
な
経

営
改
善

を
達
成

し
た
。

支
）

か
つ

、
大

幅
な

改
善

と
な

り
、

中
期

計
画

で
掲

げ
た

目
標

に
向

け
て

着
実

に
進

展
が

・
堅
実
な
努

力
を
積

み
上
げ

て
成
果
を

出
し
て

い
る
こ

と
は
高

く
評
価
で

き
る
。

図
ら

れ
た
。

・
４

期
連

続
の

黒
字

、
経

常
収

支
2
8
9
億

円
、

経
常

収
支

率
1
0
3
.
8
％

は
大

変
高

く
評

価
（

平
成

１
９

年
度

経
常

収
支
＋
２
８

９
億
円

、
経
常

収
支
率

１
０
３
．

８
％

（
業

務
実

で
き
る
。

）
績

７
７

頁
参

照
）

・
個
別
病
院

毎
の
再

生
プ
ラ

ン
の
策
定

は
非
常

に
重
要

で
あ
る

。
・

在
院

日
数

の
短

縮
や

経
費

節
減

を
着

実
に

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
１

９
年

度
は

医
業

・
総

収
支

に
つ

い
て

も
昨

年
を

大
き

く
上

回
り

３
期

連
続

で
純

利
益

を
出

す
こ

と
が

で
き

、
未

収
金

を
減

ら
し

て
お

り
、

１
６

年
度

か
ら

１
９

年
度

ま
で

の
４

年
間

で
累

計
し

た
損

通
期

の
利

益
剰

余
金

３
１

６
億

円
を

計
上

し
た

（
業

務
実

績
７

７
頁

参
照

）
益

計
算

で
経

常
収

支
率

1
0
1
.
5
％

は
高

く
評

価
で

き
る

。
。

・
平

成
1
9
年

度
の

経
常

収
支

率
は

1
0
3
.
8
％

。
4
期

連
続

の
黒

字
か

つ
大

幅
改

善
と

な
っ

・
個

々
の

病
院

毎
で

は
赤

字
病

院
数
が

減
少

△
２
９
病

院
す
る
と
と

も
に
赤

字
額

△
た

。
こ

の
結

果
、

平
成

1
6
年

度
か

ら
平

成
1
9
年

度
ま

で
の

４
年

間
で

累
計

し
た

損
益

計
、

（
）

（
１

３
４

億
円

）
が

減
少

し
、

大
幅
な
収

支
改
善

が
さ
れ

た
（
業
務
実

績
７
７

頁
参
照

）
算

で
の
経
常

収
支
率

は
1
0
1
.
5
％

と
な
り
、

中
期
計

画
の

数
値
目
標

達
成

に
向

け
、
着

実
。

な
進

展
が

は
か

ら
れ

た
。

昨
今

の
厳

し
い

医
療

経
営

環
境

の
中

、
高

く
評

価
で

き
る

実
・

全
体

的
に

は
着

実
な

進
展

が
図

ら
れ

て
い

る
中

に
あ

っ
て

、
国

時
代

の
設

備
投

資
等

に
よ

績
と
い
え
る

。
る

長
期

借
入

金
の

返
済

が
不

可
能

な
状

態
に

あ
っ

た
病

院
等

（
５

８
病

院
）

に
つ

い
て

、
・

４
年

連
続

経
常

黒
字

達
成

は
中

期
目

標
を

大
幅

に
上

回
り

、
本

部
並

び
に

各
病

院
の

過
去

債
務

の
利

払
額

を
超

え
る

改
善

を
図

る
た

め
の

中
期

的
な

経
営

改
善

計
画

（
再

生
プ

努
力
に
心
か

ら
の
拍

手
を
送

り
た
い
。

ラ
ン

）
を

策
定

し
た

（
業
務
実
績

７
８
頁

参
照
）

・
収

益
増

に
向

け
た

様
々

な
取

組
、

経
費

減
へ

の
各

般
の

努
力

な
ど

に
よ

り
経

常
収

支
。

、
．

。
２

８
９
億
円

の
黒
字

収
支
率
１
０

３
８
％
と

大
変
に

良
好
な
経

営
実
績

を
あ
げ

た
総

収
支

で
も

２
３

８
億

円
の

黒
字

と
対

前
年

１
４

９
億

円
増

と
大

幅
増

益
で

高
く

評
価

す
る

。
・

累
計

損
益

計
算

で
経

常
収

支
率

１
０

０
％

以
上

の
中

期
目

標
に

対
し

て
、

１
０

１
．

５
％
と
既
に

大
き
く

上
回
っ

て
お
り
、

高
く
評

価
す
る

。
・

赤
字

病
院

が
減

少
し

、
残

っ
た

赤
字

病
院

に
対

し
て

も
再

生
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
な

ど
経

営
改

善
に

向
け

た
取

組
を

開
始

し
て

い
る

。
高

く
評

価
す

る
し

、
大

い
に

期
待

し
た

い
。

・
診

療
報

酬
引

き
下

げ
の

中
で

経
常

収
支

率
１

０
０

％
以

上
を

確
実

に
達

成
。

目
標

に
は

な
い
が
、

未
収
金

対
策
に

も
力
を
入

れ
る
べ

き
で
あ

る
。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
特
に
な
し

。



-
8
1

-

平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

２
固
定
負
債
割
合
の
改
善

２
固

定
負
債
割

合
の
改
善

２
固
定

負
債
割
合
の

改
善

２
固

定
負

債
割

合
の

改
善

１
．

病
院

の
機

能
維

持
に

必
要

な
整

備
を

行
い

つ
つ

負
債

の
減

少
各

病
院

の
機

能
の

維
持

を
図

り
つ

つ
、

各
病

院
の

機
能

の
維

持
を

図
り

つ
つ

、
平

成
１

９
年

度
の

長
期

借
入

等
の

予
定

枠
を

４
３

０
億

円
（

平
成

投
資

の
効

率
化

を
進

め
、

国
立

病
院

機
構

投
資

を
抑

制
的

に
行

う
こ

と
に

よ
り

、
機

１
８

年
度

か
ら

繰
り

越
さ

れ
る

も
(
1)

建
築

単
価

の
見

直
し

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
の

残
高

）
を

構
の

固
定

負
債

（
長

期
借

入
金

の
残

高
）

の
を

含
む

）
と

す
る

と
と

も
に

、
建

物
整

備
に

お
け
る
建
築

コ
ス
ト

を
引
き

下
げ
る

こ
と
に
よ

り
、
必

要
な
整

備
内
容

を
確
保
し

つ
つ
整

備
総
額

の
縮
減

を
図
っ
た

。
減

ら
す
こ
と
に

よ
り
財
務

内
容
の
改

善
を

を
減
少

さ
せ
る
。

内
部

資
金

の
有

効
活

用
に

よ
り

、
図

る
こ
と
。

そ
の

た
め

、
個

々
の

病
院

に
お

け
る

建

機
構

の
固

定
負

債
（

長
期

借
入

金
(
2)

医
療

機
器

整
備

の
投
資
枠

物
や

大
型

医
療

機
器

の
投

資
に

当
た

っ
て

等
の

残
高

）
を

減
少

さ
せ

る
。

病
院
の

機
能
維

持
に
必
要

な
医
療

機
器
へ

の
投
資

を
適
切
に

行
う
た

め
、
各

病
院
の

平
成
１
８

年
度
の

決
算

状
況
を
踏

ま
え
た
投

資
枠
を

設
は

、
長

期
借

入
金

等
の

償
還

確
実

性
等

を

定
し
、
投

資
の
回

収
や
効
果

に
つ
い

て
も
十

分
に
検

証
を
行
い

、
必
要

か
つ
無

駄
の
な

い
投
資
を

行
っ
た

。
確

保
す

る
と

と
も

に
、

一
定

の
自

己
資

金

を
用
意

す
る
こ
と

を
原
則
と
す

る
。

(
3
)

内
部
資

金
の
活

用
内
部
資

金
を
活

用
す
る
こ

と
に
よ

り
償
還

期
間
の

短
い
貸
付

設
定
や

償
還
方

法
の
多

様
化
を
行

い
、
病

院
が
投

資
内
容

に
見
合
っ

た
償
還

期
間

を
選
択

し
や
す

い
も
の
と

し
た
。

こ
の
こ

と
に
よ

り
機
構
全

体
と
し

て
長
期

借
入
金

の
償
還
を

早
め
る

仕
組

み
を
平
成

１
９
年
６

月
よ
り

実
施

し
た
。

な
お
、

医
療
機

器
整
備
に

つ
い
て

は
、
独

法
化
後

は
じ
め
て

財
政
融

資
資
金

か
ら
借

入
を
行
わ

ず
、
財

投
機
関

債
と
内

部
資
金
に

よ
り
投

資
１

予
算

別
紙
１

１
予

算
別

紙
１

を
行
っ
た

。
２

収
支
計
画

別
紙
２

２
収

支
計

画
別

紙
２

○
中
期

目
標

（
中

期
計

画
期

間
中

総
投

資
額

1
,
9
8
4
億

円
）

に
対

す
る

進
捗

16
年

度
1
7
年

度
18
年

度
19
年

度

支
払

決
定

額
6
8
4
億

円
4
5
1
億

円
3
1
2
億

円
2
2
6
億

円

累
計

額
6
84

億
円

1
,1
3
5億

円
1,

44
7
億

円
1
,
67
3億

円

総
投
資

額
に
対
す

る
割
合

累
計

額
／

1
,
9
8
4
億

円
3
4
.
4
％

5
7.
2
％

7
2
.
9
％

8
4
.
3
％

（
）

○
平
成
1
9
年

度
長
期
借
入

金
等
借
入

実
績

区
分

計
画

実
績

差
額

財
政

融
資

資
金

3
7
0
億

円
1
0
0
億

円
▲

2
7
0
億

円

財
投

機
関

債
5
0
億

円
50
億

円
0
億

円

民
間

借
入

1
0
億

円
0
億

円
▲

1
0
億

円

合
計

43
0
億

円
1
50
億

円
▲

28
0
億

円

※
財
政

投
融

資
資

金
2
0
0
億

円
は

、
平

成
2
0
年

度
へ

繰
越

○
固
定
負
債

額
の
減
少
割

合

対
前
年
度

対
前
々
年
度

対
1
6
年
度

1
6
年

度
期
首

1
7
年

度
期
末

1
8
年
度

期
末

1
9
年
度

期
末

減
少
率

減
少

額
減

少
率

減
少

額
減

少
率

減
少

額
7
,
47
1億

円
7
,
22
3億

円
6
,9
2
5億

円
6
,5
0
1億

円
▲

42
4億

円
▲

6
.1
％

▲
7
22
億

円
▲
10
.
0％

▲
9
7
0億

円
▲

1
3.
0
％

※
財
政

融
資
資
金

繰
上
償
還
額

９
１
億
円

を
含
む
。

【
説
明

資
料
】

資
料

7
8
：

独
立

行
政

法
人

国
立

病
院

機
構

年
度

計
画

別
紙

１
平

成
１

９
年

度
予

算
〔

3
7
9
頁

〕
資
料

7
9
：
独
立

行
政
法

人
国
立
病

院
機
構

年
度
計

画
別

紙
２

平
成
１
９

年
度
収

支
計
画

〔
3
8
1

頁
〕

４
国
立
病
院
機
構
が
承
継
す
る
債
務
の
償
還

４
機

構
が
承
継

す
る
債
務

の
償
還

４
機
構

が
承
継
す
る

債
務
の
償

還
４

機
構

が
承

継
す

る
債

務
の
償
還

１
．

財
政

融
資

資
金

の
繰

上
げ

償
還

承
継

し
た

債
務

の
処

理
を

確
実

に
行

う
企

業
会

計
原

則
に

基
づ

く
、

会
計

処
理

平
成

１
９

年
度

の
償

還
を

約
定

ど
お

り
行

う
。

機
構
が
承

継
し
た

過
去
債
務

に
つ
い

て
、
将

来
の
債

務
負
担
軽

減
の
観

点
か
ら

、
平
成

１
９
年
度

は
財
政

融
資

資
金
借
入

金
の
繰
上

償
還
（

９
こ

と
。

へ
と

変
わ

る
こ

と
か

ら
、

国
立

病
院

機
構

０
．

6
億

円
）

を
行

っ
た

こ
と

。
ま

た
、

繰
上

償
還

に
よ

っ
て

生
じ

る
補

償
額

（
１

５
.
6
億

円
）

と
当

初
利

息
（

２
１

.
4
億

円
）

と
の

差
額

（
△

全
体

と
し

て
、

収
支

相
償

を
目

指
す

と
と

５
.
8
億

円
）

に
よ

り
、

経
営

改
善

の
活

用
策

と
し

た
。

も
に

、
借

入
金

の
元

利
償

還
を

確
実

に
行

う
。

平
成
１
９

年
度
償

還
額

元
金

５
７
，
４

０
２
，
７

５
４
千

円
利

息
１

８
，
８

９
４
，
０

６
５
千

円
合

計
７

６
，
２

９
６
，
８

１
９
千

円
（

う
ち
繰

上
償
還

額
）

元
金

９
，
０

６
３
，
８

２
０
千

円
補

償
額

１
，
５

６
６
，
６

１
０
千

円
合

計
１

０
，
６

３
０
，
４

３
０
千

円

２
．

約
定

ど
お

り
の

確
実

な
償

還
当

初
、
予

定
し
て

い
た
平
成

１
９
年

度
分
に

つ
い
て

も
、
約
定

ど
お
り

償
還
を

確
実
に

行
っ
た
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
４

短
期
借
入
金
の
限
度
額

第
４

短
期

借
入
金
の

限
度
額

第
４

短
期

借
入

金
の

限
度

額

１
限

度
額

1
1
0
,
0
0
0
百

万
円

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

短
期

借
入

金
は

な
い

。
１

限
度

額
１
１
０

，
０
０
０

百
万
円

２
想
定

さ
れ
る
理
由

２
想

定
さ

れ
る

理
由

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

等
に

よ

①
運

営
費

交
付

金
の

受
入

遅
延

る
資

金
不
足
へ

の
対
応

等
に

よ
る

資
金

不
足

へ
の

対
応

②
業

績
手
当

ボ
ー

ナ
ス

の
支
給

等
（

）
、

②
業

績
手

当
（

ボ
ー

ナ
ス

）
の

資
金

繰
り
資
金

の
出
費
へ

の
対
応

支
給

等
、

資
金

繰
り

資
金

の
出

費
へ

の
対

応
③

予
定

外
の

退
職

者
の

発
生

に
伴

う
退

③
予

定
外

の
退

職
者

の
発

生
に

職
手

当
の

支
給

等
、

偶
発

的
な

出
費

増

伴
う

退
職

手
当

の
支

給
等

、
偶

へ
の

対
応

発
的

な
出

費
増

へ
の

対
応

第
５

重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、
又
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
そ
の
計
画

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

第
５

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

し
よ

う
と

す
る

と
に
供

し
よ
う
と

す
る
と
き

は
そ
の
計
画

○
浜

田
医

療
セ

ン
タ

ー
の

土
地

交
換

処
分

き
は

そ
の

計
画

な
し

島
根
県
県

西
部
地

域
の
高
度

医
療
を

担
う
中

心
的
な

医
療
機
関

と
し
て

位
置
づ

け
ら
れ

て
い
る
国

立
病
院

機
構
浜

田
医
療

セ
ン
タ
ー

は
、
島

根
な
し

県
、

浜
田
市

等
に
よ

る
県
西
部

の
地
域

医
療
の

充
実
強

化
を
図
る

た
め
の

協
議
等

に
お
い

て
浜
田
医

療
セ
ン

タ
ー

の
機
能
強

化
に
は
抜

本
的
な

整
備
が

必
要
と

さ
れ
、

敷
地
が
狭

隘
な
た

め
早
期

に
移
転

新
築
が
で

き
る
よ

う
協
力

す
る
こ

と
が
合
意

さ
れ
た

。
島

根
県
は
、

既
存
の
成

人
病
予

防
セ
ン

タ
ー
等

を
浜
田

医
療
セ
ン

タ
ー
と

合
築
し

、
運
営

を
委
託
す

る
こ
と

と
し
、

浜
田
市

は
Ｊ
Ｒ
浜

田
駅
北

側
を

「
浜
田
市

医
療
福
祉

ゾ
ー
ン

」
と
し

て
位
置

づ
け
整

備
す
る
方

針
を
決

定
、
駅

北
側
再

開
発
計
画

の
一
環

と
し
て

浜
田
医

療
セ
ン
タ

ー
整
備

に
ま

と
ま
っ
た

一
体
地
を

確
保
し

、
現
在

の
浜
田

医
療
セ

ン
タ
ー
敷

地
と
土

地
交
換

契
約
を

締
結
し
た

。
な

お
、
浜

田
市
は

、
交
換
に

よ
り
取

得
し
た

土
地
を

文
教
・
住

居
ゾ
ー

ン
と
位

置
付
け

、
将
来
の

浜
田
市

の
活

性
化
に
供

す
る
ま
ち

づ
く
り

計
画
を

策
定
す

る
こ
と

と
し
て
い

る
。

第
６

剰
余

金
の

使
途

第
６

剰
余

金
の
使
途

第
６

剰
余

金
の

使
途

平
成

１
９
年

度
の
決

算
に
お
い

て
２
３

，
８
９

２
百
万

円
の
剰
余

が
生
じ

た
た
め

、
積
立

金
と
す
る

こ
と
と

し
て

い
る
。

決
算

に
お

い
て

剰
余

を
生

じ
た

場
合

は
、

な
お

、
平
成

１
８
年

度
決
算
に

お
け
る

７
，
７

４
１
百

万
円
の
剰

余
に
つ

い
て
は

、
平
成

２
０
年
３

月
３
１

日
、

厚
生
労
働

大
臣
か
ら

目
的
積

立
将

来
の

投
資

（
病

院
建

物
の

整
備

・
修

繕
、

金
の
承

認
を
受

け
た
。

医
療
機
器

等
の
購
入
等

）
に
充
て

る
。
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評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ｓ

評
定

Ｓ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
固

定
負

債
割

合
に

つ
い

て
平

成
１
５

年
度
と

の
比
較
で

１
４

５
％
減
少

し
６
５
０

、
．

（
，

１
１

２
百

万
円

、
中

期
目

標
の
達
成

に
向
け

て
着
実

な
進
展

が
あ
っ
た

。
固

定
負

債
割

合
の

改
善

は
、

中
期

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
実

績
で

あ
り

高
く

評
価

す
）

る
。

［
数

値
目
標

］
・
固

定
負
債

割
合
１
割

削
減

６
８
４

，
４
１
４

百
万

円
・

平
成

１
５

年
度

と
の

比
較

で
１

４
．

５
％

減
少

し
た

（
６

５
０

，
１

１
２

百
万

円
（

業
）
。

（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
（
承

継
時
長
期

借
入
金

７
６
０

，
４
６
０

百
万

円
）

務
実

績
８

０
頁

参
照

）
・

著
し
く
改

善
さ
れ

て
い
る

。
［
評

価
の
視

点
］

・
予
定
よ
り

も
順
調

に
固
定

負
債
が
減

少
し
て

い
る
。

・
投

資
を
抑

制
的
に
行

い
、
固

定
負
債

の
減
少
を

図
っ

て
い

る
か

。
実

績
：

○
・

固
定
負
債

の
減
少

、
適
正

な
投
資
な

ど
計
画

を
上
回

る
結
果

を
出
し
て

い
る
。

ま
た

個
々
の
病

院
に
お

け
る
建

物
や
大

型
医

療
機

器
の

投
資

に
当

た
っ

て
・

中
期

目
標

を
上

回
る

整
備

を
確

保
し

つ
つ

、
長

期
借

入
金

残
高

が
対

前
年

度
６

．
１

％
、

・
資
金
調
達

、
運
用

も
妥
当

で
あ
り
評

価
で
き

る
。

、
、

長
期

借
入

金
等
の
償

還
確
実

性
等
や

一
定
の
自

己
資

金
等

を
含

め
、

基
本

的
４

２
４

億
円

の
減

少
（

平
成

１
８
年
度

は
４
．

１
％
、

２
９
８

億
円
減
）

を
図
っ

た
。

・
固

定
負

債
割

合
の

減
少

、
長

期
借

入
金

残
高

の
減

少
、

長
期

借
入

金
の

抑
制

を
高

く
な

考
え
方

等
は
整
備

さ
れ
て

い
る
か

。
ま

た
、

第
４

期
事

業
年

度
に

お
い

て
、

中
期

目
標

の
１

０
％

削
減

を
上

回
る

１
３

％
削

減
評

価
す
る
。

を
達

成
し

た
（

業
務

実
績
８
０
頁

参
照
）

・
病

院
の

建
物

整
備

及
び

医
療

機
器

整
備

に
関

し
て

、
建

築
コ

ス
ト

の
引

き
下

げ
や

医
。

療
機

器
の

た
め

の
適

切
な

投
資

で
、

長
期

借
入

金
の

残
高

を
着

実
に

減
ら

し
、

１
９

年
・
収

支
計
画

及
び
資
金

計
画
に

つ
い
て

、
計
画
と

実
績

と
を

比
較

し
て

乖
離

が
実

績
：

〇
度

の
短
期
借

入
金
が

な
か
っ

た
こ
と
は

高
く
評

価
で
き

る
。

あ
る

場
合

、
そ
の
理

由
は
合

理
的
な

も
の
か
。

・
投

資
に

当
た

っ
て

は
、

平
成

１
８

年
度

ま
で

の
契

約
状

況
の

分
析

に
よ

る
算

定
方

法
の

見
・

建
築

コ
ス

ト
の

削
減

、
投

資
へ

の
内

部
資

金
の

活
用

等
に

よ
り

、
中

期
目

標
を

上
回

直
し

や
、

必
要

な
整

備
量

を
確
保
し
つ

つ
、
長

期
借
入

金
を
抑

制
し
た
。

る
整

備
を

確
保

し
つ

つ
、

長
期

借
入

金
残

高
を

対
1
8
年

度
比

6
.
1
％

、
4
2
4
億

円
の

減
少

ま
た

、
長

期
借

入
金

残
高

を
減
少
さ
せ

る
た
め

、
次
の

取
組
を

行
っ
た
。

を
図
っ
た
点

は
高
く

評
価
で

き
る
。

（
１

）
よ

り
実

勢
価

格
に

近
い

積
算

価
格

と
す

る
た

め
整

備
計

画
時

か
ら

建
築

コ
ス

ト
の

・
固

定
負

債
割

合
は

平
成

1
5
年

度
対

比
1
4
.
5
％

減
少

し
、

中
期

計
画

の
数

値
目

標
（

平
削

減
成

15
年

度
対

比
1
割

削
減

）
を

上
回

る
実

績
を

あ
げ

た
点

は
高

く
評

価
で

き
る

。
（

２
）

投
資

へ
の

内
部

資
金

（
病
院
の

自
己
資

金
、
預

託
金
等

）
の
活
用

・
平
成
1
9
年

度
分
は

、
約
定

に
従
い
、

確
実
に

償
還
を

行
っ
て

い
る
。

（
３

）
繰

上
償

還
に

よ
る

固
定
負
債
の

減
少
（

業
務
実

績
８
０

頁
参
照
）

・
固
定
負
債

割
合
減

少
は
着

実
に
成
果

を
あ
げ

、
中
期

目
標
を

大
幅
に
上

回
っ
た

。
・

平
成

１
９

年
度

決
算

に
お

い
て
約
２
３

９
億
円

の
剰
余

金
を
生

じ
さ
せ
る

こ
と
が

で
き
た

・
長
期
借
入

金
残
高

の
減
少

も
大
幅
に

中
期
目

標
を
上

回
っ
た

。
。

（
業

務
実

績
８

１
頁

参
照

）
・

計
画
的
な

資
金
運

用
で
短

期
借
入
金

を
必
要

と
し
な

か
っ
た

成
果
も
大

き
い
。

・
固

定
負

債
割

合
の

改
善

に
つ

い
て

、
建

築
単

価
の

見
直

し
、

医
療

機
器

投
資

の
適

切
・
短

期
借
入

金
に
つ
い

て
、
借

入
理
由

や
借
入
額

等
の

状
況

は
適

切
な

も
の

と
実

績
：

○
化

、
内

部
資

金
の

有
効

活
用

等
に

よ
り

、
着

実
に

進
ん

で
お

り
、

中
期

目
標

(
１

割
減

)
認

め
ら

れ
る

か
。

・
計

画
的

な
資

金
運

用
を

行
い

、
短

期
借

入
金

を
必

要
と

し
な

か
っ

た
（

業
務

実
績

８
１

頁
を

大
き

く
上

回
る

水
準

(
１

４
．

５
％

)
と

な
っ

て
い

る
。
高
く

評
価
す
る

。
。

参
照

）
・

中
期

目
標

を
上

回
る

整
備

水
準

を
確

保
し

つ
つ

長
期

債
務

を
１

９
年

度
も

４
２

４
億

円
減
(
対

前
年
１

２
６
億

円
の
削

減
増
)
を
図
っ

て
お
り

、
高
く

評
価
す
る

。
・
借

入
金
の

元
利
償
還

を
確
実

に
行
っ

て
い
る
か

。
実

績
：

〇
・

借
入

金
の

元
利

償
還

も
確

実
に

行
っ

て
い

る
ほ

か
、

１
９

年
度

は
将

来
の

経
営

負
担

・
繰

上
償

還
に

つ
い

て
は

、
将

来
の

債
務

負
担

を
軽

減
（

５
.
８

億
円

）
さ

せ
、

今
後

１
０

年
軽

減
を

企
図

し
、

新
た

に
９

０
億

円
の

繰
り

上
げ

償
還

を
実

施
し

た
こ

と
も

、
将

来
に

間
の

医
療

機
器

、
建

物
等

に
係

る
投

資
に

必
要

な
資

金
の

確
保

し
つ

つ
、

投
資

期
間

相
当

わ
た
る
経
営

健
全
性

を
図
る

観
点
か
ら

も
高
く

評
価
す

る
。

（
残

存
期

間
１

０
年

も
の

）
の
借
入
金

を
繰
上

償
還
し

た
（
業
務
実

績
８
０

頁
参
照

）
・

い
ず
れ
も

目
標
を

大
幅
に

上
回
っ
て

い
る
。

。
、

、
。（

）
・

平
成

１
９

年
度

分
は

約
定

に
従
い

確
実

に
償
還

を
行
っ

た
業
務

実
績
８

０
頁
参
照

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
特
に
な
し

。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
７

そ
の
他
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
運
営
に
関
す
る
事
項

第
５

そ
の
他
業

務
運
営
に
関

す
る
重
要

事
項

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

第
７

そ
の

他
主

務
省

令
で

定
め

る
業

務
運

営
に

関
す

る
事

項
営
に

関
す
る
事

項

１
人
事
に
関
す
る
計
画

１
人

事
に
関
す

る
計
画

１
人
事

に
関
す
る
計

画
１

人
事

に
関

す
る

計
画

①
方

針
①

方
針

①
方

針
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

国
民

の
医

療
需

要
や

医
療

環
境

の
変

化
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
し

て

１
．

患
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
及

び
療

養
介

護
事

業
へ

の
対

応
（

再
掲

）
に

応
え

、
良

質
な

医
療

を
効

率
的

に
提

供
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

供
し

て
い

く
た

め
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
数

に
つ

平
成
１
８

年
１
０

月
の
自
立

支
援
法

施
行
に

よ
り
、

２
７
病
院

が
療
養

介
助
事

業
者
と

な
っ
て
お

り
、
対

象
病
棟

の
対
象

患
者
に
対

す
る
個

別
し

て
い

く
た

め
に

、
医

師
等

の
医

療
従

事
従

事
者

数
に

つ
い

て
は

、
医

療
を

取
り

い
て

は
、

医
療

を
取

り
巻

く
状

の
療

養
介
護

計
画
書

を
作
成
し

た
り
、

療
養
介

助
員
を

増
員
す
る

な
ど
し

て
、
サ

ー
ビ
ス

を
充
実
さ

せ
て
い

る
。

者
を

適
切

に
配

置
す

る
一

方
、

技
能

職
に

巻
く

状
況

の
変

化
に

応
じ

て
柔

軟
に

対

況
の

変
化

に
応

じ
て

柔
軟

に
対

ま
た
、
患

者
の
多

様
な
要
望

に
応
じ

て
ケ
ア

の
充
実

を
図
る
た

め
、
看

護
師
の

指
示
の

下
、
入
浴

、
食
事

、
排
泄

等
の
ボ

デ
ィ
ー
タ

ッ
チ
を

主
つ

い
て
は
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ

ン
グ
等
に

努
め

応
す

る
。

、

応
す

る
。

と
し

た
療
養

介
助
員

を
重
心
・

筋
ジ
ス

病
棟
の

み
な
ら

ず
、
神
経

難
病
病

棟
を
含

め
９
５

人
増
員
し

、
長
期

療
養

患
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
基

本
で
あ

る
一

層
の
効
率
化

を
図
る
こ

と
。

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

て
は

、
業

技
能

職
等

の
職

種
に

つ
い

て
日
常

生
活
の

ケ
ア
に

関
す
る
介

助
サ
ー

ビ
ス
の

提
供
体

制
を
強
化

し
た
。

ま
た

、
必

要
な

人
材

の
育

成
や

能
力

開
務

の
簡

素
化

・
迅

速
化

、
ア

ウ
ト

ソ
ー

、
、

発
、

人
事

評
価

や
異

動
を

適
切

に
行

う
こ

シ
ン

グ
化
等
に

よ
る
効
率

化
を
図
る
。

は
業

務
の

簡
素

化
・

迅
速
化

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
等

に
よ

【
療
養
介

助
員
配

置
数
】

と
の

で
き

る
シ

ス
テ

ム
の

確
立

を
図

る
こ

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
及

び
有

る
効

率
化

を
図

る
。

平
成

１
８
年

度
３
９

病
院

３
１
４

名
→

平
成
１

９
年
度

４
３

病
院

４
０
９
名

と
。

効
活

用
を

図
る

た
め

、
ブ

ロ
ッ

ク
内

で

ま
た

、
良

質
な

人
材

の
確

保
の

職
員

一
括

採
用

を
行

う
と

と
も

に
ブ

２
．

技
能

職
の

離
職

後
の

不
補

充
並

び
に

非
常

勤
化

及
び

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

化
の

継
続

（
再

掲
）

ロ
ッ

ク
内

で
の

人
事

交
流

を
促

進
す

る
及

び
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
、

、
、

、
た

め
の

人
事

調
整

会
議

の
設

置
を

行
う

ブ
ロ

ッ
ク

単
位

で
の

職
員

一
括

技
能
職
に

つ
い
て

は
業
務
の

簡
素
化

・
迅
速

化
を
図

り
常

勤
職
員

の
離
職
後

の
後
補

充
は
行

わ
ず

短
時
間

の
非
常

勤
職
員
で

の
後
補

充
採

用
を

行
う

と
と

も
に

、
ブ

ロ
又
は

ア
ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ
化
を

図
っ
た

。
ほ

か
、

有
為

な
人

材
の

育
成

や
能

力
の

ッ
ク

内
で

の
人

事
交

流
を

促
進

な
お
、
業

務
委
託

に
つ
い
て

も
、
検

査
部
門

に
お
け

る
ブ
ラ
ン

チ
ラ
ボ

を
平
成

１
８
年

度
ま
で
に

７
病
院

、
平
成

１
９
年

度
か
ら
新

た
に
高

松
開

発
を

行
う

た
め

の
研

修
を

実
施

す

す
る

よ
う

人
事

調
整

会
議

の
運

医
療

セ
ン
タ

ー
で
導

入
、
給
食

業
務
の

全
面
委

託
を
平

成
１
８
年

度
ま
で

に
６
病

院
で
導

入
し
て
お

り
、
引

き
続
き

効
果
的

な
運
営
を

行
っ
た

。
る
。

営
を

行
う

ほ
か

、
有

為
な

人
の

３
．

良
質

な
人

材
の

確
保

及
び

有
効

活
用

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
の

研
修

を
実

施
す

る
。

良
質
な
人

材
の
確

保
及
び
有

効
活
用

を
図
る

た
め
、

平
成
１
９

年
度
に

お
い
て

も
平
成

１
８
年
度

に
引
き

続
き
、

院
長
の

選
任
に
あ

た
っ
て

は
適
材

適
所
を

徹
底
し

、
ま
た
、

職
員
の

採
用
に

あ
た
っ

て
は
、
ブ

ロ
ッ
ク

単
位
で

実
施
す

る
と
と
も

に
、
看

護
師
の

施
設
間

研
修
や
業

務
支
援

を
目
的

と
し
た

人
事
異

動
を
含
め

ブ
ロ
ッ

ク
内
で

の
人
事

交
流
を
促

進
す
る

た
め
、

ブ
ロ
ッ

ク
担
当
理

事
が
任

命
権
を

有
す
る

職
員
の
人

事
異
動

の
調
整

を
行
う

人
事
調

整
会
議
を

開
催
し

、
平
成

２
０
年

４
月
１
日

付
人
事

異
動
等

に
つ
き

適
正
に
調

整
を
行

っ
た
。

４
．

研
修

の
実

施
有

為
な
人

材
育
成

や
能
力
の

開
発
を

行
う
た

め
、
国

立
病
院
機

構
本
部

研
修
委

員
会
に

よ
り
研
修

計
画
を

策
定

し
、
実
施

し
た
。

平
成
１
９

年
度
の

計
画
に
お

い
て
も

平
成
１

８
年
度

に
引
き
続

き
、
院

長
又
は

副
院
長

と
い
っ
た

管
理
・

監
督

者
に
必
要

な
病
院
の

管
理
運

営
に
関

す
る
知

識
の
習

得
及
び
管

理
運
営

能
力
の

向
上
を

図
る
た
め

、
院
長

研
修
並

び
に
副

院
長
研
修

に
加
え

、
新

た
に
統
括

診
療
部
長

研
修
及

び
事
務

（
部
）

長
研
修

を
実
施
し

、
ま
た

、
業
績

評
価
制

度
の
導
入

に
伴
う

評
価
者

の
客
観

的
で
公
平

な
立
場

で
評

価
を
行
う

た
め
の
研

修
等
を

実
施
し

た
。

な
お
、
平

成
１
９

年
度
に
実

施
し
た

研
修
は

、
以
下

の
と
お
り

で
あ
る

。

(
1
)

国
立
病

院
機
構

本
部
に
お

け
る
院

長
研
修

・
業
績

評
価
に
係

る
研
修

等
の
実

施
院
長

研
修

２
５
人

副
院

長
研
修

３
４
人

統
括

診
療
部

長
研
修
（

新
規
）

３
０

人
事
務

（
部
）

長
研
修
（

新
規
）

４
７

人
な

ど
、

３
０

コ
ー

ス
実

施
、

３
,
７

３
５

人
が

受
講

(
2
)

ブ
ロ
ッ

ク
事
務

所
に
お
け

る
医
療

安
全
対

策
研
修

等
の
実
施

１
６
０
コ

ー
ス
実
施

、
６

,
５

０
３
人

が
受
講

(
3
)

病
院
に

お
け
る

感
染
管
理

研
修
等

の
実
施

２
,９

８
６

コ
ー

ス
実

施
、

１
２

１
,
１

３
０

人
が

受
講
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

５
．

医
師

確
保

対
策

の
推

進

(
1
)

医
師
の

処
遇
改

善

①
勤
務

時
間
の

弾
力
化

○
国

家
公
務

員
育
児
休

業
法
の

改
正
に

よ
る
育

児
短
時
間

勤
務
制

度
の
創

設
に
伴

い
、
給
与

及
び
勤

務
時
間

制
度
の

改
正
を
行

い
、
子

供
を
持

つ
女
性

医
師
等
が

働
き
続

け
ら
れ

る
環
境

の
改
善

②
給
与

（
諸
手

当
の
改
善

）
○

平
成
１
８

年
度
に
創

設
し
た

医
師
数

が
医
療

法
標
準
の

７
０
％

以
下
等

の
病
院

へ
の
緊
急

医
師
派

遣
制
度

に
よ
り

派
遣
さ
れ

た
医
師

に
対
す

る
医
師

派
遣
手
当

を
平
成

２
０
年

４
月
に

引
上
げ

ま
た
、
同

時
に
、
緊

急
医
師

派
遣
制

度
以
外

に
実
施
さ

れ
て
い

る
医
師

確
保
又

は
病
院
の

機
能
の

補
完
・

向
上
を

目
的
と
す

る
機
構

病
院
間

の
医
師

派
遣
の
活

用
を
図

る
た
め

、
医
師

派
遣
手
当

の
支
給

対
象
に

追
加

○
夜

間
の
手

術
・
分
娩

等
の
業

務
に
備

え
て
待

機
を
行
う

医
師
等

の
処
遇

の
改
善

を
図
る
た

め
、
救

急
呼
出

待
機
手

当
を
創
設

し
、
平

成
２
０

年
４
月

に
施
行

○
国

家
公
務

員
育
児
休

業
法
の

改
正
に

よ
る
育

児
短
時
間

勤
務
制

度
の
創

設
に
伴

い
、
給
与

及
び
勤

務
時
間

制
度
の

改
正
を
行

い
、
子

供
を
持

つ
女
性

医
師
等
が

働
き
続

け
ら
れ

る
環
境

の
改
善
を

行
っ
た

。
○

ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
等
に

搭
乗
し

、
救
急

医
療
等

の
業
務
に

従
事
す

る
医
師

等
に
対

す
る
手
当

（
ヘ
リ

コ
プ
タ

ー
搭
乗

救
急
医
療

手
当
）

を
平
成

１
９
年

１
２
月
に

創
設
し

、
平
成

１
９
年

４
月
に
遡

っ
て
適

用
○

副
院
長
等

年
俸
制
の

医
師
の

業
績
年

俸
（
賞

与
）
に
つ

い
て
、

勤
務
成

績
の
優

秀
な
者
に

配
分
す

る
各
病

院
毎
の

額
を
平
成

１
８
年

度
比
で

１
．
７

倍
に
増
額

(
2
)

女
性
医

師
支
援

モ
デ
ル
事

業
の
実

施
女
性
医

師
が
子

育
て
を
し

な
が
ら

働
き
や

す
い
職

場
環
境
を

整
備
す

る
こ
と

及
び
子

育
て
等
で

臨
床
現

場
か
ら

離
れ
て

い
る
女
性

医
師
に

対
し

て
復
職

支
援
を

行
う
こ
と

に
よ
り

、
女
性

医
師
を

確
保
す
る

こ
と
を

目
的
に

「
女
性

医
師
支
援

モ
デ
ル

事
業

」
を
行
う

病
院
を
募

集
・
選

定
し

、
１
５

病
院
に

お
い
て
実

施
し
た

。

(
3
)

そ
の
他

、
。

○
医
師

の
給
与

そ
の
他
の

処
遇
に

つ
い
て

記
載
し

た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

を
作
成

し
臨
床
研
修

医
や
大

学
等
の

関
係
機

関
へ
の
周

知
を
図

っ
た

ま
た

、
国
立

病
院
機
構

の
子
育

て
支
援

の
取
組

に
つ
い
て

記
載
し

た
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を
作
成

し
、
女

性
医
師

等
へ
周

知
を
行
っ

た
。

こ
れ

ら
の
パ

ン
フ
レ
ッ

ト
に
つ

い
て
は

、
国
立

病
院
機
構

の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
お

い
て
公
開

し
、
ダ

ウ
ン
ロ

ー
ド
に

よ
り
広
く

入
手
で

き
る
よ
う

に
し
た

。
○

平
成

１
８
年

度
に
医
師

確
保
が

困
難
な

国
立
病

院
機
構
病

院
で
の

診
療
に

あ
た
る

こ
と
を
希

望
し
た

定
年
予

定
医
師

が
引
き
続

き
勤
務

で
き
る
シ

ニ
ア
フ

ロ
ン
テ
ィ

ア
制
度

を
創
設

し
た
と

こ
ろ
で
あ

る
が
、

平
成
１

９
年
度

に
お
い
て

は
、
退

職
予
定

医
師
（

１
名
）
に

対
し
平

成
２
０
年

３
月
末

ま
で
勤
務

延
長
を

実
施
し

た
。
な

お
、
当
該

医
師
に

つ
い
て

、
平
成

２
１
年
３

月
末
ま

で
再
延

長
を
実

施
し
て
い

る
。

○
特
に

医
師
確

保
に
問
題

の
あ
る

病
院
に

つ
い
て

は
、
大
学

等
関
係

機
関
へ

の
医
師

派
遣
の
働

き
か
け

に
お
い

て
、
本

部
が
主
導

的
役
割

を
果
た
し

て
い
る

。

６
．

看
護

師
確

保
対

策
の

推
進

「
国
立
病

院
機
構

に
お
け
る

看
護
師

確
保
に

関
す
る

検
討
委
員

会
」
で

検
討
し

た
看
護

師
確
保
を

推
進
し

て
い
く

た
め
、

全
病
院
統

一
の
研

修
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
の
運

用
、
教
育

担
当
看

護
師
長

の
配
置

、
国
立
病

院
機
構

に
よ
る

実
習
指

導
者
講
習

会
の
開

催
、
奨

学
金
制

度
の
運
用

開
始
等

の
具
体

的
対
策

を
順
次

実
施
し
、

看
護
師

の
確
保

に
努
め

た
。

【
附
属
看

護
師
養

成
所
卒
業

生
の
国

立
病
院

機
構
病

院
へ
の
就

職
率
８

０
％
以

上
の
養

成
所
数
】

平
成

１
８
年

度
１
０

校
→

平
成

１
９
年

度
１
４

校

そ
の
他
に

、
(
1
)

急
性

期
医

療
を

提
供

し
て

い
る

病
院

と
慢

性
期

医
療

を
提

供
し

て
い

る
病

院
に

勤
務

し
て

い
る

看
護

師
と

が
病

院
間

交
流

研
修

を
行

い
、

実
際

の
現

場
で

体
験

し
学

ぶ
こ

と
に

よ
り

、
看

護
師

確
保

困
難

病
院

が
担

っ
て

い
る

政
策

医
療

分
野

の
看

護
等

に
つ

い
て

も
興

味
を
持
た

せ
、
病

院
間
異
動

を
推
進

し
職
員

の
キ
ャ

リ
ア
形
成

及
び
組

織
活
性

化
の
た
め

の
素
地

を
創
る

た
め
の

取
組
を
行

っ
た
。

(
2
)
新

規
採
用

者
に
お
け

る
看
護

大
学
を

卒
業
し

た
看
護
師

の
増
加

を
考
慮

し
、
独

自
に
大
学

卒
の
看

護
師

の
初
任
給

基
準
を
新

設
し
た

。

(
3
)
潜

在
看
護

師
に
対
す

る
離
職

後
の
ギ

ャ
ッ
プ

を
解
消
す

る
こ
と

を
目
的

に
、
最

近
の
看
護

の
動
向

な
ど

を
テ
ー
マ

と
し
た
公

開
講
座

や
講
習

会
を
積

極
的
に
実

施
し
、

平
成
２

０
年
４

月
に
は
、

当
該
参

加
者
か

ら
３
０

名
を
採
用

し
て
い

る
。

○
潜

在
看
護

師
を
対
象

と
し
た

研
修
会

･
講

習
会
実

施
回
数
・

・
・
・

２
０
病

院
２
５

回
１

８
８
名

参
加

○
附

属
看
護

師
養
成
所

の
公
開

講
座
の

開
催
回

数
（
再
掲

・
・
・
・

８
回

）
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

７
．

障
害

者
雇

用
に

対
す

る
取

組
障

害
者
の

雇
用
の

促
進
等
に

関
す
る

法
律
（

昭
和
３

５
年
法
律

第
１
２

３
号
）

に
基
づ

く
法
定
雇

用
率
（

常
用
労

働
者
に

対
し
て
２

．
１
％

）
を
達

成
す
べ

く
、
委

託
範
囲
や

、
業
務

分
担
の

見
直
し

等
に
よ
り

障
害
者

の
雇
用

に
努
め

た
結
果
、

障
害
者

雇
用
率

が
平
成

１
９
年
６

月
１
日

に
は
２

．
３
３

％
と
な

り
法
定
雇

用
率
を

達
成
し

、
平
成

２
０
年
４

月
１
日

現
在
で

２
．
４

２
％
で
あ

る
。

【
説

明
資
料

】
資

料
8
0
：

療
養

介
助

職
配

置
病

院
〔

38
3
頁

〕
資

料
2
3
：
長

期
療
養

者
の
Ｑ
Ｏ

Ｌ
の
向

上
等

〔
1
2
9

頁
〕

資
料

8
1
：

研
修

実
施

状
況

〔
38
5
頁

〕
資

料
5
3
：

国
立

病
院

機
構

に
お

け
る

看
護

師
確

保
に

関
す

る
検

討
委

員
会

報
告

書
（

概
要

）
〔

2
6
4
頁

〕
資

料
8
2
：
豊

橋
医
療

セ
ン
タ
ー

に
お
け

る
潜
在

看
護
師

対
象
の
「

再
チ
ャ

レ
ン
ジ

」
講
座

〔
4
0
4

頁
〕

資
料

8
3
：

国
立

病
院

機
構

の
医

師
処

遇
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
「

け
っ

こ
う

い
い

ぞ
!
!

Ｎ
Ｈ

Ｏ
」

〔
4
0
7
頁

〕
資

料
8
4
：

国
立

病
院

機
構

の
子

育
て

支
援

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
子

育
て

中
の

み
な

さ
ま

へ
－

」
〔

4
1
9
頁

〕

②
人
員
に
係
る
指
標

②
人

員
に
係
る
指

標
②

人
員

に
係

る
指

標

１
．

技
能

職
の

削
減

（
再

掲
）

国
立

病
院

機
構

の
平

成
１

６
年

度
期

技
能

職
に

つ
い

て
、

平
成

１
９

年
度

に
お

い
て

、
１

４
３

人
技

能
職
に

つ
い
て

は
、
平
成

１
９
年

度
に
お

い
て
１

４
３
人
を

削
減
す

る
計
画

の
と
こ

ろ
、
こ
れ

を
大
幅

に
上
回

る
２
６

３
人
の
純

減
を
図

っ
首

に
お

け
る

常
勤

職
員

数
を

４
６

，
６

の
純

減
を

図
る

。
た
。

０
７

人
と

す
る

も
の

の
、

医
師

、
看

護

師
等

の
医

療
従

事
者

は
、

医
療

ニ
ー

ズ

※
中

期
計

画
平
成

１
６
年

度
純
減

数
２
５

８
人

純
減
率

７
．
２

％
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
に

、
変

動
が

7
1
4
÷

5
＝

1
4
2
.
8

平
成

１
７
年

度
純
減

数
２
１

１
人

純
減
率

５
．
９

％
見

込
ま

れ
る

も
の

で
あ

り
、

中
期

目
標

△
人

人
平
成

１
８
年

度
純
減

数
２
３

６
人

純
減
率

６
．
６

％
の

期
間

中
に

お
い

て
は

、
適

正
な

人
員

平
成

１
９
年

度
純
減

数
２
６

３
人

純
減
率

７
．
３

％
配

置
等

に
よ

り
人

件
費

率
等

の
抑

制
に

計
純
減

数
９

６
８

人
純

減
率

２
７

．
０

％
(
純

減
数

９
６

８
人

／
Ｈ

１
６

’
期

首
３

，
５

８
７

人
)

努
め
る

。

特
に

、
技

能
職

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

の
期

間
中

７
１

４
人

（
※

）
の

純

減
を
図

る
。

※
平

成
１
５
年

度
の
技
能

職
員
定
員

数
の
２
割
相

当

（
参
考
）

中
期

目
標
の
期
間
中
の
人
件
費
総
額
見
込
み

１
，

６
３
５
，
０

９
５
百
万

円

た
だ

し
、

上
記

の
額

は
、

役
員

報
酬

並

び
に

職
員

基
本

給
、

職
員

諸
手

当
、

超
過

勤
務

手
当

、
休

職
者

給
与

及
び

国
際

機
関

等
派

遣
職

員
給

与
に

相
当

す
る

範
囲

の
費

用
で
あ

る
。
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平
成

１
９

年
度

の
業

務
の

実
績

中
期

目
標

中
期

計
画

平
成

１
９

年
度

計
画

第
８

整
理
合
理
化
計
画
等
に
基
づ
く
取
組

１
．

随
意

契
約

の
見

直
し

に
つ

い
て

平
成
１
８

年
８
月

に
会
計
規

程
の
改

正
を
行

い
、
同

年
１
０
月

か
ら
原

則
一
般

競
争
入

札
に
よ
る

こ
と
と

し
、
随

意
契
約

に
よ
る
こ

と
が
で

き
る
基

準
を
国

の
会
計

法
令
に
準

じ
た
も

の
と
し

た
。

平
成
１
９

年
１
２

月
に
「
随

意
契
約

の
見
直

し
計
画

」
を
策
定

し
、
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
に

公
表
し
た

。
ま
た

、
平
成

２
０
年

１
月
以
降

予
定
価

格
が
１

０
０
万

円
（
賃

貸
借
契
約

は
８
０

万
円
）

以
上
の

契
約
に
つ

い
て
は

、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
に
公
表

す
る
と

と
も
に

、
内
部

監
査
を
通

じ
て
適

正
な
契

約
の
実

施
に
つ

い
て
徹
底

し
て
い

く
こ
と

と
し
て

い
る
。

２
．

人
件

費
削

減
の

取
組

（
再

掲
）

技
能
職
の

退
職
後

不
補
充
並

び
に
非

常
勤
職

員
へ
の

切
替
及
び

ア
ウ
ト

ソ
ー
シ

ン
グ
化

、
非
効
率

と
な
っ

て
い

る
病
棟
の

整
理
・
集

約
等
に

よ
り

収
益

に
見

合
っ

た
職

員
配

置
と

し
た

（
人

件
費

の
削

減
額

約
▲

5
,
6
7
7
百

万
円

）
。

一
方
で
、

心
神
喪

失
者
等
医

療
観
察

法
に
基

づ
く
専

門
病
棟
の

運
営
及

び
障
害

者
自
立

支
援
法
に

基
づ
く

筋
ジ

ス
病
棟
等

に
お
け
る

療
養
介

護
事
業

等
国
の

制
度
の

創
設
や
改

正
に
伴

う
必
要

な
職
員

配
置
を
引

き
続
き

行
っ
た

。
ま

た
、
医

療
機
関

で
あ
る
こ

と
か
ら

医
療
サ

ー
ビ
ス

の
低
下
を

招
か
な

い
よ
う

に
休
職

者
等
（
看

護
師
）

の
代

替
要
員
の

確
保
及
び

診
療
報

酬
施

設
基

準
の

維
持

・
取

得
に

つ
い

て
実

質
配

置
に

よ
る

必
要

な
職

員
配

置
を

行
っ

た
（

政
策

的
人

件
費

の
増

加
額

約
1
0
,
5
4
7
百

万
円

）
。

さ
ら

に
、

平
成

１
９

年
度

に
お

け
る

給
与

改
定

分
と

し
て

約
2
1
億

円
の

増
が

あ
り

、
常

勤
職

員
の

人
件

費
は

前
年

度
と

比
較

し
て

約
7
0
億

の
増

と
な

っ
て
い

る
。
平
成
１

８
年
度

平
成
１

９
年
度

人
件

費
3
0
5
,
9
5
7
百

万
円

→
3
1
2
,
96
8
百

万
円

（
7
,
0
1
1
百

万
円
）

平
成

１
９

年
度

給
与

改
定

分
を

除
く

と
3
1
0
,
8
2
7
百

万
円

（
4
,
8
7
7
百

万
円
）

な
お
、
人

件
費
率

と
委
託
費

率
を
合

計
し
た

率
に
つ

い
て
は
、

以
下
の

と
お
り

と
な
っ

た
。

平
成
１

８
年
度

実
績

５
８
．
１

％
→

平
成

１
９
年
度

決
算
５

７
．
４

％
（
平

成
１
９
年

度
計
画

５
８

．
２
％

）

３
．

民
間

競
争

入
札

に
よ

る
医

業
未

収
金

の
支

払
案

内
等

業
務

委
託

に
つ

い
て

公
共
サ
ー

ビ
ス
改

革
基
本
方

針
（
平

成
１
９

年
１
２

月
２
４
日

閣
議
決

定
）
に

従
い
、

平
成
２
０

年
度
よ

り
、
医

業
未
収

金
の
支
払

案
内
業

務
等
に
つ

い
て
、

民
間
事

業
者
の
創

意
工
夫

や
ノ
ウ

ハ
ウ
を

活
用
す
る

た
め

「
競

争
の
導

入
に
よ
る

公
共
サ

ー
ビ

ス
の
改
革

に
関
す
る

法
律
」

に
、

基
づ

き
、

市
場

化
テ

ス
ト

に
よ

る
民

間
競

争
入

札
を

行
い

、
１

４
６

病
院

中
８

２
病

院
が

業
務

委
託

す
る

予
定

で
あ

り
、

こ
の

た
め

の
入

札
公

告
を
平

成
２
０

年
３
月

２
８
日
に

行
っ
た

。

４
．

保
有

資
産

の
主

な
有

効
活

用
に

つ
い

て
再

編
成
に

よ
り
廃

止
し
た
旧

国
立
弟

子
屈
病

院
跡
地

に
つ
い
て

は
、
当

面
、
国

立
病
院

機
構
と
し

て
利
用

す
る
計

画
が
な

い
こ
と
か

ら
、
北

海
道
弟

子
屈
町

の
依
頼

に
基
づ
き

、
平
成

２
０
年

３
月
に

公
園
用
地

と
し
て

売
却
し

、
そ
の

売
却
費
に

つ
い
て

は
、
機

構
移
行

時
に
承
継

さ
れ
た

国
時

代
の

財
政

融
資

資
金

等
過

去
債

務
（

7
,
4
7
1
億

円
）

の
返

済
等

に
充

当
し

た
。

（
参
考

）
売
却
面

積
１

２
，
５

１
４
．
３

４
㎡

売
却
金

額
３

３
，
５

６
９
，
０

４
４
円



-
8
8

-

評
価

の
視

点
自

己
評

定
Ａ

評
定

Ａ

（
委

員
会
と
し

て
の
評

定
理
由

）
技

能
職

に
つ

い
て

平
成

１
６

年
度

期
首

に
対

し
て

２
７

．
０

％
減

少
し

（
平

成
１

６
～

１
）

、
。

、
９

年
度

９
６

８
人

純
減

、
中

期
目
標

の
達
成

に
向
け

て
着
実

な
進
展
が

あ
っ
た

。
技
能
職
の

削
減
に

つ
い
て

は
中

期
計
画

を
上
回

っ
て
進

展
し
て
い

る
医
師
不

足
看

護
師

不
足

の
折

か
ら

、
医

師
確

保
に

向
け

た
処

遇
改

善
等

の
取

組
や

看
護

師
確

保
対

。
。

［
数

値
目
標

］
策

の
推
進
を

評
価
す

る
障

害
者
雇

用
に
つ

い
て
も

法
定
雇
用

率
の
達

成
を
評

価
す
る

・
技

能
職
に

つ
い
て
中

期
目
標

期
間
中

に
７
１
４

名
の

純
減

・
平

成
１

６
年

度
期

首
に

対
し

て
２

７
．

０
％

減
少

し
た

（
平

成
１

６
～

１
９

年
度

９
６

８
人

純
減

（
業

務
実

績
８

５
頁
参
照
）

）。
（
各

委
員
の
評

定
理
由

）
［
評

価
の
視

点
］

・
中
期
計
画

は
上
回

っ
て
い

る
。

・
良

質
な
医

療
を
効
率

的
に
提

供
す
る

た
め
に
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
実

績
：

○
・

人
件
費
等

の
削
減

は
順
調

で
あ
る
。

事
者

を
適

切
に
配
置

し
て
い

る
か
。

・
医

師
派

遣
手

当
、

救
急

呼
出

待
機
手
当

等
の
医

師
の
処

遇
の
改

善
に
努
め

た
（
業
務

実
績

・
所

期
の

成
果

を
得

て
い

る
が

、
国

民
が

求
め

る
医

療
と

合
致

し
て

い
る

か
検

証
す

る
。

ま
た

、
適

正
な
人
員

配
置
等

に
よ
り

人
件
費
等

の
抑

制
に

努
め

て
い

る
か

。
８

４
頁

参
照

）
必

要
が
あ
る

。
・

看
護

師
確

保
の

具
体

的
対

策
を

検
討

す
る

た
め

委
員

会
で

検
討

し
た

看
護

師
確

保
を

推
進

・
効

率
の

徹
底

と
安

全
・

満
足

と
は

二
律

背
反

で
あ

り
、

十
分

に
考

慮
す

る
必

要
が

あ
し

て
い

く
た

め
の

具
体

的
対

策
を
順
次

実
施
し

（
平
成
１

９
年
度
に

お
い
て

は
、
奨

学
金

る
。

、
貸

与
学

生
が

国
立

病
院

機
構

に
就
職
し

て
い
る

）
看
護

師
確
保

に
努
め
た

（
業
務
実

績
８

・
医

師
不

足
、

看
護

師
不

足
の

折
か

ら
、

医
師

確
保

に
向

け
た

処
遇

や
待

遇
の

改
善

、
。

４
頁

参
照

）
看

護
師
確
保

対
策
の

推
進
を

評
価
す
る

。
・

障
害
者
雇

用
の
法

定
雇
用

率
を
超
え

た
雇
用

の
達
成

を
評
価

す
る
。

・
技

能
職
等

の
職
種
に

つ
い
て

は
、
業

務
の
簡
素

化
・

迅
速

化
、

ア
ウ

ト
ソ

ー
実

績
：

○
・

医
師

や
看

護
師

の
研

修
さ

ら
に

適
正

配
置

や
処

遇
に

関
し

て
改

善
の

努
力

が
な

さ
れ

シ
ン

グ
化

等
に
よ
る

効
率
化

を
図
り

、
中
期
計

画
に

掲
げ

る
目

標
値

の
達

成
・

技
能

職
に

つ
い

て
平

成
１

６
年

度
期

首
に

対
し

て
２

７
．

０
％

減
少

し
（

平
成

１
６

～
１

て
お

り
、

技
能

職
の

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

に
も

努
め

、
人

事
の

妥
当

な
効

率
化

が
図

ら
に

向
け
て

取
り
組
み

、
着
実

に
進
展

し
て
い
る

か
。

９
年

度
９

６
８

人
純

減
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

て
着

実
な

進
展

が
あ

っ
た

（
業

務
れ

て
い
る
。

）
。

実
績

８
５

頁
参

照
）

・
障
害
者
雇

用
に
関

し
て
も

、
法
定
雇

用
率
に

達
し
て

い
る
。

・
も
う
一
歩

の
努
力

で
あ
り

、
評
価
は

Ａ
が
妥

当
。

・
良

質
な
人

材
の
確
保

、
育
成

・
能
力

開
発
、
人

事
評

価
等

に
つ

い
て

、
適

切
実

績
：

○
・

技
能

職
に

つ
い

て
平

成
1
6
年

度
期

首
に

対
し

て
累

計
で

2
7
.
0
％

削
減

し
、

中
期

計
画

に
行

う
よ

う
シ
ス
テ

ム
の
確

立
を
図

っ
て
い
る

か
。

・
障

害
者

雇
用

に
つ

い
て

は
、

委
託

範
囲

や
業

務
分

担
の

見
直

し
等

に
よ

る
雇

用
促

進
の

取
の

数
値
目
標

を
上
回

る
結
果

と
な
っ
た

。
組

に
よ

り
、

平
成

１
９

年
６

月
１

日
現

在
に

お
い

て
障

害
者

雇
用

率
が

２
．

３
３

％
と

な
・

人
件

費
削

減
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

こ
の

他
、

病
棟

の
整

理
や

集
約

等
に

よ
り

、
効

り
、

障
害

者
の

雇
用

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
３

５
年

法
律

第
１

２
３

号
）

に
基

率
的
な
人
員

体
制
と

し
、
上

位
基
準
を

取
得
す

る
等
、

着
実
に

取
り
組
ん

で
い
る

。
づ

き
民

間
法

定
雇

用
率

１
．

８
％

よ
り

高
い

、
法

定
雇

用
率

２
．

１
％

を
達

成
し

た
（
業

・
障

害
者

雇
用

率
2
.
3
3
％

と
な

り
法

定
雇

用
率

を
達

成
し

て
お

り
評

価
で

き
る
。

。
務

実
績

８
５

頁
参

照
）

・
技
能
職
の

人
件
費

削
減
は

中
期
目
標

を
上
回

っ
た
。

・
有

為
な

人
材

育
成

や
能

力
の

開
発

を
行

う
た

め
、

理
事

長
、

各
ブ

ロ
ッ

ク
担

当
理

事
及

び
・

技
能
職
の

削
減
に

つ
い
て

、
中
期
目

標
を
上

回
る
実

績
を
上

げ
て
い
る

。
各

院
長

が
、

所
属

す
る

職
員

の
研

修
の

必
要

性
を

把
握

し
、

研
修

の
計

画
を

立
て

実
施

し
・

障
害

者
雇

用
に

つ
い

て
、

法
定

雇
用

率
を

上
回

る
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
継

続
し

た
（

業
務

実
績

８
３

頁
参
照
）

た
取
組
を
期

待
し
た

い
。

。
・

人
員
の
適

正
配
置

等
順
調

に
進
ん
で

い
る
。

（
そ

の
他
の
意

見
）

・
病
院
機
能

の
向
上

や
収
益

増
の
た
め

、
必
要

な
人
員

は
増
員

す
べ
き
で

あ
る
。

・
技

能
職

削
減

が
も

た
ら

す
マ

イ
ナ

ス
面

を
見

据
え

、
健

全
な

適
正

化
を

進
め

て
ほ

し
い

。
・

諸
手

当
に

よ
る

医
師

処
遇

改
善

が
使

命
感

を
支

え
得

る
内

容
に

な
っ

て
い

る
か

医
師

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
し

て
は

ど
う

か
。

同
様

に
女

性
医

師
支

援
モ

デ
ル

事
業

１
５

病
院

に
お

け
る

実
態

調
査

で
チ

ー
ム

体
制

へ
の

影
響

及
び

ス
タ

ッ
フ

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

問
題

が
浮

上
し

て
い

な
い

か
等

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

て
は

ど
う

か
。

・
未

収
金

の
民

間
競

争
入

札
導

入
の

来
年

度
の

成
果

に
期

待
す

る
一

方
で

、
悪

質
な

取
り

立
て
に
な

ら
な
い

こ
と
を

期
待
す
る

。
・

総
人

件
費

を
適

切
に

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

な
か

で
医

療
水

準
の

維
持

向
上

を
図

る
観

点
か

ら
、

医
師

、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
の

確
保

の
た

め
処

遇
改

善
の

み
な

ら
ず

、
あ

ら
ゆ

る
面

の
検

討
、

対
策

の
実

施
を

要
望

す
る

（
病

院
は

医
師

、
看

護
師

が
い

な
け

れ
ば
崩
壊
す

る
。

。）
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（様式１） 

目的積立金 

 

①当期総利益の計上 ○有   ・   無 

②目的積立金の申請 有   ・   ○無 

【当期総利益の計上が「有」、目的積立金の申請「無」の場合は、以下を記入】 

③利益の発生要因 

各病院の機能・規模による病院の運営方針に応じ、職員の適正

配置を行うこと等により診療報酬上の上位基準の取得等を図ると

ともに、材料費、人件費及び委託費等に係るコスト削減に努め、

個々の病院においても収支相償以上を目指し収支改善を推進し

た。 

これにより、経常費用が対前年度 147 億円の増になったものの、

医業収益は前年度と比べ 312 億円の増となったことにより経常収

支 289 億円、当期純利益 239 億円となった。 

 

④目的積立金を申請 

していない理由 

平成 18 年度の未処分利益約 77 億円については、平成 20 年 3

月 31 日付で厚生労働大臣より目的積立金（施設設備整備積立金）

の承認が得られたことから、第一期中期目標期間の最終年度であ

る平成 20 年度において、施設設備整備の財源に充てることとして

いる。 

一方、平成 19 年度の未処分利益約 239 億円については、仮に目

的積立金の申請をしたとしても、平成 18 年度の例からすると承認

までにある程度の時間がかかり、第一期中期目標期間中での使用

が窮屈になる可能性が高い。また、平成 19 年度末に承認された平

成 18 年度分の 77 億円があることから、申請しないこととした。

なお、平成 19 年度の積立金については、今後、老朽建替需要が

高まる一方、膨大な過去債務の圧縮が必要な状況を考慮しつつ、

平成 20 年度の損益と合わせて「次期中期目標期間繰越積立金」と

して第二期中期目標期間に繰越したいと考えている。 

 

委員記載（評価）欄 

・ 目的積立金(施設設備整備積立金)として現在７７億円あり、平成１９年度の純利益

については平成２０年度の損益と併せて「次期中期目標期間繰越積立金」として次期

中期目標期間に繰り越すことは妥当と考える。 

・ 妥当である。 

・ 平成１８～１９年度の病院運営が厳しい時に、各病院が材料費、人件費及び委託費

等のコスト削減に努力して当期純利益が２３９億円となったことは高く評価できる。

１９年度の積立金に関して「次期中期目標期間繰越積立金」としての方針も妥当と考
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えられる。 

・  各病院の機能・規模による病院の運営方針に従い、職員の適正配置を行うことによ

り診療報酬上の上位基準を取得する等収入増への取組を進める一方で、医薬品や医療

用消耗品等の共同入札や適正な在庫管理、標準的医薬品一覧の作成とそれに基づく購

入、大型医療機器の共同入札や価格情報の共有化等の多様な取組により費用節減に努

めることで、平成１９年度までの累積経常収支率は 101.5％と収支改善を推進した。

個々の病院が経営改善に取り組んでおり、黒字病院数が着実に増加している。一方で、

国立病院機構の病院は昭和４０年代前半までに建築された建物が３割を占めており、

老朽建替需要増に備えることが今後の課題である。 

・  各病院の事情に添った懸命の努力が結実した成果。本部並びに各病院の努力に敬意

を表したい。 

・  妥当な考えと評価する。但し「次期中期目標期間繰越積立金」自体も目的積立金と

されないか。 

・  １９年度の当期純利益２３９億円は、対前年１４９億円の増加であり、収益、費用

の両面にわたる経営改善努力の成果として評価しうる。 

・  目的積立金の申請をせず、次期中期目標期間への繰越積立金とすることも、時間的

制約や機構病院の老朽状況、過去債務の状況などからして適切であると考える。 
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（様式２） 

保有資産 

 

①見直しの検討の有無 
 

有   ・   無 

 

②見直しの状況  

再編成により廃止した旧国立弟子屈病院跡地について、国立病院機構として

利用する計画がないことから、北海道弟子屈町の依頼に基づき、平成２０年３

月に公園用地として売却（０．３億円）し、その売却益については、機構移行

時に承継された国時代の財政融資資金等過去債務（７，４７１億円）の返済等

に充当した。 

 

③資産の活用について 

当機構においては、減損損失の認識を企業会計基準により行っており、減損

を認識した建物については、今後、除却することとしている。 

なお、建物除却後の土地については、病棟等の建替や医療関係者養成施設等

関連事業への貸付等により、法人の目的である医療の提供を確実に実施するた

め有効に活用していく。 

 

委員記載（評価）欄 

・  旧国立弟子屈病院跡地の売却益を、財政融資資金等過去債務の返済に充当

させたことは妥当と考える。今後、これらの資産は種々の医療提供の目的に

利用されたい。 

・  適切である。 

・  旧国立弟子屈病院跡地の処分に関して、妥当な措置であり、過去債務の返

済等への充当も妥当である。資産の活用に関する方針も妥当である。 

・  再編成で廃止となった旧国立弟子屈病院跡地を売却し、機構移行時に承継

された国時代の財政融資資金等過去債務の返済等に充当した。また、看護師

等養成所の再編成を進めているが、その廃止施設の跡地や建物等について、

看護大学・大学院等の医療関係者養成施設等関連事業への貸付等の計画を進

めており、保有資産の一層の有効活用を図ろうと取り組んでいる。 

・  建物除却後の有効活用の中で、看護大学院等の案には大いに期待したい。

・  旧弟子屈病院跡地について、地元の依頼に基づき公園用地として売却し、

売却益を巨額の過去債務の返済等に充当したことは適切である。 
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・  企業会計基準に基づき、適切に減損処理することは財務の健全性の観点か

ら適切である。 

・  不要の用地については、病院等の建替等に活用していくこととしている

が、不動産評価(時価)や、代替用地の有無、効率的用地使用など個別具体的

に最も適切と考えられる方策を検討すべきと考える。 
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（様式３） 

官民競争入札等の活用状況 

 

① 官民競争入札等の活用 

（官民競争入札等の検討） 

 

有   ・   無 

（ 有   ・   無 ） 

【官民競争入札の活用（検討）が「有」の場合は、以下を記入】 

②該当業務の名称  

医業未収金の支払案内等業務委託 

 

③活用（検討）状況  

 医業未収金については、従来から退院時精算の徹底、カード支払の導入など

の発生防止の工夫を行い、また、訴訟等の法的措置の導入など、その縮減に努

めてきたところであるが、なお、未収金対策の充実強化は喫緊の課題となって

いる。 

このため、これまで病院職員が限られた時間の中で行っていた業務を民間競

争入札により民間事業者へ委託することにより、その創意工夫やノウハウを活

用するとともに、これまで当該業務に要していた時間を未収金の新規発生防止

や新規未収金の回収業務等に傾注することによって医業未収金の縮減を図るこ

とを目的とし、平成 20 年 10 月から事業を開始する予定である。 

 

委員記載（評価）欄 

・ 未収金対策に民間業者を利用する病院は近年増加しつつあり、問題ないと

考える。しかしながら業者に委託することにより、職員が未収金発生防止や

未収金回収のために、本来行わなければならない業務をおざなりにしないよ

う指導・教育が大切である。また、業者による回収率をチェックし、費用対

効果を検討することも重要である。 

・  適切である。 

・  医業未収金を発生させないようなシステムの確立が大切であり、国立病院

機構として、そのような努力がなされており、発生してしまった医業未収金

は１９年度は減少してきており、この点は、１９年度の努力は評価される。

ただし、今後も回収業務に関しては常に慎重な対応が求められる。 

・  退院時清算の徹底やカード支払の導入などの発生防止や訴訟等の法的措

置の導入などにより、医業未収金残高は前年より１割程度減少したものの、

依然として高水準であり、更なる縮減努力が求められる。民間競争入札によ

- 5 -



り、医業未収金の債権管理回収業務のうち、未払者に対する支払案内等の業

務について民間事業者の創意工夫・ノウハウを最大限活用することで医業未

収金の一層の縮減が図られることを期待したい。なお、医業未収金について

は、国立病院機構傘下の病院に限らず、他の医療機関での経営基盤を脅かす

問題となっており、厚生労働省においても「医療機関の未収金問題に関する

検討会」が設置され検討が行われている。 

・  未収金発生要因に患者、家族の不平不満が根強くあることに目を背けず、

「起こさない」努力も期待したい。産科の事前申請など制度・仕組みの活用、

さらには、層厚く配置努力がなされているＭＳＷの活用にも大いに期待。民

間業者に単に「お任せ」するのではなく、状況把握の努力も怠らないで欲し

い。 

・  病院未収金は商取引から生じる債権ではなく、貧者或いは外国人等からの

未収金も相当にあるため、その取扱いには慎重を促したい。また民間業者と

は、どのような者を想定しているのか。過去の事例では民間業者への委託は

決して有効な方法ではなかった事を確認の上、機構自身も回収には創意工夫

をしてもらいたい。 

・  医業未収金の回収に努め、１９年度残高を前年度に比し４８０百万円縮減

したが、更に未収金対策の充実を図るため、市場化テストによる民間競争入

札を行い、８２病院で業務委託を行うとしたことは適切である。この施策の

実施状況、効果等をよく検証するとともに、残っている病院についても実施

の検討を進めるべきと考える。 

・ 未収金に関しては、発生予防の方策にも工夫を求めたい。 
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（様式４） 

コンプライアンス体制の整備状況等 

 

①取組状況  

国立病院機構の役職員の一人ひとりに法令遵守の周知徹底を図るとともに、

法令等を遵守することにより社会規範を尊重し、高い倫理観を持って業務活動

を行っていくことを目的として、平成２０年３月に「独立行政法人国立病院機

構におけるコンプライアンス推進規程」を制定した。 

また、当該規程を国立病院機構本部のホームページに掲載し公表することに

より、推進に努めている。 

 

②取り組みについての自己評価  

１ 国立病院機構においては、これまでも、業務の適正な執行を図ることなど

を目的とした内部監査の実施など、内部統制を図ってきた。 

 

２ 平成１９年度においては、更なるコンプライアンスの推進を図るために「独

立行政法人国立病院機構におけるコンプライアンス推進規程」を制定し、役

職員等の役割、院内の各職場において実施する取り組み等について明確化を

図った。 

 

３ 平成２０年度においては、当該規程に基づき、全ての病院において、コン

プライアンス担当者を指定し、職員からの疑義や相談等を受け付ける窓口を

設置するとともに、本制度の導入の趣旨について、本部において分かりやす

い資料を作成し、役職員等に対する周知を図った。 

 

 

委員記載（評価）欄 

・  「コンプライアンス推進規程」の制定を高く評価する。全病院にコンプラ

イアンス担当者を指定したことにより、コンプライアンス推進に、より積極

的に取り組まれることを期待する。 

・  適切である。 

・  国立病院機構のような大きな組織ではコンプライアンス体制の整備は極

めて大切である。１９年度において、規程を制定し、さらに各職場で実施す

る取組等について明確にされたことは評価できる。 

・  組織的な内部監査の実施をはじめ、規程の制定、全ての病院におけるコン

プライアンス担当者の指定、疑義相談窓口の設置等、コンプライアンス体制

整備に向け着実な進展がみられる。しかしながら、独立行政法人については、

民間企業以上に法令遵守が厳しく求められるところであり、コンプライアン
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スに関する職員研修の実施等により周知徹底を図るとともに、内部監査の充

実等、引き続き内部統制強化に向けた取組を望む。 

・  ＮＨＯは全国的にも注目されているだけに、内部の厳しい相互チェックを

望む一方で、常に情報開示等透明化の一層の努力を期待したい。 

・  コンプライアンスの有効な推進は、役職員等に解りやすい研修を度々定期

的に実施する事及び重要なポイントについてはチェックリストを作成し、役

職員等自身が自己チェックを行い、更に内部監査によるモニタリングが行わ

れることが望ましい。コンプライアンスは組織全体として一体感を持って実

施する。 

・  コンプライアンスの周知徹底は独立行政法人として当然であり、医療分野

において主導的役割を担うべきと考える。その意味で、１９年度に推進規程

の制定を行ったところであるが、全組織、全職員への周知徹底が速やかにな

されるべきである。浸透度合いを注意深く監視する必要があると考える。 
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（様式５） 

役職員の報酬・給与等の状況 

 

①給与水準の適切性についての自己評価  

医師の確保は、医療を提供し、医業収益を得る当法人の運営において、基本

的かつ重要な事項であるが、その確保は民間医療機関を含めて全国的に厳しい

情勢にある。 

これを踏まえて、医師の給与については、国の給与構造改革に伴う基本給等

の引下げを見送り、年俸制を導入して勤務成績を反映させるなど、民間医療機

関などの状況を踏まえながら、改善を進めているものであるが、民間医療機関

の給与とは、まだ相当な開きがあると考えている。 

また、看護師については、民間医療機関における給与の水準を考慮して、独

法移行時に中高年齢層の一般看護師の給与カーブをフラット化し、また、基本

給の調整額を特殊業務手当に切替えるとともにその水準を引下げるなどの適正

化を講じたところであり、適切な対応を行っていると考えている。ただし、看

護師確保についても、医師と同様に厳しい情勢にある。 

事務・技術職員については、国の一般職給与法に準じているところであるが、

独法移行時に中高年齢層の一般職員の給与カーブをフラット化するなどの措置

を講じたところであり、適切な対応を行っていると考えている。 

研究職員については、国の一般職給与法に準じているところであり、適切な

ものと考えている。 

 

 

委員記載（評価）欄 

・ 医師の給与が国の平均給与額より高額であるが、勤務医不足時代に医師を

獲得するためには必要なことであり、現状でも民間医療機関の給与とはまだ

相当な開きがある。看護師は国の平均給与額よりかなり低額であるが、この

状況では看護師確保の困難は持続せざるを得ないのではないだろうか。 

・  経営も改善しており妥当である。 

・  妥当である。 

・  国立病院機構における医師及び看護師の獲得が現在の給与水準において

かなり厳しいことはよく理解できる。国の給与構造改革に伴う基本給等の引

き下げを見送り、年俸制を導入して勤務成績を反映させるなど評価できる努

力が行われている。看護師の中高年齢層の給与カーブのフラット化等の努力

は評価できる。 

・  職員の給与水準についてラスパイレス指数をみると、事務・技術職員、研

究職員、病院看護師はいずれも 100 を下回っている。一方、病院医師につい
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ては 116.0 と国家公務員の水準等を上回っている。医師不足問題は我が国全

体の政策課題となっており、民間医療機関を含め、医師確保に苦戦している

ところである。また、看護師についても 7対 1の導入以降、大学病院等によ

る看護師確保が強化されており、多くの民間医療機関が看護師確保に苦戦し

ている。良質な医師、看護師の確保は、本業の医療収益増に直結するもので

あると同時に、安定した地域医療・政策医療の実施につながることから、民

間医療機関と遜色ない給与体系・水準とすることが必要と考えられる。 

・  医師不足対策として医師の給与を引き上げることは大きな課題であるが、

限界もあろう。金銭面だけで満足する以上にやはり勤務体制、環境整備も重

要課題。医師確保の一層の努力に向け、国立病院機構が働きがいのある魅力

ある病院となる更なる努力を期待する。 

・  看護師についても急性期などで燃え尽きてしまった人が、看護の原点に立

ち返る機会として、例えば、重心、筋ジスなどの病棟への異動を促すことな

どは、国立病院機構ならではの取組になるのではないか。 

・  事務職の２～３年の転勤システムを見直し、長期の改革に取り組める環

境、「やりがい」も必要ではないか。 

・  患者が安心できる医療の提供、医療水準の向上等にあたって、医師不足の

状況の中、医師確保は喫緊の課題となっており、医師の給与等のあり方は民

間の状況等世間相場を考慮のうえ適切な水準を維持すべきであり、国立病院

機構として様々な取組を行っており、総じて評価しうると考える。 

・  看護師については、独法移行時に水準を引き下げており、国と比較して低

い水準にある。看護師確保が厳しい中、適切な医療の提供等の観点から看護

師の充足状況等を注視し適切な対応が必要である。 

・  事務･技術職員、研究職員についても、国との比較などを踏まえ、適切な

対応を行っていると考える。 
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様式 １　公表されるべき事項

独立行政法人国立病院機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　① 平成１９年度における役員報酬についての業績反映のさせ方

　② 役員報酬基準の改定内容

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

２　役員の報酬等の支給状況

平成１９年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

24,773 15,564 7,030 2,179
（地域手当）

3月31日
（任期到来）

千円 千円 千円 千円

1,789 （地域手当）
128 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

599 （地域手当）
12 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

918 （地域手当）
135 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,517 （地域手当）
61 （通勤手当）

前職

◇

Ｃ理事

＊20,470 12,780 5,773

7,338 4,279 2,448 8月24日

就任・退任の状況
役名

その他（内容）

法人の長

A理事 3月31日
（任期到来）

Ｂ理事

◇

Ｄ理事 17,309 10,836 4,895
3月31日
（任期到来） ＊

10,057 6,556
3月31日
（任期到来）2,448 8月24日

国の給与構造改革に伴う指定職俸給表の適用職員に準じて設けていた、平成１８年４月の
役員報酬の改定前から在職する役員について改定前の報酬の額を保障する経過措置につ
いて、平成１９年度限りとし、平成２０年度以降は適用しないこととした。

国の給与構造改革に伴う指定職俸給表の適用職員に準じて設けていた、平成１８年４月の
役員報酬の改定前から在職する役員について改定前の報酬の額を保障する経過措置につ
いて、平成１９年度限りとし、平成２０年度以降は適用しないこととした。

平成１８年度の厚生労働省独立行政法人評価委員会の当法人の評価項目毎の評価が全
項目「Ａ」以上であったことから、役員報酬規程では、業績年俸の評価率を110/100までの
増額ができるところ、平成１８年度決算における各病院の収支状況などを考慮して、全役員
の業績年俸の評価率を100/100として、前年度並みとした。

なし

国の給与構造改革に伴う指定職俸給表の適用職員に準じて設けていた、平成１８年４月の
役員報酬の改定前から在職する役員について改定前の報酬を保障する経過措置の額につ
いて、平成１９年度限りとし、平成２０年度以降は適用しないこととした。（適用者なし）

なし
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鉛筆

KMXAU
テキストボックス
　(参考)



千円 千円 千円 千円

1,517 （地域手当）
110 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,517 （地域手当）
354 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,440 1,440
（　　　　）

3月31日
（任期到来） ＊

千円 千円 千円 千円

1,440 1,440
（　　　　）

3月31日
（任期到来）

千円 千円 千円 千円

該当者なし
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

1,440 1,440
（　　　　）

3月31日
（任期到来）

千円 千円 千円 千円

1,440 1,440
（　　　　）

3月31日
（任期到来）

注１：　「地域手当」とは、民間の賃金、物価及び生計費が特に高い地域に在勤する役員に支給している
      ものである。
注２：　「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付しています。
　　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
      独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。
注３：　上記の他、当法人の病院長又は副院長が本務であるため、役員報酬が支給されない非常勤理事が
      ７名いる。

３　役員の退職手当の支給状況（平成１９年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当なし

千円 年 月

該当なし

千円 年 月

該当なし

注：　「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付しています。
　　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
      独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄。

Ｂ理事
（非常勤）

Ａ理事
（非常勤）

Ｅ理事

法人の長

理事

Ｂ監事
（非常勤）

Ａ監事
（非常勤）

摘　　要

監事

監事

法人での在職期間

4,895
3月31日
（任期到来） ◇

Ｆ理事 17,602 10,836 4,895
3月31日
（任期到来） ＊

17,358 10,836
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Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　② 職員給与決定の基本方針
　ア 給与水準の決定に際しての考慮事項とその考え方

　イ 職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方

〔能率、勤務成績が反映される給与の内容〕

　ウ 平成１９年度における給与制度の主な改正点

賞与：業績手当
（業績反映部分）

常勤職員（年俸制職員を除く。）について、業績に応じて定める割合を算定基礎額に乗じた
額を支給

賞与：業績手当
（年度末賞与）

当該年度の医業収支が特に良好な病院に対して、職員の業績に応じて、定める割合を算定
基礎額に乗じた額を支給

基本給：昇給 常勤職員（院長を除く）の勤務成績に応じて、５段階の昇給を行う。

　① 人件費管理の基本方針

給与種目 制度の内容

賞与：業績年俸
院長及び医長以上の医師について、前年度の業務の実績を考慮の上、80/100から
120/100の範囲内で定める割合を前年度の業績年俸に乗じた額を支給

中期計画における人事に関する計画として、「良質な医療を効率的に提供していくため、医師、看
護師等の医療従事者数については、医療を取り巻く状況の変化に応じて柔軟に対応する。」、「技
能職等の職種については、業務の簡素化・迅速化、アウトソーシング化等による効率化を図る。」こ
ととしており、当該計画に基づき、適切な人員配置に努めるとともに業務委託についてもコスト低減
に十分配慮した有効活用を図ること等により、中期目標期間中、人件費率と委託費率を合計した率
について、業務の量と質に応じた病院運営に適切な率を目指して抑制を図る。

職員の給与水準は、独立行政法人通則法第57条第３項の規定に基づき、一般職の職員の給与に
関する法律の適用を受ける国家公務員の給与、民間企業の従業員の給与及び業務の実績などを
考慮して決定している。

中央省庁等改革基本法第３８条第１項第６号の規定等に基づき、職員の業績を給与に反映してい
る。

①　国の給与構造改革に準じた制度改正 [H19.4.1]
     一般職給与法の改正に準じて、広域異動手当の新設、役職手当の定額化、扶養手当の引上げ等を
実施した。
②　育児短時間勤務を行う職員等の給与制度の整備 [H19.8.1]
　　 国家公務員育児休業法の改正による短時間勤務制度の創設に伴い、同法に準じて給与制度を改正
した。
③　人事院勧告に準じた給与の改定　[H19.12.14]
　　ⅰ　初任給を中心とした若年層に限定した基本給月額の引上げ等（H19.4.1に遡って適用）
　　ⅱ　業績年俸及び業績手当（業績反映部分）の０．０５月分引上げ
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２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況（年俸制適用者以外）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

36,703 40.5 6,041 4,442 66 1,599
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,251 42.8 6,570 4,802 92 1,768
人 歳 千円 千円 千円 千円

8 46.9 7,884 5,755 46 2,129
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,474 40.0 10,734 8,233 64 2,501
人 歳 千円 千円 千円 千円

22,822 38.0 5,049 3,692 56 1,357
人 歳 千円 千円 千円 千円

4,274 41.3 5,794 4,243 97 1,551
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,532 51.0 5,141 3,725 65 1,416
人 歳 千円 千円 千円 千円

410 43.1 7,175 5,172 84 2,003
人 歳 千円 千円 千円 千円

675 42.5 5,680 4,173 75 1,507
人 歳 千円 千円 千円 千円

221 37.5 3,458 2,620 67 838

注）：上記の医療職種（病院医師）については、年俸制が適用される医長以上の医師は含まれない。
　　・「教育職種（高等専門学校教員）」については該当する職員がいないため、欄を記載していない。

人 歳 千円 千円 千円 千円

3 32.5 4,631 3,471 116 1,160
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 32.5 4,631 3,471 116 1,160

注）：上記職種以外の職種については該当する職員がいないため、欄を記載していない。

注）：「在外職員」、「再任用職員」、「非常勤職員」については該当する職員がいないため、表を記載していない。
　　・平成19年度を通じて在職し、かつ、平成20年4月1日に在職する職員（休職等により給与が減額された者を除く）
　 の状況である。

　①　職種別支給状況（年俸制適用者）

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

2,036 51.1 14,982 11,155 83 3,827
人 歳 千円 千円 千円 千円

123 60.7 18,473 12,984 97 5,489
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,913 50.5 14,758 11,038 82 3,720

注）：上記職種以外の職種については該当する職員がいないため、欄を記載していない。

注）：「在外職員」、「任期付職員」、「再任用職員」、「非常勤職員」については該当する職員がいないため、表を記載
　　　していない。
　　・平成19年度を通じて在職し、かつ、平成20年4月1日に在職する職員（休職等により給与が減額された者を除く）
　 の状況である。

院長

医療職種
（病院医師）

平均年齢区分 人員
総額 うち所定内 うち賞与

常勤職員

うち所定内人員

平成１９年度の年間給与額（平均）

福祉職種
（児童指導員等）

療養介助職種

事務・技術

研究職種

医療職種
（病院医師）

医療職種
（医療技術職）

医療職種
（病院看護師）

任期付職員

医療職種
（病院看護師）

教育職種
（看護師等養成所教員）

技能職種
（看護補助者等）

常勤職員

うち賞与平均年齢
平成１９年度の年間給与額（平均）

総額
区分
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②

（事務・技術職員）

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、⑤まで同じ。

（事務・技術職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

25 50.2 9,680 9,972 10,497

43 28.8 3,474 3,817 4,266

（研究職員）

注：各年齢階層の在職人員が２人以下のため、個人が特定されるおそれがあることから、グラフに表示していない。

（研究職員）

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

5 49.7 8,146 8,335 8,915

2

注１：本法人には、本部課長相当職が置かれていないため、原則として「本部課長」を掲げるところ、代わりに「研究室長」を

　　　代表的に職位として掲げた。また、「主任研究員」に該当する職員は存在しないため、表示していない。

注２：研究員の在職人員が２人のため、個人が特定されるおそれがあることから、人員以外を表示していない。

年間給与の分布状況（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職員（病院看護師））〔在外職
員、任期付職員及び再任用職員を除く。以下、⑤まで同じ。〕

平均

人員 平均年齢

平均年齢

平均

　　・研究室長

分布状況を示すグループ

　　・研究員

人員分布状況を示すグループ

　　・本部課長

　　・本部係員

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

２０－２３歳２４－２７歳２８－３１歳３２－３５歳３６－３９歳４０－４３歳４４－４７歳４８－５１歳５２－５５歳５６－５９歳

0

50

100

150

200

250

300

350

400

人数

平均給与額

第３四分位

国の平均給与額

第１四分位

人千円

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

２０－２３
歳

２４－２７
歳

２８－３１
歳

３２－３５
歳

３６－３９
歳

４０－４３
歳

４４－４７
歳

４８－５１
歳

５２－５５
歳

５６－５９
歳

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

人数

国の平均給与額

人千円
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（医療職員（病院医師））

（医療職員（病院医師））

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

1,347 48.7 13,474 14,113 14,786

1,474 40.0 9,875 10,670 11,536

注１：上記の医療職員（病院医師）には、年俸制が適用される医長以上の医師が含まれる。

　　　・以下、④及び⑤において同じ。

（医療職員（病院看護師））

（医療職員（病院看護師））

四分位 四分位

第１分位 第３分位
人 歳 千円 千円 千円

1,479 48.9 7,038 7,424 7,841

17,706 35.3 3,829 4,627 5,451

注：上記の医療職員（病院看護師）には、任期付職員（3人）が含まれる。

　　・診療科長

　　・医師

　　・看護師長

平均分布状況を示すグループ 人員 平均年齢

平均平均年齢分布状況を示すグループ 人員

　　・看護師

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

２０－２３
歳

２４－２７
歳

２８－３１
歳

３２－３５
歳

３６－３９
歳

４０－４３
歳

４４－４７
歳

４８－５１
歳

５２－５５
歳

５６－５９
歳

0

100

200

300

400

500

600

700

人数

平均給与額

第３四分位

国の平均給与額

第１四分位

人千円

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

２０－２３歳２４－２７歳２８－３１歳３２－３５歳３６－３９歳４０－４３歳４４－４７歳４８－５１歳５２－５５歳５６－５９歳

0

400

800

1200

1600

2000

2400

2800

3200

3600

4000

4400

4800

人数

平均給与額

第３四分位

国の平均給与額

第１四分位

人千円
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③

（事務・技術職員）

区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

標準的 一般職員 係長 班長（地方） 課長（地方） 事務長 事務部長 事務部長 事務部長

な職位 主査（本部） 係長（本部） 専門職（本部） 課長 課長（本部） 部長（本部） 部長（本部）
人 人 人 人 人 人 人 人 人

2,251 531 811 425 95 295 82 7 5
（割合） (23.6%) (36.0%) (18.9%) (4.2%) (13.1%) (3.6%) (0.3%) (0.2%)

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59
～
20

59
～
27

59
～
37

57
～
32

59
～
46

59
～
49

58
～
54

58
～
46

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

4,480
～
1,769

5,685
～
2,678

7,006
～
3,664

7,447
～
5,517

7,823
～
5,713

8,952
～
6,531

9,202
～
7,233

9,263
～
8,897

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

6,046
～
2,444

7,671
～
3,729

9,513
～
5,122

9,983
～
7,464

10,683
～
7,940

12,510
～
9,287

12,910
～
10,347

13,087
～
12,816

（研究職員）

区分 計 １級 ２級 ３級

標準的 研究員 研究室長 研究部長

な職位
人 人 人

8 2 6
（割合） (25.0%) (75.0%)

歳 歳

59
～
33

千円 千円

6,702
～
5,105

千円 千円

9,224
～
6,856

注：１級における該当者が２名のため、当該個人を特定されるおそれがあるため、「人員」以外の事項については記載していない。

（医療職員（病院医師））

区分 計 医療職（一）

標準的

な職位
人 人

1,474 1,474
（割合） (100.0%)

歳

64
～
28

千円

11,247
～
5,155

千円

14,159
～
6,790

人員

年間給与
額(最高～
最低)

 職級別在職状況等（平成２０年４月１日現在）（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職員
（病院看護師）

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～
最低)

所定内給
与年額(最
高～最低)

人員

年齢（最高
～最低）

一般医師

人員

年齢（最高
～最低）

年間給与
額(最高～
最低)

所定内給
与年額(最
高～最低)
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（医療職員（年俸制職員（病院医師）））

区分 計 副院長等年俸１級 副院長等年俸２級

標準的 部　長

な職位 医　長
人 人 人

1,913 1,615 298
（割合） (84.4%) (15.6%)

歳 歳

66
～
33

67
～
42

千円 千円

12,723
～
7,132

13,807
～
9,696

千円 千円

18,180
～
9,250

19,436
～
12,626

（医療職員（病院看護師））

区分 計 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

標準的 准看護師 助産師 副看護師長 看護師長 副看護部長 看護部長 看護部長

な職位 看護師 副総看護師長 総看護師長
人 人 人 人 人 人 人 人

22,822 1,353 17,763 1,960 1,474 159 94 19
（割合） (5.9%) (77.8%) (8.6%) (6.5%) (0.7%) (0.4%) (0.1%)

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

59
～
23

59
～
22

59
～
28

59
～
31

59
～
42

59
～
50

61
～
54

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

4,605
～
2,033

5,689
～
2,236

6,301
～
2,766

6,974
～
3,741

7,182
～
4,857

7,553
～
5,934

9,391
～
6,541

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

6,329
～
2,790

7,880
～
3,079

8,382
～
3,917

9,242
～
5,044

9,669
～
6,578

10,292
～
8,266

13,243
～
9,380

（医療職員（任期付職員（病院看護師）））

区分 計 １級 ２級

標準的 准看護師 助産師

な職位 看護師
人 人 人

3 0 3
（割合） (0.0%) (100.0%)

歳 歳

34
～
31

千円 千円

3,589
～
3,100

千円 千円

4,901
～
4,211

副院長
統括診療部長
臨床研究センター長
臨床研究部長

人員

年齢（最高
～最低）

年間給与
額(最高～
最低)

年齢（最高
～最低）

人員

所定内給
与年額(最
高～最低)

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～
最低)

人員

年齢（最高
～最低）

所定内給
与年額(最
高～最低)

年間給与
額(最高～
最低)
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④

（事務・技術職員）
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

56.9 57.1 57

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 43.1 42.9 43

％ ％ ％

         最高～最低 52.8～33.8 53.2～31.6 49.9～33.2

％ ％ ％

64.5 64.7 64.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 35.5 35.3 35.4

％ ％ ％

         最高～最低 38～32.5 44.9～29.1 41.9～31.6

（研究職員）
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

57.4 53.9 55.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.6 46.1 44.6

％ ％ ％

         最高～最低 44.9～41.8 49.8～39.9 46.4～41.2

％ ％ ％

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

％ ％ ％

         最高～最低

注）：一般職員における該当者が２人であることから、当該個人を特定されるおそれがあるため、記載していない。

（医療職員（病院医師））
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

0.8 0.1 0.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 99.2 99.9 99.6

％ ％ ％

         最高～最低 100～33.6 100～32.8 100～34

％ ％ ％

64.0 63.3 63.6

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 36.0 36.7 36.4

％ ％ ％

         最高～最低 43.3～32.9 45～24.5 41.9～30

注）：表上の管理職員に該当する職員で、一般医師が平成１９年度内に昇任により、副院長等年俸制になった職員が含まれている。

（医療職員（病院看護師））
夏季（６月） 冬季（12月） 計

％ ％ ％

56.2 56.1 56.1

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 43.8 43.9 43.9

％ ％ ％

         最高～最低 50.6～33.7 53.6～29.3 49.9～31.4

％ ％ ％

63.9 63.6 63.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 36.1 36.4 36.2

％ ％ ％

         最高～最低 39.6～31.1 51.5～25.3 44.8～28.7

一律支給分（期末相当）

賞与（平成１９年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／研究職員／医療職員（病院医師）／医療職員
（病院看護師）

区分

一般
職員

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

管理
職員

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）

一律支給分（期末相当）
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⑤

（事務・技術職員）
対国家公務員（行政職（一）） 97.5
対他法人 90.9

（研究職員）
対国家公務員（研究職） 84.2
対他法人 83.2

（医療職員（病院医師））
対国家公務員（医療職（一）） 116.0

（医療職員（病院看護師））
対国家公務員（医療職（三）） 94.1

すべての独立行政法人を一つの法人とみなした場合の給与水準）に置き換えた場合の給与水準を１００

給与水準の比較指標について参考となる事項

○事務・技術職員

地域勘案　　　　　　 １０１．８

参考 学歴勘案　　　　　　 　９７．９

地域・学歴勘案　　　１０１．８

○研究職員

地域勘案　　　　　 　 　８２．３

参考 学歴勘案　　　　　　 　 ８６．１

地域・学歴勘案　　　　８５．０

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.7％
（国からの財政支出額　552億円、支出予算の総額　8,191億円：平成19年度
予算）

【検証結果】
当法人の研究職員の基本給及び諸手当の制度については、国の一般職給
与法に準じているところであり、適切なものと判断する。

講ずる措置
引き続き、一般職給与法適用の国家公務員の給与、民間企業の従業員の
給与及び業務の実績などを考慮し適切に対応していく。

指数の状況

対国家公務員　　　８４．２

講ずる措置
引き続き、一般職給与法適用の国家公務員の給与、民間企業の従業員の
給与及び業務の実績などを考慮し適切に対応していく。

項目 内容

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.7％
（国からの財政支出額　552億円、支出予算の総額　8,191億円：平成19年度
予算）

【検証結果】
当法人の事務職員の基本給及び諸手当の制度並びにその水準について
は、国の一般職給与法に準じているところであるが、独法移行時に中高年齢
層の一般職員の給与カーブをフラット化するなどの措置を講じたところであ
り、適切な対応を行っていると考えている。

項目 内容

指数の状況

対国家公務員　　  ９７．５

注：　当法人の年齢別人員構成をウエイトに用い、当法人の給与を国の給与水準（「対他法人」においては、

職員と国家公務員及び他の独立行政法人との給与水準（年額）の比較指標（事務・技術職員／研究職員／医療
職員（病院医師）／医療職員（病院看護師）)

　　として、法人が現に支給している給与費から算出される指数をいい、人事院において算出
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○病院医師

地域勘案　　　　　　 １０８．２

参考 学歴勘案　　　　　　 １１６．０

地域・学歴勘案　　　１０８．２

講ずる措置
引続き、国家公務員の医師の給与、民間医療機関の医師の給与、当法人の
医師確保の状況や医師が確保できない場合に法人の事業運営に与える影
響を総合的に考慮して、適切に対応していく。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている定量的な
　理由

①　国の病院医師に対する初任給調整手当においては、医師確保が困難な
地方の手当額がより高くなる制度となっており、機構においてもほぼ準ずる制
度（医師手当）を導入しているところであるが、機構においては、地方に勤務
する職員の割合が高いこと。
　　 （地域手当1～3級地　初任給調整手当・医師手当５種月10万円
　　　人員構成　国　51.3%、機構13.8%）
　　 （地域手当非支給地　初任給調整手当・医師手当 1～3種 月31～
　　　21万円人員構成　国13.7%,機構46.7%）
　　 　注）国の地域手当支給地別人員構成は、平成19年国家公務員給与
　　　　　実態調査の公表データより算出
②　当法人の医師の基本給等については、医師確保にかかる当法人の各病
院並びに他の設置主体の状況に鑑みて、国の引下げを行う際にも従前の水
準に据置いたこと。 （国の俸給表の平均改定率　平成17年12月　△0.3%、平
成18年4月給与構造改革　△5.2%)
③　医長以上の医師への年俸制において、前年度の診療によって得られた
収入の一定割合等を原資として、勤務成績が良好な医師について、各年度
に支給する業績年俸（賞与）を前年度の額の最大１．２倍まで増額できる仕
組みを導入していること。

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.7％
（国からの財政支出額　552億円、支出予算の総額　8,191億円：平成19年度
予算）

【検証結果】

医師の確保は、当法人の主たる事業かつ目的である医療の提供に不可欠で
あり、また、経営上においても、全収益の約９割を占める医業収益にかかる基
本的かつ重要な事項であり、全国的な医師確保が厳しい情勢を踏まえると、
医師の処遇の改善が法人の運営上の重要課題の一つとなっている。処遇改
善への給与面の対応として、基本給等の引下げの見送り、年俸制による勤
務成績の反映など、漸次改善を進めているものであり、適切な対応であると
考えている。
　また、他の設置主体の病院給与を示す資料は次のとおりであり、国立(国、
当法人、労働者健康福祉機構を含み、国立大学法人は含まれない。)と公立
（都道府県・市町村立）・医療法人の給与水準と比較した場合に、民間病院
の医師と大きな格差が生じているところである。
○医療経済実態調査結果速報（平成19年６月調査）職種別常勤職員１人当
たり平均給料月額等より、一般病院医師の年収を推計
　 　国立　1333万円（100.0）、公立1427万円(107.1)、医療法人1603万円
（120.3）
 

項目 内容

指数の状況

対国家公務員　　１１６．０
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○病院看護師

地域勘案　　　　　　 　９３．６

参考 学歴勘案　　　　　　 　９３．５

地域・学歴勘案　　　　９２．５

Ⅲ　総人件費について

当年度
（平成１９年度）

前年度
（平成１８年度） 16'

千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(A)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｂ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ｃ)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(D)
千円 千円 千円 （％） 千円 （％）

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項
①人件費の主な増減要因等

　　（人件費率＋委託費率）　 ※(人件費＋委託費)／医業収益

平成１８年度決算　５８．１％　→　平成１９年度決算　５７．４％（△　０．７％）

人件費が増加する一方で、人件費率等が低下していることは、当法人の経営努力によっ
て、増加した人件費を大きく上回る自己収入を得たことを示している。

最広義人件費
418,908,811 409,454,122 9,454,689 (3.9%)(2.3%) 15,898,887

(38.5%)

(0.2%) 597,432 (1.0%)

198,214 (0.8%)

(10.7%)

退職手当支給額
24,446,694 24,248,480

20,128,028 2,144,129

区　　分 比較増△減
中期目標期間開始時（平
成１６年度）からの増△減

給与、報酬等支給総額
312,968,784 305,957,856 7,010,928 (2.3%) (3.4%)10,362,397

　給与水準の適切性の
　検証

【国からの財政支出について】
支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　6.7％
（国からの財政支出額　552億円、支出予算の総額　8,191億円：平成19年度
予算）

【検証結果】
　当法人の看護師の給与については、民間給与の水準を考慮して、独法移
行時に中高年齢層の一般看護師の給与カーブのフラット化、基本給の調整
額の廃止による特殊業務手当の創設による水準の引下げなどを適切な対応
を行ってきたところであるが、看護師の確保については、医師と同様に厳しい
状況にある。
　なお、国の給与水準と比較を行う場合には、当法人の看護師は大多数が
地域手当の非支給地で勤務している（55.3%）が、国においては、非支給地
に所在している国立ハンセン病療養所において、俸給の調整額（平成１９年
度においては、賞与反映分込みで年間　77万円）が支給されているという特
殊要因がある。

講ずる措置
引続き、国家公務員の看護師の給与、民間医療機関の看護師の給与、当法
人の看護師確保の状況や確保できない場合に法人の事業運営に与える影
響を総合的に考慮して、適切に対応していく。

指数の状況

対国家公務員　　　９４．１

項目 内容

△ 1,255,744 (△4.9%)

　国立病院機構中期計画（平成１６～２０年度）において、人件費率等について『人事に関
する計画に基づき、適正な人員の配置に努めるとともに、業務委託についてもコスト低減に
十分配慮した有効活用を図ること等により、中期目標の期間中、人件費率と委託費率を合計
した率について、業務の量と質に応じた病院運営に適正な率を目指して抑制を図る。』とさ
れている。

非常勤役職員等給与
22,272,157

福利厚生費
59,221,175 59,119,758 101,417

6,194,802
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　○給与、報酬等支給総額の主な増減要因

・

・

・ 技能職職員の不補充によるもの

・ 基本給の調整額の廃止及び手当化によるもの

・

　○最広義人件費の主な増減要因

・ 麻酔医等の医師を臨時に招聘するための謝金の増加によるもの

・ 後期臨床研修を行う非常勤医師等の給与の増加によるもの。

　ⅰ）主務大臣が中期目標において示した人件費削減の取組に関する事項

併せて、給与構造改革を踏まえた給与体系の見直しを進めること。

　ⅱ）中期目標において設定した削減目標、給与構造改革を踏まえた見直し方針

　ⅲ）上記ⅱ)の進ちょく状況

Ⅳ 法人が必要と認める事項
特になし

2.1%

　技能職の退職後の不補充、基本給の調整額の廃止等により人件費の削減への取組みを進めてき
ているが、心神喪失者等医療観察法、障害者自立支援法への対応等による政策的要因により、人
件費の増となったものである。
　今後とも、中期目標・中期計画に基づき、適切な取組みを行うこととしている。

305,957,856

0.5%

0.5%
人件費削減率（補正値）

（％）

2.8%

平成１９年一般職給与法の改正に準じて、若年齢層の基本給の改定、勤勉手当に相当す
る業績手当（業績反映部分）の０．０５月分の引上げ等を行ったことによるもの

心神喪失者等医療観察法（心神喪失等の状態で重大な他害行為を行った者の医療及
び観察等に関する法律[平成15年法律第110号]）、障害者自立支援法[平成17年法律
第123号]への対応、患者のＱＯＬの向上等の政策的要因による人員増

給与、報酬等支給総額
（千円）

平成１６年４月の独法移行時の中高年齢層の一般職員の給与カーブの見直しに伴う
現給保障措置の終了による基本給の支給額が減少したことによるもの

平成18
年度

304,525,998

平成19
年度

312,968,784

（人件費削減の場合）　　　　　　　総人件費改革の取組状況

  なお、平成１８年度以降の医師、看護師等にかかる給与の増加分（10,897百万円）を除くと、
平成17年度比では、2,454百万円の減となっている。

　また、平成19年度決算の人件費率と委託費率を併せた率５７．４％は、平成17年度決算
（57.8%）に比べて、０．４％低下しており、人件費増を上回る自己収入を得ている。

②行革推進法、行政改革の重要方針（平成17年12月24日閣議決定）による人件費削減の取組の状況

「行政改革の重要方針」（平成１７年１２月２４日閣議決定）を踏まえ、平成１８
年度以降の５年間において国家公務員に準じた人件費削減に向けた取組を行うこと
とするが、医療法及び診療報酬上の人員基準に沿った対応を行うことはもとより、
国の制度の創設や改正に伴う人材確保も含め政策医療の推進のための対応ととも
に、医療サービスの質の向上、医療安全の確保及び患者の処遇の改善等にも留意し
つつ、適切な取組を進めること。なお、現中期目標期間の最終年度までの間におい
ても必要な取組を行うこと。

　中期計画において、『今後５年間で５％以上の人件費削減の取組を行うが、医療
法及び診療報酬上の人員基準に沿った対応を行うことはもとより、心神喪失者等医
療観察法、障害者自立支援法等国の制度の創設や改正に伴う人材確保も含め政策医
療の推進のための対応とともに、医療サービスの質の向上、医療安全の確保及び患
者の処遇の改善等にも留意しつつ、適切な取組を行う。併せて、国家公務員の給与
構造改革を踏まえて、役職員の給与について必要な見直しを進める。』こととして
いる。

　また、給与構造改革については、国の給与制度の見直しに併せて平成１８年７月
１日から実施した。

人件費削減率
（％）

基準年度
（平成17年度）

年　　　度
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（様式６） 

 

随意契約等の状況 

 

 

①平成１９年度の実績【全体】 

  件数 金額 

競争入札 
６,０９２件

( 66.0%) 

１,６４４億円

( 75.1%) 

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

企画競争 
件

   －    (     %) 

億円

－  (     %) 

随意契約 
３,１４５件

( 34.0%) 

５４４億円

( 24.9%) 

合 計 
９,２３７件

(100.0%) 

２,１８８億円

(100.0%) 

※１ 予定価格が少額である場合を除く。 

※２ 競争入札には不落随意契約を含む。 

※３ 随意契約には、薬価改定後の一般競争入札を行うまでの間（平成２０年４月～６月）の契約期

間延長のための随意契約 690 件 147 億円が含まれている。この影響を除くと下表のとおりと

なる。 

 

 

 件数 金額 

随意契約 
２,４５５件

( 26.6%) 

３９７億円

( 18.1%) 
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②平成１９年度の実績【同一所管法人等】

 件数 金額 

競争入札 
１３件

(  3.6%) 

３億円 

(  4.4%) 

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

企画競争 
件

   －    (     %) 

億円

－   (     %) 

随意契約 
３４６件

( 96.4%) 

６５億円

( 95.6%)  

合 計 
３５９件

(100.0%) 

６８億円

(100.0%) 

※１ 予定価格が少額である場合を除く。 

※２ 競争入札には不落随意契約を含む。 

 

参考 上記②の随意契約の主な内訳 

区     分 見直し計画 １９年度実績 差引増減 

血液等の購入   48.8 億円 53.6 億円 4.8 億円

医療機器の保守（製造メーカー） 4.6 億円 6.0 億円 1.4 億円

電話料 2.9 億円 2.5 億円 △0.3 億円

             

 

③平成１９年度の実績【同一所管法人等以外の者】
 

 件数 金額 

競争入札 
６,０７９件

( 68.5%)

１,６４１億円 

( 77.4%)

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

企画競争 
件

－   (     %)

億円

－   (     %)

随意契約 
２,７９９件

( 31.5%)

４７９億円

( 22.6%)

合 計 
８,８７８件

(100.0%)

２,１２０億円

(100.0%)

※１ 予定価格が少額である場合を除く。 

※２ 競争入札には不落随意契約を含む。 
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④随意契約の見直し計画の実施状況 

 

平成１８年８月に会計規程の改正を行い、同年１０月から原則一般競争入札による

こととし、随意契約によることができる基準を国の会計法令に準じたものとした。 

 

 

 

⑤随意契約見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み 

１．契約情報の公表 

平成１８年１０月以降予定価格が１００万円（賃貸借契約は８０万円）以上の随

意契約を対象としてホームページに公表していたところであるが、平成２０年１月

以降はすべての契約を対象としてホームページに公表するとともに、内部監査を通

じて適正な契約の実施について徹底していくこととした。 

２．特定の業者との随意契約の制限 

平成１９年１１月に旧国立病院のＯＢが再就職している企業との随意契約につ

いては、いわゆる少額随意契約基準を超えるものについて原則禁止とするととも

に、少額随意契約についても複数の者から見積書を徴することを徹底することと

し、国民から疑念をもたれることがないような契約事務の遂行に努めた。 

 

 

 

⑥平成１９年度の実績【関連法人】

 件数 金額 

競争入札 
件

(    %)

億円

(    %)

一 
般 
競 
争 
入 
札 
等 

企画競争 
件

(    %)

億円

(    %)

随意契約 
件

(    %)

億円

(    %)

合 計 
件

( 100%)

億円

( 100%)
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⑦関連法人との契約の状況等 

 

 

 

⑧その他関連法人との随意契約の適正化等についての取り組み状況 

 

 

 

⑨取り組み等についての自己評価 

 

平成１８年度実績を基とし平成１９年１２月に策定した『随意契約見直し計画』と『平

成１９年度実績』を比較すると『競争性のない随意契約』が１,６１７件、２７６億円

の増となっている。 

特定の者から随意契約により調達せざるを得ない保存血液等の購入（対計画４.８億

円増）や債券購入（対計画３８億円増）については今後も一定数新規に発生することが

見込まれるが、平成２０年度以降に競争契約に移行するもの、または事務・事業を取り

止めるもの（合計１,８２５件、２４０.６億円）を着実に行い見直し計画達成にむけて

努力する。 
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委員記載（評価）欄 

・ 一般競争入札率６６％、随意契約率３４％(薬価改定を考慮すれば２７％)は、さら

に随契を減少させる努力は必要だが、現状でも十分に評価できる。また、全契約を対

象としてホームページ上に公開していることも、情報開示の観点から高く評価する。

・  随意契約の比率は低下しており、ほぼ妥当と考える。 

・  妥当である。 

・  平成１９年度の随意契約実績は、件数ベースで全体の３４．０％、金額ベースで

全体の２４．９％となり、平成１８年度実績と比較すると大幅に随意契約の割合は

減少した。しかしながら、実数ベースでみると、随意契約の件数、金額は、平成１

９年１２月に策定された「随意契約見直し計画」よりも増加している。随意契約は

真にやむを得ないものに限定するとともに、国民から疑念をもたれないよう、適正

な契約締結の徹底と内部監査による問題の発見・改善に努めることが必要である。 

・  社会の厳しい目が向けられている問題であり、又、世の習いとして内部告発など

内側からも厳しい目が注がれている大きな課題。透明性の確保と社会的な納得が得

られる取組となっているかを常にチェックしていただきたい。 

・  当該施策は充分に評価できるが、内部監査のみならず、外部識者による監視委員

会(他省では設置済みもある。)を設置し、定期的にサンプリングによる確認をする

事も必要と考える。 

・  見直し計画に対して、実績は２７６億円増(２６８億円の計画に対して５４４億円

と約２倍)と極めて不十分な実績となっている。徹底した取組が必要である。 

・  競争入札とした契約についても、一般国民から見て疑念を抱かざるを得ない状況

であるとの報道もなされており、この点の調査、解明等をきちんと行い透明性の向

上を図るべきである。いずれにしても、契約の透明性、競争性の向上に向けて特段

の努力が必要であると考える。 

・  今後さらに透明性を高めてもらいたい。 
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随意契約見直し計画 
 

平成 19年 12月 
独立行政法人国立病院機構 

 
 
 
１．随意契約の見直し計画 
（１）平成１８年度において、締結した随意契約について点検・見直

しを行い、以下のとおり、随意契約によることが真にやむを得ない

ものを除き、順次可能なものから一般競争入札等に移行することと

した。 
 
【全体】 

平成１８年度実績 見直し後 
  

件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（14.6％） （16.0％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 640 101

（50.7％） （41.6％）
競争入札 

2,228 263

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（7.7％）

796

（4.6％）

96 - -

（92.3％） （95.4％） （34.8％） （42.4％）
随意契約 

3,600 536 1,528 268

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 4,396  632  4,396  632

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 
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KMXAU
テキストボックス
　(参考)



【同一所管法人等】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（7.0％） （3.6％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 30 2

（13.3％） （6.3％）
競争入札 

57 4

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（5.5％）

24

（7.5％）

5 - -

（94.5％） （92.5％） （79.8％） （90.1％）
随意契約 

406 62 343 60

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 430  67  430  67

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 

 

 

【同一所管法人等以外の者】 
平成１８年度実績 見直し後 

  
件数 金額（億円） 件数 金額（億円） 

（15.4％） （17.5％）事務・事業を取り止めたもの 

（１８年度限りのものを含む。） 610 99

（54.8％） （45.8％）
競争入札 

2,171 258

（ - ％） （ - ％）

一
般
競
争
入
札
等 

企画競争等 
（19.5％）

772

（16.0％）

90 - -

（80.5％） （84.0％） （29.8％） （36.7％）
随意契約 

3,194 475 1,185 208

（100％） （100％） （100％） （100％）
合   計 

 3,966  565 3,966  565

（注１）見直し後の随意契約は、真にやむを得ないもの 

（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある 

（注３）企画競争等とは、公募型プロポーザル及びオープンカウンター（いわゆる

随意契約）による契約である 
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２．随意契約見直し計画の達成へ向けた具体的取り組み及び移行時期 
 
（１）契約情報の充実 

契約の透明性を確保するため、現在実施している随意契約に係

る情報の公開に加え、競争契約に係る情報の公開についても、厚

生労働省基準により実施する。 
（平成１９年１２月までに措置を講じ、平成２０年１月１日施行） 

 
（２）随意契約の見直しの徹底 
   随意契約見直し計画に基づく見直しの達成状況について、内部

監査を通じて把握し、見直しの徹底を指導していく。 
（平成１９年度より実施） 
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（別冊）

個別病院ごとの検証

独立行政法人 国立病院機構
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個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

都道
府県

地域 基幹 地域

北がん 550 520 30 ○ ○ ○

札幌南 418 259 159

西札幌 452 452

函館 310 300 10

道北 340 290 50 40

帯広 370 220 50 100 120

八雲 240 120 120 120 120

弘前 342 342 ○

八戸 138 138 88

青森 320 260 60 80 80

盛岡 300 250 50

花巻 318 80 238 80 33

岩手 220 220 120

釜石 180 180 80

仙台 698 650 48 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西多賀 480 480 80 160

宮城 442 410 32 120

あきた 340 324 16 160 80

山形 308 258 50 80

米沢 220 220 120

福島 372 350 22 120 ○

いわき 180 180 80

水戸 500 500 ○ ○

霞ヶ浦 250 250 ○

茨城東 428 360 68 120 ○

栃木 462 456 6 ○

宇都宮 430 330 100 80

高崎 451 445 6 ○ ○

沼田 199 195 4 ○ ○

西群馬 380 330 50 80 ○ ○

西埼玉 325 325 ○

埼玉 350 350 ○ ○ ○

東埼玉 552 452 100 80 120

千葉 455 410 45 ○ ○

千葉東 470 420 50 120

下総 469 469 33

下志津 440 440 120 120
東京医療 780 730 50 ○ ○ ○
災害医療 455 455 ○ ○

東京 560 460 100 ○

村山 350 350

横浜 552 500 52 ○ ○ ○ ○

南横浜 300 150 150

久里浜 332 86 246 33

箱根 199 199 80

相模原 505 505

神奈川 370 320 50 80

西新潟 420 370 50 120

新潟 350 350 80 120

さいがた 410 160 250 80 33

甲府 320 270 50 120 ○ ○

東長野 223 223 120

松本 303 303
中信松本 330 280 50 80

長野 420 420 ○ ○ ○

小諸 340 80 260 80 17

緩和
ケア

ＤＰＣ精神 感染症
重心 筋ジス

（再掲）

医療
観察法

総数 一般 療養 結核

救命
救急
セン
ター

ＮＩＣＵ
総合
周産期

地域
医療
支援
病院

◎病床数（20年4月1日現在） ◎主な指定・届出等の状況（20年5月1日現在）

がん診療連
携拠点病院

災害
拠点病院

1



個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

都道
府県

地域 基幹 地域

緩和
ケア

ＤＰＣ精神 感染症
重心 筋ジス

（再掲）

医療
観察法

総数 一般 療養 結核

救命
救急
セン
ター

ＮＩＣＵ
総合
周産期

地域
医療
支援
病院

◎病床数（20年4月1日現在） ◎主な指定・届出等の状況（20年5月1日現在）

がん診療連
携拠点病院

災害
拠点病院

富山 320 270 50 160

北陸 254 80 174 40 33

金沢 650 602 48 ○ ○ ○ ○

医王 310 310 80 80

七尾 290 190 100 40

石川 240 240 40

長良 500 436 64 120 80 ○

静岡てん 410 410 160
静岡富士 175 175 80

天竜 380 330 50 80
静岡医療 450 450 ○

名古屋 804 754 50 ○ ○ ○ ○ ○
東名古屋 498 350 148 42

東尾張 233 233 33

豊橋 414 414 40 ○

三重 280 280 40

鈴鹿 276 276 120 120
三重中央 500 450 50 ○ ○ ○

榊原 226 226 17

福井 320 270 50 120 ○

あわら 180 140 40 80

滋賀 220 200 20

紫香楽 180 180 80

京都 600 600 ○ ○ ○ ○

宇多野 400 400 60

舞鶴 550 395 155 ○ ○

南京都 370 270 100 120

大阪 698 698 ○ ○ ○
近畿中央 435 325 110

刀根山 610 410 200 80

大阪南 520 520 ○ ○

神戸 304 304 ○

姫路 430 430 ○ ○

青野原 310 260 50 160
兵庫中央 574 426 148 40 86

奈良 410 310 100 80 40

松籟荘 230 80 150 80
南和歌山 316 316 ○ ○ ○ ○ ○

和歌山 375 355 20 160 ○

鳥取 560 292 18 250 160

米子 250 250 ○

松江 436 356 80 80 80

浜田 354 350 4 ○ ○ ○ ○

岡山 580 580 ○ ○ ○ ○

南岡山 506 406 100 120

呉 700 650 50 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福山 410 410 ○ ○

広島西 440 440 120 120

東広島 431 381 50 ○

賀茂 430 80 350 80

関門 400 400 ○

山陽 435 335 100 120 ○

岩国 580 530 50 ○ ○ ○ ○ ○

柳井 280 280 80

東徳島 360 310 50 160

徳島 300 300 120

高松 320 220 100

善通寺 301 251 50 ○ ○
香川小児 500 500 200 ○

四国がん 405 405 ○ ○

愛媛 459 410 49 160

高知 440 390 50 120 ○

小倉 400 350 50 ○ ○

九州がん 411 411 ○
九州医療 700 650 50 ○ ○ ○ ○ ○

福岡 368 368 120

大牟田 430 380 50 80 80

2



個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

都道
府県

地域 基幹 地域

緩和
ケア

ＤＰＣ精神 感染症
重心 筋ジス

（再掲）

医療
観察法

総数 一般 療養 結核

救命
救急
セン
ター

ＮＩＣＵ
総合
周産期

地域
医療
支援
病院

◎病床数（20年4月1日現在） ◎主な指定・届出等の状況（20年5月1日現在）

がん診療連
携拠点病院

災害
拠点病院

福岡東 591 541 50 120 ○ ○

佐賀 315 315 ○

肥前 557 80 477 80 33

東佐賀 414 360 50 4 160

嬉野 424 420 4 ○ ○ ○

長崎 280 280 86
長崎医療 650 610 40 ○ ○ ○ ○ ○ ○
長崎神経 315 280 35 56 ○ ○

熊本 550 500 50 ○ ○ ○ ○

熊本南 240 140 100

菊池 247 80 167 80 17

再春荘 513 513 80 80

大分 300 300

別府 550 510 40 ○ ○ ○

西別府 450 300 150 120 80

宮崎東 300 240 60 40

都城 307 307 ○ ○

宮崎 320 320 120

鹿児島 370 370 ○ ○ ○

指宿 271 231 36 4 ○

南九州 475 425 50 120 80 ○ ○

沖縄 320 270 50 80 ○

琉球 406 80 326 80 17

計 57,811 49,040 196 3,769 4,774 32 7,416 2,282 299 2 31 26 17 18 4 9 27 4 11

3



個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

北がん

札幌南

西札幌

函館

道北

帯広

八雲

弘前

八戸

青森

盛岡

花巻

岩手

釜石

仙台

西多賀

宮城

あきた

山形

米沢

福島

いわき

水戸

霞ヶ浦

茨城東

栃木

宇都宮

高崎

沼田

西群馬

西埼玉

埼玉

東埼玉

千葉

千葉東

下総

下志津
東京医療

災害医療

東京

村山

横浜

南横浜

久里浜

箱根

相模原

神奈川

西新潟

新潟

さいがた

甲府

東長野

松本
中信松本

長野

小諸

クリティカ
ルパス

カルテ開示

4.4 4.2 1,845 308 11 6 5 10 12 418 577 41 295

ー ー 389 2 2 11 6 21 83 55 ○

4.4 4.0 2,485 6 7 7 11 49 2,368 652 474

4.6 4.2 892 5 5 1 5 25 7 15 1,323 545

4.5 4.2 1,659 1 13 35 12 93 1,333 44 383 ○

4.5 4.2 1,874 3 2 7 2 7 1,084 462

4.9 4.7 1 1 1 1 1

4.4 4.1 30 62 1 3 5 11 10 7,586 2,291 918

－ 4.3 5 1 1 27 2

4.3 4.2 240 2 4 7 34 1,787 1,345 95 ○ ○

4.2 4.3 238 3 2 5 6 9 295 66

4.1 3.7 204 2 1 23 206 16

3.5 4.5 78 1 3 4 25 351 11 94 ○

5.0 4.2 304 204 1 ○

4.4 4.1 5,364 75 5 32 11 37 11 281 10,990 963 5,112 ○

4.5 4.2 207 4 1 8 2 13 26 26 ○

4.6 4.3 107 3 3 10 66 1,050 26 417 ○

4.2 4.1 81 1 ○

4.4 4.1 547 1 3 12 34 71 15 ○

5.0 4.4 22 2 6 4 8 1 2 ○

4.4 4.2 655 3 1 1 1 1 1,371 515 168

4.2 4.5 6 1 1 1 1 242 2 99 ○

4.7 4.2 7,581 52 40 8 7 14 12 15 5,766 115 1,691 ○

4.5 4.0 2,064 11 11 8 1 2 11 73 2,637 897 322

4.6 4.1 572 8 5 5 10 11 52 1,394 69 341

4.3 3.8 2,341 2 2 2 18 9 66 5,906 747 1,877

4.5 3.9 797 3 3 5 11 43 1,406 929

4.4 3.9 1,590 7 12 9 5 17 6 89 10,259 2,812 3,044

4.4 4.1 626 12 12 1 5 5 3,804 561 548 ○

4.6 4.1 382 38 13 4 5 40 5 15 574 99

4.5 3.9 1,427 4 3 8 3 8 9 3 5,219 1,359 852

4.5 4.0 2,275 4 4 19 5 8 12 303 8,750 2,954 2,566

4.2 3.9 16 7 2 5 6 15 10 43 404 182 ○

4.4 3.9 3,919 8 28 22 5 13 12 93 6,491 355 3,845

4.4 4.2 342 5 5 3 5 13 11 125 963 24 293 ○

3.8 3.9 339 5 5 21 7 67 386 131

4.2 3.8 207 3 9 4 1 6 11 103 3,497 1,696 251 ○

4.5 4.1 5,963 64 113 41 10 63 11 22 23,276 3,067 5,174

4.6 4.1 3,078 27 61 27 3 13 10 26 13,436 507 5,954

4.5 4.1 2,277 24 11 3 4 31 12 158 897 513 ○

4.6 3.8 792 19 8 161 6 16 14 203 818 255

4.4 4.0 1,827 24 55 26 6 15 11 170 15,671 4,881 5,096

4.5 3.9 280 4 4 4 17 3 3 308 109

4.1 3.9 2,437 2 4 20 4 12 80 34

4.4 4.3 7 12 9 1 1 1 51 23 ○

4.4 4.1 2,632 6 32 23 3 48 11 558 7,799 1,827 2,097

4.2 3.9 618 7 3 1 1 2 2 1,899 348 936

4.5 4.2 727 6 1 2 12 11 12 88 1,090 8 222 ○

4.3 4.0 2,117 8 17 10 134 3,748 3,003 219 ○

4.5 4.1 383 17 10 4 16 7 49 326 18 ○

4.5 4.2 888 4 3,543 1,102 640 ○

4.6 4.2 86 2 404 24 190 ○

4.5 3.9 824 2 6 3 1 8 16 32 3,418 1,149 737

4.7 4.3 498 5 3 2 1 9 63 1,678 663 340 ○ ○

4.4 3.8 3,816 6 11 85 5,056 1,208 2,217

3.7 4.0 83 2 1 1 8 4 320 60

倫理審査委員会 治験審査委員会 救急患者数

開催
回数

審査
件数 小児

患者数

救急車
搬送
患者数

通園
事業

患者満足度調査 セカンドオピニオン

（再掲）

患者
総数

入院
総合
評価

外来
総合
評価

実施件数 提供者数
開催
回数

◎平成１９年度業務実績

診療情報
提供書
作成数

請求件数
審査
件数

重症心身障害
児（者）の在宅
療養支援

在宅
支援

4



個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

富山

北陸

金沢

医王

七尾

石川

長良

静岡てん
静岡富士

天竜
静岡医療

名古屋
東名古屋

東尾張

豊橋

三重

鈴鹿
三重中央

榊原

福井

あわら

滋賀

紫香楽

京都

宇多野

舞鶴

南京都

大阪
近畿中央

刀根山

大阪南

神戸

姫路

青野原
兵庫中央

奈良

松籟荘
南和歌山

和歌山

鳥取

米子

松江

浜田

岡山

南岡山

呉

福山

広島西

東広島

賀茂

関門

山陽

岩国

柳井

東徳島

徳島

高松

善通寺
香川小児

四国がん

愛媛

高知

小倉

九州がん

九州医療

福岡

大牟田

クリティカ
ルパス

カルテ開示 倫理審査委員会 治験審査委員会 救急患者数

開催
回数

審査
件数 小児

患者数

救急車
搬送
患者数

通園
事業

患者満足度調査 セカンドオピニオン

（再掲）

患者
総数

入院
総合
評価

外来
総合
評価

実施件数 提供者数
開催
回数

◎平成１９年度業務実績

診療情報
提供書
作成数

請求件数
審査
件数

重症心身障害
児（者）の在宅
療養支援

在宅
支援

4.6 3.8 30 1 617 506 5 ○

4.3 4.1 82 1 3 14 3 6 78 5

4.4 4.1 2,302 7 35 12 11 51 12 182 13,154 5,261 2,656 ○

3.9 4.7 113 3 8 6 9 912 630 8 ○ ○

4.2 4.5 8 2 7 2 2 667 148 12 ○ ○

4.2 4.1 353 2 1 2 980 204

4.4 4.3 1,324 3 6 7 1 4 4 3,413 1,997 499 ○

4.2 4.4 155 6 4 26 10 341 210 26 132 ○ ○

4.7 4.3 172 2 1 1 1 136 13 ○

4.4 4.1 124 1 4 5 11 73 2,340 7 426

4.3 4.0 912 1 33 7 6 9 11 258 9,513 1,574 2,606 ○

4.4 3.9 3,681 56 27 24 10 76 12 699 13,322 531 4,957

4.4 4.0 215 9 2 5 3 8 7 67 862 365 ○

3.9 3.3 145 2 3 2 2 159 13

4.5 4.1 983 5 5 6 6 6 12 54 10,336 1,087 2,837

4.2 4.1 278 7 30 11 62 6,926 6,265 376 ○ ○

4.8 4.3 62 4 13 2 2 4 3 ○ ○

4.5 4.0 2,803 5 7 7 6 30 11 99 6,145 583 2,306 ○

3.4 3.6 1 1 3 2 270 3

4.5 4.0 951 1 3 7,170 2,583 705 ○

4.5 4.1 267 1 1 2 9 974 308 18 ○

4.4 4.0 972 1 4 4 1 1 5,315 1,388 498

4.4 4.1 26 902 409 24 ○

4.5 4.0 2,615 36 25 39 12 77 11 147 12,823 1,514 3,219

4.3 4.1 197 9 11 27 672 6 363 ○

4.4 3.9 585 2 16 15 5 10 11 40 11,206 3,623 1,722 ○

4.4 4.0 517 4 4 628 203 117 ○

4.5 4.2 6,729 185 33 79 12 226 12 141 7,925 192 2,261

4.4 3.9 494 66 15 9 3 3 17 279 1,195 285 ○

4.5 4.2 1,372 22 4 5 10 33 11 238 1,086 536 ○

4.6 4.0 2,830 23 58 15 4 33 10 307 5,247 90 1,668

4.5 4.0 2,095 4 23 13 6 15 11 161 5,482 1,114 1,019

4.6 4.3 3,012 11 6 34 2 4 6 32 4,938 46 1,865

4.5 4.1 243 1 1 947 81 104 ○ ○

4.6 4.2 180 1 8 5 5 789 298 ○

4.6 4.2 780 2 2 1 1 1 1 3 719 3 201

3.0 3.8 142 51 ○

4.6 4.1 968 2 26 6 5 14 10 32 8,331 640 2,611

4.4 4.3 880 2 2 1,246 418 ○ ○

4.0 4.0 281 5 10 12 7 565 44 66 ○ ○

4.5 4.2 1,632 9 3 13 5 18 11 66 7,378 3,362 647

4.5 4.3 777 7 2 5 4 7 12 25 299 7 36 ○

4.3 3.9 2,104 9 6 11 11 93 12,097 1,532 2,500 ○

4.6 4.1 8,451 18 6 20 9 60 10 610 30,039 13,845 1,524 ○

4.6 4.3 683 6 2 6 11 48 11 237 2,505 913 133 ○ ○

4.5 4.1 6,688 54 24 30 10 54 11 577 18,835 3,779 2,282 ○

4.5 4.0 5,720 10 12 13 10 18 9 15 6,444 2,014 1,450

4.5 4.0 801 4 4 1 4 8 11 113 3,630 1,122 767 ○

4.5 3.9 1,996 6 35 10 5 23 11 240 12,423 4,441 1,998 ○

4.0 4.1 6 1 10 414 44

4.3 4.2 4,266 3 4 6 12 12 128 12,595 2,465 2,713

4.6 4.3 1,216 34 5 2 2 2 7 70 899 5 209 ○

4.4 3.9 2,880 2 6 9 10 18 12 179 23,775 8,224 4,740

4.6 4.2 46 1 4 2 322 61 ○

4.5 4.3 1,386 1 2 4 4 2,372 108 149

4.5 4.3 62 10 5 1 9 40 19 62 19 1 ○

4.6 4.2 396 5 13 5 10 968 380 ○

4.4 3.9 1,156 1 4 8 12 20 5 9 9,780 1,284 ○

4.6 4.5 2,569 5 2 4 8 22 11 95 19,484 14,027 752 ○

4.6 4.4 3,518 352 7 7 7 75 7 98 55 55

4.7 4.3 921 1 1 7 23 12 64 904 195 ○

4.4 4.0 2,298 16 16 3 3 29 11 77 12,827 2,726 1,604 ○

4.4 3.8 4,487 10 6 12 2 2 6 22 19,482 11,752 1,268

4.5 4.1 3,731 454 6 16 6 83 12 22 43 16

4.5 4.3 6,361 51 27 26 12 95 16 45 4,486 369 804 ○

4.7 4.0 1,630 3 1 9 22 11 184 2,436 1,188 226 ○

4.4 4.1 297 4 4 4 5 11 7 52 649 100 ○

5



個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

福岡東

佐賀

肥前

東佐賀

嬉野

長崎
長崎医療

長崎神経

熊本

熊本南

菊池

再春荘

大分

別府

西別府

宮崎東

都城

宮崎

鹿児島

指宿

南九州

沖縄

琉球

計

クリティカ
ルパス

カルテ開示 倫理審査委員会 治験審査委員会 救急患者数

開催
回数

審査
件数 小児

患者数

救急車
搬送
患者数

通園
事業

患者満足度調査 セカンドオピニオン

（再掲）

患者
総数

入院
総合
評価

外来
総合
評価

実施件数 提供者数
開催
回数

◎平成１９年度業務実績

診療情報
提供書
作成数

請求件数
審査
件数

重症心身障害
児（者）の在宅
療養支援

在宅
支援

4.4 4.0 3,180 5 5 10 6 27 12 154 8,127 1,820 1,855 ○

4.6 4.0 3,144 1 21 9 2 5 6,955 2,810 1,076

4.3 4.0 260 5 11 142 449 29 ○

4.5 4.1 731 2 3 1 3,239 1,356 391 ○

4.5 4.0 3,673 8 7 24 11 142 12,774 4,495 1,061 ○

4.4 4.2 149 4 2 2 1,035 552 146 ○ ○

4.6 4.1 3,362 15 24 8 71 11 930 12,308 3,213 1,038

4.6 4.0 835 3 3 5 14 9 83 4,678 724 ○

4.4 4.1 7,940 26 24 17 5 38 12 63 17,478 2,012 8,580 ○

4.3 3.8 989 3 5 2 1 2,203 539 ○

3.6 4.1 245 3 3 9 280 21 2

4.5 4.1 3,227 4 10 40 11 101 4,538 859 947 ○ ○

4.4 4.0 4,077 4 7 14 9 16 12 11 5,313 855

4.5 3.9 5,578 2 8 22 2 7 10 227 6,549 874 1,800 ○

4.2 4.2 373 3 1 3 8 4 23 852 4 19 ○

4.5 4.3 349 6 1 4 16 969 388 21 ○

4.5 4.1 3,004 2 2 12 2 9 3 5 3,584 816 487

4.4 4.0 803 1 1 1 1,109 413 298 ○

4.7 4.3 2,639 17 1 10 5 40 12 75 2,217 78 875

4.6 4.0 1,828 11 12 3,721 1,782 410

4.6 4.4 2,710 8 1 5 4 7 4 10 2,183 772 50 ○ ○

4.5 4.1 1,127 128 4 6 4 14 12 33 655 85 ○

3.6 4.2 150 1 1 3 1 166 3

226,845 2,546 1,071 1,145 582 2,433 1,104 12,494 627,060 160,453 133,756 27 70
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個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

北がん

札幌南

西札幌

函館

道北

帯広

八雲

弘前

八戸

青森

盛岡

花巻

岩手

釜石

仙台

西多賀

宮城

あきた

山形

米沢

福島

いわき

水戸

霞ヶ浦

茨城東

栃木

宇都宮

高崎

沼田

西群馬

西埼玉

埼玉

東埼玉

千葉

千葉東

下総

下志津
東京医療

災害医療

東京

村山

横浜

南横浜

久里浜

箱根

相模原

神奈川

西新潟

新潟

さいがた

甲府

東長野

松本
中信松本

長野

小諸

ＥＢＭ研究
臨床研究活
動実績評価

専任
教育
担当師

専門・
認定
看護師

55.5 58.0 77 831 42 121,733 ○ 7 6 4

42.8 39.0 4 7,846 1

63.1 33.0 35 42,112 ○ 1 1 38 16

54.6 59.0 44 365 26 29,665 ○ 2 2 122 251 28

67.3 54.7 79 239 33 44,604 ○ 3 2 1

71.9 78.8 70 125 1,505

4.6 10.5 1

34.9 15.5 284 45 61,948 ○ 2 1 88 39 2

26.3 44.7 40

11.8 12.2 3 129 5 11,441 43 525

29.7 41.9 7 135 1,130 ○

20.5 65.6 95 1 42 51

27.0 31.0 5 62 4 10,607 2 39 386

3.3 4.3 6

73.4 35.2 81 1,023 108 126,359 ○ 33 20

42.7 40.3 1 225 1,565 11 164

45.3 42.4 249 24 35,083 1 84 44

15.7 9.8

46.7 59.3 51 20 11,061 1

58.2 62.9 1 54 1 2,682 92 511

26.6 14.6 639 19 50

28.3 36.1 68

76.0 75.3 112 394 102 83,547 ○ 14 17 1 4

39.3 72.4 179 35 32,882 ○ 7 1 118 85 17

65.3 60.2 42 198 64 97,478 1 27 13 80

54.0 24.3 46 153 39 41,670 ○ 4 1 3 43 299

49.7 33.5 7 334 25 24,658 ○

63.7 34.6 75 207 16 22,690 ○ 4 2 190 128 196

35.0 22.5 566 91 220 24

78.5 42.5 5 360 5 3,366 1 101 124

43.9 20.0 1 183 18 15,114 ○ 4 4 56 124 46

81.1 61.7 20 281 72 61,860 ○ 12 1 3 1,102 1,147 21

65.1 37.8 251 5 6,220 3 2 1 1 1

65.9 34.4 31 283 28 61,536 ○ 14 5 2

52.9 33.8 50 1,114 53 92,769 ○ 1 1 2 15 31 39

35.2 41.7 66 29 10,453 1 1

17.9 9.3 4 384 56 59,525 3 2 23 18

47.2 18.8 134 2,598 96 121,022 ○ 52 81 6 96 98 11

77.4 35.0 65 367 20 32,791 ○ 29 27 3 123 146 39

56.2 41.6 186 399 28 32,736 11 3 174 135

25.3 16.1 12 626 45 60,801 2 15

73.4 36.7 42 335 68 70,656 ○ 16 13 1 3 425 507 91

85.2 54.8 45 59 396 1 135

48.7 61.0 724 19 12,181 14 16 494 15

28.3 21.9 28

44.7 36.0 52 3,248 182 192,862 ○ 12 21 1 3 278 444 442

63.3 29.2 12 47 1,528 162 2

55.0 43.4 6 320 36 38,998 2 395 111 17

8.1 8.5 495 16 18,326 85

33.3 47.5 2 162 17 30,591 2 229

23.8 14.8 443 1 1

29.7 42.4 495 1 70

51.6 36.9 29 186 9 16,396 ○ 2 1 420 529 136

45.5 38.9 148 38 50,108 8 4 4

81.0 37.3 2 147 81 90,119 ○ 1 1 1 58 156 25

28.8 39.5 44 2 3,249 37 207

紹介率
（％）

医療機器共同利用

逆紹介率
（％）

治験 臨床研修

ＣＴ
受託研究
実績
（千円）

研修医
受入数

症例登録数
《19年度》

ポイント
《18年度》

実施
症例数

配置数

◎平成１９年度業務実績

指定状況

ＭＲＩ
ガンマ
カメラ単独型 管理型

専修医・
ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ
受入数

配置数
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個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

富山

北陸

金沢

医王

七尾

石川

長良

静岡てん
静岡富士

天竜
静岡医療

名古屋
東名古屋

東尾張

豊橋

三重

鈴鹿
三重中央

榊原

福井

あわら

滋賀

紫香楽

京都

宇多野

舞鶴

南京都

大阪
近畿中央

刀根山

大阪南

神戸

姫路

青野原
兵庫中央

奈良

松籟荘
南和歌山

和歌山

鳥取

米子

松江

浜田

岡山

南岡山

呉

福山

広島西

東広島

賀茂

関門

山陽

岩国

柳井

東徳島

徳島

高松

善通寺
香川小児

四国がん

愛媛

高知

小倉

九州がん

九州医療

福岡

大牟田

ＥＢＭ研究
臨床研究活
動実績評価

専任
教育
担当師

専門・
認定
看護師

紹介率
（％）

医療機器共同利用

逆紹介率
（％）

治験 臨床研修

ＣＴ
受託研究
実績
（千円）

研修医
受入数

症例登録数
《19年度》

ポイント
《18年度》

実施
症例数

配置数

◎平成１９年度業務実績

指定状況

ＭＲＩ
ガンマ
カメラ単独型 管理型

専修医・
ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ
受入数

配置数

4.4 4.5 7

29.1 36.1 30 520 1

70.6 49.8 79 759 33 45,625 ○ 11 3 1 2 152 47

3.2 11.5 2 7 4 14,249 1 1 52 261

16.4 12.7 5 55 558

36.4 30.6 49 18

82.8 22.8 3 2,830 ○

72.2 186.4 1,002 97 91,511 6

29.8 18.4 480

46.3 28.8 41 184 26 32,490

51.7 30.1 46 564 20 49,786 ○ 2 1 1 347 394 145

58.2 38.7 242 2,782 161 214,738 ○ 39 40 1 4 40 80 17

76.4 59.0 10 388 14 8,079 1 166 304 7

42.3 46.4 70 541 2

26.9 15.1 63 25 35,586 ○ 3

43.9 13.2 2 1,510 40 26,143 2 5 13 304

12.2 34.0 7 120 360

40.2 27.8 40 743 28 75,016 ○ 5 2 3 803 397 136

19.5 17.0 35 2 616 32

43.1 25.3 2,509 1 1 385 727 3

22.0 34.3 3 30 1,545 1

37.2 22.2 766 ○ 1 196 134 44

4.2 9.4 1,295

61.9 30.6 18 1,953 19 48,947 ○ 24 29 7 390 661 11

61.9 95.7 8 738 87 104,871 6 1 1 48

27.8 23.8 85 268 44 32,017 ○ 4 7 1 249 114 129

59.9 46.3 2 166 8 12,804 1 311 510 11

58.1 55.1 15 3,447 167 236,363 ○ 39 64 1 9 49 102 4

78.3 45.8 335 1,462 115 61,025 4 1 3

95.3 56.8 52 506 58 69,191 3 2 1 2 86 149

56.5 71.9 24 1,394 63 122,969 ○ 18 24 1 4 557 899 82

51.9 37.4 71 224 15 33,171 ○ 9 9 1 1,608 898 17

41.1 34.5 8 17,683 ○ 16 8 1 6 47 67 72

17.6 28.4 90 1

53.6 35.7 2 314 1 1 83 306 1

58.4 30.7 129 1 23 108

44.4 36.8 2

43.4 51.0 17 180 2 7,570 ○ 4 1 2 130 121 45

68.1 66.7 90 1 1

40.7 32.2 9 120 11 16,563 814 410 44

40.0 20.3 25 316 18 21,968

36.0 21.9 54 130 7 12,362 37 15 1

73.9 37.2 25 116 8 21,602 ○ 2 1 416 433 36

44.0 45.7 164 1,115 65 111,466 ○ 30 37 4 259 317 55

28.0 21.8 69 646 32 30,126 2 3 2 162 100

58.8 86.5 76 1,002 66 102,935 ○ 23 35 8 417 299

63.6 35.4 25 291 58 36,411 ○ 6 6 2 376 203 111

36.3 27.8 1 149 80 85,477 ○ 1 497 661

42.5 31.1 15 398 17 40,770 ○ 3 5 2 124 59 21

24.9 36.7 44 8 6,068 2 2

44.8 25.9 4 258 24 33,553 ○ 29 1 1 317 327 8

63.0 29.6 92 408 19 27,661 1 3 14 7

37.4 21.4 79 521 37 58,009 ○ 6 14 214 332 58

30.7 25.0 8 3,191

63.0 76.9 1 93 9 916 1 926 610

30.0 39.7 22 347 10 18,871 1 1 57 352

37.3 24.0 6 132 2 4,974 2 76

42.4 34.1 45 335 15 26,583 ○ 4 4 1 114 74 34

21.9 4.3 430 24 15,294 ○ 7 9 2 6

67.9 32.4 74 1,392 292 234,851 19 10 151 37

54.6 53.8 48 132 27 70,796 2

27.8 11.3 60 417 54 57,256 ○ 6 5 1 323 313 194

42.8 44.6 7 326 59 52,552 ○ 11 16 1 326 230 100

71.6 69.0 82 2,342 272 259,975 17 7

79.7 67.2 158 3,602 306 197,902 ○ 64 57 1 5 1,459 1,280 39

44.1 29.0 37 711 101 58,072 10 412

77.4 91.0 20 248 7 5,313 2 22 1
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個　別　病　院　ご　と　の　診　療　機　能　等

福岡東

佐賀

肥前

東佐賀

嬉野

長崎
長崎医療

長崎神経

熊本

熊本南

菊池

再春荘

大分

別府

西別府

宮崎東

都城

宮崎

鹿児島

指宿

南九州

沖縄

琉球

計

ＥＢＭ研究
臨床研究活
動実績評価

専任
教育
担当師

専門・
認定
看護師

紹介率
（％）

医療機器共同利用

逆紹介率
（％）

治験 臨床研修

ＣＴ
受託研究
実績
（千円）

研修医
受入数

症例登録数
《19年度》

ポイント
《18年度》

実施
症例数

配置数

◎平成１９年度業務実績

指定状況

ＭＲＩ
ガンマ
カメラ単独型 管理型

専修医・
ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄ
受入数

配置数

57.1 35.2 80 484 31 44,694 ○ 10 8 1 160 107 165

48.8 29.3 18 56 5,956 1 2 1 686 305 139

18.8 30.1 283 37 46,518 6 17 1 77

41.6 29.7 1 766 187

44.3 49.3 32 470 26 48,211 ○ 6 5 1 771 305 36

29.4 30.0 32

81.0 49.2 218 1,433 154 160,723 ○ 34 28 3 351 673 36

57.8 64.0 9 178 22 44,052 397 721 3

74.7 30.9 216 1,212 111 161,519 ○ 35 17 1 1 4,442 1,282 68

36.0 47.5 3 1,228

23.7 55.2 160 20 31,043 1

54.6 41.5 49 349 59 61,807 308 808 240

44.0 46.3 38 255 19 33,792 ○ 3 1 164 82

70.4 49.8 21 407 31 45,930 ○ 4 5 2 82 209 48

33.3 29.0 32 101 4 3,027

33.7 31.7 7 8,786 17 48 1

64.8 35.6 12 66 1,529 2 1 325 124 165

36.3 21.7 638 18 37

63.5 73.0 206 629 35 52,939 ○ 8 16 2 333 254

30.6 39.9 3 503 3 142 221 133

49.8 23.5 1 2,191 1 986 57 130

57.4 57.1 93 172 6 11,986 3 256 80

49.2 69.0 5 4,886 1

51.1 36.9 4,674 59,144 4,803 5,634,830 14 42 763 770 25 190 27,411 25,743 3,832
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0

9
5
,4

2
8

6
9
.0

%
△

 1
.4

%
2
5
.6

%
△

 0
.3

%
3
1
,8

6
7

＋
 2

,4
9
0

6
.3

 人
＋

 0
.5

 人
1
9
.5

日
△

 2
.1

日
3
5
.0

%
＋

 4
.0

%

4
,8

1
5
,6

4
9

5
,4

2
9
,3

0
1

6
1
3
,6

5
2

4
,7

6
3
,3

4
1

5
,1

9
7
,0

1
9

4
3
3
,6

7
8

5
2
,3

0
8

2
3
2
,2

8
2

1
7
9
,9

7
4

5
5
.9

%
△

 4
.1

%
2
5
.2

%
1
.9

%
4
1
,2

6
2

＋
 2

,8
8
2

1
5
.7

 人
＋

 0
.2

 人
1
7
.6

日
1
.4

日
4
3
.9

%
＋

 3
.3

%

7
,3

4
3
,3

9
8

7
,8

7
9
,3

5
8

5
3
5
,9

6
0

6
,8

0
7
,3

4
5

7
,2

4
1
,0

3
4

4
3
3
,6

8
9

5
3
6
,0

5
3

6
3
8
,3

2
4

1
0
2
,2

7
1

5
2
.1

%
△

 0
.4

%
2
6
.4

%
0
.4

%
5
8
,0

8
1

＋
 2

,8
2
8

2
0
.4

 人
＋

 1
.2

 人
1
3
.8

日
△

 0
.5

日
8
1
.1

%
＋

 2
2
.4

%

3
,9

3
3
,2

7
3

3
,7

3
1
,4

4
6

△
2
0
1
,8

2
7

4
,3

2
3
,7

3
7

4
,1

8
4
,7

4
4

△
1
3
8
,9

9
3

△
3
9
0
,4

6
4

△
4
5
3
,2

9
8

△
6
2
,8

3
4

6
8
.6

%
2
.4

%
1
4
.2

%
△

 0
.5

%
3
6
,4

8
9

＋
 2

,9
9
5

8
.2

 人
▲

 0
.3

 人
1
6
.2

日
1
.5

日
2
3
.8

%
▲

 1
.2

%

3
,9

9
6
,2

1
8

3
,8

0
4
,9

1
6

△
1
9
1
,3

0
2

4
,5

1
6
,5

2
8

4
,4

4
3
,1

3
9

△
7
3
,3

8
9

△
5
2
0
,3

1
0

△
6
3
8
,2

2
3

△
1
1
7
,9

1
3

6
5
.3

%
0
.0

%
3
5
.3

%
1
.6

%
4
2
,1

5
8

＋
 1

,7
2
5

1
0
.9

 人
▲

 2
.4

 人
1
5
.7

日
0
.9

日
5
1
.6

%
＋

 6
.7

%

4
,0

3
4
,4

6
6

4
,0

2
7
,7

9
0

△
6
,6

7
6

4
,0

3
0
,8

8
3

4
,0

8
7
,6

6
3

5
6
,7

8
0

3
,5

8
3

△
5
9
,8

7
3

△
6
3
,4

5
6

6
0
.8

%
0
.8

%
2
3
.8

%
0
.9

%
3
1
,7

4
9

▲
 9

5
1

7
.0

 人
▲

 0
.9

 人
1
8
.6

日
△

 1
.7

日
4
3
.1

%
＋

 8
.9

%

2
,9

2
4
,0

0
0

2
,7

4
3
,1

4
0

△
1
8
0
,8

6
0

3
,4

2
9
,6

4
4

3
,2

3
4
,8

8
7

△
1
9
4
,7

5
7

△
5
0
5
,6

4
4

△
4
9
1
,7

4
7

1
3
,8

9
7

6
7
.1

%
2
.5

%
2
8
.9

%
1
.2

%
4
1
,2

4
7

＋
 3

5
9

6
.5

 人
▲

 1
.1

 人
1
8
.5

日
△

 1
.7

日
3
7
.2

%
＋

 1
.2

%

5
,3

9
7
,5

1
9

5
,6

6
8
,8

8
3

2
7
1
,3

6
4

5
,4

9
8
,2

8
2

5
,7

3
6
,8

0
3

2
3
8
,5

2
1

△
1
0
0
,7

6
3

△
6
7
,9

2
0

3
2
,8

4
3

5
1
.2

%
△

 0
.4

%
2
9
.1

%
0
.8

%
4
6
,9

6
6

＋
 2

,7
1
6

1
3
.3

 人
＋

 0
.2

 人
1
8
.9

日
0
.9

日
5
1
.9

%
＋

 8
.7

%

4
,8

5
1
,0

6
3

5
,3

0
3
,1

9
8

4
5
2
,1

3
5

5
,1

0
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6
5

5
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2
8
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1
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1
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0
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2
5
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0
2

7
4
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1
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3
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4
.1

%
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%
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6
.1

%
△

 0
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%
4
1
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4

＋
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3

1
3
.8
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＋

 0
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日
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日
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3
.4

%
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 3
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%

3
,2

7
0
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0
0

3
,6

1
3
,3

5
8

3
4
2
,6
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8

3
,4

3
2
,7

7
6

3
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2
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3

1
4
9
,6

0
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△
1
6
2
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6

3
0
,9

7
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1
9
3
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5
1

5
4
.9

%
△

 6
.4

%
2
8
.6

%
1
.9

%
3
5
,8

7
2

＋
 2

,9
5
6

9
.9
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＋

 0
.4

 人
2
0
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日
0
.6

日
4
0
.0

%
＋

 1
0
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%

5
,3

3
7
,9

1
1

5
,4

4
2
,6

6
3

1
0
4
,7

5
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5
,1

1
8
,1

1
4

5
,1

7
2
,4
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3
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4
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3
9

2
1
9
,7
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7

2
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1
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0
,4

1
3
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7
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%
△

 0
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%
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8
.4

%
△

 0
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%
3
2
,5

1
3

＋
 2

0
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8
.2
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 1
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日
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.9

日
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%
▲

 0
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5
,1
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1
,8
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7
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1

2
0
9
,4

7
4

5
,0

6
1
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5
,1
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1
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2
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0
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0
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日
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日
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4
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＋
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5
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0
8

1
0
1
,5
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6

4
4
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△
5
6
,9

1
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5
4
.9
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1
.1

%
3
0
.3

%
0
.6
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4
0
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3
0

＋
 1

,3
3
3

1
1
.3
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▲

 1
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 人
2
1
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日
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日
4
2
.4

%
＋

 6
.9

%

7
,1

9
9
,8

3
1

7
,1
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2
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△
1
7
,2

9
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,1
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,1
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2
1
.4

%
△

 1
.7

%
3
4
,8
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5

＋
 2
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9

1
6
.8
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5
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日
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 1
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日
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.8

%
▲

 1
.0
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4
,0

1
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,1

4
1

4
,0
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5
,6
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0
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3
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9

3
,8
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,0
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4

3
,8
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7
,5

4
6

2
9
,5

3
2
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0
4
,1

2
7
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8
,1

3
4

5
4
,0

0
7

5
8
.7

%
△

 0
.1

%
2
0
.5

%
△

 0
.5

%
3
4
,6

6
4

＋
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,4
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4

1
4
.1
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▲
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9
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日
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日
4
8
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%
＋
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4
,8
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,5
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通

寺
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知

滋
賀

神
戸
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和
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米
子

埼
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甲
府

松
本
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井
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島
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埼
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○
旧

国
立

療
養

所
（
一

般
病

床
が

中
心

と
な

っ
て

い
る

病
院

）

経
常

収
益

経
常

費
用

経
常

利
益

人
件

費
+
委

託
費

率
材

料
費

率
患

者
１

人
１

日
当

た
り

入
院

診
療

収
益

　
(円

)
１

日
平

均
新

入
院

患
者

数
平

均
在

院
日

数
〔
一

般
病

床
（
重

筋
除

く
）
〕

紹
介

率

1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度

3
,6

2
9
,0

9
7

3
,6

4
1
,0

0
3

1
1
,9

0
6

4
,1

4
1
,2

8
4

4
,1

4
6
,9

9
7

5
,7

1
3

△
5
1
2
,1

8
7

△
5
0
5
,9

9
4

6
,1

9
3

7
2
.2

%
0
.8

%
2
7
.8

%
0
.3

%
3
2
,5

4
9

＋
 1

,8
8
1

1
0
.3

 人
＋

 0
.6

 人
1
9
.8

日
△

 5
.3

日
6
3
.1

%
＋

 2
.9

%

4
,1

0
6
,0

2
1

4
,1

9
3
,2

4
8

8
7
,2

2
7

4
,1

7
7
,1

6
8

4
,0

8
7
,8

8
5

△
8
9
,2

8
3

△
7
1
,1

4
7

1
0
5
,3

6
3

1
7
6
,5

1
0

5
6
.0

%
△

 1
.1

%
2
5
.4

%
△

 2
.3

%
3
3
,1

9
5

＋
 1

,5
0
5

9
.5

 人
＋

 0
.4

 人
1
9
.2

日
△

 7
.7

日
6
7
.3

%
＋

 0
.6

%

1
,9

5
2
,8

2
3

1
,9

4
0
,7

2
4

△
1
2
,0

9
9

2
,2

9
4
,7

3
7

2
,2

0
3
,0

8
7

△
9
1
,6

5
0

△
3
4
1
,9

1
4

△
2
6
2
,3

6
3

7
9
,5

5
1

7
2
.8
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1
.0

%
1
9
.9

%
△

 0
.1

%
2
2
,2

3
4

＋
 2

0
5

2
.1

 人
▲

 0
.3

 人
7
6
.5

日
△

 5
.9

日
2
9
.7

%
▲

 0
.4

%

1
,5

3
7
,0

3
3

1
,5

7
9
,5

3
6

4
2
,5
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3

1
,4

5
0
,3

1
6

1
,4
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6
,0

1
9

2
5
,7

0
3

8
6
,7

1
7

1
0
3
,5

1
7

1
6
,8

0
0

7
2
.4

%
△

 0
.3

%
7
.3

%
0
.9

%
2
4
,7

9
8

＋
 3

8
5

0
.5

 人
＋

 0
.0

 人
1
,8

9
0
.0

日
1
,5

7
3
.6

日
3
.3

%
＋

 2
.0

%

1
,5

4
5
,9

8
7

1
,5

9
3
,9

7
4

4
7
,9

8
7

1
,3

9
2
,3

0
4

1
,4

1
5
,6

3
9

2
3
,3

3
5

1
5
3
,6

8
3

1
7
8
,3

3
5

2
4
,6

5
2

6
5
.9

%
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 0
.2
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8
.7

%
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 0
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%
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6
,5

9
3
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 1
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0
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 0
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1
0
3
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日
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日
2
8
.3

%
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 3
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%

4
,2

7
0
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7
3

3
,9

2
6
,8

6
2

△
3
4
3
,4

1
1

4
,2

5
4
,8

0
3

4
,0

8
3
,6

2
9

△
1
7
1
,1

7
4

1
5
,4

7
0

△
1
5
6
,7

6
7

△
1
7
2
,2

3
7

6
3
.4

%
5
.5

%
2
0
.8

%
△

 2
.7

%
3
0
,6

8
4

＋
 7

9
6

5
.3

 人
▲

 1
.1

 人
3
1
.9

日
0
.0

日
6
5
.3

%
＋

 2
.0

%

3
,3

6
3
,5

7
0

3
,8

3
0
,5

0
4

4
6
6
,9

3
4

3
,6

8
7
,1

3
5

3
,8

8
4
,2

6
4

1
9
7
,1

2
9
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3
2
3
,5

6
5

△
5
3
,7

6
0

2
6
9
,8

0
5

6
4
.5

%
△

 7
.5

%
2
0
.4

%
1
.3

%
2
6
,9

8
3
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 1

,1
9
4

7
.6

 人
＋

 1
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 人
3
1
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日
5
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日
4
9
.7

%
＋

 6
.0

%

4
,2

3
2
,7

2
3

4
,3

0
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,7

8
3

7
3
,0

6
0

4
,1

4
4
,7

4
6

4
,2

3
2
,1

4
0

8
7
,3

9
4

8
7
,9

7
7

7
3
,6

4
3

△
1
4
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3
4
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△

 0
.9

%
1
1
.8

%
0
.3

%
2
9
,2

0
4

＋
 9

4
9

1
4
6
.2

4
▲

 0
.4

3
4
.6

%
＋

 1
.5

%
4
7

2
3
.6

%

南
九

州

高
松

大
牟

田

西
別

府

宮
崎

和
歌

山

松
江

柳
井

徳
島

鈴
鹿

宇
多

野

青
野

原

奈
良

富
山

医
王

静
岡

て
ん

静
岡

富
士

下
志

津

箱
根

新
潟

東
長

野

宮
城

あ
き

た

米
沢

東
埼

玉

八
戸

青
森

岩
手

西
多

賀

八
雲

個
　

別
　

病
　

院
　

に
　

係
　

る
　

財
　

務
　

状
　

況

13



○
旧

国
立

療
養

所
（
結

核
医

療
が

病
院

経
営

に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

病
院

）
人

件
費

+
委

託
費

率
材

料
費

率
患

者
１

人
１

日
当

た
り

･
平

均
在

院
日

数
紹

介
率

入
院

診
療

収
益

　
(円

)
〔
結

核
病

床
〕

1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度

4
,0

1
8
,8

8
5

4
,1

2
4
,5

5
3

1
0
5
,6

6
8

4
,1

1
7
,2

1
0

4
,0

4
5
,4

2
5

△
7
1
,7

8
5

△
9
8
,3

2
5

7
9
,1

2
8

1
7
7
,4

5
3

6
8
.6

%
△

 4
.3

%
1
4
.5

%
0
.1

%
2
4
,4

4
6

＋
 7

1
9

8
4

▲
 2

.6
1
0
5
.8

日
3
8
.8

日
7
6
.4

%
▲

 3
.1

%

3
,5

1
4
,5

3
6

3
,6

2
1
,3

1
0

1
0
6
,7

7
4

3
,5

6
7
,0

3
7

3
,5

3
4
,3

1
1

△
3
2
,7

2
6

△
5
2
,5

0
1

8
6
,9

9
9

1
3
9
,5

0
0

6
4
.8

%
△

 1
.4

%
1
6
.2

%
△

 0
.1

%
2
7
,9

1
6

＋
 8

9
6

6
7
.1

▲
 2

.5
6
5
.4

日
△

 2
.4

日
5
9
.9

%
＋

 9
.2

%

5
,4

8
7
,5

0
2

5
,7

2
6
,6

1
2

2
3
9
,1

1
0

5
,9

4
6
,1

6
7

5
,7

6
9
,2

2
0

△
1
7
6
,9

4
7

△
4
5
8
,6

6
5

△
4
2
,6

0
8

4
1
6
,0

5
7

5
7
.4

%
△

 3
.5

%
2
5
.0

%
1
.5

%
2
6
,1

3
1

＋
 9

4
8

1
2
8
.7

▲
 1

8
.1

7
2
.4

日
1
3
.2

日
7
8
.3

%
▲

 4
.2

%

6
,4

7
5
,8

5
3

6
,7

4
1
,5

9
7

2
6
5
,7

4
4

6
,3

1
3
,2

9
8

6
,3

8
0
,5

8
0

6
7
,2

8
2

1
6
2
,5

5
5

3
6
1
,0

1
7

1
9
8
,4

6
2

5
8
.9

%
△

 0
.2

%
2
0
.4

%
0
.1

%
2
8
,2

1
3

＋
 4

8
8

1
2
7

▲
 2

.7
7
6
.2

日
△

 7
.4

日
9
5
.3

%
＋

 1
.4

%

平
　

　
均

4
,8

7
4
,1

9
4

5
,0

5
3
,5

1
8

1
7
9
,3

2
4

4
,9

8
5
,9

2
8

4
,9

3
2
,3

8
4

△
5
3
,5

4
4

△
1
1
1
,7

3
4

1
2
1
,1

3
4

2
3
2
,8

6
8

6
2
.4

%
△

 2
.4

%
1
9
.0

%
0
.4

%
2
6
,6

7
7

＋
 7

6
3

1
0
1
.7

▲
 6

.5
8
0
.0

日
1
0
.6

日
7
7
.5

%
＋

 0
.8

%

○
旧

国
立

療
養

所
（
精

神
医

療
が

病
院

経
営

に
与

え
る

影
響

が
大

き
い

病
院

）

経
常

収
益

経
常

費
用

経
常

利
益

人
件

費
+
委

託
費

率
材

料
費

率
患

者
１

人
１

日
当

た
り

入
院

診
療

収
益

　
(円

)
１

日
平

均
新

入
院

患
者

数
平

均
在

院
日

数
〔
精

神
病

床
〕

紹
介

率

1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度

2
,2

9
3
,1

4
7

2
,0

3
8
,0

0
4

△
2
5
5
,1

4
3

2
,5

2
4
,0

8
4

2
,3

0
2
,6

4
8

△
2
2
1
,4

3
6

△
2
3
0
,9

3
7

△
2
6
4
,6

4
4

△
3
3
,7

0
7

9
0
.0

%
1
.9

%
5
.6

%
△

 1
.0

%
2
5
,9

7
3

＋
 3

,1
3
0

0
.8

 人
▲

 0
.1

 人
1
2
0
.9

日
△

2
9
.6

日
2
0
.5

%
▲

 2
.7

%

2
,5

9
3
,2

4
5

2
,8

4
5
,2

8
8

2
5
2
,0

4
3

3
,1

7
7
,6

0
2

3
,1

8
8
,2

1
5

1
0
,6

1
3

△
5
8
4
,3

5
7

△
3
4
2
,9

2
7

2
4
1
,4

3
0

9
1
.1

%
△

 1
2
.7

%
9
.6

%
△

 1
.7

%
2
0
,1

1
4

＋
 3

,9
5
0

1
.8

 人
▲

 0
.2

 人
1
6
0
.1

日
△

5
.4

日
3
5
.2

%
▲

 5
.5

%

2
,2

5
2
,6

1
5

2
,5

1
9
,1

4
2

2
6
6
,5

2
7

2
,7

9
6
,4

1
6

2
,8

4
0
,4

6
4

4
4
,0

4
8

△
5
4
3
,8

0
1

△
3
2
1
,3

2
2

2
2
2
,4

7
9

8
7
.4

%
△

 6
.9

%
1
0
.4

%
△

 0
.2

%
1
9
,6

9
7

＋
 8

6
1

3
.2

 人
0
.1

 人
9
8
.5

日
0
.4

日
4
8
.7

%
▲

 0
.5

%

2
,7

4
8
,9

3
7

3
,0

0
7
,4

5
5

2
5
8
,5

1
8

2
,9

6
0
,8

1
9

3
,0

3
6
,6

6
9

7
5
,8

5
0

△
2
1
1
,8

8
2

△
2
9
,2

1
4

1
8
2
,6

6
8

7
2
.6

%
△

 8
.1

%
8
.3

%
△

 0
.8

%
2
6
,6

2
7

＋
 4

,1
5
3

2
.4

 人
0
.0

 人
1
0
7
.3

日
△

0
.8

日
3
3
.3

%
＋

 5
.1

%

2
,2

0
3
,9

3
1

2
,3

2
1
,3

0
7

1
1
7
,3

7
6

2
,3

4
0
,8

6
6

2
,2

9
4
,0

2
7

△
4
6
,8

3
9

△
1
3
6
,9

3
5

2
7
,2

8
0

1
6
4
,2

1
5

7
3
.7

%
△

 8
.6

%
8
.9

%
△

 0
.6

%
1
9
,4

6
5

＋
 9

8
2

1
.1

 人
0
.2

 人
1
8
8
.0

日
△

3
8
.7

日
2
8
.8

%
▲

 3
.4

%

2
,0

7
6
,0

0
0

2
,2

6
5
,5

2
0

1
8
9
,5

2
0

2
,0

9
3
,9

6
4

2
,1

6
4
,6

0
5

7
0
,6

4
1

△
1
7
,9

6
4

1
0
0
,9

1
5

1
1
8
,8

7
9

7
3
.3

%
△

 6
.4

%
1
1
.7

%
2
.5

%
2
4
,4

9
6

＋
 1

,8
6
9

0
.4

 人
▲

 0
.1

 人
4
0
3
.5

日
8
2
.1

日
2
9
.1

%
▲

 1
.0

%

1
,7

2
9
,9

2
5

1
,8

2
8
,1

7
1

9
8
,2

4
6

1
,8

7
0
,9

6
8

1
,8

3
3
,2

6
1

△
3
7
,7

0
7

△
1
4
1
,0

4
3

△
5
,0

9
0

1
3
5
,9

5
3

8
3
.7

%
△

 3
.7

%
6
.7

%
△

 5
.0

%
2
1
,8

8
7

＋
 8

8
3

1
.0

 人
0
.0

 人
1
8
5
.9

日
2
0
.4

日
4
2
.3

%
＋

 4
.3

%

1
,2

7
5
,9

5
4

1
,3

7
5
,5

6
0

9
9
,6

0
6

1
,4

9
7
,3

9
1

1
,5

5
7
,6

2
5

6
0
,2

3
4

△
2
2
1
,4

3
7

△
1
8
2
,0

6
5

3
9
,3

7
2

9
2
.1

%
△

 1
1
.3

%
1
1
.0

%
△

 1
.8

%
1
5
,6

0
9

＋
 2

,2
8
7

0
.5

 人
0
.1

 人
3
6
4
.9

日
△

7
2
.2

日
1
9
.5

%
▲

 1
.5

%

2
,0

7
8
,1

4
8

2
,0

5
9
,0

0
7

△
1
9
,1

4
1

2
,1

9
1
,1

5
4

2
,1

6
4
,6

7
2

△
2
6
,4

8
2

△
1
1
3
,0

0
6

△
1
0
5
,6

6
5

7
,3

4
1

9
1
.3

%
0
.2

%
9
.9

%
△

 0
.4

%
2
0
,8

9
4

＋
 6

7
2

0
.6

 人
0
.0

 人
2
0
6
.3

日
△

1
3
.4

日
4
4
.4

%
＋

 8
.8

%

2
,8

6
7
,9

2
0

2
,8

6
3
,5

3
1

△
4
,3

8
9

2
,7

6
2
,6

2
1

2
,7

1
6
,8

3
3

△
4
5
,7

8
8

1
0
5
,2

9
9

1
4
6
,6

9
8

4
1
,3

9
9

8
5
.7

%
3
.0

%
8
.8

%
△

 0
.1

%
1
7
,3

9
9

＋
 7

7
1
.2

 人
0
.1

 人
2
7
5
.7

日
5
.0

日
2
4
.9

%
▲

 7
.8

%

4
,0

2
6
,6

6
7

4
,2

0
1
,5

6
8

1
7
4
,9

0
1

4
,2

9
0
,2

8
1

4
,2

8
9
,8

5
9

△
4
2
2

△
2
6
3
,6

1
4

△
8
8
,2

9
1

1
7
5
,3

2
3

8
2
.6

%
△

 4
.1

%
7
.8

%
△

 0
.4

%
1
9
,7

0
9

＋
 1

,6
0
2

2
.1

 人
▲

 0
.1

 人
1
9
6
.8

日
△

2
.9

日
1
8
.8

%
▲

 3
.7

%

1
,8

4
1
,4

8
0

1
,9

8
6
,3

2
2

1
4
4
,8

4
2

1
,8

0
7
,9

8
2

1
,9

0
2
,0

2
0

9
4
,0

3
8

3
3
,4

9
8

8
4
,3

0
2

5
0
,8

0
4

8
4
.2

%
1
.1

%
3
.1

%
△

 0
.1

%
2
1
,0

0
5

＋
 2

,0
0
0

1
.0

 人
0
.0

 人
1
4
2
.4

日
△

1
2
.3

日
2
3
.7

%
▲

 4
.0

%

2
,6

3
8
,5

1
4

2
,7

2
2
,1

9
2

8
3
,6

7
8

2
,7

4
2
,1

6
6

2
,7

5
9
,8

5
7

1
7
,6

9
1

△
1
0
3
,6

5
2

△
3
7
,6

6
5

6
5
,9

8
7

7
8
.1

%
△

 1
1
.3

%
8
.2

%
△

 0
.8

%
1
8
,9

6
6

＋
 2

,3
6
4

1
.2

 人
0
.3

 人
3
3
9
.2

日
△

6
5
.0

日
4
9
.2

%
＋

 8
.2

%

平
　

　
均

2
,3

5
5
,8

8
3

2
,4

6
4
,0

8
2

1
0
8
,1

9
9

2
,5

4
2
,7

9
3

2
,5

4
2
,3

6
6

△
4
2
8

△
1
8
6
,9

1
0

△
7
8
,2

8
4

1
0
8
,6

2
6

8
3
.5

%
△

 5
.1

%
8
.5

%
△

 0
.8

%
2
0
,9

1
1

＋
 1

,9
1
0

1
.3

 人
0
.0

 人
2
1
4
.6

日
△

1
0
.2

日
3
2
.2

%
▲

 0
.3

%

肥
前

菊
池

琉
球

東
尾

張

榊
原

松
籟

荘

賀
茂

東
名

古
屋

個
　

別
　

病
　

院
　

に
　

係
　

る
　

財
　

務
　

状
　

況

北
陸

刀
根

山

南
京

都

近
畿

中
央

さ
い

が
た

小
諸

経
常

収
益

経
常

費
用

経
常

利
益

１
日

平
均

入
院

患
者

数
〔
結

核
病

床
〕

花
巻

下
総

久
里

浜
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○
旧

国
立

療
養

所
（
そ

の
他

）

経
常

収
益

経
常

費
用

経
常

利
益

人
件

費
+
委

託
費

率
材

料
費

率
患

者
１

人
１

日
当

た
り

入
院

診
療

収
益

　
(円

)
１

日
平

均
新

入
院

患
者

数
平

均
在

院
日

数
〔
一

般
病

床
（
重

筋
除

く
）
〕

紹
介

率

1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
1
8
年

度
1
9
年

度
差

引
増

減
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度
対

前
年

度

1
,8

6
6
,7

0
1

1
,6

3
7
,7

8
4

△
2
2
8
,9

1
7

2
,4

2
1
,1

0
5

2
,0

9
6
,9

5
0

△
3
2
4
,1

5
5

△
5
5
4
,4

0
4

△
4
5
9
,1

6
6

9
5
,2

3
8

9
3
.2

%
6
.3

%
2
8
.9

%
1
.0

%
2
4
,4

1
3

＋
 4

5
6

1
.8

 人
▲

 0
.6

 人
7
8
.5

日
△

 7
.9

日
4
2
.8

%
▲

 3
.7

%

4
,6

9
2
,7

8
3

4
,9

7
4
,9

9
0

2
8
2
,2

0
7

4
,5

9
6
,4

8
8

4
,7

5
5
,6

7
7

1
5
9
,1

8
9

9
6
,2

9
5

2
1
9
,3

1
3

1
2
3
,0

1
8

5
2
.6

%
△

 1
.0

%
2
8
.7

%
0
.3

%
3
9
,2

7
6

＋
 1

,7
0
5

4
.7

 人
＋

 0
.0

 人
2
6
.6

日
7
.8

日
7
1
.9

%
＋

 3
.2

%

2
,6

4
0
,8

8
6

2
,6

4
6
,7

8
9

5
,9

0
3

2
,6

0
6
,0

8
0
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